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第5回原産：年次大会プログラム総括表．

（第：Lξ畢）　3月25El（7｝く）
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往・・「米麟子ヵ委鵡二二淘（6・分）
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午さん会G2．10～14．、00）．

S共連ビル6階．マツヤサロン

ﾁ別講演「技術開発のあり方」・

　　　　　　　〔シンポジウム〕

ｯ．20　『1970年代の日本と原子力開発』

意見発表
｢　　　　　論

一終了　17．00一
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一終了　鷹2．00一

　　　　　　〔パネル討論会一2）
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キー・ノート

討 論

一終了　16．20一
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16．25　大会成果とりまとあ

16．40　閉会挨拶

一終了　16．50一
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第3回原産年次大会プ『グラム

会　期　昭和45年5月25日（水），26日（木），2ア臼（金）3日三

会　場　日本都市センター（東三都千代田区平河町2－6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A会場1ホール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B会場：本館講堂

第1臼　3月25目　（水）

開会総会　　A会場　（9．50～12．00）

〈開会式〉

　議長　　藤波　収氏（電源開発総裁）

開会挨拶　　　日本原子力産業会議会長　　　　　　　菅　　　禮之助　氏

準備経過報告　第5回原産年次大会準備委員長　　　　加　藤　博　見　氏

原産報告　　　日本原子力産業会議代表常任理事　　　橋　本　清之助　氏

く特別招待講演〉

　議長　　宗像英二氏（日本原子力研究所理事長）

講　　演　　　　「1970年代における原子力政策」　　　　　　　　（10．50～唱．00）

　　　　　　　　　　　　西田信一氏（原子力委員会委員長）

　議長　　井上五郎氏（動力炉・核燃料開発事業団理學長）

講　　演　　　「原子力エネルギーの世界的巌望」　　　　　　　　（11．00～勾2．00）

　　　　　　　　　　　　グレンT．シーボ：一グ氏（アメリカ原子力委員会委員長）

午さん会　　マツヤサロンー全共連ビル6階一　（12．10～14．00）

特別譜演 「技術開発のあり万」

　　　　島　秀雄氏（宇宙開発事業団理弓長）

（1ろ．oo～電5．5e）
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シンポジウム A会場
（1、．2。’黷P7．b。）

テーマ　「1970年代の目本と原子力開発」

　議長　松根宗一氏（日本原子力産業会議副会長）

　発表者　（五十音順）

　　　　稲葉秀三氏（国民経済研究協会会長）

　　　　岸　　田　純之，助　　氏　　（朝霞新聞論説委員）

　　　　佐々木　義　武　氏　（衆議院議員）

　　　　前　田　七之進　氏　（富士電機製造社長）

　　　　向坊　隆氏（東ゑ大学教授）
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講演一1 A会場

　　　第2目　3月26日　（木）

（　9。30　～　マ2．20）

〈原子力発電開発の現状と今後の見通し〉

　議長　和田恒輔氏（富士電機製造相談役）

圭　電力需給と原子力発電の見通し

　　　　　　　　　山崎久一氏（中央電力協議会専務理箏）

2．新型動力炉開発の概況

　　　　　　　　　清成

議長　菅原四郎治民（九州電力常務取締役）

5　軽水型原子力発電所の運転と建設状況

　。敦賀原子力発電所

　　　　　　　　　鈴木小兵衛氏（日本原子力発電取締役）

　。福島原子力発電所

　　　　　　　　　野村顕雄氏（東厭電力原子力部長）

　o美浜・高浜原子力発電所

　　　　　　　　　浜口俊一氏（関西電力原子力部長）

　o島根原子力発電所

　　　　　　　　　阿部弥之助氏（中国電力取編役）

（　9。50　～　 9・50）

（　9◎50　～　10．30）

迫氏（動力炉・核燃料開発事業団副理事長：）
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講演一2 B会場 （　9．30～葉2．00）

〈原子力船の開発〉

　議長　永野　治氏（東蒐芝浦電気専任副社長。原子力本鄙長）

t　原子力船「むつ」の建造　　　　　　　　　　　　　　　　　（9・30～旬・00）

　　　　　　　　　佐々木周一氏（日本原字・力船踊発集業団理學長）
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2．原子力第2船以降の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10・00～10・50）

　　　　　　　　　有吉義弥氏（日本郵船社長）

〈アイソトープ・放射線の利用〉

議長　篠島秀雄氏（三菱化成エ業社長）

5　アイソトプ工業利用に駆ける最近の進歩　　　　　　　　　　　（10・50～M・00）

　　　　　　　　　飯島　弘氏（日本鋼管技術研究所物理研究室次長）

4．放射線化学の研究醐発と企業化の進展　　　　　　　　　　　　（1LOO～質．50）

　　　　　　　　　沢柳正一氏（日本原子力研究所高崎研究秋長）

5．宇宙，海洋開発における放射線利用　　　　　　　　　　　　　　（11・ろ0～12・00）

　　　　　　　　　加藤正夫氏（東京大学教授）

海外招待講演 A会場 （鷹5．50～　窪7．05）

議長　平塚正俊氏（住友原子力工業社長）

エ　フランスの産業界と核燃料サイクルの世界的交易　　　　　　　　　（篇．50～14．20）

　　　　　　　　　　」．マビール氏（フランス原子力庁生産局長）

議長　若林　彊氏（東北電力社長）

2．　イギリスに澄ける1970年代の動力炉と核燃料開発の展望　　　（14・20～鴛・10）

　　　　　　　　　　り『．チユーイ氏（イギリス原子力公社生産グループ理事）

　　　　　　　　　　　　　　休　　　憩　（15分）

議長　妹尾三郎氏（三菱原子力工業社長）

5　西ドイツの原子力船計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　U5・25～16・15）

　　　　　　　　　　M．フォン。ツ・ミューレン氏（GKSS社営業担当理事）

　議長　一本松珠磯氏（蹟本原子力発電社長）

4・アメリカにおける原子力発電の現状と将来、　　　　　　　　　（16」5～17・05）

　　　　　　　　　　C．E．ラーソン氏（アメリカ原子力委員会委員）

レセプション 日本都市センター本館地下食堂 （17gで5～19・00）
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第3鶴　3月27霞　（金）

パネル討論会一1 ．A会場 （　9．三50～　12．00）

テーマ　「原子力開発と地域社会」

　議長　平田敬一郎氏（国土総合開発審議会会長）

　パネル・メンバー　（五十音順）

井　上　　　晃　氏

岩　上　　　郎　氏

正　親　見　　　氏

河　内　武　雄　氏

笹　生　　　仁　氏

柴　崎　芳　　　氏

田　中　好　雄　氏

浜　田　　　正　氏

御園生　圭　輔　氏

宮　崎　　　仁　氏

村　臼　　　浩　氏

（’日本エネルギー経済研究所顧問）

（i爽城県知事）

（東颪電力常務取締役）

（中部電力副社長）

（日本大学教授）

（通商産業省企業局立地公害部長）

（科学技術庁原子力局次長）

（日本水産資源保護協会会長）

（放射線医学総合研究所長）

（経済企画庁総合開発局長）

（日本掠子力研究所副理事長）

パネル討論会一2 A会場 （13．50～16・．20）

テーマ　「核燃料崖業確立への諸繭題」　　　　・・

　議長　田中直治郎民（東系電力常務取締役）

’バネフレ．メンバー　　（五十音順）

　　　今井美材氏　（動力炉・核燃料協発事業団副理事長）

　』八十噛泉台血氏　（通商産業省鉱山石炭局金属課長）

　　　金　岩　芳　郎　氏　　　（東京芝蒲竃気取締役）
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小　山　武　雄

島　村　武　久

西　依　祥　一

束　　　宣　夫

法　貴　四　郎

森　島　国　男

横須賀　正　寿

吉　岡　俊　男

氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏

（科学技術庁原子力局核燃料課長）

（古河電気工業常務取締役）

（電気箏業連合会原子力部長）

（日本鉱業協会理事）

（住友電気工業常務取締役）

（日立製作所原子力推進本部次長）

（三菱原子力工業取紬役）

（日本原子力発電常務取締役）

閉会総会 A会場 （16・25　～　16．50）

　議長　岡野保次郎氏（日本原子力産業会議理事）

大会成果とりまとめ　　加　藤　博　見　氏　　（関西電力副社長）

閉会i挨拶　　　　　　　岡　野　保次郎　氏　　（日本原子力産業会議理事）
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開 会 総 会

〈開　会　式〉

議　長　　藤　波　　　収

　　　　　開会挨拶

　　　　　準備経過報告

　　　　　原産報告

氏（電源開発総裁）

〈特別招待講演〉

　　議長　宗像英二氏（日本原子力研究所理事長）

　　　講演　「1970年代に診ける原子力政策」

議　長　　井　上　五　郎　氏（動力炉・核燃料開発事業団理事長：）

　　講演　「原子力エネルギーの世界的展望」

3月25霞

A　会　場



開 会 挨 拶

日本原子力産業会議

会長　菅　　纏之助

　本日，第3回原産年次大会にのぞみ，開会のご挨拶を申しあげますことは，私の深くよろこび

とするとこるでございます。

　ご承知の通り原産年次大会は，原子力平和利用にご関係の深い方々が，年一度，一堂に会され

まして，講演，該たはパネル討論会にそのうんちくを傾け，お互いの知識をさらにひろめ，技術

の向上，研究の成果を一般に公開して，国の政策，国民の世論にも訴え，その反響をみるという

大きな目的を持って開催して：掛ります。幸いに，この企画が皆様の賛成を得て，今回は六百名を

超えるご参加を得ましたことは，主催者といたしまして，まことに喜ばしい限りでございます。

　開会にあたりまして，ここに澄礼を申し述べたい方々が海ります。第一に，政府関係では西田

原子力委員長に，政務ご多端のところをぐり合わせて，一条の講演をしていただくことになって

おります。

　次に，原子力産業会議では，原産年次大会の開催にあたり，例年，準備委員会を設けて計画，

準備をすすめていただいて：拾りますが，第3回大会では関西電力の加藤副社長を委員長に推しま

して，準備万端を於願いし，委員長はじめ委員の万々に熱心にご協力いただきまして，今回も例

年に劣らない立派なプログラムができたことでございます。いま一つは，釆，英，仏，西独など

の原子力の盛んな各国のこ渤力を得，特にシーボーグ博士に不日の大会のために講演を引き受け

ていただきましたほか，世界的な権威者が講演されることはまことに意義のあることと存じます。

　一万，国内の関係各位にも，講演をはじめ，各般のご協力をご快諾いただきましたこ．とに感謝

いたして回ります。

　このようなプロジェクトのもとに会が開かれたわけでございますが，どうか，参加者の皆さま

に澄かれましては，この5日間の講演，またパネル討論に澄いて，十分委華を尽されますことを

期待してやみません。

　皆さま万の今大会における訟骨折りは，国の政策にも響き，また国論の統一，経営あるいは技

術の上にも大きな影響が与えられることと存じますσ

　申し上げるまでもございませんが，1970年代の日本の原子力産業の前途はどうなるかと申し

ますと，実にこの70年代は日本が原子力に手を染めてから十数年の長いとも短いとも思える間
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の努旅よって，鳳いよ本綿な・見ようによっては飛躍的な鍵を遂げる嘲に際会したと

ころではないかと思います。70年代は目前にいろいろな大きな問題が山積しているのではない

かと思います。

　70年代には，ご承知の通り，まず第一には2，000万キロワットの原子力発電所が嫁動ずる

ことになりましようし，また，それと平行して，かねて日本で努力して澄ります新型転換炉，あ

るいは，更に進んで高速増殖炉の長足の進歩をとげた技術を身につけるものと存ずるのでござい

ます。原子力平和利用の機器の国産化・毒るいはまた，海上に誇きましては原子力船の出現とい

う，あるいは多目的発電，その他の原子力の応用などという種々の問題が積み上げられて誇りま

す。この解決は容易なことではありません，しかしながら，これはまた我々の前途が明るくなり，

励9あることで，鋤のし伽のある事1丙蹄隊す・

　いよいよ原子力時代の出現ということに直面しまして我々産業会議といたしましても，この時

勢に遅れないよう，勲原子力時代鯉えまして冷力をあげてζの成果を収めるべ傷力致し

さらに，少しでも多ぐこの原子力界に貢献することを望みまして勉強致したいと存ずる㊧でござ

い蓑す。

　皆さま方に寿かれましても，これを諒されまして，今後さらにご支援，ご協力くださいますよ

う澄願い申し上げ，開会のご挨拶と致します。
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第3回原産年次大会準備経過報告

原産年次大会準備委員会

　　委員長　加　藤　博　見

　簗3回原産年次大会雄備委員会　委員長の加藤でございます。

　本大会醐催までの経過をご報告申し上げ疫す。

　本大会は日本原子力産業会議の重要事業の一つとして，広く各分野の方々が一堂に会しまし

て，原子力産業全般の政策，或は経営問題を中心とした重要問題を共通の課題として採のあ

げ，見解の発表と意見の交換を通じまして，原子力産業開発の円滑なる推進と発展を図かりま

すとともに，幽民の理解を深かめることを目的として瀾催いたして除ります。

　本大会の開催に当りましては，昨年の10月に産業界，ならびに学識経験者からなる大会準

備委員会を設置いたし，1970年代の開幕にふさわしい内容とするための基本：方針を固めま

した。先般ご案内申し上げましたプログラムでご承知のことと思いますが，本年は重970年

代を迎えて予測されます経済社会の発展，或は圏際化跨代のなかで，原子力産業が占める位

置，役割り，などにつきまして各界権威者の方々から広く農望していただきますとともに，こ

の歪年間に誇ける原子力窮発の進展状況とその見通し，さらに：又今後，長期的観点から解決，

或は推進を必要といたします課題として『原子力開発と地域社会』ならびに『核燃料産業確立

への諸問題』をとりあげることといたしました。

　また，フランス，イギリス，西ドイソ，ならびにアメリカなど海外諸国の権威者によりまし

て，核燃科をめぐる諸問題，発電炉の計画，或は原子力船の計画などを甲心とした招待講演も

計画いたしまして，これら内外にわたります多数の権威者，専門家の万々から所見の発表を願

うことといたした次纂でございます。

　特に今回は米国・原子力委員会のシーボーグ委員長らの来則（よります．日・米原子力会談

に時を合わせて本大会を醐催することにいたし，日・米両国の原子力委員会　委員長の特別

講演を誇顧いいたしましたところ，ご快諾をいただき，本日，西田委員長（大臣）からは，

「1970年代における原子力政策についてJ，シーボーグ委員長からは，「原子力エネルギ

ーの世界的巌望」を内容といたしますご講演を願うことと相成りましたことは，本大会の意

義を一層高めることと確信いたします。

　以上の次薦で本年の参加人員総数は600名を越え，昨年と同様，多数のご参加を得まじた。
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これは準備委員一同の喜こびとするところでございます。

　ここに改めて各セッションの議長，内外講演者の方々，ならびに本大会関係各位のご協力に

対しまして，準備委員を代表して，厚く海礼申し上げます。

　最後に本大会が円滑に運営され，大会の意義が一層高まりますよう参加者各位のご協力を誇

願い申し上げまして私の経過報告といたします。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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　　　　　　　　　　　　　　原　　産　　報．　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼本原子力産業会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表常任理事　橋本清之助

　197e年は，我国の原子力にとって開発研究の60年代の終りであり1～これから始まる70

年代の実用化に入る意義深い年であります。即ち，この年，敦賀．美浜，福島など，合計百万

押ワット施える耀二三三二ミ商業運繊騨しここに躰噺らいエネノレギ

ー時代が到来することになります○これに続いて福島，美浜の各2号機，島根．高浜の各1号

旧約25G．遊ロワットの離も髄られ潭峰勧会社ともそれぞ抑肝力瀬を具

解←ママありますので一〇鞭の1980年に叫，．二三00万キ吻トを敵る蔚
炉が蓮転されることと思います○

　一方。動燃事業団を中核として進めて澄ります新型動力炉の開発も，高速増殖炉実験炉の着

工についで，新型転換炉原型炉の建設も開始されます。また，昨年進水した原子力第1船「．む

つ」も，昭和47年度完成をめざして本年は舶用炉を搭載するなど，その建造が仕上げの段階

に三つ 迢件Aた・更に従辛遜学矛り用を勅晦用化帥てま吻就たアイソトー

プ・放射線の利用は・鉄鋼・建設・化学をはじめとする広汎な産業分野へ・ひろく浸透しつつ

あります○

　こ¢1ように．各般の原子力利用は，1970年代に澄いて，協発の速度をはやめ，大規模に

実用化されて行くであろうことは．疑うべくもありません○然し，原子力の実用化が．め譲ぐ

る『

ｵく hする世界儲の鮪や1核をめぐる四郷によって・大きな騨をうけ勧ミら進

められることも事実であり蚕す。

最畑断罪の三門醗の動隙かってないほど激治・締の麟と離礪連し

つつ・国際輪広拗をもつよう瞳マてま．矯籔し嫡・こ媒とは・とりも飴さず・原

子力の実用化が，世界の各地で，きわめて呉体的に進められていることの証左といえます○

以下二二世界の原子醗職原子力麟の趨勢観てみた吋思賊す・．

7刈力の発町雛の賜は詐年礪する勘・、嘩・・720万キリッ．トで・前門

耽て回して掬ますが・これは一96碑三山町溺る麟的婦母経て・当

面の原子醗騨画が一応靴帥たrと峰患舛す・．然レ．尉醗聯の工脚長期イヒ

していること・効魏コ恩の上昇翻にｱして凋テ醗電吐昇の砂耕腱っている・

こと・更に・最近・一般的な公害問題の影響をうけて・，きびしい環境問題に当酉セ・．惹いては

肝加実弔催ζもなう難制の馳か塗ξの鰍に忙し歴いうことは注目されま．す・
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　イギリスは経済全般の停滞などがあって、原子力発電計画も若干伸び悩んでいる傾向が窺わ

れ，この結果，イギリスは，稼動原子炉容量に奮いて，世界第り位の座をアメリカに譲りっっ

あわ蚕す。

　フランスは・1？66年から1970年の第5次5力率計画の半ばで・これまで一貫して進

めてきた天然ウラン。ガス冷却炉の技術的，経済的みな暫しを余儀なくされ，最近。軽水型に

転換する方針が明らかになりつつあることは御承知の通りであり設す。

　これに反して、我国をはじめ，西ドイツ，スエーデン，ベルギーなどに於ける計画は，この

1年間も大幅に伸びてかります。更に，アルゼンチン，オーストラリア，韓国，台湾，ギリシ

ャ・ブインランドなどが・原子炉の発注・あるいは具体的な発電計画をもつて・あらたに原子

力発電に：乗りだしてまいりました。

　このような各国の動きのなかで，とりわけ注目されて論りますのは，なんといっても，西ド

イツと臼本であり憲す。凶ドイツの原子力発電は，発注ペースでみまして．この1年間に285

万ヤロワット増加し，総容量は1968年の255万キロワットから，5．、40万キロワットに

倍増して診ります○一方，我国の場合も，200万キロワット増加し，450万キロワットと

なってお・ります○

　我国のこうした実用化傾向は，原産が最近とりまとめ寮した原子力産業実態調査にも反映さ

れて語り和す○即ち・45年度における鉱工業者の原子力関係支出は・前年度⑱約2・4倍に

相当する357億円に達しました○鉱工業の売上高は，268億円と前年度の2．1倍を示し

て盛り蜜す○一方，電気事業者の支出高は，549億円で2．2倍であります○．ζれらはいず

れも。原子力産業活動の急速な増大を示すものであり，国産化率を高めつつある原子力発電の

伸びからみて・今後ますます上昇するでありましょう。然しながら・鉱工業に：澄ける研究開発

費は40億円を占めて診り・その牽上高に対する割合は，15パーセントにものぼります。こ

のような鉱工業に於ける売土魂と支出高のアンバランスは依然として続いているのであり覆す

が，一方，研究活動の停滞が資金人員面であらわれて澄り，その成行きが注目されます。

　開発参世界的な広がりをみせつつあるのと呼応して．原子力市場，とくに世界の原子炉’市場

は．これ寮でと妹異なった様相を呈してまいりました。

　かつて・イギリス・フラン冬・カナダなどを押さえて・アメリカ軽水炉メ、一カーの独壇場で

あった原子炉の国際市場に，西ドイツ，スエーデン，ベルギーなどヨーロッパの原子炉メーカ

ーが・積極的な参加を試み，注目すべき成果をあげて論ります。ことに・酉ドイツは・ジ岬メ

ンスが，国際入札の結果，50万キロワットの重水炉をアルゼンチンに輸出契約したのをはじ
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め，ジーメンスとアー。エー。ゲーの両社によって設立された，クラフトベルク。ユニオンは．

P響豊．瀬VR．いずれの炉型をも供給しうるメーカーとして，すでに初年度，10億マルクの受

注成績をあげて澄り，国内はもとより。世界の市場で強力な存在となりつつあり震す6また、

スエーデンの大手電機メーカーのアセア（AS』A）と，半官半艮の原子力醐発機関であるア

トムエネルギーは．共同会社，アセア。アトムを組織して，ヨーロッパ市場に進出してまいり

ました。他：方，・ベルギーのベルゴ。ニュークレールやその中心メンバーであるシャルロワ電気

建設会社（AC溺C）も，さかんに国際入札に参加して論り、　AC透Cは先頃、パキスタンの

P騨H発電所の受注に成功して澄ります。

　我国もまた．昨年，アメリカで原子力機器製作上のネックとなっている圧力容器とタ・一ビン

発電機を東京芝浦電気一石廻昂播磨グループと摂立が．それぞれ受注して注目されました。今

年に入りましてから．三菱：重工業がアメリカ，イギリス，西ドイツなどに伍して，メキシコ最

初の6⑪万キロワヅト級原子力発電所の国際入札に参加し、その成功が期待されて澄り該す。

こうした国際市場に涛いて成果をあげるためには・技術・実績・入札価格などに加えてi延払

い条件と核燃料の供給能力が・重要なファクターとなります。今後，原子力産業が我国の主要な：

輸出産：業となる可能性は．きわめて大きいと予測されますことから．これらの問題に真剣にとり

くむ必要があると考えられるところであります。・

　とくに．核燃料問題は．我国の原子力発電計画を効果的に実現して行くために，きわめて：重

要なことがらであり寮す○

　すでに，成型加工分野には，日本ニュークリア。7ユエル，三菱原子・カ工業，古河電工，住友

原子力工業などが進出しており，ここに核燃料産業のパターンが形成されようとして論ります。

然し，その原材料ともいうべき，天然ウラン，濃縮ウラン．の確保は。多くの問題をはちみなが

ら。窪970年代へ持ち越されてまいりました。

　ウラン資源の確保につきましては，御承知の通り，電力業界が，カナダのデニソン。マイン

ズ．リオ。アルゴムとの長期契約をはじめ，鉱山業とも協力して．アメリカのカーマギーと共

同探鉱開発を行なっており蜜すが，4985年までに12万トンを越えると予測される今後の

需要を考え寮すと，更に積極的な資源確保への努力が必要であります。今後10年間のウラン層

精鉱の所要量の半分近くは，長期購入契約等で確保されて於りますが，とくに安定供給とい

う観点からは．その所要量の相当部分は，自ら探鉱開発を進め，外国資本などから独立した，

我国固有の資源として確保するζとが望まれます。すでに、ガルフ、ゲティ．スタンダードな「

どの大手石抽企業がこの分野に積極的に進出してきて誇り，ウラン資源市場は，これら国際石
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抽資本による寡占化の傾向が今後一層進むと考えられるからであり蜜す。

　このような状況の中で，昨年，，我国に対しフランス原子力庁ならびにイタリアのエニ公団か

ら，両国がそれぞれアフリカで行なって論りますウラン資源の探鉱開発への参加について提案

があり．産業会議ではウラン資源調査団を派遣して，現地の状況を具に調査するなど，これを

前向きに検討して涛りました○このほど，海外ウラン資源開発会社の構想を具体化し、‘先月，

関連業界の合意に毛とづきその設立準備委員会が発足いたしました。新会社はまずニジェール

に澄けるフランス．との共同開発を具体化すべく．現在東京に瞬いてユジェール。フランス両国

の代表者を迎えて、交渉が開かれて澄り蜜すが，近く基本的な合意に達する見込みであります。

同社は，フランスとの共同探鉱開発にとど寮らず，ひろく海外に論けるウラン資源開発に関一与

することになるものと思い震す。．然しながら，探鉱開発は大きな資金を必要といたし超すうえ

に，、リスクの多い事業でもあります。従いまして，我国が将来のユネルギーを原子力に依存す

る以上，国として，これに対し積極的な協力が要望される次第です○

　翻って．濃縮ウランの問題に屋を転じてみたいと思い憲す。我国が軽水炉を中心に大規模な

原子力発電を展開して行くうえで，濃縮ウランの安定供給は不可欠の要件であります。

　今日ゼコマーシャルな規模で自由諸国の濃縮ウラン需要に応えうるのは，アメリカ唯一国で

あり，しかも，その供給能力があと数年もすれば手一杯になるということが。この問題を焦眉

のも’のとして眠りますoA』Cは，増大する世界の需要に応えるため，当面の蓋置として．現

在の濃縮プラントの改良による能力追加に腐心して優り，すでに昨日の第2回日米会議に於て

も追加供給の保証を約束されておりますが，その詳細は恐らく，．本日このあと，シーボーグ委

員長から，高話が伺えることと存じますQ

　しかし一方。こうした量的な問題とは別に，濃縮ウランのよ，うなエネルギー上の基幹物質の

供給を，一国のみに依存するということは，決して好ましいことではないという意見もあり・ま

す。昨年，濃縮プラントの所有をAECから民間に移管するというアメリカの動きに，世界の

闘心が集まりましたのも，長期的な供給を保証した政府間の協定が，民営移管によって影面を

受け．．・その条件にも変更があるのではないかという懸念があみことは皆様御承知の通り・であり

ますO　・1『　　　　　　　　』　・｝’』．、

　ヨ「只ッパに澄きましては，’つとに、欧州共同プラントを：建設するための検討を進めて睡り

ましたが，技術的，経済的な問題に加えて．，‘その中核となるフランスが天然ウランを燃料とす

るガス炉中心の開発を進めていたこ．と屯あって，具体化が遅れて溢りました。かような状況の

下に，イギリス，西ドイ’ツ，、オランダの遠心分離法による．ウラン濃縮開発の三国共同計画が話
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合われてまいりました○既に，基本的事項に6いて5函間で協定が結ばれ，イギリスとオラン

ダにパイロット。プラントを建設するこど∴ま売，西ドイツに両者の管理，運営にあたる本部

を置くこととし，5「国ともこのための国内体勧を整えるところまで発展して澄ります。こうし

たなかで，最近，軽水炉の採用に踏みきり、自らが濃縮ウランを必要とする立場に立ったフラ

ンスの動向が今後注自されて細夢蓬す05国共同計颪にフランズの技術を組み合わせることが

できるかどうか○便には，5国が協発する遠心分離法のコストと実用化見通しはどうか。この

問題は，単に投資効率や技術的な面からばかりでなく．将来の原子力市場に占めるシェア，イ

ギリスの訟鴛C加盟，西ドイソとフランスの産業関係など，国際政治上の問題を含んで論りま

す。そして，これらの動向は，我国の濃縮ウラン調達にも大きな：影響を与える～二とになり震し

ょう。こういつた点についてゼ明日の英。仏。米各国の代表の論話も期待されるところであり

ます6

　我国・でも，ウラン濃縮の問題は，原子力開発の当初から論議きれ，ようやく近年に至って．

その研究開発に着手したところであり蓬す。国の方針は。1970年代の前半を目途として，

ガス拡散法，遠心分離法など各方式の研究成果を評価し，可能な限り，」方式に研究開発を

集中するというものであり，理研，原研，動特事業団演これにあたって罷り叢す。ただ，こと

の緊要性に比して，予算措置は＋分で廊ことは歓‘とに遺憾に思います。

、・ A竜とより，実用規模の濃縮ナランドを我薗に建設ナ為か否ふは，左寿流動性に富む海外b諸

情勢や，高速増殖炉の実用時期などを十分みきわあた援セなければ去々夢．越セaあう懐せん

が，少なくと屯その決定は70年代の早い時期に論いて，技術的能力と経済性の見遠しを十分

検討することが必要であり懐す6

・以上に申し述べて寮いりました如ぐ，∫原子力開発ば∴糠々三三題を内蔵しながらも，広く世

界の各域にわたって，着実に実用化の方向をたどりづづあります○こうした現実を背景として，

米ソ両国によって提案された核拡散防止条約は，「 ｡且初旬，45力圏の批准を得て発効いたし

蜜し姻条三二条に謝後弓内にfA聯下国と保 ﾋ噸二三
協定を締結するよう規定いたして誇りますので，今後はこの規定に基づいて．査察などの具体

的保障措置に関する交渉が行なわれることになります。

政府は初め，産業界の要望、また一般め世論に鑑み，この条約の加盟に慎重でありましたぶ，

発効直後から開始さ・れるこの保障措置交渉への参加の機・を逸ナれば，衰薗の意向を反映さぜる

ことが困難になるという判断に基づい七，先月，同条約に調印いたしました。

　この条約に対する産業界の基本的な考え方は，一昨年の第1回原産年次大会に於いて表明き
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れ寮した核防問題特別委員会の意見と，今日もな澄変って澄り蜜せんQ即ち，この条約には核

保有国と非核保有国間の不平等性，原子力平和利用の新たな可能性の芽をつみかねない長期に

わたる有効期間，産業活動を阻害する恐れのある保障措置制度など，多くの問題が含まれて嘉

珍ます。

　我国の産業界といたしましては、：核の拡散を防ぎ，世界の平和を求めよ「うという条約の趣旨

には，もとより異論のあろうはずがありません。然しながら、この核防条約は、それが世界平

和に資する現状の度合いに比して．我々，産業界にとって失なうところ大となる可能性がある

ことに対して重大な関心を払わざ・るを得ませんQ従って，残された保障措置の制度化の段階で，

産業活動を阻害する要因排除に努めるべきであると信じ，かつ勢力しなければならないと思い

ます○これがため原産は，加盟関係各国の産業界に訴えるため，使節団を欧米に派遣すること

を決定しました。この使節団は近く出発し，原子力に関する昆間外交に努めることになります。

　最後に，アメリカに澄ける原子力発電所の環境問題に，若干ふれてみたいと存じ玄す。

　これまで，アメリカでは火力発電がもたらす大気汚染などの公害問題は大きくとりあげられ

て澄りましたが，河川や湖沼周辺の原子力発電所の影響などにつき蚕しては，ほとんど問題と

ならなかったのであります○然し，一昨年末どうから，にわかに熱影響や放射能基準をめぐる

論争が頻発し、上下両院原子力合同妻員会や，各種公聴会，あるいは各地め討論集会などでこ

の問題がとりあげられて於りますoA冠Cは，これらの集会に積極的に参加する宏ど真正面か

．らこの問題にとり．くみ，国昆の理解を求めて診りますが．問題は梢々政治的にも1 ｡雑になって

診る観があります。

　我国の場合は，放射能に対する特殊の国昆経験により開発初期の段階から∴サイト』について

は過去1，e年間，当事者は可成の苦闘を続けて参りました。安全性の追求，熱影響への配慮な

どには諸外国に見られない周到な努力が払bれました。また．一歩進んで温排水の有効利用な

どにつ．いてすでに実験，研究がなされ，近くその企業化の計画さえあり国民の原子力に対する

理解は漸やく高窟りつつあり蓬す○然し。世界的な世論も十分考慮して，地域社会への影響の

排除，さらには共存共栄に向って，今後とも万全の努力を払う必要があります。

　同時に，原子力開発の重要性と原子力施設の安全性ぺの正しい理解と認識を国属の各層に広

く普及することも，この開発にあたる者の使命といえ押しまう。原産は先年，原子力安全協会

の設立に協力し，また昨年はこの普及事業を専門的に行なう機蘭として，財団法入「日本原子

力文化振興財団」を設立し，原子力関係者のみな．らず広く識者の閉門をえて，本問題の審決に努

力致して澄ります。
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蜜た・これらのことは・離ガス炉を中心に醗を勘ている多目的原子炉喋用辱？て，

もきわめて重要であります○原子炉多目的利用を通じての他産業との共存共栄や，原子力コン

ビナートによる地域社会への貢献は．多目的炉そのものの安全性が確められ，それが信頼され

た時，はじめて達成されるでありましょう○

　以上，内外の原子力動向を申心に，所感を交えて御報告してまいりましたが，1970年代

に入るに先だち強く感じられますことは，我国が開発段階から内蔵してきた数々の問題が実用

発展期を前にして，一斉に表面化し，その具体的解決を一つ一つ迫られているということであ

り震す。然も，これらの問題は．相互に密接なかかわりあいを有して澄り蓬す。従いまして，

これらの解決にあたり震しては，全般にわたって均衡と調和のとれた施策を講じて全産業との

共栄を目指すことが肝要であると信じます。
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開会総会特別招待講演

　　　　　　　　　1970年代における源子力政策

国務大臣：

科学技術庁長官　　　　西　田　信　一
原子』ﾍ委員会委員長

　本日，ここに日本原子力産業会議の第5回年次大会が，シーボーグ・アメリカ原子力委員会委

員長をはじめ海外諸国よりの賓客を迎え，このように盛大に開催され書したことは，わが国の

原子力産業が1970年代に大きな飛躍をとげようとしていることを示すものであり，心より冷

慶び申し上げる次第であり蔵す。

　さて，本日は，汐ア0年代のはじめに当り，原子力委員会といたしまして，今後のわが国の

原子力の開発，利用がどのように発展し，また，これに対してどのように対処して行く考えで

あるかといったことについて，少しく私の所見を申し述べさぜていただき凝すことは私としま

しても大変光栄に存ずる次第であります。

　曾70年代を迎えまして，原子力発電につきましては，東海炉に引き続き，わが国初の軽水

型商業発電炉である敦賀炉が運転を開始し，万国博に電気を送っていることは皆様よくご承知

の通りであります。商業発電炉は，さらに，本年運転を開始する美浜マ長寛，福島1号炉をは

じめ本年設置の許可を行ないました福島5号炉まですでに合計7基，415万Kwが建設中であ

り，蜜た電力業界は1978年蓬でに1，600万Kwの建設，運転を行なう計画を進めて診りま

す。原子力発電の実用化を積極的に進めている電力業界の努力は誠に多とするものでございま

す。

　また，放射線の利用につきましても，昨年度末の統計によりますと，放射線利用事業所動は

1，600ヵ所を越え，従来は大学，研究機関が主体であったのに比べ，1，600ヵ所のうち約7割

が民間企業と医療機関であり，放射線による非破壊検査や工程管理に使用する厚み訂，液面計，

また，コパルトー60によるガンの治療などすでに一般化いたしまして，放射線の利用もよう

やく実用化の段階に入ったと考えられます。

　一方，わが国の経済は依然として高度成長を続けて鉛ります。今後も高い伸び率を続けるも

のと考えられますが，これにともなうエネルギーの需要も急増することはうたがいのないとこ

ろであります。このため総合エネルギー政策に蜘ける原子力の役割は増々重要度を加え，その
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早期実用化が望まれており，また公害対策などの面からも原子力エネルギーに大きな期待が持

たれているのであります。

　以上の如く，わが国の原子力界にとって，汐50年代，60年代が研究開発を中心とした開

発基盤の強化の時代であったのに対し，70年忌はこの基盤の上に立つた実用化，産業化の時

　　　　　　　　　　　　　　　　の代であると申さねばなりません。原子力委員会はこのような認識のもとに汐67年，原子力開

発利用長期計画を改訂し，新しい時代に対応する原子力研究・開発・利用の方針を明らかにし

たのでありますが，この方針にしたがい，種々の施策を推進して贈るのでござい寮す。

　発電用の動力炉の開発につきましては，すでに実用化毅階にあるいわゆる在来型炉一当面

は軽水型炉が中心になると考えており蜜すが一この在来型炉の国産面内よび改良につきまし

ては，昆間産業界の努力に期待し，政府としては税制，低利資金の融資など所要の援助を行な

う方針であります。一方，将来の動力炉一高速増殖炉，澄よび新型転換炉につきましては，

これを自主的に開発することといたしまして，その原型炉ぼでの開発を国のプロジェクトとし

て推進することとして曲ります。

　高速増殖炉に：つきましては，混合酸化物燃料を使用するナトリウム冷却型のものを汐80年

代半ばには，これを実用化することを目標に開発を進めて回り．，実験炉を近々着工するととも

に，実験炉に引き続き原型炉の建設を行なう計画でございます。・・また，新型転換炉については

重水型炉を70年代の後半に実用化することを目標といたしまして，本年，原型炉の建設に着

手するなどその開発は原子力委員会の計画にしたがい，着々と進められて輸るのでございます。

　原子力発電と並んで，原子力の動力源としての利用が期待されている原子力船の開発につき

ましては，ご案内の通り原子力第1温むつの建造を国のプロジェクトとして進めて澄ります◎

「むつ」は本年藍鼠港に回航して原子炉の塔載を行ない，72年に運航を・開始する予定でござ

います。また第2船以降の実用化に対する推進方策につきましては，原子力委員会に原子力船

懇談会を設置し，具体的な検討を行なっているところであります。

　これらの国のプロジェクトの実施にあたりましては，それぞれ動力炉・核燃料開発事業団，

日本原子力船開発事業団を設立して一元的な責任体制の下に，関係各界の協力を得て開発を進

めて細りますが，これらの開発にっきましては，とくに将来実際にこれらを使用し，あるい「は

製造にあたる産業界の積極的な意欲とその協力が，その成功の鍵をにぎるものであると確信し

て澄ります。

　原子力関係一般の研究開発につきましては，原子力開発基盤の強化をはかるため各種の基礎

的研究を実施して澄りますほか，核融合，ウラン濃縮知よび食品照射の三つをその重要性と緊
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急性にかんがみ，原子力特定総合研究として推進して於ります。核融合につきましては，その

将来の動力源としての重要性にかんがみまして，核融合動力炉の開発を長期的な目標に，当面，

第一段階の研究を着実に進めて澄り蜜す。またウラン濃縮につきましては新年度より新たに特

定総合研究として，ウラン濃縮に関する技術的諸問題の解明の見通しを得ることを第一段階の

目標として遠心分離法於よびガス拡散法について研究開発を進めてまいりたいと思って溢りま

す。さらに，国民生活に密着した当面の問題として，食品の放射線照射をとりあげ，その実用

化の見通しを得ることを目標として研究開発を進めて於り蜜す◎これらの特定総合研究は，霞

本原子力研究所，動力炉・核燃料開発事業団，理化学研究所，国立試験研究機関を中心に，大

学，民間の協力を得て実施して涛ります。

　また新しい分野への発展といたしまして，新年度より中性子によるガンの治療の研究を開始

することといたしました。従来，コバンレトー60などによる放射線治療は，すでに実用化の段

階にいたって誇りますが，速中性子線による治療がさらにその効果が期待できることが明らか

になりましたので，放射線医学総合研究所に於きましてその基礎的研究を開始するとともに，

この研究に使用今るため医療用サイク・トロンの建設を行なうことといたしたのでござい咳す。

　また，原子力発電，原子力船に引き続く，原子炉のエネルギー源としての利用分野の拡大を

はかるために，原子炉の多目的利周につきましても，今後原子力委員会に於い七検討を行ない，

所要の施策を打出してまいる所存であります。

　70年代の原子力発電の本格的実用化の時期を迎えて，核燃料対策の推進が今後の重要な課

題であることは申すまでもござい蓑せんb核燃料の需要は，新型転換炉の実用化により核燃料

需要量の大幅な節約をはかることを考慮’しても，原子力発電に必要な天然ウランの所要量は，

U。0，にして1985年までの累積所要量ぱ約9万トン，また濃縮ウランの所要量も分離作業量

として壌985年に論いて年間5，000トン以上と試算されてお・ります。

　原子力委員会は原期として，これらの核燃料の確保等の核燃料対策の推進は民聞が主体とな

って行なうものであるとの方針でありますが，核燃料サイクルの確立がエネルギーの安定供給

の観点より，きわめて’：重要であるとの認識から，これを推進するために種々の施策を行なって

澄ります。ウラン資源の確保にうきま1 ｵては，動力炉・核燃料開発事業団が国内ウラン資源の

把握につとめてまいりましたが，ご案内のとおり国内資源に：大きな期待は持てません。わが国とし

てはウラン資源を海外に依存せざるを得ない状況であります。このためウラン鉱石の長期買付

けなどにより確保するほか，海外に語ける探鉱開発を推進ナる必要があると考える次第であり

ます。これらの対策は原則として民問企業を中心として推進することといたしておりますが，
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とくに海外に嘉けるウラン資源の探鉱開発につきまして，低利資金の融資，探鉱補助などの助

成を行なうほか，動力炉・核燃料開発事業団が基礎的な調査を実施して誇り，一層その強化に

っとめたいと考えそ語り俵す。また濃縮ウランについては，当面，日米原子力協定により所要

量を確保する方針であり，昨日行ない霞した第2回日米原子力会談に澄きまして，この問題に

ついて話合いが行なわれ，濃縮ウランの供給量の増加について合意に達したのであり震す。し

かしながら，将来の需要の増加を考回すると国内において経済的にウラン濃縮が行なわれるこ

とができれば望ましいと考えられるので，前述の通り，その技術的解明の見通しを得ることを

第一段階の目標として特定総合研究を進ゆてまいりたいと：考えて於ります。使用済核燃料の再

処理につきましては，国内に診ける核燃料サイクルの確立の観点より，その先駆的役割をはか

るために，第1工場につき寮しては動力炉・核燃料開発事業団に建設せしめることとし，将来

第2工場以降については昆間に再処理工場の建設，運営を期待することといたして澄ります。

動力炉・核燃料開発事業団の建設する第窪工場につきましては，関係者の協力をいただきまし

て，本年中に着工できるものと考えて於ります。

　産業化の時代を迎え，もう一つの重要な課題は，原子力技術者の養成の問題であると思いま

す。昨年度の原子力局の実態調査によりますと，わが国の原子力関係科学技術：者の数は約

穏，oeo人であり，・このうち放射線利用関係技術者が6，000入を占めて語ります。この数は70

年代の原子力開発利用の急激な発展には，必ずしも十分とはいえない実情であ、り∵，、今後官罠協

力してさらに原子力関係科学技術者の養成をはかることがきわめて必要であるζ考えて冷りま

す。

　以上の如く，1960年代までは原子力開発利用の基盤強化であり，主として国が中心となり

開発を進めてきたわけでありますが，70年代は，この基盤の上に立って，いよいよ昆間産業

界が主となって開発利用を推進すべき時代に入ったものと考えるのであります。もちろん，こ

れは国のなすべき業務が誠少することを意味するものではなく，新しい発展期を迎え，わが国

の原子力開発利用の健全な発展のために，民閥産業界が自主的かつ積極的に実施すべき分野が

増加するとともに，国の果すべき役割も増々重要となりつつあり，動力炉の開発をはじめ種々

の施策を強力に推進して行ぐ所存であります。この観点から，新年度の予算も前年度に比して

55％の増加を示して於り，これらを実施するために必要な資金は確保されております。これ

らの施策の実施にあたっては，産業界の密接な協力が必要であるということを私は強調したい

のであります。

　次に核兵器不拡散条約の問題について一雷申し上げたいと思います。政府は本年2月核兵器
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不拡散条約に調印致しましたが，これは世界の平和維持のために必要な措置であると考えて凄

ります。しかしながら，政府声明にも明瞭に申しておりますと澄り，国際原子力機関の行なう保

障措置の実施にあたっては，今後著しい発展が期待されるわが国の原子力産業の活動を阻害し

存いような配慮がなされることが必要であり，．政府がこの方針にもとづいて努力を行なって訟

りますことはご承知の通りであります。産業界に澄かれ護しても保障措置簡素化のため技術開

発など積極的な努力を澄願い致したいと思います。

　最後に，国際協力の問題について申し上げます。わが国はアメリカ，イギリス澄よびカナダ

との問に，そμそれ原子力協定を締結しているほか，関係諸国との間に今後とも積極的な国際

協力を進めて叢いりたいと考えて益ります。実は，昨鷺の第2回日米原子力会談に澄き蜜して

も，シーボーグ委員長をはじ、め，アメリカ原子力委員会の方々と原子力平和利用に関する広範

な問題について意見の交換が行なわれ，濃縮ウ，ランの供給，保障措置技術の交換など，具体的

な検討まで行きましたことは，大変有意義でございました。わが国は原子力開発に遅れてスタ

ートしたため，従来は技術情報¢1交換などについても，主として各国の好意と援助を受ける立

場でありましたが，70年代は自主開発の成果がみのり対等の立場での国際協力を行ない，世

界の原子力平和利用の推進に貢献することができるであろうと信じてうたがわない次第であり

ます。

　以上簡単でありますが，ア。年代に対処する原子力委員会の考え方を申し述べたわけでござ

います。わが国の原子力産業の発展を期待いたしまして私の話を終りたいと思います。
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開会総会特別招待講演

　　　　　　　　　原子力エネルギーの世界的展望

アメリカ原：子力委員会

　委員長　グレン愛㌫シーボーグ

　日本原子力産業会議のみなさまに澄話する機会を与えられましたことは，私の光栄とすると

ころであります。

　今回は私にとって二度目の日本訪問であり，また，日本原子力産業会議のみなさ蜜に鉛話す

るよう訟招きをいただき蜜したのも，これが二度目であります◎私が初めて日本を訪れました

のは1965年でありますが，それ以来，日本でも世界の他の国々でも，原子力の分野で大きな

変化がみられました。

　とりわけ日本では，原子力の面で数々の顕著な進展がみられ蚕した。それらの進展は，私の

前回の訪問以来，日本が続けてきたすばらしい産業発展の全容を示し，その縮図を成して澄り

ます。今週，私は，大阪で開かれている万国博と，その近くにある二つの原子力発電所を訪れ

ました。印象的な博覧会と発電所が互いに近接して存在していることには，明白かっ重要な象

徴的意味が含まれていると思い袋す。あのすばらしい万国博が実証すると同時に予言している

ようなめざましい産業と技術の進歩は，低廉，豊富，安全で，信頼できる電力なしには，まず

起こりえません。弛の多くの国の場合と同様，日本にとっても，そのような電力の供給を確保

するには，原子力の広範な利用が必要である，と私は信じて翻ります。

　先ほど申しあげましたように，私が1965年に日本を訪れたとき以来，エネルギー源として

の原子力の全世界的な地位と見通しは大きく変わって織り書す。私はこの再話で，これらの変

化を回顧し，歴史的な一つまり，い蓑な訟われわれの胸を躍らせる，いまな於新しい科学・

技術部門の短い歴史という意味で歴史的な一展望のなかで，それらの変化の位置づけをして

みようと思います。

　抄66年，イギリス原子力学会で年次講演を行なう光栄に浴したとき，私は「原子カージ

ュネーブから2年後」という演題を選びました。「原子力の世界的展望」と題する，きようの

私の澄話は，多くの点で，そのときの講演の改訂版ともいうべきものでありますQ

　1。二世界のエネルギー需要

　　　汐66年の講演で，私は，世界のエネルギー需要，とくに電力需要の劇的な増大が，世
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界の多くの地域に轟ける入口の爆発的増加と，1人当た．リエネルギー消費量の急速な増大

　という二つの同時に作用する強い要因によるものであることを指摘いたし劃した。1966

年以来の出来事は，これらの需要のうち原子力の占める部分についての私の予想をいかな

る形でも縮小すべきではないことを示唆しているのみならず，むしろ，抄66年以来の新

たな証拠は，以前の推定よりも急速な，限界に近い成長を指向していると思います。たと

えば1日本の場合，中央電力協議会が1969年窪2月16日に発表した予想では，　1980

年末までに設置ずみの原子力発電設備の発電量を約2，200万Kwと見積ってい貸した。

　開発途上諸国，とくに西太平洋地域の日本の近隣諸国の一部を含む数力国では，発電量

がめざましく伸びて織ります。たとえば，韓国では，設置ずみ発電設備の発電容量が，

　1962年の454，000Kwから，1967年の9匂，000Kwへと増大し，同期間に澄ける電力

販売：量の平均年間成長率は20％を越えました。同じように，タイ，中華昆国その他でも，

急速な拡大が起こって細ります。

　　これらの発展途上諸国の発電量のこうした高い：噌加薬は，低い基準をもとにしたもので

あり，また彼らの発電量の総計は世界の総発電量と比べればまだ微々たるものではありま

すが，これらの数字は，自立的な経済発展を遂げる発展途上諸国の需要と生産がいかに急

増しうるかを実証している点で重要であります。

　　そこで，要するに，きよう私が於話ししたい変革は，将来のエネルギー需要につい七の

われわれの推定よりは，むしろこの新しいエネルギーを生み出すとみられる種々の源泉に

影誓を及ぼす一とりわけ短期間に一かもしれない諸要困に関連したものであります。

2　最近の原子力発電利用

　楽観と悲観の時期は定期的に入れ代わるというのが，原子力発電i業界について一般に認

　められた事実となって海ります。しかし，私は，全般的にいって，悲観よりも楽観の方が

実情により近いと考えて澄ります。

　　多くの入々は，汐58年のジュネーブ会議の報告に悲観したことを記憶しているはずで

　す。この報告は，経済的な原子力発電をいまにも達成できるという気の早い見解（主に資

格ある専門家以外の入がいだいた見解）が実現せず，最：初の原型原子力設備の建設が予定

　よりも大幅に遅れ，費用負けしているというものでありました。

　　しかし，1964年のジュネーブ会議で，情勢は再び変わりました。アメリカ『では，二つ

　の画期的な出来事が起こったのです。メーカーは，大型化した新種類の軽水炉を供給し・

　電力会社は政府の援助をまったく受けずに，純粋な商業ペースでこれらの原子炉を発注し
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始めました。なぜなら，この軽水炉は，石炭や石油を燃料として競合する発電設備より経

済的に有利に見えたからであり蓬す。その結果私を団長とするアメリカ代表団は，1964

塑ジュネーブ会議で源子力発聯「経済的突如」が開か減と翻いた．しました・

そして，一このような楽観論は他の一流工業諸国の闘でも共感をよんだのであります。

　私がイギリス原子力学会で演説した衿66年には，楽観，悲観の循環で楽観の頂点に達

して澄り綾した。アメリカの原子力発電設備の販売量は，同年の新火力発電の全発注量の

半分近くに達しました。イギリスはAGRによる新たな500万Kw発電計画を推進するこ

とを決定、し，フランスはその最初の大型ガス冷却炉であるシノン所在の発電容量48万Kw

のEDF－III発電施設を建設していました。

　それ以後，当時の楽観論にある程度水をさすような種々の出来事が起きたことは周知の

事実であります。これらの出来事のうち，あるものは業界内部の問題で，コスト，工程表，

新しい種類の設備の建設経験などにかかわるもので，あるものは業界外部の問題で，金利，

一般物価上昇などに関するものでありました◎

　私の同僚のラーソン委員はアメリカの計画をより詳細に説明することになっております

が，私はアメリカの原子力発電の見通しに影響を与える一般的な諸要因を明らかにしてみ

たい謬噂す・なぜなら・こ急減因は，他州国の髄を肌て鴫からであ、り・

また世界最大の原子力発電計画をもつアメリカで起きる事柄は，必然的に他の諸国で起き

る事柄に影響を及ぼすからであります。

　1966年以後，アメリカ国内で起きた最も明白な変化は，1967年の当たり年のあと，

原子力発電設備の販売ペースが急激に落ちたことであります。これは二つの要因，すなわ

ちアメリカの電諜界全体の雛備購入が翻したことと，ユ、169敏肝力鷺設伽

市場占拠率が低下したことによるものでありましたQ全発零容量2，600万Kw近くの原子

力発電設備が発注された鷹967年に訟ける発電設備の全発注量は，約5，400万Kwであり

寮した。1968年に全発注：量は，5，800万Kwに減り，うち1，560万Kwが原子力発電設

備醗注でありました・1％9年・アメリカ国内で三田的弓灘たξ？醗電設備

の全販売量は5，500万Kwに達しましたが，原子力発電設備の販売は7eo万K：w余りに過

ぎ壊せんでした。しかし，1970年1月だけでも，原子力発電設備の販売は1969年中の

原子力発電設備の全販売量の半分以上に達しました。

過却輔の販売磁少した wもか勧らず・舶までにアメリ丁丁で二二紳結

ばれた原子力発電設備容量は8，000万Kw近くに達して診りますが，これは1967年の原
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子力委員会の予測に合致するとともに，1980年までにアメリカ国内に建設される原子力

発電設備の容量は1億5，000万Kwに達するという同委員会の予想が実現すると信じる根：

拠をわれわれに与えて澄ります。

　　アメリカ以外の国については，原子力発電設備の発注は，さまざまな複雑な理由から，

　1964～67年アメリカで見られたような急増を示しませんでした。その結果，他の諸国に

澄ける原子力発電’の利用は，アメリカよりはるかに着実かつ定常的に増加し，現在健全な

増加をた’どつて選ります。その理由については，のちほどより詳細に述べるつもわであり

まナが；こ乳は肝要な事実で，アメリカ国内外の原子力発電の見通しが依然としてきわめ

て明るい，とわれわれが信じる重要な要因となって熾り壊す。要するに，内外の原子炉’市

場が引き続き好調であるということは，コストの増大にもかかわらず，原子力発電の「競

争的」地位が依然として強固であ為ことを示すものであります。

5、コストの増大

　　アメリカ国内の原子力発電上の出来事に関する第2の事実は，原子力発電設備の建設費

が増大したことであのます。これは程度の差こそあれ，他の諸国．も経験している変化であ

　ります。

　　1966年には1Kw当たり100ドルという安価な原子力発電設備価格が報じられまし

た。一例をあげると，この価格は同一の得意先きへの在来設備の入札価格を下回るもので

　した。今臼，アメリカの業界と政府は，アメリカ国内の大型原子力発電設備の建設費を1

Kw当たり200ドルないし240ドルと見積って澄ります。これは大幅な上昇であり，さ

　ら庭これを分析すると，いくつかの重要な点か明らかとなります。

　　アメリカが1966年以来かなり大粒なインフレに見舞われてきたことは周知の通りであ

　ります。アメリカ国内の工業建設費は，実際工業物価水準以上にいちじるしく増大しまし

た。このことは，汐69年12月の建設費指数が1966年平均の150％一工業卸売物価指数

　は1伯％一に達した事実によって実証されてむります。

　　この期間に，原子力発電設備の設計は，引き続き高度に多様化され，多数のメーカーで

生産される：ようになりました。アメリカに曝ける金利は，歴史上最高の利率に達し，ほ現在

　はやや下降し始めているかもしれませんが，この高金利も，建設中の利子コストを急増さ

　せました◎昨年秋，AECか行なった調査によると，1967年に1K：w150ドルと見積ら

　れていた大規模な原・子力発電設備ゐ総建設コストは，どのような金利上昇を仮定するかに

　よって異なりますが，1K：w’220ドルな越し2’40ドルの範囲に上昇することが見込まれま
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　す。もちろん，原子力発電設備の正確なコストは，特定の設備に対する入札の結果だけで

　決定されうるものではなく，最近のいくつかの入札は，この範囲をやや下回る価格で成約

　して：冠ります。

　　しかし，重要なのは，汐67年初めから1969年半ばまでに原子力発電の蒸気供給シス

　テムの直接コストはでKw　55ドルから40ドルへと上かつたにすぎないという点でありま

　す。その結果，原子力発電設備一式の総コストのうち蒸気供給システムの占める部分は，

　1967年から汐69年蚕での間に25％から17％へと減りました。

　　これらの事実は，原子力発電設備の設計の一層の画一化が進み，金利が下がり∵現場建

　設コストが安定し，また設備建設業者が機器製造業によってすでに達成されている水準に

　匹敵す為程度の経験を積むにつれて，原子力発電殺備コストは，再び競争的立場を強め始

　めるものと期待してよい十分な理由があるという点で，重要な意味を・もっております。

・4・火力発電設備とのコストの比較

　　通常発電設備コストを増大させてきた諸要因の大部分は，原子力発電コストをも上昇さ

　せてぎましたこそのうえ，原子力発電設備のコストは，建設期間が長いこと，認可手続き

　が厳しいとと，原子力発電設倫に関連した品質保証度か高いこと，などの要因によっても

　上昇してきました。それにもかかわらず，現在の条件のもとで，アメリカに海ける原子力

　発電設備のコストは，石炭だき発電設備よりも1Kw当たり50ドルないし40ドル高い

　にすぎません◎これはAECの見積りではなく，双方の型の発電設備用機器を供給してい

　る製造業者の見積りであります。現在の資本コスト差は，原子力発電にとって1Kwh当た

　り約0．6ミノ峨いし0．8ミルの不利に相当し，原子力発電設備が経済的に競争できるよう

　にするためには，この不利を，低い燃料コストによって克上し塩けれはなりません。’噛∴

　　原子力発電設備の資本コストとは対照的に，核燃料コストは1966年以来，恒常1ドル価

　格を基礎とした場合，低下してきました。肇Kwh当たりのミル数で表わされるこのコスト

　低下は，燃料の性能の改善によるものであり厳す。再呈工費，インベントリー・コスト，

　プルトニウム・クレジットを含めて，今日予想される軽水炉の核燃料サイクルコストは1

　K虚h当たり約1．アミルになるでありましよう。

　　とれらすべての要因の総合的結果として，アメリカに蓬ける現在の諸条件のもとでは，‘

　今日注丈ざれて硲る原子力発電設備は，石炭価格が百万B切当たり28セントないし50

　セントであるとき，右炭と競争でき博す。これは，アメリカの多くの地域で当てはまる条

　件であります。すでに言及した金利と建設コストが全国的に高いことなど，アメリカに二
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いて目下のところ不利な諸要菌があ匂∵アメリカと同程度の条件が他の諸国に竜存在する

　とは思われません。こ乳は，原子力発電設備市場がアメリカ国内よりも国外のほうで比較

的に強調であることの理由の一つであると思い卸すが，その点については，あとでもう少

　し詳しく1説明し準いど思います◎

5．建設スケジュール

　源子力経済の現状の上で，もう一つ不利な要菌は，建設スケジュールのそれであります。

　曾64～67年の期間に通常。原：子力両発電設備とも注文が殺到した結果，アメリカのター

　ビン発電機製造能力は受注過剰となり，同期蘭ゐ後半に発注された原子力発電設備の建設

予定期間は，商業発電用のものについぞは約6年に延長されました。そのうえ，「はじめ

て」の設計，構成上の問題がいろいろと生じた結果，土代目の発電設備の一部を完成する

上で遅延が起こりました。「 ｱれらめ要因は1建設中の間接費および利子を増大させること

によって，発電設備コストに不利な影響を及ぼしただけではなく，一部の電力会社の間に，

新しい原子力発電設備の発注を延期し，当面のギャップを通常設備で埋め合わせるという，

無理からぬ傾向を生じさせました。しかし，これらの要因は明らかに一時的なものであり，

そのことは，譲本原：子力発電会社敦賀発電所の発電炉を4「1ヵ月で臨界に達しさせた日本

　の顕著な経験によっても実証されて於り許す。

6．発電設備の性能

　　さて次にゴ硯在の原子力発電事情の上で決定的にプラスに』なっている要因一二も重要

であると私が信じている要因一について述べたいと思います。その要霞とは，いまや完

成し，本格的稼動にはいらセいる大型の二代目原子力発電設備のことであります。

　　詳細の説明はラーソン委員に譲ることにしますが，これらの発電設備を運用している電

力会社は，例外なく，その原子力蒸気供給システムを，それらの会社のシステムの上で最：

　も信頼できるボイラーだと考え，その性能についてきわめて満足していると報告して旧り

　ますことを，私のきようの澄話と醐出して述べて澄きたいと思侭ます』

　　高度の信頼性がもつ無形の価値は，それた帰せられるドルと’セントで表わされるいかな

る信用をも写するものであり，。の価齢，賦・ら猷評価しても勧ないぐら1潅あ

　ります。この要因は；’これらのごく最近「の原子力発電殼備の確固’た為基礎となっている軽

水炉での経験の長期の背景に照らして見た場合驚くにあたり蒙せんが，原÷力丸電の長期

　の見通しはもとより1痘期の見通しについても，われ毫）1れが楽観的な考えをらだいている

基本的理由の二つとなつで澄ります。三白，これらの原子力発電設備のすぐれた性能が一
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般に認識されて，アメリカの電力会社による大規模原子力発電設備発注の第2ラウンドへ

の刺激となりそうであり，そうした発．注は来年始寮るものと私は予想して診ります。

7、アメリカ以外の市場

　　｛966年末までに，海外で運転中，または海外より発注済みの米国型軽水炉システムの

出力は約400万Kwに達し震した。現在，総出力4，800万Kw以上にの．ぼる55基以上のこ

の種の発電設備が運転中，建設中，またはすでに行なわれた入札に基づいて近く発注され

ることになっております。汐66年以来，炉開発国以外では重水滅速炉4基一ガス冷却

炉の発注はない一が発注されたのみであります。以前にはガス冷却天然ウラン。システ

ムに依存していたフランスは，新たに軽水炉システムを備える意図を発表しました。この

　ような傾向は，全部といわない言でも，ほとんどが財政的理由，またはその他の事情によ

　るもので，軽水炉システムが経済的な電力源であるという結論を裏付けていると思います。

　軽水炉システムは，現在日本を含む’7力国に於いて国内用訟よび輸出用に建設中，また

は受注中であります。日本は最近，メキシコからの出力60万Kwの原子力発電設備の引き

合いに応じて，初めて国除入札を行ないました。われわれアメリカ国民は，互恵的な競争

的国除貿易の恩恵をかねてから支持して於り，この観点からも，こうした売買を歓迎する

　ものであります。

　原子力発電の当面の需要は，もちろん先進諸国のほうがはるかに大きいのですが，すで

に述べましたように，原子力発電の世界市場は，工業諸国と発展途上諸国とを問わず，ひ

　としく増大して於り窪すQ

　　日本は，1985年までに，4，000万K罷の原子力発電を達成しようと計画していますが，

　もしこれが実現すれば，同年に澄ける出力は，アメリカ国に次いで世界第2の原子力発電

　となるであり震しよう。日本原子力産i業会議のみ、さまは，このことを誇りとすべきである

　と思います。もちろん，われわれアメリカ国民は，選択できる現在のさまざ憲な原子力発

電システムの中で，軽水炉が信頼性と経済性でまさるという魅力ある特色をもつていると

考えて論りま、すが，日本が慎重な研究を通じて，このわれわれの考えを確認されたζとを

喜んで澄ります。日本の電力業界指導者の方々の多くは，日本の実除の計画が現在予想さ・

　れている4，000万Kwを大幅に上回ると確信して於られると聞いていますが，もしそれが

事実となったな’らば，日本は汐85年までにイギリス，，ドイツ両国一両国については，

　われわれは日本自、身の4，000万Kw計画にきわめて近い能力を現在予想して於ります一

　をりょうがし，原子力発電容量の点で世界第2位となることはほとんど確実だと思います。
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　次に，他の工業諸国の原子力発電計画のうち主だつたものについて簡単に述べてみたい

と思います。去る1月，私が訪れた西・ドイツ．は，・独自の原子力発電研究を10年ほど前に

開始したばかりでありますが，現在原子力発電分野で確固たる地位を占めているといって

も過言ではないでしょう。西ドイソは原子力時代へと全速力で進み続けて早ります。今日，

総出力65万Kwの三つの発電施設が運転中であり，五つの発電施設が建設中，蜜たは発注

されており，他の入つが計画・段階にあります。原子力発電に関する公式の見積りでは，

1980年該でに総出・力2，500万Kwの設備能力を備えることになって論り磯すが，これは

同年のドイソの全予想発電能力の25％に当たります。ドイツの原子力発電設備は，主に

隅内書から供給され，建設されてき俵した。ドイツのある輸出会社は，世界の他の諸国へ

原子力発電設備を輸出して語ります。

　イギリスは現在，総出力40e万Kwの11の原子力発電設備をも・つて訟り，ほかに総出

力600万Kw余の五つの設備を建設中であります。今までのところジイギリスの原子力発

電設備は全体として，・他のどの国の原子力発電設備よりも多くのキ’ロワット時の電力を生

産してきました。イギリス最初の本格的な改良型ガス冷却炉は，　19ア1年ないし72年に

運転の運びとなる見込みであ・ります。．、

　私は，最近行なわれた訟そらく最も重要な原子力発電上の決定，すな’わちその原子力発

電計画を軽水炉の方向に転換すると’いうフランスの決定にすでに言及しました6一

　ソ連も，自らの発電システムのための原子力発電設備を建設するとともに，原子力発電

設備と燃料濃縮サ嗣ビスを他国に提供するための拡大計画をもつています。ソ連は黒鉛減

速．炉にも関心を’も．ちう液体金属冷却高速増・殖炉開発のための積極的な計画をもつて詣りま

．すが，民間の原子力発電所では軽水炉に重点を置いてきました。ソ連は，総出力約『90万

・K：wの原子力発電設備を運転しているほか，私がいま述べた種類の新たな設備を建設中で

あります。

　昨年私はチエコのボフニスに建設中の原子力発電所を訪れ，チェコの原子力発電開発計

画について牙エコ当局と話し合いました。その直後私は，ルーマニアの原子力発電計画に

ρいて，チ・ヤウシエクス大統領その他ルーマニアの当局者と話し合いました。両国の計画

は，いずれも大型原子力発電設備の早期建設をもくろんで論ります。

　現在自らの原子力発電計画を本格的に推進し，国除市場への売り込みに努力している諸

国の中にはスウェーデンがありますが，同国は6基の国内用原子炉を建設中または発注し

て澄参ます。
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　同じく最近私が訪れたスペインでは，運転中の原子力発電設備一つと建設中の二つの設

備のほか，4基の大型原子炉の建設を目的としためざましい計画が遂行されています。

　．イタリアは商業スクールで原子力発電施設を運転して澄り，このシステムの大規模な拡

充計画に着手して論り蜜す。

　ベルギーは，デールとチハンゲで商業用原子力発電設備の建設に着手しています。

　いかなる国でも，最初の原子力発電計画をどのようにして進めるかによって，その影響

はきわめて重要なものとなります。汐69年，インドに建設された出力38万K：wの沸騰水

型炉発電所は飢開発途上にある同国の急速に増大する電力需要の充足に貢献し始めました。

開発途上国では世界最初のこの原子力発電所は，いまや全面的な商業運転にはいって齢り，

非常によい成績をあげて於ります。われわれアメリカ人は一そしてインドに澄けるわれ

われの仲間たち竜同じだと思いますが一一複雑なシステムを運用できるようになるために

必要な慎重な借置をとりさえずれば，原子力発電が開発途上諸国にとっても可能であるこ

とを実証している点で，インドのこの原子力発電設備をとくに重要視しています。

　過去1年間に最初の本格的な原子力発電施設を発注した国々には，オランダやフィンラ

ンドだけでなく，韓国や台湾も含まれてお・り寮す。ポルトガルとノルウェーも，それらの

国の運用状況を見た上で，原子力発電設備を建設する計画を立てて澄ります。メキシコ，

オーストリア，オーストラリア，南アフリカでは，初期の商業用原子力発電設備計画がす

でにかたまって於り，それらの国のすべてが，広く世界的に入札を勧誘したり，あるいは

今後勧誘しようとしています◎中南米では，アルゼンチンが同国最初の原子力発電設備で

あり，ブラジルも原子力発電計画を進めて訟り，東南アジアでは，タイが計画中であり蜜

す。そのほか，現在の時点で原子力発電に関心をもつている国には，ギリシャ，トルコ，

フィリピン・イランなど樋鱒す・198・二四子力魏設備を労している国の数は

50を越えるものと，われわれは予想しております。

　私は，日本訪問のあと，韓国，フィリピン，イランに初めて立ち寄り，それらの国の原

子力施設を視察したり，原子力発電事情について話し合ったりしたいと思っています。こ

れらの訪問を終えると，私は，きようの於話のなかで私がその原子力発電計画への関心に

つていご紹介ないし言及した25力国のうち，1力国を除いて全部を訪れたことになり蜜

す。これらの国における進展を祝察し，原子力関係科学者，技術者，当局者の多くと会談

する機会を，私はいつもたのしみにしてき出した。

　アメリカ以外に訟ける軽水炉の出力の総計は，汐80年末までに，米国の3‘分の2に相
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聴する臆Kw射するものと・棟わ桝解して籍す・鯨以後・酬臨ける出

力囎加率は・世界饒電鶴錐（ソ導圏嗣と中荊除9のうちアメリカの占める

割合一現在約44％一が小さくなるにつれて，アメリカに訟ける増加率を上回り始め

　ることに：なるでありましよう。

　　アメリカ連邦電力委員会スタソフの推定により蜜すと，アメリカの発電容量は，衿始

年までに12億5，000万Kwを越えるでありましよう。その時には，原子力発電部門は総

計5億Kwに達している見込みであり，それ以後，アメリカで増設される発電設備は大部

分原子力発電設備となるものと思います。アメリカ以外に轟ける原子力発電の利用度は，

平均してこれより多少低いかもしれません。とい、うのは・その時点に澄いても・一部の発

電システムは原子力発電を全面的に利用するにはlj・規模過ぎるでありましよ．うし，また，

一部の地域では石炭，重油などの燃料を使用する勘が・入手と・ス！ρ点でいぜん鯛

であろうと思われるからであります。しかし，全部ではないにしても大部分の工業諸国一

　とりわけ日本一一では，アメリカと大体同じような事情になるであううと界い、ます。

　私は洛国の原子力平和利艦櫃1について一適当な場合に韓国の原子力発電牙週

案についても一話し合致め一96悔以果・合計5吻上の甲を訪麺酷頃・私

の個入的翻察と，以上に要約した具体的諸事実とをつき合わせて見て，アメリカ国内で竜

国外で竜，原子力発電は主要なエネルギー源の一つとしての地位を確立しつつあると私は

確信して肖り蚕す。

8・需要量の新しい要因

　実除，私が以上に述べたいろいろな予想は．控え目なものであると思います。それらの予

想は，長期の経験から導き出された電力需要ののびに基づいております。経済性の改善あ

　るいは電力に対する大きな新需要は，この成長率をいちじるしく加速する可能性があり寮

す。たとえば，起こりうると考えられるそうした新しい需要の一つは，海水脱塩でありま

　す。

　　われわれアメリカ入の多くは，大規模な原子力脱塩設備の長期的な見通しに大きな期待

　を寄せてきました。われわれは，ある状況下では，こうした設備が，総合的な原子力発懸

産業復合施設一私は便宜上，これ塗「ニュープレックス」と呼んでい袋す一に澄いて

　エネルギーを集約的に使う電気化学工場と関連して建設されうるζとを想見して司り言す導

当然の・ζながら・われわれは源子力脱鰍窃臨まず鰍雌界の乾燥地帯τたと

　えば，地中海沿岸，アメリカ南西部の砂ばく澄よびそれと近接するメキシコの一部地域〆
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と結びつけて考えてきました。

　　さらに最近，日本原子力産業会議が行なった積極的な調査の結果，原子力脱塩の最初の

大規模な応用は，かつて豊富であった水資源がいまでは足りなくなっている世界の高度に

工業化の進んだ諸地域の一部で実現しうる可能性に，われわれは注目して蹴り毒す。たと

えば，アメリカでは，ロサンゼルスとニューヨーク市の水の必要量：を満たすのに，海水脱

塩を利用できるかどうかということが，真剣に研究されております。

　大規模な海水脱塩は，水の価値が，脱塩された水の初期の特長となる比較的に高いコス

　トをつぐない得るような人口密度の高い工業地域，おそらくこの日本などで，最初に利用

される可能性がある，と私は現在信じてい負す。こうした発展は，当面の，そして局地的

な重要性を竜つばかりでなく，究極的には，脱塩された水のコストを，従来から水不足に

悩まされてきた世界の諸地域でこの方法が広範に利用されるようなレベルにまで引き下げ

　る技術改良過程の上で：重要な一歩となるでありましよう。そうなるにつれて，原子力発電

の利用は，われわれの最も楽観的な推定をもはるかに越えて増大することになるかもしれ

　ません。

g．世界の核燃料資源

　原子力発電需要の驚くべき増大について，私は予想を述べましたが，この結果，「われ

われは果してこの需要を満たすのに十分な燃料資源をもつているのだろうか」という疑問

　を当然提起します。

　　これに対する答えは肯定的だと私は悪います。第一に・アメリカ澄よび世界の他の諸国

で賄されている大規働ウラン探鉱計画は・面的嫉鉱騨の結果敵しいウラ畷

曇声発見されるであろうζいう，われわれのかねてからの考えを裏書きしています◎例え

ば一％蜂だけでも錐で鰹1即e、万7イート近く激す御・600の穴を掘った

アメリカの大規模貧鉱霜露果・．．げ搾当た『8ドルで採掘できるアメリカの綻

ウラン資灘196唯に1砺トンからr．砺トン囎心した・こ螺鉱ブ％の成果

の全容はまだ明らかではあり蜜せんが，おそらくさらにいっそう大きいものであると思わ

れます。

　第二に，みなさまもよくご存じのように，1980年代以後における増殖炉の導入は，究

極的に年間ウラン需要を誠少させる効果をもつでありましよう。同時に，そしてこれはさ

　らに重要なことでありますが，この導入は原子力発電のコストに占めるウランのコストの

割り合いが下り，大し牟経済的不利益をともなわずに，現在よりもはるかにコストの高い
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ウランを使用できるようになるでしょう。

　今日の低コスト。ウランの主要源は，アメリカのほかカナダ，南アフリカ，フランスで

あります。フランスはつい最近供給国として登場し，自国内の生産のほか，ガボン，ニジ

ェール，中央アフリカ共和国の製品を輸出しています。これらの国は，　汐70年代に：重嚢

なウラン供給国となるでありましよう。他の諸国も、ウラン資源を開発して，今後の大規模

、な市場で同じく供給国どなりうるでしょう。

　世界の多くの地域で探鉱努力が強化されて澄り，新たな低コスト。ウラン資源が開発さ

れる公算は大です。南西アフリカとオーストラリアで，重要な新発見が行なわれたことが

報じちれてい蜜す。

　からみ合ったすべての需要供給要因を検討してみますと，今日ウランは一生産者の立

場から見た．揚合一再び供給過剰となり，価格が弱ふくみとなっています。こういったか

らといって，別に私は将来の供給について楽観視しているわけではありません。もし，予

馨される長期的な世界の需要を満たそうとするならば，効果的な探鉱が引き続き高水準で

続く．こどが必要であります。・．

　日本自身も，原子力発電設備用ウランを今後大量に必要としています。日本の国内低コ

スト・ウラン資源は明らかに限られていますので，日本の需要の一部分は，とりわ．けカナ

．ダとの長期供給契約を通じてまかなわれてい蓑す。この種の契約は，必要な場合追加的な

供給と生産能力の開発を保証する安定力であり袋す◎国．内はもちろん，一般に：外国の諸機

関と協力して世界の他の多くの地域で行なっている日本の探鉱努力は，世界のウラン資源

Q開発を助長するがゆえに称賛すべきものであり叢すQ

　今日，非共産主義世界の低コストρウラン埋蕨量は，U308帽0万トン近くど推定され

ますが，これは今後奪0年間以上の核燃料需要を満たしてゆくのに十分な量であります。

198ρ年代に増殖炉が導入され，この型の原子炉が生産するプルトニウムが新核分裂燃料

としてリサイクルされてからのちのある時点では，ウランの年間需要は横ばいとなると思

われます。それまでの需要増大期問中は，必要な場合，周知の高コスト。ウラン資源を利

用できます。しかし，過去2．～5年間の探鉱の成果と，存在するかもしれない1 Vたな資

源についての最新の資料に基づく推定によれば，ウラン価格の急騰が起こりそうもないこ

とを暗示しています。

　　汐66年のイギリス原子力学会に於ける演説で，私は｝もし天然ウランのコストが4ポ

ンド当たり8ドルから16ドルと2倍に・なったならば，軽水炉の発電コストは，4Kwh当
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たグ／2ミル増えることを指摘しました。もちろん，これは好ましくない見通しであり，

確かにわれわれは，そうした事態が起こることを期待していませんが，この数字は，ウラ

ンのコストの大幅で，まったくありそうもない増加の結果さえも，許容できることを示し

た点で有益であります。これに反して，もし石炭7石油などの燃料価格が，例えば百万8

7U当たり50セントの一般水準から百万8TU当たり56セントへと20％増えただけ

で竜，発電コストは1Kwh当たりγ2ミル増えます。

　核燃料供給問題のもう一つは，あらゆる需要を満たすのに十分な濃縮施設があるかどう

かであります。私は，アメリカがすでにその点で大きな能力を備えている事実と，随時新

たな需要に対処するための追加施設が建設されるであろうという私の確信とを，何回とな

　ぐ述べてきました。

　最近アメリカ国内では，アメリカの濃縮施設の将来の運営上とるべきアプローチが広範

に論議されてきました。この問題はアメリカだけでなく，アメリカの濃縮ウランを使用す

るすべての国にとって正当な関心事であります。この機会に私はみなさまに対して，組織，

運営手段がどのように決定しようと，濃縮ウランを海外へ供給するというアメリカのすべ

ての公約が履行されることを保証したいと思います。

　　アメリカの現存濃縮施設の将来の運営手段を検討するほか，1980年頃，これらの施設

が濃縮ウランの増大する市場によって完全に吸収された場合にお・けるこれらの施設の拡大

を検討することは時期爾早ではありません。

　　こうした拡大の検討は，正当な関心事ではありますが，同時にわれわれは，今後長年に

わたって十分な濃縮能力が存在するということは，濃縮ウランの供給上，電力の供給自体

　を含めた他の重：要な産業に：はめつたに見られない幸運な事態であるという事実を見のがし

てはなりません。

　　アメリカがこの能力をもつているということは，濃縮ウランを使用するすべての国が，

　この物質に対する長期的需要に対処するとともに，非常に高価につく早まった軽率な措置

をとることを避けるため，独自の事前対策を慎重に講じることを可能にして論ります。

10。改良型原子炉の開発

　　世界のウラン資源が十分かどうかについての重要な仮定は，燃料利用効率が大幅に改良

　された原子炉が，今世紀中に開発され，導入されるだろうということであります。　汐66

年には，アメリカ於よび世界各国の原子炉開発計画は，改良型転換炉または「増殖炉に近

いもの」と，正味の転換率が一よりも大きい真の増殖炉の双方に主要な勢力を傾けていま
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した。

　　1966年以後，改良型転換炉の開発をめざす努力は縮小され．最も有望な型のうちのご

く少数のものに努力の焦点がしぼられてき蜜した。それと同時に，最も世界的な原子炉開

発努力は，液体金属を冷却材とレて使うプルトニウム高速中性子型増殖炉の開発に重点的

に向けられるようになりました。

　アメリカその他の国で，改良型転換炉の開発計画の範囲と親密が縮小されたことは，＿

つには・予算上の圧カー’多く・の国家的必要を満たすために，使用しうる資金を獲得しよ

うとする激しい競争一によるものでありました。しかし，この要因を乗り越え，真の増

殖炉をめざす集中的努ヵが行なわれ2、これに従来以上に明確な重点が不可病的に麗かれた

と私は思います。真の増殖炉の燃料効率は，効率的な転換炉から得られる燃料効率よりも

嫉為かに大きいのです。われわれは，1ポンドのウランから得られるエネルギー：量を，た

とえば現奪の軽水炉（ウ水準から車水漏速炉の水準へ転換率を向上させることによって倍増

．鍋ζと蓼恋すが・即応へ進むこと㍑つて一ポンドのウランがら得られるエ

ネルギー量を25倍またはそれ以上にもふやす、ζとがでぎるのです。

　増殖炉が関心のまととなり，長い目で見た場合，不可欠とさえ思われるのは，燃料効率

上のこのようにめざま、しい向上によるものであ・りますσ燃料効率のこの大幅な向上の必然

．聯果擁すでに才題したよう・に燃麹ストが低下するので四ストカ斗従来功もずっ

と高いウランを使用しても大した影響を受けなくなるということであります。また，高速

中性子型増殖炉の奪本コス♪と燃料加工コストは澄そらく従来のものよりも高くなるでし

ょうが・燃料．罫トの低いζζによって・これを相殺するに＋分な・はるか1（大きなマー

ジンが得られます。

　真の増殖炉の利点についていろいろと述べましたが，これは，アメリカでは，改良型転

課炉への関心が全くなくなったと晒こ’とでは効ません・それどころか・先ほど述磁

レ解う忽重点曜筋鍍わρたのは，主として・予算上諭先臓鍍わっ起と

搾よるものでありました・とに矯え，われわれは，一つの改良された転換炉，すなわち高

温ガス冷却炉について熱心な努力を続けて澄ります。この進歩した熱中性子構想を基礎と

して目．下コロラド州で建設中の原型プラントの完成後には，アメリカ国内澄よび他の国々

から容：量の一層大きな設備の注文が来る十分な見込みがある，とわれわれはみてい玄す。

われわれは，とくに欧州で現在進行中のこの構想に基づく研究が継続されることを歓迎し，

また．この型の原子炉を研究しよ翁とする日本での計爾に関心をもつて注目して於ります。
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われわれはまた，改良型転換炉に関する研究，とくに日本，カナダ，イギリスその他で進

められている重水減速型の研究も，世界の原子炉知識に重要な貢献をするものとして歓迎

するものです。資源不足の今日，各国が特定の分野に努力を集中し，専門化し，努力の広

範な重複を避けることは，とくに重要なことであります。

　トリウムの効果的利用の可能性をわれわれが無視しないことはとりわけ重要だと思い撫

す。なぜなら，この分野で成功すれば，世界のエネルギー源が新たに激増するものとみら

れるからであります。アメリカの溶融塩増殖炉計画と軽水増殖炉計画は，この目的をもつ

たものであります。これらの計画は，われわれが主力を注いでいる液体’ 熨ｮ冷却高速増殖

炉計画よりも少ない経費で進められてい窪すが，われわれは，これらの計画に不断の関心

を払っていることと，その重要性を信じていることを私は強調したいの』 ﾅす。ラーソン委

員は，われわれの原子炉開発計画について，より詳細にみなさまに説明するはずセありま

す◎

　日本の原子炉開発計画は，世界で最も重要で積極的な計画の一つとなりっ’・づあります。

私は日本がこの計画を精力的に：推進する十分な理由をもつて澄られると思い蒙するそして，

とりわけ私は，みなさまがアメリカを含めた他の諸国の仕事を震ねしょうとするのではな

くて，他の諸国．の同様な計画に積極的に協力する・ことに踏み切られたことを称賛するもの

であります。

　将来の増殖炉と，このような増殖炉め出現までに建設される改良型転換炉は，複雑な関

連性をもつて澄り蓬す。プルトニウム高速増殖炉は，初期の段階で多量の核分裂物質を必

要とします。こ・の場合，プル』トニウムが望ましいのですが，プルトニウムのかわりに最初

ウラン235を核分裂物質として使用することも可能です。ただし1そうすれば，増殖の

過程でかなり不利な条件に見舞われます。

　したがって，熱中性子炉は，最初に必要とするプルトニウムの唯一のソースとして，増

殖炉計画にとって極めて：重要であり寮すQしたがって現在の熱中性子転換炉（軽水冷却炉）

時代は，天然資源の非効率的浪費的使用であり，さけなければならないが，しかし長期的

に効率のよい資源利用のため必要な最初のステップといえ叢す。この点を説明するために

次のような仮定の場合を考えて見よう。於よそ5，509万K：wの出力で1985年に；運転を開

始することをめざす新しい炉の半分が増殖炉であるとします。それに必要とする当初の核

分裂性プルトニウムの量は，約80トンです。これは，1985年までに，すべての熱中性

子炉によって生産され，分離されるプルトニウムの55％にあたり寮す。汐83年には，
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　汐85年に運転を開始する増殖炉の燃料生産がはじまります。その後の需要は，増殖癖そ

のものの生産を通じてプルトニウムを補充し始めるまで，増大し続けるでありましょう。

　熱中性子炉の中でカレ陣ウムのリ堀ク・レが徹われ，騨炉計敵よつて燃編・貯

蔵されることを考えますと，そのときのプルトニウムのバランスを推定することは困難で

ありますが，熱中性子炉システム全体の重要性は明白であり蜜す。

11．環境論争

　　アメリカでは，しばしば「環境論争」とよばれる問題が持ちあがりますが，各国で原子

力開発にたずさわっている柔々は，この問題に関心を示し，知そらく一部の入たちは，そ

の成り行きを注視していることと思います。このことについては，きようの私の報告よ参

　も詳しい説明が，ラーソン原子力委員によって行なわれるでありましよう。しかし，この

問題は，単にアメリカだけの関心事ではなく，ある程度，世界的な問題であるので，私も

簡単にふれておきたいと思います。

　原子力産業界は，安全対策の面で輝かしい実績をあげています。これほど蜜でに，公共

の保健と安全に留意して育成された産業や技術はないといっても過言ではありません。ア

　メリカの民間原子力発電計画が発足して以来，一部では，原子力産業が厳しすぎる規制の

ために発展を妨げられるのではなかろうかとか，アメリカ原子力委員会が危険を想定して

過度の憂慮をするのではなかろうか，といったような懸念がありました。私は，このよう

な考え：方に言及する意図もなければ，とれに向調する考えもありません。私がこの点を指

摘したのは，原子力委員会が公共の保健と安全の厳守に万全を期しているという定評があ

　ることを強調するためであります。では，なにが変ったのでしょうか。

　　いま，アメリカは，高度に産業化した社会からうける環境の衝撃をどうするかという問

題に，個をあげて真影に取り組奪うとして慶り蜜す。「アメリカでも，他の国々でも，環境

的資産の保存，時としてはそめ修復ということを現在強調していますが，私は，これはき

　わめて有益な傾向であると考えております。壌境問題が汐70年代の大きな課題であるこ

　とは，ニクソン大統領も認めて澄ります。われわれが呼吸する空気，飲んだり入浴したう

する水，往んで‘い・る土地を浄化し，その状態を維持することの必要性については，アメリ

　カに意見の相逢はありません。

　　問題は，屯ちろん，アメリカ社会の他の重要な不可欠の必要に対処しながら，このよう

　な浄化計画を同時に推進できるかという点にあります。他ゐ必要ということのなかには，

　アメリカの場合，とくに電力エネルギーの必要も含まれます、，私は，このような必要を認
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めるものが，より多量のエネルギーを必要とすることと，環境をより良くすることの間に

基本的な矛盾を認めては澄りません。壌境を良くするという人間の願いは，抽象的な道徳

や審美的な原則に基づくものではなく，最も魅力的な瑛境のなかで生活し，生活をエンジ

ョイするという入間の本能に根ざしています。複雑な現代の社会に慶いて，大勢の入々の

ために，このような願望を達成するには，レジャーのための時間をつくり，広範に器よぶ

楽しみの方途を見出すうえに不可欠な生活水準を実現するエネルギーが必要であります。

　われわれは，科学者または技術者として，いかなる大規模計画の於よぼす環境問題も，

これを完全に除去できないことを知っています。たとえば，．われわれは，原子力発電設備

からある種の放射能や放射性物質が放出されることを知って論ります。そして，われわれ

は，廃熱を空中または水中に放出しなければならないことも認めねばなり壕せん。たとえ

ば，一過式の冷却方式は，われわれの真水資源と水中の生物に大き，な影響を与えます。も

ちろん，このような問題を討議する場合，われわれは，均衡というものを考える必要があ

ります。原子力発電設備から放出される放射性物質は，生物に影響を与える基準よりもは

るかに低いものであります。

　廃熱の影響の問題一もちろん目本のように発電設備が海岸にある場合はあまり問題に

「なり蓬せんが一は，すべその火力発電設備が悩まされている問題であります。これが原

子力発電設備の場合には，熱効率が低いために，いっそう大きな問題となります。その半

面，どれらの“無煙範発電設備は，われわれの考えでは，石油や石炭．を燃料として亜硫酸

ガスのような汚染物を含む燃焼物を毎日何トンも放出する発電設備よりはゴ隣人としては

るかに住み良い壌境を形づくる点を指摘したいと思います。この点，私の主張は正当だと

息らま’す。

　このよう左実情にもかかわらず，われわれは，一都の無責任な批判者に，原子力発電設

備は安全でほなく，原子力関係の行政官は環境保護の必要に無神経であるといったような

非難を示唆する機会を与えたように思われます。いう蜜でもなく，このような非難は事実

に反します。原子力発電設備の発展の歴史は，保健と安全対策を強調してきたことを明白

に示して診り，現在までのわれわれの安全の記録は，この部面の努力を堅持してきたこと

を立証しております。

　私がどのように声明してみても，原子力発電設備をめ．ぐる「環境論争」を解決すること

はできません。長期的にみて，原乎力発電設備が，どのよう忙設計，建設，運常されてい

るかについて，一般の入々に，事実を注意深く，反復して，十分に説明することだけが，
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この問題を解決するでありましよう。将来，アメリカの内外で，単に適応性だけではなく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

われわれの急増する発電力の需要を適当に満たすために慎重な規制のもとに，原子力を利

用し，環境を改善し，広範に応用することが，いかに大切であるかが黛すます強く認識さ

れるようになるものと私は確信して澄ります。

12．核拡散　　もう一つのリスク

　　「平和のための原子力計画」の始めから，核エネルギーの平和的利用を実現することに

関与した責任ある政府や個人は，このことは核兵器を手に入れる機会を拡大する危険をと

　もなうことを認めていました。世界は最近，核拡散防止条約の締結によってその危険を取

　り除く方向に向って重要な一歩を進めました。

　条約が発効する前に，それに調印した日本政府の建設的態度ならびに拡散防止政策を促

進する上での日本政府の多くの創意は称賛に値いします。われわれはまた，核エネルギー

の平和的利用に関する公約の順守を実証するために，国際的保障借握の原則と実施に対し

て日本が示した協力にも感謝して判ります。日本は，双務二二エネルギー協力計画に関す

る国連。国忌原子力機関（IAEA）の安全保障借置を受け容れた最初の国でありましたが，

　このことによって，他の諸国もこれらの保障準量を広く受け容れるようになったのです。

　われわれは，アメリカにあって，核拡散防止条約（NPT）のもとで適罵され．るIAEA

の保障措置は平和的な核活動に不注意に干渉し，独占情報の秘密性を危うくするかもしれ

ないという憂慮，とくに日本の原子力産業によって表明されている憂慮をよく知って澄り

ます。卒直にいうと，これらの憂隠、のあるものは，その度合こそ少ないが，アメリカの原

子力産業界の一部の人々によってもいだかれています。

　一般的に，われわれアメリカ人は，IAEAの保障措置についてのわれわれの直接の経験

に基づいて，それは妨害的なものではなく，プラントの経済的操業もしくは独占情報の秘

密性に干渉しないと信じています。われわれは，アメリカにおけるすべての核活動（国家

的安全にとって直接的に重要なものを除いて）を目本にも適罵されているのと同じIA泓

の保障借鐙のもとに自発的に置くことによって，この信念を最もよく証明しています。こ

の提案は，世界の最初の原子炉操業25周年にあたる1967年12月2日に，イタリアの

サラガット大統領との通信衛星テレビ討論という劇的な機会にジョンソン大統領によって

再確認され画した。私は，この提案はいまも不変で，アメリカはその強力な実施を許認す

るだけでなく，その強力な実施を強く主張するこζを，今日，ここで確言することができ

　ます。
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　私は，また，アメリカは，保障措置の単純化もしくはその能率の向上を可能にするすべ

ての技術的前進を利用して，IAEAの保障措置体系の継続的発展を強く支持することをも，

ここで確書したいと思います。一部の誤まった印象とは反対に，われわれは，NPTその

ものが，戦略的拠点に適用される査察設備のある妨害できない保障措置の原則を支持する

研究と開発を要求していることを忘れてはなりません。われわれは，このアプローチはき

わめて将来性のあるものであると考え，保障措置の研究と瀾発のために年額400万ドル

を計上することによって，この計画や保障技術の他の計画を支持していることを証明して

います。

　NP？のもとに澄ける保障措置は，主として国家的安全保障体系の有効査察に基づいて

いるかもしれないという，一部の人々によって述べられている示唆を，われわれはかな診

大きな関心をもつて見ているということを私は付言しなければなりますまい。保障措置の

基本的原則は，国除監視団による独立した査察一国家的制度の方針に依存しない保障一

の原則であります。この原則が維持されるかぎり，われわれアメリカ人は，健全な技術的

基礎をもつ安全保障技術のあらゆる改善を歓迎するもQであります。

　国家的安全保障措置の目標についていま述べた意見をふえんすると一保障措置のあら

ゆる面についてもいえることであり寮すが一一われわれが供給した核物質や装置の平和的

利用についての海外のわれわれのパートナーの誓約が誠実であるかどうヵ・塗われわれは決

して疑わないということを説明する必要があると私は思います。反対に，われわれの供給

取り決めは，これらの約束が十分に守られるであろうという強い仮定に基づいています。

われわれに，この確信がもてなかったならば，われわれは第一に物質を供給することを差

し控えたでありましよう。

　故に，すでに述べましたように，われわれは，保障借置の主要役割りが違反の発見にあ

るとみないで，各国がその原子力平和利用計画こそ真に平和的であるということを世界に

向って実証することができる乎段と見て澄り蟄す。この実証手段がないならば一とくに

その参加国が必然帥に相反する利害関係をもつ多くの国を含む核拡散防止条約のもとでは

一われわれすべてがこの条約によって実現したいと望んでいる利益の大部分は失われる

でありましよう。

　したがって，私は，王AEAの保障措置は，国家的安全保障措置体系に関する信頼できる

独立した査察の原則に基づかなければならないことを認めるよう強く要望するものであり

ます。
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む　す　び

　私めきようめ於話は，原子力の将来に関する私の考えを明らかにしたものであります。急増

ナる世界のエネルギー需要は，われわれがわれわれのすべてのエネルギー資源を効果的に使う

ことを要：求します’。「このために，原子力と石炭や石油などの燃料との競争という問題は非常に

誇大に評価されて澄り，あるいは不在の問題であるかも知れません。慎重な状況で利用される

原子力はジわれわれの四境を危うくしないでありましよう。反対に，原子力は，増大し，絶え

ずより豊かになる入類の手で，われわれの環境に対する圧力を緩和する重要な要因になること

を約束するものです。原子力利用のこの面は，日本やアメリカの多くの地域のように，人口が

過密で高度に工業化した国にとって特に重要そあると私は考えます。

　原子力はまたジ平和の維持と核兵器の制限。管理に対して不当の危険をもたらさないことを

要求されます。ここでもジ私は，危険を避ける能力だけでなく，積極的な貢献をする能力を見

るのであります。原子力平和利用の効果的な保障措置を通じて，われわれが学ぶ教訓は，効果

的な信頼できる監祝のもとで，兵器の管理と制限に，より広範な取り決めを行なう道を開くと

いうことであります。この点について，日本の利害とアメリカの利害は密接に合致するものと

私は信じます。来年，スイスのジュネーブで「原子力の平和利用に関する第4回国除会議」が

開催されることになってお・ります。

　平和目的のために核エネルギーを十分に利用するにあたって，多くの国の前例め宏い協力が

実現しました。過去に澄けると同じように，将来も，協力することによって，アメリカと日本

は，核エネルギーの平和的応用から大き表相互利益を取得しつづけることができるのです。そ

して，来年はジュネーブに，強い，そして十分に正当化される楽観論が再びめぐってくるであ

りましよう。
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シンポジウム

1970年代の日本と原子力開発

議　長　　松　根　宗　一　　日本原子力産業会議副会長

シンポジウム・メンバー　（五十音順）

稲　葉　秀　三

岸　田　純之助

佐々木　義　武

前　田　七之助

向　坊　　　隆

国民経済研究協会会長

朝日新聞論説委員

衆議院議員

富士電機製造社長

東原大学教授

議長　（松根）灘業会議¢）副会長をいたして訟ります松根でございます。この討論会の進行係

　　をやらせていただき寮すので，よろしく於顧いします。

　　　こ死）シンポジウムは，産業会議で，ことしの年次大会をひとつ特色をつけようという試

　　みでこ⑱雲霧がされたようでございますが，はたして皆さんのご期待にそうようなことが

　　できますかどうか，実は私，あまり自信ないのでございますが，幸いきょうご出席いただ

　　きました討論者の皆さまは，それぞれの分野の第一線で活躍をなさって点る方々ばかりで

　　ございまして，皆さまよくご存じの方でござい震す。あらためてご紹介の必要もないかと

　　思い震すが，一応私からご経歴をご紹介申し上げ叢す。

　　　最：初に，稲葉秀三さんは，経済問題に関する第一の権威者でござい蜜す。特にエネルギ

　　一につきましては，国の長期計画はもとみり，あらゆる政府，民間の計画に常にご参画な

　　さって細る方でございまして，現在，国民経済研究協会の主宰者をなさっていらっしゃい

　　ます。

　　　向坊先生は，これまた最近，大学問題で名をあげられた知方でございますが，実は原子

　　力のほうは，それよりずっと前からのご関係でございまして，現在，東大に澄けるそのほ

　　うの第一の現役の先生でございます。国際的にも非常に知名度の高い澄方で，このごろは

　　大学問題で非常にお忙しくて，私どもも久しぶりに澄目にかかったようなことで，さぞか

　　し澄忙しいことと存じますが，きょうはまげてご出席いただきまして，ありがとうござい

　　ました。
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　岸田純之助さんでございますが，これまた皆さんよくご存じの方でございます。ご専門

は航空工学，朝日新聞の論説委員として，科学技術問題には必ず顔を出される澄方でござ

いまして，その方面に一つの卓見をもつて訟られる方であるごとは，私からご説明を申し

上げるまでもございません。

　前田七之進さんは，ご承知の富士電機の社長をして誇られまして，私どもも最：初から原

子力の問題でご一緒に歩いてきた澄仲間でございますが，．特に日本で最初の原子力発電所

を東海村でやり遂げられた於方でございます。

　佐々木義武さんは，現在，衆議院議員として数回当選されましたが，その間，ずうつと

自民党の科学技術特別委員会の重鎮でござい寮して，現在，その委員長をやっておられま

す。佐々木さんは，これまた原子力局が釧午にで毒．1蓬レたときに最初の局長になられた

澄方でございまして，詮殺所のほうでは，日本の原子力の最初の開拓者，その後も引き続

いて原子力関係のことを政治家として推進していただいて澄る於方でございます。

　きよう．ご出席⑳皆さまのご紹介はこのへんにいたしまして，討論会の進め方でございま

すが，最初に，司会をいたします議長として，私から、，こみ「1970年代の日本と原子力

開発」という命題を出したことについての背景と申しますか，認識と申しますか，そうい

うことに対する考え方を，私なりに申し上げてタ牽いと思います。そうしまして，各講師

の方々から誇一人ずつ，それぞれ於考えにゑつて訟られますテ7ア解？矯ズ二二，残った

騨で・旧き締っている皆舷からのζ質問に対する回答ゆ．る，購講師の間に測

るそれぞれの論話についての討論であるとかを行ないまして，最後にその結論と申します

か，まとめをしたいこ思います。

　それでは，簡単に私から，この問題につい丁の考え方を申し上げてみたいと悪います。

どこでもい棟ることであ旧藩識働・うど高紐経て，さて，・こで197・

年を迎えたという立場に立って，この25年間ρ過去，特に日本の経済についての変化と

成長をとり上げてみますと，これは実は非常に大きなものであった。いままでわれわれが

駅を鱒泊分の身でくぐってき塒代を考え紺と港畷近の1晦間の技緯新・

またそれを基聲咋した産業界の発展は，これまで経験しなかつ斥ほどの量的または質的な

成長がなされたことは，皆さまご承知のと癒りでございます。

　さて，この70年を迎えまして，、これから一体日本という国はどのぶうになっていくの

だろうか。溢そらくこれまで成長しました日本の成長のスピードが落ちるとか，速くなる

とかいうことはあるかもしれませんが，このままでとどまって澄るわけはないのでござい
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蜜す。むしろ考え方によると，それ自体の潜在力はますます加速度を加えるのではないか

ということが一面で考えられると思うのでありますが，そのことが，経済だけでなくて、

政治，社会，あるいは科学技術，そういうものの分野にいろいろな影響がさらに出てくる

だろう。そういう一つの転機にいま立っているのだという感じがしてならな矯のであり譲

す。

　これらのいま取り上げられている問題の中で，いろいろなむずかしい問題がございます。

たとえばエネルギーの資源は，日本にない。しかも日本の経済を築くために大量に必要で

あるというたて蜜えからいいますと，どのようにしてエネルギー資源を入手するかという

問題，あるいは日本の国土が狭い，物理的に制限をされている土地をどのようにして使つ

下バかという江場立地の問臨一面には歎・科学技術の進歩声燗の生活にどのよ

うな悪い影響を与えているか，各種の公害問題，あるいは労働力の確保の問題等々あげま

すと，今後は，成長に伴う環境の問題が非常に大きく浮かび上がってくるということが考

えられ按ず。

餓鴎齢縁しても凍西の間醐題・ある照献嗣問題と噌錐勲化の
問題をどのように処理するかということが，かなりの問題となって出てぐるように思うの

であります。

　そこで，この産業会議の年次大会，澄論むね原子：力の中からみた原子力の話は，実は非

常に多いのでございますが，きょうばいろいろ諸先生方から澄話を伺うにつきましても，

横からみた原子力，あるいは上からみた原子力，中に入り込まないで，原子力を中心にし

た躰の二三の編を伺舷すれば・たいへん純のい紳はすか諒たそこで

はそれなりの一つの大事な問題が指摘されるのでは奪かろうか，こういうことが実は私の

澄腹の中にはあるのでございます。

r．う呼うい購瞬まして，5人の講師のか∵納．それr岬の糠ついて

ご意見を述べていただくわけでございますが，そういうたてま率から，吟，まの原子力の開

騨題と騨し穿して・聯ろ編しを願えれば齢へんしあわせだと騨す・

．たいん私の前回が剰効飢鮒れども・縮齢のこと嘩い叫たいと駆

ます。どうもありがとうございました。

　それでは，これは題を申し上げませんから，澄話しいただく諸先生方から，きょうはこ

ういう話をするのだということを最初に訟願いしたいと思います。

　それでは，稲葉さんに最初に訟願いしたいと思います。
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稲葉　私がこのシンポジウムでトップを仰せつかりましたのは，原子力開発につきまして，直

　　接，間接に影響を及ぼすであろう日本の経済や産業，こういう問題がどうなるか，こうい

　　うことをご報告したいと思って輸つたからではなかろうかと云い震す。

　　　この点につきまして，端的に申しまして，非常に重要な点は，先ほど松根さんから訟話

　　旗ございましたけれども，汐60年代の日本の経済のパターンが，はたして肇970年にそ

　　の触当て購るのか，どρような形で当餌まる働とゆ問題だと思練す・

　　　ですけれども一96吟代のパターンを私妨鳶色的に把握しまして戯れが将来を

　　決定する一つの要素であるということは間違いないだろう。とのような観点から，まず60

　　年代の特色とフD年代の日本の経済や産業の展望をご報告してみたいと思い蜜す。

　　　先ほど松根さんから海話がございましたが，昭和34年度と今昭和44年度をとって，

　　畦細雨変籾をご腰ご報告励ますい嚇瑚的弓聯生産は，

　　15兆6・。0。翻から65兆円と約‘霜解てい．る醐であり．砂・煮豆室は‘倍強と

　　推定をされます。実質拡大のテンポは伺％強ということでございます。

　　　そして，この間に誇きまして日本の農業生産は40％弱伸びてお・ります。鉱工業生産は

　　約4倍伸びているわけであり寮す。工業が主堪的であったという、ことはあらそえないと思

　　います。

　　　蓼r脚轍賜は・昭和5噸が通関ベー郷6億ドルでございました馳ど

　　も・『攣∵∴町ノ弊まで擁しているわけで鰯す・そしてこの拡大が・先

　　ほ響樫ん幽つしや蓼瓢べき蹴ということ融るわけでござ諭すカ‘・や励

　　経醗展のあり方無業発展の質的醐題ではなかろ感応嘆ち、，

　　　ここで雨漏心隔・躰はこ釧。輔に樋まして非常脳髄幽趣まして，

　　重化学工業化を推進してきた。工業生産は平均4倍伸びている次第でζざい蜜すけれども，

　　雛脚マ挙・ま．しては・全体の二一は，この10年とちよ？と・醐に2嬬ぐらい，

　　しかもその中で合成繊緯は7倍から8倍伸びているわけですから，ほかの織維部門は，む

　　しろ横ばいか研さが．卑なっている・

　　　これに対しまして鉄鋼は，粗鉱で謝’算いたしますと，課，800万トンが．8，ア00万トンにま

　　で生産が増大をいたしました。アルミエウムは，月万トンが60万トン壕で伸びました。

　　電気銅は，21万トンが65万トンにまで生産が拡大をいたして語り．ます。セメ／トは，

　　1、800万トンが5，500万トンぐらいになりそうでございます。まデ『機械工業は，この間に

　　齢きまして平均7倍ぐらいの拡大という形になって論ります。そしてこれらに伴いまして，
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非常にエネルギーの伸びも高かった。

　エネルギーについて申し上げれば，石油製品の供給力は，54年度が2，400万キロリッ

トルでございますが，本年度は澄そらく1億6，500万キロリットルを上回るのではなかろ

うかと思います。また九電力に轟きます発電：量は，10年前から750億Kwhでございま

したが，今年度は2，250億Kwhと伸びているわけでございます。

　そしてエネルギー全体の伸びが高かったばかりか，今度はその間に澄きまして，エネル

ギー革命が世界の中で非常に激しく進行した。つ蜜り石炭が面喰いたしまして，液体エネ

ルギーである石油が伸び出してきた。そしてやや原子力が，将来のエネルギーとして成長

し得る基盤をつくり出してきたということでございます。

　もう一つ申し上げたいのは，輸出構造でございまずけれども，稲年前の56億ドルの

輸出の中で，繊維は一番最高の輸出高でU億ドルで，機械は8億5，000万ドルでしがな

かったのでございますが，今年度は，170億ドルのうちで75億ドルが機械の輸出，ま

た化学の輸出が4億7，000万ドルから10億ドルぐらいに伸びている。

　あまり詳細なご説明を申し上げます時間はございませんけれども，於そらく60年代を

象徴する10年間の経済の特色としては，国内需要構造の変化が起とつた◎輸出構造の変

化にアダプトして，日本が重化学工業化を相当果敢にやってきた。そして技術を取り入れ

る機動力が非常に高かったというのが，今日大きな成果をあげているのではなかろうかと

‘思いま・す。

　さて，1970年代に欺きましてこれがどうなるかということでございまずけれども，率

直に申しまして，これをはっきり展望するということは困難だと思います。私は，ここに：

海いでになる岸田さんや向坊先生と一緒に，経済社会発展計画の産業の問題を中心に，い

ろいろ論議を進めてまいる仕事を担当したのでございます。フ。年代にどういうことにな

るかということは，なかなかはっきりわかりません。しかし一憩今度の経済社会発展計画

で仮定をいたして当ります成長率は，名目14．7％，実質10．6％ということになりそう

でございます

　この場合に：葺きまして，昭和44年度をもとにいたしまして，このスピードでかりに経

済が伸びていくといたしますと，昭和50年度と51年度のまん中ぐらいで，もう一一つ44

年度に対して経済や国民生活がっけ加わるということになりそうでございます。この場合

に訟き晒す鉱工業生産は，昭和44年度の2倍強ということになります◎

　また日本の輸出，輸入でございまずけれども，これホやはり今度の計箕で出て論ります
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結果は，昭和46年度に対しまして200億ドルぐらい輸出が伸びて，570億ドルの輸

出が昭和50年度に澄いては成立をしなければならんQこういうのが，過去の関連分析に

よるところのコンピュータの計算でございます。

　しかし私は，ここでそのような，ことになるのかならないのかということを皆さま方に申

し土げるという意図はございません。はっきりそれについて論議をいたしますと，それよ

りももつど日本㊥経済は上向いていくという方もおいでになるし，過去は非常によかった

けれども，今度はつまずくだろう，こういう見方も成り立つわけでござい毒す。

　しかしその場合に於いて一番重要な要素といたしまして，これは聞接にエネルギー消費

につながるわけでございまずけれども，重化学工業化の速度は増大をしていくだろう。し

かし昭和60年代にあらわれましたような素材を圭とした重化学工業化，たとえば鉄鋼だ

・とか，アルミニウムだとか，そういうのがどんどん伸びていく重化学工業の成長速度が，

よりこれから日本が進むに従って，もつど高度の加工業産業である化学工業であるとか，

精密工業，こみいうもののウエートがどういう形であらわれてくるかということが，非常

に導き夜問1題でζ：ざいます。

　長期的にみま・すζ園やはり日本はより高度先進型になっていかねばならんのですから，

そういうパターンが60年代につくられ唆すと，やや低下するということは考えられます。

ですけれども，どうも私たちがいろいろ推算をいたしますと，な細当分素材に相当大きな

重点を置いた経済拡大に，労働力の不足だとか，いろいろな点を考えながら，立ち向かっ

ていかねばならんだろう6：㌧一．

　またその数字を出すよう．に，私はいろいろ経済企画庁や通産省の事務当局にもご連絡申

し和げたのですけれども，はっきり出るか出ないかわかりません。一応そういうパターン

、で7．0年代を推定いたしますと，先ほど私が申し上げました数字につけ加わり蓑して，成

長速度はやや低くなるといたし唆しても，鉄鋼は現在の倍近い’1億5，000万トンから1億

6，590万トンぐらいの生産をしていかねばならんだろう。アルミニウムは，現在の倍強に

なります1ア0万トンから180万トンぐらいの生産になっていかざるを得ないだろう。

電気銅は，やはり150万トンぐらいのものになっていかねばならんだろう。

　そしてエネルギーについて申し上げれば，石油は過去言〕年間で6倍強伸びているわけ

でぐざいまずけれども，現在の2倍強の水準，．4億2，000万キロリソトルぐらいの石油を

日本は精製するというパターンになっていかざるを得ないだろう。また電気につきまして

は，現在の倍，4，20Q億Kwh，あるいは4，400億K：whぐらいの供給をしていかねばな
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らんだろう。

　もう一つの日本の経済が6年間につけ加わるということは，これだけの意味を八ってい

る。しかしいままではそれよりも速い速度で経済が伸びてきたという現実を無視すること

はできない。これが日本の人たちが将来にかかえている課題でございます。

　さて，この中で私は，あとの時間を，エネルギーの問題についての国昆経済的な意味，

こういうものをご報告をしてみたいと思います。

　な澄私たちは，当面，石炭がさらに澗落していぐだろう，しかし原料炭は何とかこれを

確保していかねばならんという課題を背負わされるわけです。そしてな論かつ私たちは，

当分，石袖に澄んぶしていかねばならんだろうという現実を，回避するということはなか

なかむずかしいのであります。

　石油についていえば，昭和60年に：5億5，000万キロリットルぐらいになるだろうとい

うのが従来の速度でございましたが，輸そらぐかりにいまの成長が続くといたしますと，

昭和55年ぐらいに6億キロリットルになりそうに思う次第でございます。

　しかも最近の日本は，非常に大きな石油の増大からくるところの環境整備，つまり公害

問題を顕著にかかえ出してきて澄り蜜す。最近は発覧所の建設がなかなかむずかしくなっ

てくるとか，さらに石湘精製工場や基地の建設もむずかしくなるとか，こういう場面に除

会しながら，私たちはな於2倍強のエネルギー充足をしていけるかどうか。またそれがで

きなければ，私たちはかりに生産設備をつくりましても，それを動かすことができないと

いう問題をかふえてむります。

　このことから考えますと，全体の石油をどうするかという問題と，でき得る限り低硫黄

の原油を輸入いたしまして，これで亜硫酸ガスの害を間接に防いでいくと同時に，今度は

排煙脱硫とか，直接脱硫もやって，これをどのように処理していくのかという問題をかか

えて澄ります。そしてこの問題は，すでに最近のアメリカの例，またヨーロッパの例をご

らんになってもおわかりいただけますように，非常に社会的問題，また産業的な問題とし

て，真剣かつ深刻だと思われる次第でござい適す。

　私は，い点そういう政府施策にいろいろ細手伝いをいたして澄ります。そしていろいろ

各産業，あるいは各地域社会に訟きまして，非常に真剣な問題が出てくる。それを乗り越

えてエネルギーの拡大をしていかねばならんということがいかに重要であるか，同時に，

いかにむずかしい問題であるふというととをしみじみ感じさせられる次第でございます。

　そこで，そういうサイドから原子力開発ということに移りたいと思うわけでございます。
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日本がこれから直面をし，解決をしていかねばならん点は，当面，汐70年代に慶きまし

て，もっともっと野心的々大きなプロジェクトで原子力開発を進めて～？、ぐ。．特に発電の問

題と関連して進めていけるかどうかということが，将来の一つの大きな問題だと思う次第

でございます。

　先ほど，シーボーグさんが訟つしゃられたのでござい霊すけれども，私たちは環境整備

をほんとうに完全にして，清い空とまた清い水をつくり上げるためには，どうしても原子

力のこやっかいにならねばなりません。しかしそういう観念をみんなに植えっげていく，

現実化していくということが，これまたいかにむずかしい問題であるかというζともしみ

じみ悟っていかねばなりません。しかしどうしてもそれを進めていくと比うこ≧が，将来

の日本の経済発展，産業発展，高度発展ということを考えますと，非常に大きな問題だと

思います。

　最後にもう一つ指摘をさせていただきたいのは，私たちは技術的な発展を考慮いたしま

すと，今度は日本の地域社会のあり方とか，港湾のあり方とか，土地の問題とか，コンビ

ナートのあり方とか，公害対策とか，こういうことも兼ねまして，いままでにない野心的

な，また重要な問題をかかえているということでございます。

　特に1980年代に澄いては，原子力璽多目的利用が，1985年になるか90年になるか

わか嶽せん腺ども，それが登場してく、るだろう・それにもつなが点るような形で・

これから藤の問題と獺整備をして吻’ねばならん，こうゆ聡を鋤話ている・ま

たそれを克服してこそ，初めて私たちは子孫に残し得るりつばな社会を築き得る。その当

、勲鞭偶でき得る働速い蔽で大多黄の繍輪て源子醗翫？く吐げていく

㌣魁晒上げ齢綿でござ廠す・

　いささか時間が長く．なり震して恐縮でございますが，私の第1回の於話を終わらせてい

ただきます。

諺i長　どうもありがとうございました。

　　　2番目は，向坊先生に診願いすることになって凝り蜜すので，どうぞよろしく於願いし

　　ます。

向坊　先ほど議長のご紹介に竜ございましたように，大学の問題で忙しい思いをして語ります

　　ので，原子力のほうは少しごぶさたで，あるいは私，見当違いなことを申し上げるかもわ
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かりませんが，その場合には，ひとつ遠慮なくご指摘いただきたいと存じます。

　たいへん大ぎなテーマをいただきまして，短い時間で翁もしろい澄話をとてもできそう

にないのでござい霊すが，原子力に関連して国際的な問題ということになりますと，現時

点に論き蓑しては，やはり核拡散防止条約の問題が一番ご関心も深いかと思いますし，け

さほどのシーボーグさんの訟話でも，そのお話が出たそうでございまして，それを中心に，

少し私のふだん考えて於りますことを申し上げてみたいと思うわけでござい凌す。

　核拡散防止条約を一応日本も調邸いたしまして，最近，発効もしたということは，よく

ご承知と存じ蜜す。この調印したということが，国除的な力関係にもよるでしょうし，あ

るいは調印したほうが得だという政治的な判断もあったと思いますが，いずれにいたしま

しても，調印した理由は，時間の問題はあるとしても，日本は批准せざるを得ない状態に

なるだろうと考えざるを得ないわけでございます。

　その場合に，われわれは何かそれまでにしないでいいものだろうか，この機会によく考

えてみることはないだろうかということが問題になるわけでございます。

　核防条約につきましては，岸田さんの解説等をはじめ，いろいろなものが出て慶ります

から，皆さまよくご承知と思い蚕すが，話の都合上，問題点をまとめてみますと，四つぐ

らいになるのではないかと思うわけです。

　第1が，これは不平等な条約である。だから日本としては軽々しく賛成してはいけない

という議論がある。

　これにつきましては，不平等というのは事実であるけれども，世界の現状をただこの場

．合にも反映したにすぎないので，この条約が不平等をつくり出すものではなレ・という反論

があるわけでございます。現実を踏まえないで議論してもしようがないではないか。現実

を踏まえれば，不平等という議論はあまり強くないという反論があるわけでございます。

　しかしこの場合にも，核大国による世界の支配と申しますか，そういう現状を固定化す

るという反対はあるわけでございまして，それが2番目の反対であるところの，フランス

や中国，あるいはインドなども入らないといって澄る条約は意味がないのではないかとい

う議論につながるわけでござい蚕す。フランスや中国が入らないのは，確かに核大国の支

配の固定化をねらうものだということに対する反発であるに相違ないわけでございます。

ですから第2番昌の理由も根拠はあるわけでございます。しかし日本の場合に，それが反

対の第1の条件になっているとはいえないわけです。

　第5の点は，鼠本では一番重要な点でありますところの平和利用への限害を心配するた
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めの反対でございます。ご承知のように，条約を受け入れますと，査察が行なわれる。そ

の査察が，核をもつている国ともたない国との間に：，平和利用の競争の上でのハンディキ

ヤツプをつける。

　第：4は，この条約が25年問も加盟国をしばる竜のである。25年というと，．現：在の社

会の発展の状態からいいますと，非常に長い期聞である。条約が一度批准されてから見直

すことにはなって海りまずけれども，実除に訂正される例はほどんどないわけで，非常に

むずかしいわけでございますから，非常に長い聞，日本の将来をしばるという意味でのい

ろいろな不安がある。

　この四つにしぼられるかと思うわけでございます。

　しかしい霞の場合，私としては，あまり話がそれてもしようがございませんので，平和

利用への阻害という見地からどういう問題があるかということを考えてみたいと思うので

ございます。

　これには，私なりに，二つの大きな問題があると思います。

　一つは，批准前に日本の査察についての提案をして，それを受け入れてもらった上で批

准するというのが一香いいのではないかという考え方でございます。

　もう一つの問題は，これからの汐70年代の国除関係が，情報化社会と呼ばれるような

時代に入って，いままでとは違った形があり得るのではないか。その一環としてこの核防

条約の問題を考えてみる必要があるのではないかということでございます。

　査察につきましても二つ問題があるわけでございまして，一つは，査察されること自身

が，実除に原子力の開発に従事している人にとって非常に迷惑である。もう一つは，先ほ

ども申しました技術開発の競争で不利になるという2点でございます。

　いずれにしましても，これは査察の制度の問題と密接に関係しているわけでござい蓑し

てジ非常に精密な査察をやるのだということになれば，これはたいへんな手間と努力が必

要なわけで，この条約に賛成をすすめている国といえども，非常に正確な査察は考えて訟

らないだろうと思う。

　したがって，査察の制度はどの程度のものであるか。日本で二つや三つの原子炉が動い

ている状態ならけっこうでございますが，これから急速に原子炉もふえる，・、核燃料の取り

扱いもふえる，そ・ういう状態に実質的に可能な制度はどういうものであ．るかと“うことを

検討いたしまして，ただむやみに精密な査察をするということは無意味なことであるとい

うことを，合理的な根拠からいうことが可能なのではなかろうか。
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　午前中にシーボーグさんが，アメリカでも，アメリカのセキュリティに閾係のない施設

はすべて査察に供するつもりであるということを明言されたそうですが，もしそうだとす

るならば，アメリカは日本よりもはるかに膨大な施設をかかえて，それの査察を砥んとう

にやるということを想定して考えれば，日本のいっていることを理解せざるを得ないでは

ないかという気がするわけでござい綾す。

　合理的な制度について検討し，その制度で平和利用を限害しない範囲での査察の方法は

こういうものがあるのではないかという積極的な提案を日本がして，それが受け入れられ

たならば批准するという姿が，私たちの考えからいえば，最も望ましい姿ではなかろうか。

それは努力次第でできることではないかと考えて澄るわけです。

　特にアメリカが本気になって，これから何百台も建設されようとしている原子炉を，す

べて査察に供するということを考えているとするならば，その日本の言い分には協力せざ

るを得ないのではないか。むしろアメリカで考えてもらったのを日本に適用してもいいぐ

らいの問題ではないかと考えるのでございます。

　それは査察にしぼった場合の問題でございますが，もう一つの点は，曾70年代，今後

の国際関係のあり方が，いま憲でとは相当変わってくるのではなかろうかと考えているわ

けでございます。

　それは，後ほど岸田さんたちの訟話でもきっと出てくると思い寮すが，原子力に限定し

て問題を考えてみますと，これからの原子力開発の上で，いままでよりもはるふに大規模

で密接な国除協力がどうしても発展していくに違いないと思うわけです。国除協力がなけ

れば解決できない問題がどんどん出てくるに違いない。

　たとえば核燃料資源の配分の問題にしましても，高速増殖炉の技術の進展次第によって

は，深刻な核燃料の取り合いという事態が想像されないわけでもない。世界全体の発展の

規模なり，質的内容を検討して，エネルギー資源の最も合理的な配分という問題，これは

いままでの社会とは違った考え方で取り扱っていかなければいけないと思うわけです。日

本なら日本なりの計画に合った核燃料の獲得の努力は当然必要だと思いますけれども，そ

れだけでは済まないのではなかろうか。国連なり何なりが中心になって世界のエネルギー

資源の配分の問題は，いままであ寮ウぞう、い．う見方からは取り扱われていなかった大きな

問題が出てくるのではないかとも考えるわけです。

　あるいは核爆発の平和利用というものもいわれて澄りまずけれども，核爆発の平和利用

などというものを一国の考え方だけでやっていいものかどうか，それが世界の情勢にどう
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いう影響を与えるか，国際的な問題としてそういうことはやるかやらんか，やるなら，ど

こでどういうものをやるかという検討を：要するようになっているのではないか◎あるいは

だんだん小さくなってくるかもしれませんが，未開発地域の開発という問題は，世界の平

和を維持する上に，開発された地域がどうしてもやらなければならない課題とされている

わけです。その場合に，原子力の果たす役割りは非常に大きな問題になる。これも一つの

大きな国除的な共同体制で＝考えていかなければならない。

　　もう少しこまかくなってきますと，原子力の廃棄物の最終的な処置の問題，それぞれ自

分の国の考え：方だけで最終処分してよろしいものかどうか，再試の考え方だけで海にほう

り込んでよろしいのかどうか，こういう問題もある。あるいは原子力船が発展してきます

と，世界に共通な原子力船の扱い方と申しますか，運航規則から安全性まで含めまして，

そういうものは協力して確立していかなければならない。

　そういうどころには心気的な秘密も何もあってほいけないわけで，全く協力体制でやっ

ていかなければいけない。そういう世界的な規模で非常に密接に協力していかなければな

らない問題が，今後ふえる一方でなかろうかと考えて膨るわけです。

　一方，傷速増殖炉の開発を』はじめ，技術的な簡題としても，一尺の力だけではたして成

功できるかどうか，相当多くの国の協力がなければ成功しないだろうと思われるもの竜ふ

えているわけです。高速増殖炉もそみ二つですし，核融合の制初のようなものもその一つ

だと思い点す。

　一方，情報化社会に入ってまいりますと，世界じゆうの情報の交換，技術の拡散，そう

いうものもだんだん進んでくる。貿易量はふえる一方である。そういうことになりますと，

国除活の相互依存関係，そうらうものが非常にウエートを妬きぐしていく。そういうこと

によって平和も守られるし，われわれの生活水準をあげる努力も行な才られ為ということに

なってくるのではないか。∴ j防問題も結局は過渡的な問題となって，そうらう大きな新し

い国除社会の環境の中に吸収さ「 黷ﾄしまって，トラブルがなく射ってしまうというあが望

　ましい姿ではなかろうかと：考えているわけセございます。

　　5年やそこらでそういう状態になるかどうか，これはとて竜わかりませんが，少なくも

　10年とか，15年という筑模セ日本の原子力開発を考えていくならば，そういうものを

前提としての日本の戦略を考えていく必要があるのではないか。これは原子力淀けに限っ

∴たことではございませんけれども，先ほどの稲葉さんの澄話にも出戸した社会の急速な発

展に伴って起こるいろいろな社会問題も，同じような戦略で考えていかなければいけない
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と思うのです。

　そういう形で，今後の国際関係がいいほうに変わっていくのではないか。いいほうに変

わらないとすれば，日本などはいいほうに変わっていく努力を先に立ってすべき国ではな

かろうかと考えているわけでござい蒙す。

　少し大ざっぱでござい噛したが，一応第4回の澄話を終わります。

譲長　どうもありがとうござい目した。

　　　次は，岸田さん，ひとつ於願いしますb

岸田　私の話は，もし向坊さんの話が大ざっぱだとすると，もっと大ざつばな話になると思い

　　ます。もし題目をつけるとし蓑すと「國除化の時代の巨大技術」という診話のつもりです。

　　　科学の巨大化，技術の巨大化を生む第1の大きな引きがねになったのは，核兵器であり，

　　そして原子力技術だったと思います。それが，アメリカの国家予算の中での科学技術関係

　　の研究開発予算の急連奪：増大という．ことにもつながりました。

　　　アメリカの政府予鋒の中で出されている研究開発費は，いまのどころ，年額にし蓬して

　　160億ドルぐらいです。ここのところ，やや横ばい状態です。1962州1g品年ごろ，

　　つまり宇宙開発が本格的に始蚕つたころ，すでに150億ドルになってい蓬したから，60

　　年代を通じてそれほどふえなかったといえると思います。

　　　しかし55年の数字を見窪すと，政府予算の中の研究醐発費は50億ドルなわけです。

　　ですから1955年から62～6ろ年，つま豊7～8年の間に5倍になったわけでして，非

　　常に急速にふえました。

　　　その大きな部分は，軍事予算の中に含まれた研究開発費の増大，それから宇宙開発。原

　　子力開発は，すでにそのころはそれほど急速にはふえない状態になって輸り寮したが，そ

　　れでもまだふえてお・りました。

　　　こういう政府予算の伸びをみ蓬しても，原子力，それは特に核兵器とその運搬手段k重

　　点を置かれたものなのですが，それが技術の巨大化をもたらす非常に大きな力になったと

　　いうことは明らかだろうと思い寮す。しかしそれがそのほかの分野の巨大化，技術開発の

　　巨大化の引きがねになったといえると思い俵す。

　　　技術の巨大化は，原子力とか，宇宙だけではなくて，もっとほかの分野にも波及してき

　　た。たとえば海洋開発があります。それからエレクト・ニクスの分野でも，たとえば大型
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の電子計算機という技術の開発にしましても，以前に比べますと，ずっとその規模が大き

くなっているということがいえると思うのです。つまり原子力に関連’した技術は，技術開

発の巨大化の流行のようなものを生み出す引きがねになると思います。

　こういう傾向は世界的なものでして，日本もその例外ではあり得ないわけです。

　そこで，日本で屯いま技術開発の巨大化が進んで澄ります。原子力予算でいいますと，

去年，500億円をこしました。宇宙開発は，ことしになり袋して，合計しますと大体

150億円ぐらいになりました。その中で宇宙開発事業団が100億以上の予算を使うと

いう割り当てになっているのです。海洋開発の45年度の予算が50億円に近づいて涛り

ます。いずれにしても，そのように巨大化が進んでいるわけです。

　ところで・こういう巨大化が進む場合には，その巨大化がもたちす問題が同時に起こって

まいります。確かに原子力開発に1し懐しても，宇宙開発にしましても，そめほムめ身野に

し窟．しても，技術開発の巨大化は必然なのですけれども，しかし必然だからそれは問題な

・いとはいかないのでして，その必然性の中に新たな問題が出てくるということがいえると

思います◎

　アメリカで最近流行して肖りますことばに，テクノロジーアセスメントということばが

あります。技術の再点検と再調整という訳をつければいいのだろうと思いますが，1970

年代は技術の再点検と再調整の時代であるといわれて澄ります。

　その再点検と再調整の対象としてあげられているのが，これがまだはっきりと認められ

た意見ではありませんけれども，大統領府の科学技術局などでいわれている題目で五つあ

げ，ちれて澄ります。

　一つが軍事技術です。第2が公害問題のような環境汚染の問題です。第5が社会不安と

いう間題，あるいは社会的緊張という問題です。第4が，労働者の再教育とか，配置転換

とか，首切りという問題，第5が，プライバシーに関する問題です。直入の尊厳’という問

題も，それに含まれます。このような五つのものがあげられている。その話は，私には興

味があるのですけれども，いまここでい沿うとしているのは，第1の対象である軍事技術

という問題に諭してです。

　アメリカは，「第2次大戦後，非常に多額の国家予算を使って，技術開発を進めてまいり

ました。その理由は，アメリカを中心とした西側の世界の安全保障の責任をもっというこ

とでして，つ削りは軍事技術に重点が置かれなければならなかったのですけれども，それ

が，しかし，アメ・リカの技術開発全体にあるゆがみを与え．たということは，認めないわけ
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にいかないと思います。それが，予算，あるいは人材の割当のゆがみのようなことにつな

がりまして，アメリ．力全体の円満な科学技術の発展に対しては，必ずしもプラスばかりで

はなかった。そこから出てきたマイナスが，やはり相当重視されなければならない時代に

なった。そこで，軍事技術をその意味で再点検しなければならないというふうになったの

だと思います。

　それと同じことが，実は巨大技術に対してもいえるのでして，軍事技術が技術の開発の

巨大化を生んだわけですが，もし軍事技術を再点検する，再調整するということになりま

すと，巨大技術に対する再点検と再調整とが必要になるということになります。．ぞれが日

本に竜同じように適用されなければならないのでして，日本はアメリカに比べて，全体と

して肇0心ないし15年のおくれで追いつこうとして進をで至るといっていいと思うので

すが，そういう日本に出てくることは，アメリカがしばらく前にやって耽りました方法と，

そして，いまアメリカがすでに問題として取り上げているようなものと，その二二っを同時

ににらみ合わせて：考えるような対策が必要であるということです。

　日本でも，技術の巨大化，技術闘発の巨大化，あるいは政府予算による技術開肇は，こ

れからだんだん大きくなってくると思うのです。それと同時に，それがアメリカに、もたら

したゆがみのようなものについての考癒が，日本で獄並行して進められなければな：、．ちない

と思うのです。その意味で日本は，アメリカでようやく始まったテクノロジー・アセスメ

ントを，70年代には贈本自身の問題として考えなければならないのではなかろうか。

　一方では，巨大化は必然であって，・原子力予算は，さらに私は大きくなる、と思います。

高速増殖炉もやらなければならないし，款型転換炉も本格的に進めなければならない。一

方，濃縮ウラン，ウラン濃縮の技術の開発も進めなければならないというふうに，たくさ

んのことが宿題になっているわけでして，それを進めなければならないζと炉「方にある

のです。しかし，技術の巨大化からもたらされる，ある日本の科学技術全体ρ甲乙な進め

方に与えられるゆがみのようなものをどうやって避けるかということを，私は同時に考え

なければならないと思います。宇宙開発にしましても，私は同じことがいえると思います。

　去年の予算とことしの予算と比べますと，非常に大きな額の増大がみられるわけです◎

しかし，そこから出てくる，ある種の危険性のようなものを，私たちは見落してはならな

いと考えるのです。そのゆがみのよう・な問題でいいますと，もう一つあります。それは，

原子力だけに特有なものといっていいと思うのですが，日本は，アメリカを学んでいると

いいますか，アメリカを見本にして，臼本の開発の計画を考えているわけです。
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　ところが，アメリカを見ならって学ぼうとすれば，どうしてもアメリカのゆがみのよう

なものが，日本に入ってくるという問題があります。原子力の場合には，アメリカは主と

して，軍事開発，軍事的な原子力技術の開発を中心にして，いま震で予算なり，人材なり

の割当をしてきているものですから，もしアメリカを見本にして考えようとしますと，ア

メリカのゆがみのようなものがどうしても入ってまいります，あるいは逆のゆがみが入っ

てまいります。逆のゆがみというのは，アメリカの場合には軍事技術を中心にして，原子

力技術の開発を進めたわけですが，その中で外国に出すのは，平和利用の分野のものだけ

しか出さないわけです。そして，軍事的な目的で開発したものは軍事機密の中に閉じ込め

て，外国には出さないようにするということになりますから，日本に入ってくるものは，

アメリカの開発とは違った，ある種のゆがみをもったものが入ってくるということになり

ます。

　具体的にいいますと，原子炉をつくる拉術は入ってきましても，濃縮ウランをつくる技

術は，アメリカからは入ってこないということになるわけです。しかし，日本の原子力技

術の円満な発展を考えますと，どうしても下下でウラン濃縮の技術も開発するといいます

か，濃縮ウランを自分で生産するような能力をもつことが，私は長期的には必要だろうと

思うのですQしかし，アメリカに見なら澄うとする限り，アメリカのゆがみの中で，情報

の出方にアメリカの国家的なコントロールがきくものですから，そのゆがみがどうしても

日本に影響を与えるということになる。そういうゆがみからどのように：抜け出すかといい

ますか，そのゆがみの影響をどのようにして受けないようにするのかということを，日本

は：考えなければならないのだろうと思うのです。

　だから，その点でも私は，巨大技術を学ぶ場合のアメリカ自身がもっているゆがみのよ

うなもの，それをよその國に出す場合に，さらに加えられるゆがみのようなものを考えた

うえで，全体の開発の政策を進めなければならないのではなかろうかと考えているわけで

す。

　ところで，「国際化時代」という表題で澄話しするといったのですが，そのような，で

きるだけゆがみのない，円満な技術開発を進めようという場合に，先ほども向坊さんも澄

話しされましたし，稲葉さんも触れられたのですけれども，国下間の調整のようなこと，

粗互依存といいますか，国警協力といいますか，私は，国際間の調整と呼ぶわけです。国

下間の調整のようなことが，70年代には非常に大事になると思います。

　話が少しそれまずけれども，私は，世界の秩序は，常に力でつくられてきたと考えて於
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ります。それは，将来ともそうだろうと思います。ただ，力の題目，力の重点の置き方が，

少しずつ変わってきたと思います。第二次大戦後，50年代の終わりごろまで，あるいは

もっと，60年に通じてといってもいいのですが，世界の秩序は，軍事力というような力

による秩序で保たれてきたといっていいと思い蜜すQ特に核兵器があらわれ疲ということ

で，核兵器を中心にした軍事力による力の秩序が考えられてきた。

　しかし，そういう力の秩序を考える場合に，軍事力の独占，あるいは核兵器の独占によ

っては，その秩序は保たれないのでして，どうしても独占的な体制で秩序を保つのではな

くて，ある程度の寡占を認めながら，その力の無制限な行使を押えるような国除的な動き

が出てまいります。いろいろの軍縮閣下のとりきめなども，その中で実はでき上がったの

でして，部分的核実験禁止条約が1965年にまとまるとか，あるいはその翌年に，兵器用

の核物質の自発的な生産削滅が行なわれた，あるいは67年には，宇宙に大量破壊の核兵

器を打ち上げるということは，宇宙天体条約で禁止するというぐあいに，無制限の力の行

使は，むしろ世界の秩序にマイナスの影響を与える，望濠しくないというので，力の行使

に対して，ある国除的なコントロールといい帰すか，制眼の抑制のワク組みを与えるよう

な働きが，よその国といいますか，多くの国から世論が出てまいりまして，一番強い力を

もつた国も，独占的には，その力を行使することはできない。また長期的にみますと，独

占的に力を行使しない体制をつくるほうが，‘非常に大きな力をもった国も得なのだという

判断ができるような情勢が出て了いります。

　私は，軍事力については，まだ，もちろん米ソの軍備競争は続ぎまずけれども，以前に

くらべて大きな違いは，その力の無制限な行使に対するある抑制の国際的なワク組みが，

次第に完成しつつあるという見方はできると思っているのです。

　そうなりますと，次に，世界の秩序をつくる力のある国が：重視するようになるのは何か

といいますと，私は，経済力だと考えてらるわけです。軍事力よりは，やや目にみえにく

いものになるわけですが，いま，ちょう1 ﾇその経済学のようなものが，国除町に，いわば

無制限に行使されようとするのに対して，ある制限のワク組みをどうやってつくるかとい

うことが問題になっているような時期だろうと，私は思います。南北問題も，この一つの

例なのでして’，もし先進国が無制限にその力を行使しようとしますと，南の國に対しては，

原料を非常に安く買いたたくということができるはずなのです。しかし，そのようにしま

すと，結局は，南の国の発展は，可能性が非常に薄くなる。そして，いつまでも南の国の

援助のために，相当な費用を使わなければならなくなるでしょうし，それから南の国の経
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済が発展しませんから，市場が拡大しないという問題がある。したがって，経済的に力のあ

ある国も，無制限にその力の行使をするということはできないのでして，ある程度その力

を抑制的に使うというワク組みをつくらなければならないということになると思います。

　私はゴ60年代から70年代にかけて，そのような，つ綾り経済力のようなものの無制

限な力の行使について，あるワク組みがもっと進むと考えて慶ります◎いまでも，それは

いくつかできて慶ります。たとえば国詰通貨基金などのようなものも，無制限な力の行使

．に対して，あるコント鴇一ルのできる機関と考えていいだろうと私は思っているわけです。

　ところで，そのように，もし経済の力にあるワク組みが，抑制のある秩序を，つまり力

のあるものだけが勝つという秩序ではない秩序をつくるということで，だんだんとその方

向に：向かってくるとしますと，第三の力として考えられるのは何かといい象すと，技術と

吟う力だと思います。いま，先進諸国，先発諸国が，一番これから重要だと考量始めたの

が，私は技術という力のような気がいたします。

　実は，核拡散防止条約が出てきたというのも，技術という力の独占的な体制を矯かにし

て長い間続けるのかということが，無意識であるか意識的であるかわかりませんけれども，

先発諸国の頭のすみのほうにはあると考えなければならないと思います。ああいった国除

的なとりきめを行なうことによって，相当長期間にわたって有利な体制をつくるというこ

とをどうしても考えるようになるQこれは，最初に目にみえる軍事力のようなものから，

ちよつと目にみえにくい経済力のようなものに，だんだんと力の行使の対象が移ってきて，

さらに次には・目にみえにくい技術という力の行使に・だんだんと重点が移ってきたとい

う段階で，どうしでも技術という力を，できるだけ有利な状況で使うようなワク組みをつ

くりたいと，先発諸国は考えないわけにいかないだろうと思うのです。

　しかし，それに苅してあとから出発する国は，そのような種類の力．を無制限に行使され

ることは，もちろん自分の国にとって不利であるということもありますし，先ほどいい寮

したように，南の国対北の国という観点からみましても，実は長期的にみますと，先発諸

・国に～『つて．も，それは撰であるという部分があるはずなのです。それは，市場の独占とか，

技術の独昨つ励電から瀦鵬，その市三三ているとこ『の力総うように

、は発展しなくなるということで，むしろ，市：場拡大がむずかしくなるということが長期的

にはいえる。だから，実は60年衆の終わりごろから，技術格差問題に対して，いかにし

て国除間の調整を行なうかという問題が，西ヨーロッパ諸国から出てくる理由が，そこか

ら大きくなったといえると思うのです。
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　あの西ヨーロッパで出てきました技術格差問題というめは，私のかってな推理によりま

すと，技術という力を無制限に行使することは，世界全体の発展に対して望ましくないと

いう見方がある。もちろん西ヨーロッパにとっては望隣しくないわけですけれども，だか

ら，第二次大戦後，経済に関してマーシャル。プランのようなものを進めたのと同じよう

な発想で，技術マーシャル。プランのようなものを考えることが，アメリカにとっても長

期的には利益であるし，もちろん西ヨーロッパにも，そのほかのOECD一一経済協力機構

加盟の諸国にとってもそのほうが望ましいということで，技術格差問題を国除的に調整し

ようという要求が，方々の国から出てきたというふうに受け取れるわけですQ

　これは，だから原子力問題だけではありませんでして，技術に関連したすべての分野で，

こういった国除間の技術に関連した調整が，70年代には，以前よりはもっと大きな課題

として’ oてくるだろうと考えられます。その中で目に立つ例が，核拡散防止条約の中の第

5条に対してどうするのかという問題です。あるいは野田に関していい寮すと，国際商業

用通信衛生機構の恒久協定が，もうすぐでき上がろうとし培いるわけですが，そういう恒

久協定に対して，これから宇宙開発に乗り出そうという国は，どのような主張をすべきか

という問題が出てくるわけです。

　しかし，いずれにしましても，プ。年代はそのような技術という力の無制限な行使に対

して，ある程度の技術の寡占状態は認めるにしましても，それが無制限に技術の力が使わ

れるというごどに対しては，ある制眼のワク組みを国除的に：つくるという問題が，もっと

：重要になると思います。これは一民間の会社がでぎる問題ではありませんでして，70年

代には，そういった種類の技術関係の国二二の調整の問題が，政府の非常に重要な案件に

なるだろうと私は考えているわけです。

　さて，そこで∫そのような国際間の調整をする場合には，どんな方法が重要かというこ

となのですが，私は，多極化の時代の国隙間の二二では，できるだけ問題を多角的に処理

するということが大事だろうと：考えております。その意味で，西ドイツ，イギリス，オラ

ンダの三国が協力して，遠心分離による濃縮ウラン。プラントの建設というとりきめを行

「なったことは，非常に賢明な方策であって，できるだけ問題を多角的に，つ磯り各国聞の

交流とか，各国間の協力によって問題を処理していくようにすることが重要だろうと思い

蜜す．。』ある特定の国にだけ依存をしますと，その依存関係は，なかなか破ることができま

せん。それは，つまり独占的な力による秩序をつくられてし蜜うということになるわけで

して，そういう独占的な力による秩序を廃して，多角的な力のバランスのようなものを＝考
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える，あるいは国除間の調整を行なうという場合には，できるだけ多角的な国除相互依存

関係のようなものをつくっていくことが非常に重要だろうと思うのです。その意味で，日

本のウラン燃料入手の政策にしましても，あるいは原子力に関連した，つまリウラン濃縮

の技術の入手などに閥連しましても，できるだけ多角的な技術情報入手の政策を進めると

いうことが，非常に：重要だろうと：考えております。

　時間が少し長くなってしまいました。私のお話はこれで終わります。、

議長　なかなか於もしろい語話でした。まだだいぶ澄話が残っているように思いますが，時間

　　がきましたので次に移りたいと思います。次は前田さん海願いいたします。

前田　先ほど稲葉先生から，汐60年代の経済発展の足あとと同時に，70年代に対する見通

　　しなどにつきまして澄話がございました。私は，その7G年代に於ける経済発展に伴う原

　　子力開発に対しまして，、．産業界，特にメーカーはどういう役割りをなさねばならないと考

　　えて診るかということにつきまして，慶話を申し上げたいと思いますので，先ほど来の澄

　　話よりは，だいぶどろくさい話になりますがさようご了承を願いとう存じ該す。

　　　70年代の原子力開発の計画につきましては，ここ数年来原産に澄きましても，あるい

　　・はエ・ネルギー調査会などに診きましても，いろいろ計画を立てたのでござい蜜すが，昨年，

　　中蝿力臆会でご発表にな胤た・昭和44嘩茄∵鰻出る∵輔臨工

　　される水，火力ならびに原子力発電所のご計画がございました。これが一番新しい，一応

　　われわれの基準として考えるべき資料かと存じますので，これに基づいでおれ．われは，い

　　ろいろな役割りについて検討して於るわけでございます。

　　　ご承知でございましようが，その計画によ．りますと，水，火力，原子力，合計この10

　　力年の間に，着工ベー吊で約窪億キロワッ培そのうち原子力発電所の着工容量が，台数

　　にいたしまして40台，キロワット容量にいたしまして5，300万キロワット，このような

　　数字が示されて澄ります。

　　　これは，われわれがいままでたびたび計画しましたものに比べて，さらに一段と大きく

　　なって於るのでございまして，これらの電力会社のご計画に対して，メーカーのわれわれ

　　はどのような役割りをなすべきか。．10年間に，台数にして40台，5，500万キロワソト

　　と申し頑すと，平均いたし震して，年間台数に、して4台，キロワットにして平均550万

　　キロワット，80万キロワソトの原子力発電所を年に4基やるということでござい寮して，
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われわれは6G年代を原子力開発の準備期間といたレまして，70年代に要望されて還る

この計画容量をこなして行かなければならない。

　かりにメーカー。グループが四つございます。これが平均してやるとしましても，毎年

1基づつ手がけていかねばならない。ご：承知のように原子力発電所の完成時期は，3年半

ないし4年かかるといたしますと，絶えず5～4台の原子力発電所の注文をかかえてやっ

ていって，ようやく国内の需要に追いつく。な澄，あとで申し上げますが，これに輸出分

の原子力発電所の容量を考えますと，さらにこの容量は大きくなるのみならず，昨今問題

になって鉛ります原子力の応用が，単に発電所ばかりでなくて，いわゆる多目的，製鉄業

でありますとか，化学業でありますとか，そういったようなものにも，おそらく70年代

の後半に訟いては，仕事としてあらわれてくるのではなかろうか。われわれメーカーは，

こういった要請にこたえるために，現在，関係各機関の協力を得ながら，着々と技術開発

を進める一方，体制の整備，設備の増強等に，懸命に遍馨しなければ間に合わないという

のが現状でございます。

　な澄，原子力の，たとえば今後の開発の問題にいたしましても，一つ大きな問題としま

して，自主開発という問題が，依然として70年代に持ち越されて下り蜜す。原子力の開

発にあたりまして，当面，外国のメーカーと技術提携をすることにより廉して導入をはか

る。これは一応，プルーブン。タイプについては，現在行なって慶る線でございますが，

今後の動力炉開発は，必ずしも外国の技術を，いままでのように導入していけるかという

ことになりますと，昨今の国除情勢，日本の占める地位等から，ますます困難になること

は当然でございまして，われわれとしましては，日本独自で，原子炉の今後の自主開発を

導入技術の上に立てていくということが非常に大切な問題であります。

　現在，ご承知のように動燃事業団が中心になりまして，新型転換炉ならびに高速負事炉

の開発をやって於られます。これは，ご承知のように，国のペースで進められて訟るので

ございますが，われわれメーカーならびにユーザーの方々も，さきに申し上げました実用

商業炉のほかに，この完成のためにできるだけの協力を，あわせてやっていかなければな

らない。こういう役割り，これもまたたいへん必要な問題点でございます。

　次は，国産化の問題でございます。ご承知のように最近の数年間，何となく，1号機は

導入，2号機からは国産化とよくいわれて象りまずけれども・ご承知のタうに実際問題と

しては，2号機が必ずしも1号機と同じ容量でいくというふうにいかない場合が多いのみ

ならず，原子力の発展は非常に日進臼歩でございますので，こういう点についてち，なか
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なか国産化に問題がございます。産業界はこれまでには，・ともかく先進諸国からの技術導

入ベースによりまして，実用炉の国産化に努力を払ってきてお・ります。現在，すでに原子

力発電構成機器の相当の部分については，国内でこれを製造する自信をもって旧りますれ

れども，製造する量，あるいは継続して製造ができるかどうか。かりに1‘非常に例はよく

ないのですが，東海でやりました炉のグラファイ．トを，国産でやるか輸入でやるかという

問題が，実際に起こったのであります。2，000トンのグラファイトを，当時日本でやろう

と思えばできるのでありまずけれども，あれ1基のために設備をして，あとこれに続かな

叶矯う．ことでは・グラフアイ睦識して劇立たないとい燗題もあったのでござい

ますが，．順次ζういう問題も解決して，国産化の度合いはだんだんふやしていくことは，

すでに進行中でございます。

　蜜た，よくいわれます原子力発電所の総合計画と申しますか，いわゆるシステム。エン

ジユアリングにつきましても，相当に技術導入ならびに1台目，2台目の製作経験から，

メーカーとしてはある程度の自信はもって細りまずけれども，先ほど申’しましたように，

原子炉の技術の四季は非常にテンポが速い。そのような関係もございまして，必ずしもメ

ーカーが考え．るほど，ユーザーのほうからみれば，よし，やってみうというわけには，な

からかいかないのが実情でございます。この点は，たびたび議論のあるところであり，あ

ったところでございます。

　たとえばドイツでは，シーメンス，AEGがそれぞれ米国から技術導入を行ないまして，

国産化をはかって訟つたのでありますが，原：子力発電所の最初の商i二二の建設に除しまし

て，ドイソ政府と電力今面識が，それぞれ新しい社会を設立しまして，1号機から国内メ

ーカーであるシーメンス，あるいはAEGに，主契約者としてこれをつくらせた。これが

，非常に成功いたし．ま．して，現在すでにシーメンスは，2台目，5台目の製作をみずからや

っている。ま．た最近は量、オランダの引き合いで，ウエスチングハウスと競争して，歪W逸

でシーメンスが注文をとったといシなどに技術的に育つた。

　こういう例もございますので，日本のわれわれメーカーから考え幽すと，国産化，特に

システム。エンジニアリングに対する国産化という点で，やはりあ’る程度こういったよう

なメ「カニズムとい、うか，考え方をぜいつまで議論して五っても実りまぜんのでう幾らかで

もいまからでも取り入μていってもらいたいものだ。メーカー一の役割りを果たすと同時

に，そのような希望をいたしたいのでございます。

　な於，今後は，國内の需要を満たすのみならず，原子力産業に澄いても，日本としては，
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今後ます慶す海外進出をはかるごとが必要になってまいるのでありまして，現に2，5問

題がペンデイ1ングの商談もできて於るようでございますが，このためには，国際協力，技

術輸出，輸出金融というような諸問題がございまして，特に今回の問題については㌧かな

り政府のほうでも思いきった処置をとられたことを多として澄りますが，輸出金融にっき

慶して，これの裏づけがなくては・，原子力のような大型機器の輸出は非常に困難だと存じ

ますので，みずからの役割りを果たしますと同時に，政府に対して，今後ともこれについ

て深いご理解を詮願いいたしたい。

　問題はいろいろございますが，燃料面の問題につき思して，先ほども童話がございまし

たが，第コ番目に，濃縮ウランの供給を考慮する。今後，濃縮ウランの原子炉が主流にな

ってまいりますの・で，濃縮ウランにつきましては，先ほど来愚息がございましたように，

国除的ないろいろの制約がございますし，これを米国からいちずに供給依存するという問

題等につきましても，国際上いろいろ不安もござい旧す。残た値段の上でもいろいろと問

題がありますので，私どもの考えとしましては，米国一辺倒から抜け出し｝ゼ；1「これを他の

西欧諸国から求める。たとえばイギリスにも，原子力燃料の供給を仰ぎ得る道を開いて訟

くということがどうしても必要だと：考えるのでござい駕す。

　な：お・，濃縮ウラン製造の国産化につきましても，いまお・話がございました力移これはい

ずれにしましても，70年代の前半にはとうていできない問題でございましそ∴かり1にで

きるとしても，70年代の後半，あるいは80年代にも相なるのでございます。また，他

方，高速増殖炉の実用化，これまた80年代前半の問題で’ ｲざいまして，70年代の問題

としてはややむずかしい。このような事情下に澄きまして，濃縮ウランの供給には，国除

情勢の変化に対応して，安定して供給を受けられるという意味合いに導いて，いま申し上

げたような，むろん国産化の研究開発も必要でございますが，同時に濃縮ウランの入手先

を可能な限り多様化して窪くということは，絶えず考えて輸かねばならない問題かと思い

まず。

　ま・た，燃料サイクルに関連いたしまして，便用済燃料の再処理，これはメーカーだけが

考える問題ではございませんが，燃料サイクル確立の非常に重要な一面でございます。燃

料サイクルすなわちウラン資源の入手，濃縮，使用，再処理，こめ再処理の問題が，どう

も少し私ども．のみるどころでも於くれがちでございまして，この点，早急に，本格的な再

処理プラント建設に取り組む点につきまして，政府，民間ともにご尽力を願わねばならな

いのではないかと考える次第でございます6
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　最後に，．70年代に澄きます原子力の利用は，先ほど竜申しましたが，澄そらく後半に

澄きましては，発電のみならず，．鉄鋼，化学，あるいは寝水利用，地域暖房等，いろいろ

と広い用途が考えられねばならないと存じます。鉄鋼にしましても，化学にしましても，

わが国で，現在はもうすでに大きな産業の分野でございます。これに使われるエネルギー

として原子力を活用することは，すでに研第に緒について訟るように伺って澄りまずけれ

ども，国の施策として，原子力開発利用長期計画の中に，この多目的利用の課題をもう少

し大きく取り上げて，国家的見地から本格的に強力に推進することを，ぜひ知願いいたし

たいと考えるわけでございます。

　原子力の開発利用には，メーカーといたしまして，通常の商業ベースでは考えられない

大きなリスクが伴うものでございます。これを企業としての社会的責務と考えて，開発に

取摯組む覚悟にいたして論りまずけれども，．広範な基礎技術，あるいは関連部門の協力等

はどうしても得なければ，われわれだけでは果たし得ない問題でございます。

　原子力開発の先端技術に挑戦しつつあります欧米諸国に澄きましても，多角的助成措置

を講じまして，技術開発を側面から援助して於ることは広く知られて於るところでござい

ます。燃料サイクル，多目的利胴等に関連いたしまして，特に政府に要望する点は，すで

に述べてきたと澄りでございますが，これらの問題について真剣な検討が行なわれ，政府

及び民蘭各部門が一体となって推進することによりまして，わが国に診ける原子力開発利

用が，りつばな所期の成果をあげることを希望いたしまして，私のまとまらない知話を，

一応終わらせていただきます。どうもありがとうござい玄した。、

議長　どうも前田さん，ありがとうございました。それでは於しまいに，佐々木さんにひとつ

　　お・願いいたします。

佐々木　いままで大家の皆さんからいろいろ澄話がございましたが，たいへん次元の高い，し

　　かも示唆に富んでうんちくのある澄話でご、ざいました。私は政治家ですから，少し思い切

　　つた話になるかもしれませんけれども，ご寛容のほどを於願い申し上げたいと存じます。

　　　きよう，入るときに玄関で，「第5回原産年次大会予稿集」という本をもらいましたが，

　　皆さんもって澄られますか。この中に，今月初めに，原稿で出してもらいたいというので，

　　要約したものをのせてあり凌すので，できますればこれを澄もちでしたら，あとでごらん

　　いただければ幸甚だと思います。あ蜜り勉強する機会がござい揆せんので，今月の初めに
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書いたままのお話を，大体きょういたしたいと思いますので，そのように鉛願いできれば

たいへんけっこうだと存じます。’

　これは，大体三つに分けてありまして，一つは非核大国一日本，ドイツなどがその例

ですが一としての理念をあるいは政策をこの除はつきり確立して澄く必要があるのでは

ないかという点，それから原子力利用の多角的な進展が進むであろうから，それに対して

用意が必要だろう。それから，今後効率的に平和利用を進めるためにはどうしたらよろし

いかといったようなことに分けまして，思いつくままに書いてありますので，あとでごら

んいただければたいへんけっこうかと存じます。

　全般的な特徴といいますか，70年代の特徴は｝いままでのような研究，実験が主では

なくて，経済性とか，有用性がだんだん高まってきまして，いわば本来の意味の実用期に

入っているのではないか。特に，いろいろ，い蓬の原子力委員会等のスケジュールをマツ

ブに書いてみますと，7、o年の後半が，非常にこの傾向が強いのではないかと思います。

したがって，むしろはっきりした幅の広い実用期，あるいは問題が非常に大きく出てくる

のは，70年の後半になりまして，日本の原子力開発の問題は，いろいろな面で解決を要

する問題が出てくるのではないかという感じもいたします。

　まず，その一つです。これは，必ずしも平和利用とは関係がないのですが，先ほど稲葉

さんから竜海話があったように，経済発展とか，技術革新は，だいぶ将来進んでいきまし

て，臼本の大国的な標榜は，ますます世界ではっきりしてくるのではないか。したがって，

また，世界の安全保障等に対する日本への期待というものも，相当大きくなってくるので

はないかと思うのです。

　そこで，ちょうど70年に入る今年の原：子力予算は，いろいろ解釈のしようもありまず

けれども，端的にいい震すと核燃料サイクルの予算だ。ことし初めて，そういう意味では

核燃料のサイクルを目ざして予算がついたと考えていいのではないかと思い蜜す。異論も

あるでしょうが・。。。。。。一つは，ご承知のように海外のウラン探鉱が可能になり，あるい

は大量にみずから開発できるような予算，あるいは政令の改正でございますか，金属鉱物

探鉱促進事業団の付則の政令になると思います。こういつたようなことで，ずいぶん予算

のときにはたくさん問題がございましたが，とにもかくにも大蔵省が踏み切ってくれた◎

その後，海外のウラン探鉱の開発に，日本はたいへん積極的に進んでいるのではないかと

いうこと。

　再処理の問題が，立地の間題でずいぶん長いこと苦労して診つたのですけれども，皆さ
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んご承知のように片づきまして，ことしから予算がついて，いよいよ秋から，この施設の

建設にかかっていく。稼働するのも，そう遠い将来ではない。

　濃縮ウランに関しても同じでございまして，ご承知のように二つの種類がありますが，

両方とも予算がつきまして，将来の比較検討，あるいは建設に対する準備ができたとレ・う

状況で，いわば冒頭に申しましたように，核燃料サ≧クルに対する予算措置が，初期の段

階でありまずけれどもついたということは，いままでの原子力予算ではないことでござい

ます。

　また，ちよつと意味が違い俵すけれども，私は先ほど涛話がありましたように，科学特

別委員長ということで，宇宙開発とか，海洋開発のほうも手がけて澄りますが，宇宙開

発の癒うも，ラ4年くらいになりますと，水星衛星が白本で上げられるようになります。

そうなってきますと，潜在的な核保有国というふうな，プルトニウムももつわけですから，

いままでは観念論だ：うたのが，現実に自分でそういうものを生産してもっていくという核

保有国になってくるわけでありまして，ずいぶんいままでとは違った空気になってくるの

では：ないか。

　ちょうど豪た，先ほども於話がありました核防条約の批准問題があったり，あるいは中

国も澄そらく後半期になりますと，IC磁等ゐ配列が始まるでしょうから，そうしますと，

何としても私はこういう時代に備えて，いわば非核大国としてのもっともつとっきつめた

検討は必要ではないか。いままでのように，唯一の被爆国であったとか，あるいは原子力

基本法があるからとか，あるいは三原則がどうだとかいったような議論だけでは，過激な

ナシ自ナリズムと申し蜜すか，こういう段階になりますと，非索にむずかしいような事態

になるのではないかということを，たいへん実は心配して澄り震す。

　したがうて原子力基本法や非核三原則などだけでいいものかどうか，もっともっといろ

いちな面から検討する必要があるのではないかとか，あるいは技術の進歩，あるいは核所

有の政治的な意味といいますか，価値がどのようになっていくのか，あるいは経済的な面，

あるいはネオ。ナショナリズムというのですか，いろいろ，そういう従来のような国民性

ではなくて，もう少し高い，新しい，月の世界に達した人類ですから，そういう新しい時

代を踏ん寮え．たナショナリズムといい亥すか，あるいは道徳的なサイドというようないろ

いろな面から検討して，そして非核大国セ国内にも合意を得，国際的にも各国を指導でき

るような発言を用意して，ア。年代ゐ困難な事態を，非核大国としての面目を保っていく

ということが非常に必要ではないか。
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　ア0年代の政治問題ζレては芝於そらくもう少し先，中ごろにはなるでしょうけれども，

私は，いまから竜つともっと，やってもいいのですけれども，研究すること自体まで核ア

レルギーでは診かしいのであって，こういう問題は，もっと真剣に：考えてみていいのでは

ないかと思って海ります。これは，澄そらく政治のみの問題ではなくて，国民全体の問題

でございますから，皆さまとともども勉強しまた澄教えいただければたいへんけっこうだ

と思います。

　：二番目嫉，原子力利用g多角的な進展ということですけれど竜，発電とか，原子力船，

あるいは核融合といったような問題は，先ほど来もいろいろ澄話がございましたし，私，

ここで深く触れる必要もなかろうと思いますのでやめます。先ほどから屯ご指摘がありま

したように，多目的な原：子炉の開発は，70年代の今後進むべき大きい問題ではなかろう

か。ことしの予算では，ご承知のように，萌芽が出ただけで，これからでございますので，

一生懸命ご勉強いた擦けばたいへん幸甚だと思います。

　アイソトープの利用の面ですけれども，私どもが原子力関係をやっておった当時からみ

ますと，もつ、と急；速に伸びていくものではなかろう．かと思って甦りました。しかし，わり

あいに伸びたもの．もありまずけれども，それほど進展してないようにも感ぜられます。私，

こ典は認識不足か1も．pれません。しかし，どんどん国内でもできていくわけですから，大

量需要，大量使用を，積極的に今後進めていくのはたいへんではないか。

　産業立地の問題ですけれども，先ほど稲葉さんからも澄話がございました。私は，原子

力発電の特質を考え，あるいは先ほど尊話もありました原子力コンビナートといいますか，

そういうものを考えていき聾すと，どうも原子力時代の近代都市の建設は，むしろ従来の

東京，あるいは名古屋，あるいは関西といったようなとζろではなくて，い蜜まで開発さ

れなかった日本の後進：地帯というところのほうが，むしろ望ましいのではないか。玄た，

そういうところが伸びていくのではないか．という感じが非常にいたします。したがって，

日本の産業立地も，70年代を契機にして，産業構成といい蒙すか，産i業立地といいます

か，特に立地の面は変革をしていくのではなかろうかという感じがします。

　もう一つ，宇宙開発，あるいは海洋開発，特に海洋開発のほうが，私はどんどん伸びて

いくような感じがするのです。いるいうなロケットに関して，アメリカのほうでも原子力

発電といえば語弊があるかもしれませんが，RI電池といい葦すか，こういう使用も進ん

でくるだろうし，特に海洋開発の面では，海底の作i業船，あるいはRI電池，あるいは海

中の原子力発電といったような，いろいろな面で原子力との関孫は非常に深くなってくる
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のではな．いか。原子力オンリーで問題を考える時代は済んで，もう少し他のビング・サイ

エンスとの関連を考慮．しながら進んでいくべきではなかろうかという感じがしますb

　少しはしょって恐縮ですけれども，今後の進め方で，私，いままでの体制なりその他，

反省するものは反省して，この際進んでいったらいいのではなぞかと思います。これも思

いつきで恐縮ですけれども，一つは原子力委員会のあり．方であり暫して，委員長が，内閣

をかわるごとに突如としてかわってしまって，また初めからやり直しというそのやり方は，

あ袋、り各国に例がないようで，また，たいがい原子力委員長と“うと，各国では副総裁ク

ラスです。ですから臼本も本腰で，今後の開発へ向かっていくのであれば，行政体制もそ

のぐらいの決心が必要ではないかという感じもします。

　あるいは予算制度ですが，毎年，皆さんもご承知のように苦労するので・すけれども，日

本の予鉾制度は単年度の予算嗣度で，複数年にわたる予算は組め蜜ぜん。これは，会計法

を改良か何かしなければいかんわけですけれども，会計法を改良し寮すと，いろいろとほ

かにも波及しますのでたいへんむずかしいのではないかと思います。しかし，同じことを

いまの長期，巨大，しかも総合的なビッグ。サイエンスを進めるのに毎年みんな苦労して

いるこどを，今後も，ア0年半も同じことを繰り返すのはばかばかしいではないか。でき

れば開発基金制度のようなものをつくって，そういうところで複数年の国家予算を組める

ような，そして安心して，特にシステム9エンジニアリングになるわけですから，去年つ

けてことしはだめだ｝つけないなどということに．なったら何にもならないことに：なるわけ

でして，こういう点も，もっとみんなで創意をこらして解決していったらいいのではない

かと思います。

　先ほどもちよっと触れ震したが，原子力委員会が原子力の面だけに閉じこもらないで，

やはり他の分野，宇宙開発，宇宙，海洋，あるいは知識産業等の皆さんと常時交流提携し

ていくようにして，そういう方たちの要望等も取り入れつつ問題を進めていくのは，たい

へん国としては重要ではなかろうか．と思います。

　私，宇宙開発の見学といいますか，3年ほど前，米国，ソ連，フランスを中心にみてき

ました。去年は，海洋開発の祝察で行ってきたのですけれども，いずれにしても向こうは，

非常にこういう面では「緒になってやって澄りまして，おれは海洋開発だから，ほかのこ

とは関係ないのだというやり方ではないようでございますので，やはり日本もそういう方

向に向かったらいいのではないかどいう感じがします。

　特にア0年になりますと，貿易帯場に原子力の問題というのは，技術面，あるいは製品
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の面等で1重要な位置を占めてくるρではないかと思いますので，これに対する配慮も必

要でしようし，特に蜜た大規模にだんだ．ん実用化してき蜜すと，私は科学者より，むしろ

技術者のほうがたいへん不足してくるのではないか。いままでのような技術者の養成の仕

方だけでいいのかどうかという点が，今後たいへん大きい問題になると思い蜜す。ただ，

問題を提起しただけで，あまり於役に立たんと思いますが，冒頭申し上げましたように，

大胆率直に問題を話し慶すと，大体以上のと澄りでございます。』「，

議長　ありがとうございました。一応これで先生方の第1回のお話を終わったわけですが，皆

　　さん，何かご質問ありますでしょうか。また5入の先生の中で，いろいろご質問なり，ご

　　討議顧う問題があれば，やっていただきたいと思うのです。あるいは追加のご意見でもけ

　　つζ．うでござ即すが・岸田さん沙し時憎1が励勧1？恥よ寧思うのですカヨ・どうで

　　すか。

岸田　大体話が大ざつばですから，時間がくるまでただしゃべつて，それでやめたということ

　　でして，まとまった話にはなってなかったと思います。

　　　私は，ここで論話しされた方ρご意見に全部賛成でして，いま松根さんがおっしゃった

　　ように，そのほかの発言の方のコメントに対して意見をいうということはないのですけれ

　　ども，最後に佐々木さんの澄っしやρた．ことと関連しまして，私はほかのところにつ鯵奪

　　圏すとか・ほかのところ猷できるデどけ蘇のないようにするというやり遡・．『れから

　　二番避け鮒ればなら勧ζとになるのではな樋ρかとい．憾じがして駒ます％∵

　　　先ほど，巨大技術という澄話をしたのですが，たとえば公害問題のようなことを一つと

　　り新しても，だんだんと一つの局なり，あるいは一つの官庁なりでは問題が処理できない

　　ような対象がふえていると思うのです。原子力も於そらくそうなるだろうと思います。い

　．塵まではその部分だけでできた㊧ですけれども，だんだんとそうならなくなるだろう。

　　　そして特に多目的ということになりますと，たとえば海水脱塩と原子炉との組み合わせ

　　ということになりますと，宮庁でいいますと，通産省と科学輝術庁が昂力しなければいり’

　　ないということになる。そういう場合には，日本の官庁ですと，相手にはできるだけさわ

　　られないようにという考え方をとるのですが，そういうや．り方では，70年代の科学技術

　　問題を大き碓めるとか・印するということができないのではないかとい憾じ榔た

　　します。

　　　つい4～5日前に出ました科学技術白書でも，社会開発ということを問題の第一に取り
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　　上げまして，そしていろいろのことを指摘しているのですが，2，0θe件ぐらいの社会開発

　　関連の技術問題を各官庁でやっている。そのうち，各官庁が協力してやっているのは1％

　　解しかすぎ伽というわけです・ζ．ζろが社会開発とい四丁に勧ますと・これ雌部

　　総合的にやらなければならない問題でして，それを各官庁が自分のなわ張りだけでやって

　　いるということになると，そこで問題の解決が全然進まなくなるということがあると思い

　　ます。

　　　大体官庁のやり方をみて溢りますと，たとえば公害問題がいま綜やり始めたというζ1≧

　　になりますと，できるだけ自玲のとζろの予算のパイプを太くしょうということだけを考

　　えます。実際には公害問題は解決しないで，予算のパイプだけが太くなったというζとに

　　なるのではないかと思って心配しているのですけれども，私は，そういう問題は70年代

　　には屯つとふえると思います。

　　　その点で・佐々木さんが最後に四つばかりあげら3τた中の第ろ秀鼠ρ，他の分野と¢〉交

　　流とか，協力という問題をもう少していねいに：掘り下げて考孝るというζとカ㍉多心的な

　　原子欄発嫡舛とを考舷しても・ある喚鷹んと与に夕掴か搏入し弓術ではな

　　くて，自分のところで開発した技術を積み重ねていくということから：考えまし．ても，70

　　年代にはもっと深刻な重要な課題になるのではなかろうかというのが，於話を聞いていて

　　の感想でしたQ

向坊　先ほどのテクノロジー。アセスメントの対象として五つのものをあげられたわけですが，

　　最後の個人の尊厳の問題についてもう少しお話しいただけないでしようか◎．

岸田原子力とはあ劾関係のな㈱話眩って魁わけ飾のですけれども・私はテクノロ

　　ジー。アセスメントに関心があるわけです。

　　　そこで，原子力は巨大科学であり，巨大技御であるけれども，しかしその巨大技術が生

み轡ゆがみのような概洞瞭も9とかね廠叡てゆ鯛れば嚇んという

　　．脚舳って鴨のですカ㍉．そのほカ｝叩？㌘ク炉塑．．ア、セス・メントの対四つい

　　ても・やはり私は非常に関心をもつて冷ります。・

　　　その二つ目，三つ目，四つ目とい．うのは，こ、とばですぐわかるとしまして，五つ目の個

　　人の弾みたいなことは・70年代に耐臼当重要になるのでは静かという感じがし費

　　ります。あるいはプライバシーの問題といってもいいのかもしれ賭せん。

　　　つ畷近の町、轡討と・駅鞘嗣ζ，下膨鯵りまち全部生勲た朝幡

　　号をつけまして，窪920年の5月20日，これは私の誕生日ですが，そうしますと，20
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年5月22日ということで，あとは地域で分けるとか，そのように番号を15ケタぐらい

つけますと，全部登録できるわけです。そこで，銀行に預けている金額は幾らなのか，役

場のほうで手続をしているものは，全部どんなデータがあるのかということを一ヵ所に集

めるようにして於くということを，いずれはやっていこうと行政管理庁は考えているよう

です。まだそんなところまでいついくかわかりませんけれども，そのようにすることが行

政の能率をあげるのに重要であるということです。そしてまたコ．ンピユータは，それぐら

いの能力を次第にもつようになると思います。

　そうなると，一体それは望ましいことなのかどうかという問題が必ず出てくると思い蜜

す。確かに行政の能率はあがったのですが，その人の生活の秘密のβうなものは，方々に

データが分散しておりますと，全体としてなかなかそれを組み立てることはできにくいの

ですけれども，1ヵ所にデータが入って澄りますと，何でもかでも全部わかってしまう。

第一，脱税もできないとい．うことになるわけでして，これは非常に困る。とにかく情報が

集中するということ叫留るある問題働るのでは々かろうか堺噂す・

　将来は，その情報の中央集中は必ず進むと思うのですけれども，それが進めば進むほど，

縞入の生活に：とっては非常に深刻な問題が同時に出てくるのではなかろうかという感じが

一つあります。

もう一つは畿つかの粒つく騨けを陣ますと・一纏に瞭まして湖鰯電言舌

は1軒に1台しかありません。そこで，むすごが長：電話をすると，詮やじが困る。．だから

むすこの長電話が非常に気になってしょうがないということなのですが，あれは，むすご

が長電話をするのが悪いのではなくて，歪軒に1台しか電話がないからいけないのだと思

うのです。そうでなくて，各人に電話があれば，むすごが長電話をしてもちっともさしつ

かえない。さしつかえないどころか，電話というのは，大体長い聞話をするのが私はほん

とうの幸い方だと思うのです。つまり会っているとき．，デートをしているときと同じよう

な使い方ができるようになるということが非常に大事であって，電話は電報のかわりだと

いうことでは困ると思っております。ちよつとお目にかかれますかという了解を得るため

だけに電話をかけるというのでは困るのでして，お・目にかかったときの用事が全部電話で

済むというふう繊らなくてはいかんと思って籾ます・したがってむすこのほうカ‘電話

の使い方をよく知っているので，私がむしろ電話の使い方を知らないといったほうがいい

のではなかろうか。最近そう思って長：電話をしんぼうするようにしているのですけれども

。。。。。。 Cだんだん話が変な話になる。
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　しかしヅとにかぐ1入力覇台電話をもうというふうになれば，その問題は解消するわけ

・です。そして将来，∫私はそうなると思います。そしてその次にはテレビ電話ができる。そ

して次には携帯用のテレビ電話ができるというふうになります。

　しかしそうなると，一体いいのふどうかという問題が起こる。それは確かに便利ではあ

りまずけれども，歩いているときに必ず電話が自分のところにありまして，周事があれば

電話が必ずかかってくる。しかもテレビ電話であるということになると，一体それは楽し

いのか楽しくないのかという問題があります。

　そこで，電話を通じないようにして訟けばもちろんいいのですが，そんなに：情報化が進

んできますと，自分の電話だけ切って齢ぐと恥うことが，一体入間にできるかどうかとい

うことなのです。ひょっとして，切って澄燐た闘に非常に重要な電話が自分にかかってき

ているのではなかろうかという心配が絶えずあります。つまリストレスが働く。そういう

ストレスからいかにしてのがれるかという問題があります。

　ですから私は，そういう意味でも，・技術発展というのにはゴー体それが望ましいものか，

あるいは同時に出てくるマイナ・ヌ面にはどういう手を打てるかということを考えなくては

いふんだろうと思っているわけ一です。

　もう一つ思う例は，しばらく前のニエースであったのですけれども，イギリスで，試験

管で受精を行ないまして，それをもう一度母体へ入れたという医学の実験がございました。

これは，医学の実験では非常に貴重なものだろうと思うのですが，しかし入間を対象にし

てそういう実験をしてららかどうかという問題があるゴと思うのです。

　さらに，たとえば遺伝のコントロールとか，男女自由に生み分けられるということも，

可能性としては出て澄りますごしかし可能だからといって，何・でもやってい硲『とはいえな

いのではないか。

　たとえば，私は心臓移殖に対しても実は否定的でして，ほんとうに心臓移殖というのを

実用化していいのかどうかという問題はあると思います。そしてどんなところまで適用し

ていいのかどうかという問題もある。これは医学以前の問題でして，技術の再点検という

よりは，文明の再点検とか文明の再定義ということが必要だろうと思います。そこまで問

題を広げなければならない時期にきているのではなかろうかという感じがいたします。そ

ういう問題を，プライバシーとか，個入の尊厳ということばで表現をしているのだろうと

考えて澄ります。

　そして70年代には，これは原：子力技術ではありませんけれども，技術全般の問題でい
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　　いますと，そのまうな個入の尊厳とか，プライバシーに関連した問題に至るまで，再点検

　　と再調整という観点で問題を見直すことが必要になってくるのではなかろうかと思うわけ

　　です。

議長　ほかにどなたか。。。。。。。

　　　いま，中部放送の菊江さんから前田さんへの質問でございますが，原子力の平和利用開『

　　発には，世界的規模での協力の必要なことが強調されたが，前田氏は自主開発が必要と，

　　向坊，岸田両氏は国際協力が必要との意見の相違が感じられるが，前由さん，いかがでし

　　ようというご質問です。

前田　何かご質問にありますような誤解を与えたようでございますが，原子力は特にそうです

　　が，原子力問題に限らず，海外協力，やはり何でも日本国内の自主技術だけで開発してい

　　くという態度は，一般にいって，科学技術に対してはとるべきではない。特に原子力のよ

　　うな先進国でかなり進んで澄り貸す技術につきましては，いままでも老うでございますが，

　　今後とも海外協力をやっていくことに努力をしなければならん。』現にわれわれも，外国の

　　メーカーと技術導入契約を結びまして，現在の海外に澄ける技術レベルまでは早くこれを

　　引き上げる。

　　　私が申し上げました自主技術の開発と申しますのは，海外から得ました技術の上に，た

　　とえば燃料問題，あるいは地震の問題，日本個有の技術を開発していくということのため

　　に日本みずからが自主的に開発をして，そして自分の開発したものに対して，システム。

　　エンジニアリングとしてギャランティできる実力を早く養成する。

　　　そういう意味合いに於きまして，先ほども申し上げましたように，動燃事業団というの

　　が数年前にできました。そめ中でも，高速増殖炉と転換炉と二つが目標になって蘇り蜜す。

　　転換炉につき綾しては，昨年来，いま一度その必要性についてチ出ソク。アンド。レビユ

　　一をやるということで，やはりこれは自主的に開発する必要があるということで，いよい

　　よ研究炉を製作することに方針がきまったのでございます。

　　　そういう意味に於きまして，自主技術の開発ということと海外協力ということとは矛盾

　　いたさないのでございます。

　　・ただ私が先ほどちよつと口をすべらしましたのは，いままでぱ，原子力にしま「しても，’

　　あるいはトランジスタにしても，テレビにいたしましても，外国の技術を導入して詮いて，

　　そじてそれをどんどん工業化するということで，比較的日本め工業は急速な進歩を，睡り』

　　あいに安い原資でやる「ことができたのでございますが，昨今の日米閣係等をみ蜜しても，
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　　　また日本の現在占めて澄ります経済二等から，やはり技術導入ということが，私どものは

　　だに感じます限り，だんだんといままでのようにたやすくはなくなってきた。

　　　そういう意味にお・きましても，今後の臼本は，単に原子力ばかりではございませんが，

　　　もっともっと自主的な技術の開発に力をいたさねばならない度合いが，だんだんときびし

　　　くなって該いった，こういう二つの問題を含めて澄るのでございます。

　　　岸田先生，あるいは向坊先生が輸つしゃつた海外協力は，原子力のみならず，特に原子

　　　力に於いては，現在，将来ともに必要であると同時に，日本の自主技術の開発がいよいよ

　　必要になってきた，こういう意味で申し上げたのでござい該す。

議長　向坊さん，何か。・。。。。。

向坊私も矛盾するとは思いません。どちらもレベルが高くなければジレベルの高い協力はで

　　　きないわけです◎やはり協力と自分の努力とのコンビネーションでの総合的な最適化，そ

　　　ういう戦略があるのではないかと考えるわけです。原子力に限らず，技術格差の問題にな

　　　るような分野全体に通ずることではないかと考えます。

議長　菊江さん，よろしゅうございますか。

（菊江）いま前田さんのおっしゃった限りではわかり廉すが，先ほどあなたは，技術提携という

　　　ことが，いまの日本の方針，あるいは国際情勢から考えてむずかしいのではないかと澄っ

　　　しゃつたのです。だからこのこ発言が，向坊さんの於つしゃつた世界的な規模での協力，

　　　いまそういう発言がしばしば畠ましたけれども，そこが食い違うような印象を受けたので

　　　す。技術提携が困難だと診っしゃつたよう．に聞いたのですが。

前田　いまご説明申し上げたつもりなのですが，現在の国際情勢は，5年前の日本の国際情勢

　　　とかなり変わってきて於り陣す。特に最近は，日本の経済力が，むしろ先進諸国からうら

　　　やましがられるという情勢に相なりましたので，慶そらく今後，現在少しそういう現象は

　　　あらわれて澄りまずけれども，、いままでのように，そうたやすく技術を導入することがで

　　　きなくなる情勢に立ち至っているから，なおさら自主技術の開発ということに鷺本の国の

　　　技術陣は力を入れなければならないと申し．上げたのでございます。何か誤解を一与えました

　　　ならば，診許しを願いたいと思い震す。

議長　私，聞いて澄って，非常にこちら側の意見はわかるのですが，ご質問が聞きとれん点が

　　　あって，誤解して澄りましようか。

岸田　いまρこと々『関連して．，もうー度量言させていただきたいのですが，情報の入手のため

　　　の最適なシステムをつくるということが一番大事なわけです。それがどこから入るかとい
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うζと．は，実はそう問題ではないわけなのです。情報の入手の最適なシステムはそのとき

によつて違うので，非常に訟くれた国にとっては，情報入手の最適なシステムは，世界じ

ゅうどこからでもできるだけ情報が入ってくるようにして閃くということです。

　しかし情報入手の最適なシステムは，その国の屯っている力，そのときの世界の国際的

な情勢で変わってまいります。そこで，絶えずその情勢の中で一番いい情報入手の最適な

システムをつくるということを考え．なくてはならないわけです。

　向満さんにしましても，前田さんにしましても，そのことを別々の角度からいわれた。

私も同じことをまた別の角度からいったつもりなのです。情報入手の最適なシステムをつ

くう、ときには相手がありますから，相手のことを考えなければなりません。

　実は技術情報というのは，値毅がまだはっきりと国際的に確立された竜のだといえない

と思います。前には，どちらかといいますと安かったと考えていいと思います。しかし先

ほどいいました私のかってな推理によりますと，技術という力がもっと以前よ・りは重祝さ

れるようになりますと，その技術についての値段がつり上がってくるという之とがあると

思うのです。したがって技術情報の入手の最適なシステムをつくるという場合に，．どうし

ても自分のところで出すも⑱が壕いと，非常に高いものを買わされるということになる。

だから情報入手のシステムの最適化がむずかしくなるわけです。

　したがって，いまのようにだルだんと技術情報にρ着ての値段が上がってきているとい

う情勢の中だと，その技術情報のコストを上げない左めの一つ．の方法と．して，自主技術の

開発ということがどうしても出てまいります。世界の先進諸国の国艮の数を考えますと，

5億とか7億ぐらいをあげてもいいと思うのですが，それだけ¢）．人の知恵をできるだけ全

部使うというほ．うがいいのですから，国際協力ということは必要である。．

　しかし技術情報入手のシステムの最適化という問題を考え葦すと，コスト対効果という

ことでいうと，日本が出す事のがなければ，そのコスト問題を解決することができない。

しかもそのコストというのは，金額だけではなくて，もっとほかのコストもたくさんあり

ます。たとえば資本参加が要求される場合にはどのように対処するのか，つまり資本参加

を受け入れるというコストを払わなけれ姻ならないとか，市場制限というコストがあると

か，コストがだんだんと高くなってまいり蜜す。だからコストが高くなってくるという見

通しがあれば，必ず情報入手のシステムの最適化については，別の：考慮が必要になるとい

うことです。

　その別の考慮の場合に，一つ穿け私の発言の中であけましたのが，国際間の調整という
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ことが必要になるだろうといったわけです。国際間の調整というのは，実はまだ国際的に

はっきりと確立された技術の値：段があるわけではないのですから，もっているととろは，

独占的にその価格をきめようとする。だからそのように独占的に価格をきめさせないため

に，多角的な方法が必要になるだろう。だからアメリカだけに依存しているのではなくて，

多くの国に多角的に相互依存の形をつくるということによって，情報入手のコストの支払

いを安くするということができるのではなかろうかということも考えるものですから，技

術という力が重要になると考えられれば：考えられるほど，技術に関連した国際商の調整が、

必要になるだろうということを語話ししたっもりなのです。

　したがいまして，同じことをそれぞれ別の角度から向坊さんも話され，前田さんも話さ

れたのだと私は思って盛ります。

議長　大体ご理解願えたと思いますが，ほかに何かご質問ござい該せんか・。。。。。。

　　　だんだん時聞がなくなってまいりましたので，諸先生から何か訟話がございませんけれ

　　ば，最後の取りまとめをして会議を終わのたいと思うのです。

　　　澄話を承っていますど，なかなか取りまとめがむずかしいような感じがし寮す。前田さ

　　んの場合，あるいは稲葉さんの場合は，5年，10年紀に焦点を合わせて話して細られる

　　し，あるいは，岸田さんや向坊さんはもっと先の話を・して訟られるというようなことから，

　　それぞれ若干のニュアンスの違いはあるようでございますが，澄話になっていることは，

　　みな一つの線に：乗って直ると思うのです。

　　　日本のエネルギー資源，とくに電力の需要というものが，稲葉さんのあげられた数字の

　　ように，昭和50年，60年忌向って急増していく。こうした需要に対処して行く上で大

　　きな問題があると思い幽す。すなわち，これまでのように化石燃料に頼るとすれば，輸送

　　船：量や港湾施設は今の数倍に達するであろうし，さらに，これの精製を国内で行なうとな

　　ると，その立地取得に相当の困難がっきまとうでしよ・う。というよりも，国内ではおのず

　　と限界があり，とくに，公害に対する地元の反対などを考えると，ほとんど不可能に近い

　　のではないか。さらに長期的に考えますと，今で『こそ石油生産は過剰気味ですが，一旦，

　　供給源について不足が起ると日本にとってきわめて重大な結果をもたらすという根本的問

　　題があります。したがって，電気エネルギー源をできるだけ速かに：，原子力にふりかえる

　　努力を一日でも早くすることが要請されるわけです。公害，高言問題を考えると，今後，

　　石油の公害対策もいろいろとできてくるでしょうが，石油は大気と水質という双方のポリ
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ユーシヨンの問題をかかえており，これに較べると原子力の方がはるかに処理しやすい。

もともと原子力は，この問題について神経過敏と屯いうべき技術開発をやっているし，そ

うした技術の今後の進歩も期待できます。したがって，経済性が確立されれば，早くこれ

に頼ることが，双方にとって有益であろうと思います。立地上の観点からみて電，必要面

積など原子力の方が有利であるし，石油火力と原子力に対する地域の受入れ状況をみても，

化石燃料に対しては拒否的な態度もみられ，むしろ原子力の方が希望がもてるのではない

かと思われます。さらに大きな港湾もいらず，所要面積も少なくてすむとなれば有利さは

はっきりしている。したがいまして，技術進歩による原子力の経済性，安全性，もちろん

公害対策も含めてですが，これらの進歩を通じて，石油を原子力に置かえることが，日本

のエネルギー政策上からして，大事であり，今日，その努力をはらうべき時期にきていま

す。

　原子力技術の開発は官民で進めているわけですが，炉型，燃料や濃縮については，世界

の技術が毎年長足の進歩をとげているだけに，わが国としてもこれに遅れをとらないよう

な自主開発がないと，いま申しあげたようなエネルギー政策の促進が困難になる。このた

め，政府が原子力技術開発に対して思い切った研究開発投資をすることが，今後ますます

必要と思われます。というのは，さきほども於話に出ましたようにこれからは臨御でのよ

うな技術導入がますます困難になっていく。また，共同研究という話にしても，向坊さんナ

岸田さんもご指摘のように，可能で必要だが，それにはまず「自主開発」をやっているこ

とが前提であり，そのためにも政府の姿勢を確立して訟くことが大切でありましよう。い

いふるされたことですが，こうした体制の確立を強く望むものです。

　今後，原子力開発などに関連して，海外に出て行く場合竜，経済援助というかたちでの

やり方の必要性が生ずるでありましよう。このためにも「自主開発」が必要条件となるで

しょう。原子力は発展途紀国への経済協力の一つの核とするに足るものであるのですが，

現在は，民間も政府もこの面についてはあまり意欲的でない。発展途上国の資源開発など

を行なう場合でも，資源そのものの開発だけではいかんのであって，例えば，その資源の

処理工程，加工：やこ：二次生産産業など多面的な協力を行なうことによって，経済的，社会的

により大きな効果をあげうるところ震で行かなければならないだろうと想、います。

　本日は，われわれがこの原子力というものを取り扱って行くうえで，非常に大切な一つ

の方向と，留意しなければいけない点，一’緒に考えて行かなければならない問題などにつ

いて，すぐれた示唆をたくさんいただきました。わたくしたちは，こうした示竣を十分念
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頭においてともどもアD年代の原子力開発にあたるべきであろうと思います。それではこ

れで「1970年代の日本と原子力開発」・のシツボジウムを終りたいと思います。長時間あ

りがとうございました。
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技術開発のあり方

宇宙開発事i業団

　理事長　島　　　秀　　雄

　技術の開発と申しますのは，大きく分けて，何かの機会に思いついた事がらを次第に進めて

完成した技術を積み上げていく，という方法と，たとえば入間を月に送ってみたいというよう

に，ハツキリとした目的を定めてそれに対し，手段を探し研究して実現させていくという方法

とがあります。

　私は今，宇宙開発事業団の理事長をしていますが，以前は国鉄で東海道新幹線の仕事にたず

さわっていました。今の仕事と比べますと，ずい分違った事をしていたように思え寮すけれど

も，しかし，技術の開発という点に澄いてはそれほど違った仕事をしていたわけではありませ

ん。それはすでに研究されてきた資料を集め，そのディテールについて新しい研究を加えなが

ら完成していくという方法が，まったく同じだからです◎新幹線の建設も宇宙の開発にお・いて

も，今までとまったく違った新しい発明をするという仕事ではないからです。

　汐ア0年代には，技術開発の面に澄いてどのようなめざましい開発がなされるだろうかとい

うことが非常に問題になって澄り，それに対しさまざまな見解が方々にあります。汐60年代

あるいはそれ以前に，非常に多くの発明発見が行なわれたのと同様，70年代もまた，新しい

発見がなされる。そのような期待をする趣と，60年代の技術が完全に使いこなされているわ

けではないので，むしろこれからのディヶードは，その技術を人類の望ましい方向に推し進め

ていくという，いわば60年代の技術の収獲の年代だという考え方とがあります。

　そして私は，70年代こそは大きな目的を定めて，思いきって入とお金を動員し，60年代

後半にさかんに開発され出した原子力や宇宙開発の問題，それに現在注目されている海洋開発

などを強力に推し進めていく時だと思います。

　い乱私どもはそのような祝点で現在の技術開発の体制を見ますと，いろいろと考えさせら

れる点があり叢す。たとえば，現在，私の開係している宇宙開発に論いても，ハツキリとした

ミッションを定めて，研究を進めてきたのかどうか，むしろ漠然とした目的の研究の途上で改

革しながら進んできたのではないかという反省が生まれるわけでございます。

　これらのことがらを思いあわせて，これからの技術開発のあり方は，まず目的を定めてそれ
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に向ってあらゆる研究の成果を傾けていき，その結果として巨大な技術が形成されという方法

が非常に：重要だと思います。
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「電力需給と原子力発電の見通し」

「新型動力炉開発の概況」

菅　原　四郎治氏（九州竃力常務取締役）

「軽水型原子力発電所の運転と経験」
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福島原子力発電所
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王　電力需給と原子力発電の見通し

　　　　　　　　　　　　　　　中央電力脇議会‘

　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事　山：蒔久1一

　竃気事業においては毎年10力年程度の長期的な需要予測を行ない、これに対応した供給力

を充足するように電源開発計画をたてている。

　わが国の経済はきわめて好調のうちに推移し．金融引締めも行なわれてはいるが．依然とし

て高水準の成長を続けており．これに伴い電力需要は相変らず著しい増勢を示している。昨年

末に設定した長期計画では、このような動向から産業需要の伸び、国民生活水準の向上などを

十分考慮して、電力量は年増加率で49年度まで10％とみ、以降53二度までを9％とみて

いる。一方ピーク電力については、最近特に夏季冷房の伸びが著しいので49年慶まで年増加

率12％とみている。これに必要な供給予備力7～10％を含めて電源開発計画をたてた。

　しかし三二予測以上の好調の波が続いたため．ここ1～2年は必ずしも十分な供給予備力を

保有することができず、需給バランスから見るとやや窮屈になる見込みである。

　金融引締めの時ではあるカ㍉当面の需給バランスのためにも将来の莫大な需要に応えるため

にも是非電源開発を計画通り遂行しなければならないと考えている。

　電源の総設備は45年度末4551万Kπで、その内訳は水力5フ％、火力65％、原子力

は僅か0．4％であった。今後10年聞に開発する電源は8，042万1（Wで、水力14％．火力

66％、原子力20％である。かくて53年度末設備は合計謡億2，595万即で、水力22

％、火力65％、原子力13％という構成になる。

　以上は運転を開始する出力であるが、着エする出力を示すと10年聞に合計出力1億545

万KWとなり、その内訳は水力14．5％。火力555％。原子力32％となっている。

　計画に当っては将来におげる原子力発電の経済性罵エネルギー需給の動向、公害対策などを

考慮して、虚心費は火力より高いが積極的に凍子力開発の推進をはかることにしている。原子

力着工の構成比率は、前期6力年は25％．後期4力年は45％に及び、10力年を通じて

52％となっている訳である。

　即ち、前期6力年に20基て，565万1くWの着工、9基504万KWの運開、55年までの

10力年には合計40基5，575万1㎝rの着工．24基1，6eo万KWの運開という計画とな

っている。54年4月における運転中。建設中の合計は、46基ゑ600万KW’余という莫大

なものになる。
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　照子力発竃設備のユニット容量も当初50～4D万囎級から漸次50万KW級。80万KW

級を採用」48年度からは100万KW級を着エすることとしている。

　なお’今回の計画による核燃料累積所要量は55年度までにU508で概算5ミ400tと推

定される。
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第10表　需給バランスに澄ける供給力の比率

〔D　最：大電力バランス（全国）

45　（実績） 4　9 5　5

　
　
年
　
　
度
項
目

1　03K：W ％ 103KW ％ 1　03KW ％

8
　
　
　
　
肖
月

水　力

ﾎ　　力

ｴ子力

ｻの他

12，927

Q5，834

@壌59

@1乙7

55．2

U6．2

O．4

≠Q

18，514

T5，629

ｳ｛25

@99

25．9

V2．0

S．0

Oコ

25，657

V1，546

P5，651

@99

2曙．8

U5．7

�Q．5

@0

供
　
　
給
　
　
力
　
　
　
（
電
力
）

計 ろ只054 ioO 7ス567 100 嘆08．955 100

壌2

水　七

O　力

ｴ子力

ｻの他

15，005

Q5，502

@159

@82

55．6

U5．8

f．4

O．2

18，540

T1，456

S，044

@　85

25．0

U94

T．5

O」

25，4G5

U5，69重

P5，945

@85

22．7

U3．フ

P5．5

O．｛

計 38，748 窪00 74」05 100 10ミ092 100

（2｝年間電力量バランス（全国）

45（実績） 4　9 5　5　　　年　穫：

?　目 1e。K：Wh ％　’ －106K：Wh ％ 106KWh ％

供給力

i電力量）

水　糸

掾@力
ｴ子力きその他

g水用

　6ZO70

P51，208

@　988
@　947
｢　　1，電99

50．6

Uge

@O．5

@0．4

｢0．5

　フ8，098

Q94，612　、

@22，885

@　915
｢　4，540

ig19

V5．2

@5．8

@0．2

｢1．1

85，572

T75，285

X4，371

@　945

?ス704

153

U8．ア

Pz5

@0，1

｢1．4

計 21皇0窪4 400 59工970
歪oo　r 546239 100

年間需要電力量 2｛20｛4 59需970 546，259

（註）　公営、共同火力、原電などの受竃分を含む。
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第りり表　電力需給対照表と燃料消費量

（公営、共同火力．原電などの受電分を含む。）

年　度 45　（実績） 4　9 5　3

項　目 10GKWh ％ 重　0。KWh ％ 106KWh ％

水　力 6ス070 50．6 78，098 199 83，572 15．5

火　力 151，208 690 294，6肇2 75．2 575，285 68．7

原子力 988 0．5 22β85 5．8 94，571 1z3

供給力

その他 947 0．4 915 02 915 o．1

揚水用 △　　1」99 △0．5 △　　4，540 △1コ △　Z704 △t4

計 21黛014 100 591，970 壕00 546，259 100

年悶需要竃力量 21皇014 591，970 546，259

火　力 発　　電 （10・Kの

換算 重　油　量 55，296 64，851 85，581

（a2524／KWh） （a228）’

原子力を重油に （105｝⑭

換算した場合の 250 5，050 21，000

概算数量 （ウラン4，70Gトン’てJδO倉 （ウラン6、500トン’U30δ）

度 4　5 4　5 47 49 51 55 55

核　｝燃、料

ﾝ積　所　要量

t・U，ショート・トン

亀000 2」00 5，000 15，00〔｝ 21，700 55，400 48，600
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第12表　44年度長期原子力発電計画

出　力 着　工 運　開 備　　　　　考

北海道　　　　i 55G 48晶　4 52rコ知

東　　北　　　　唯 500 46－　2 50－12
2 750 50－12 54－12
5 750 55一｛2 57一一12

東　京　　（福島1） 460 4壌一12 45司0
（ρ　2） 784 45一　ろ 48－　5

（ρ　3） 784 45－　1 49－12
4 784 46－10 50一｛2
5 隻100 48－　5 52－　7

6 1」00 49－　2 55－　7

7 気100 50－　6 54一　ア

8 t100 50－　7 54－　8

9 損00 51－　7 55－　7

歪0 戸00 5歪一　7 55－　7

11 MOO 52－　7 、56一　ア

12 戸00 52一　ア 56－　7

13 1，5σ0 55－　5 57－　7

14 t50e 55－　5 57－　7

中　部　（浜岡1） 5GO 45－　2 48－12
2 500 47－　2 5礒一　2

5 750 48－　6 52－　6

4 750 50－　1 54－　1

5 toOO 50卑度
6 1，000 52年慶

．「 f屋
7 寓000 5葬慶

北　陸　　　　1 500 47－12 51－12

関　西　（美浜1） 540 41－12 45－10
（♂　2） 500 45－　5 47－　6

（高浜1） 826 44一旬 49－　8

4 826 46－　1 5肇一　歪

5 826 47一　｛『 52一　哩 需000MWに出力増加の見込
■り「

6・ 826 49－　1「’ 54一　喋 加00MWに出力増加の見込
7 需000 51一　窪 56－　1

8 toOO 52－　1 57－　1

9 1，000 53－　1 58－　1

・一・
Pe・・　T－‘－ toOσ 罰54み． M闇‘ 59－　1

中　国（島室齋三つ 460 45－　2 49－　6

2、 750 一　49－　7　畠 55－　7

5 750 55－　7 57－　7 800MWに出力増加の見込
四　国　　　　1 500 47－12 51一窪2

2 50G 52」12 56一雀2

九　州　（玄海1） 500 45－12 50－12
2 500 48－　7 55－　7

5 750一【’ 『1” @5竃篇　7「「
噌『 T－ Uご17『「

原　電　東　海 （125） 55－　2 41－　7

喋66

々　　　敦　　賀 （52鋤 41－　5 45一～床

557

計
46地点
T6，559
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豆新型動力炉の開発

動力炉・核燃料開発事業団

　副理事長　　清　成　　　：辿

1．緒　　言

　動燃事業団は現在，F8R実験炉，　F8R原型炉およびA田R原型炉の5っのProject

　を進めている。

　　この動力炉の早発はわが圏にζつてこれまでに例のない大規模な国家のProjecもである

の鳩これを貫遂するには国の総力を結集して行なわなければならない。このため，動力炉の

開発業務については，当事業団としては，参与会のほか，動力炉醐発に関する基本的事項に

ついての審議機関として動力炉開発委員会を，また，罫8R，　ATRなどの各技術的専門分

野ごとに，それぞれ7～9の専門委員会を設け，各界の専門家の参加を得て，開発業務の適

切なる進行に資するとともに，FBR実験炉澄よび原型炉，A聖R原型炉の設計，研究施設

の設酎，調査，研究などの．ほとんどの業務は，原研，木学，民間職a海rなどに委託してこ

れを行なっている。甥方・これら多岐にわたる業務を円滑に管理するため・P寧R響等の最

新の管理技術を導入し・沽曝し始やているし，アメ？カおよびフランスとのF8Rに関する

技徳惰報の交換，情報管理システムの確立もその緒についている。

　動燃事業団発足以来，茨城県大洗地区に鋭意建設を進めて来た各種大型研究施設はその大

半が完成し，本年5月1日付けを以って大洗工学センターとして発足したが，来る．4月8日

　にはその開所式を兼ね広く関像の万々にその施設をご覧いただき度いと考えている。

　来る昭和45年慶は，いよいよ、F：BB実験炉の本格的建設看工およびAτR原型炉の建設

渚工の運びとなり，動力炉開発も新しい段階を迎えることとなる。

　以下，F8R集験炉および原璽炉ならびにATR原塑炉の開発貌況について概括的に述べ

　る。

2・　Projecもの現況

2・・1mR笑験朗

　（η　経　　過

　　　　FB嚢実験炉の設計研究は昭和56年頃から原研に細いて臨始され，第1次概念設計

　　　を経て昭和45年3月に第2次概念設計が完了し，その成果は同年6月に動燃峯業団に

司11一



　引継がれ，以後の作業は事業団が中心となって推進することとなった。

　　動燃事業団は第2次概念設計に基づいて，第5次概念設計を国内のmaker　5社に委

　託し，寮た第2次概念設計のcheck　and　reviewをフランスのCEAに依頼した。こ

　れち第5次概念設計澄よびCEAのcheck　and　reviewの結果は昨年5月に纏められ

　た。事業団においてはこれらの設計書ならびにCEAの報告書を詳細に検討し，設計を

　さらに調整する作業を実施して，昨年6月30日にFBR集験炉の設置許可申講を行な

　つた。

　　冥験炉の安全審査は昨年7月以降7か月間に亘って行なわれたが，本年三月50日審

　査会よりこの炉の安全性を認める旨の答申がなされ，去る2月12日正式な設量許可証

　が動燃事業団に対して交付された。

　　現在国内各maker　との闘で製作契約について折衝中であるが，次く契約締結される

　予定である。

②　笑験炉の建設工程

　　FBR実験炉は昭和48年度臨界を目標に，動燃事業団の大洗工学センター（茨城県

　大洗町）内に建設される。この炉の目的は，わが国最初のナトリウム冷却高速炉の設計，

　製作，建設および運転を通じてFBR原型炉，さらには将来のFBR集用炉の建設に当

つ野想される舗の撚的論翫肪体験し，回する『とである・

FBR実験炉建設工程表

年　　　　慶・ 4　4 145μ・ 4　7　　i　　48・

設置許可
i45／2）

基礎
i4卵）

1　　機器 据付
i47／4）

｝　臨界

@〔4舶）主　要　工　程

@　i　　『

ｮ地6堀削
ｴ子炉建屋
i　納　容　器

ｴ子炉設備
香@合　試　験

」＿，
↓

1
旨
↓

　主要工程は，昭和45年9月に原子炉建屋の暴礎工事に清手し，昭和47年4，月に原

子炉設備の据付に渚手し，昭和49年1月に臨界に至らせることを目標としている。

　現在の計画である昭和48年度臨界は，在来炉である実用軽水炉などの建設工程と比
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　較した場合同程度であり，極めて厳しい8ched蝦eであるが，実験炉の早期逮転開始の

　意義に鑑みその実現に努力を傾注する覚悟である。

（5）笑験炉の主要仕様

　　主要仕様

　　　　型　　式　　　　　　　　　　　混合酸化物燃料Ra冷却ルがブ型

　　　　原子炉熱出力（押扇期）　　　　　　　　　　50瓢W

　　　　冷却材原子炉入口／出口温度　　　　　　　570／455℃

　　　　炉心燃料集合体数　　　　　　　　　　　　67，

　　　　炉　 ノ亡距　体　 積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 252』多

　　　　炉心撚料装置荷量（PVU　235）　　　　　144／151晦

　　F8飛実験炉は100湿Wもを最終思標出力として全Pla耽　の設計を行なっている

　が，この笑験炉がわが国に夢ける最：初のN出冷却高速炉であることを勧難し，50MWt

を第1期の原子炉出力として安全審i査を申請した。また，この観点から集験炉の安全性

　と信頼牲に最も重点を置いた設計となっている。

　　この炉の燃料を初め各種の機器設備は出来うる限り国産技術によることを目標として

　いる。このため，海外の高速炉による燃料の照射試験，原研のFCAによる炉心摸擬笑

験蜜た後に紹介する動燃事業団大洗工学センターにおける各種開発試験の結果が，これ

　ら実験炉の設計にfeed糖ckされることとなる。

｛4）研究開発施設

　㈲　Na流動伝熱試験施設

　　　この試験施設の第窪期コニ事は

　　昨年すでに完成しゴ現在順調に

　　稼動中」である。

　　　この試験装置は，F8£笑験

　　炉の聾我系冷却の計画に直接反

　　映できる工学的な資料を得るこ

　　とを自的としている。即ち，従

　　来の笑験室規模でのわが国の

　　Na技術の旗：果を，笑除の冷却

　　系規模のものに発展させるため 写真1 ナトリウム流動伝熱試験装置
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　の中間親模の実験回路として，大量のN＆を取扱うことを主眼とし，できるだけ単純

　な構成で炉冷却系の計画，設計澄よび製作の技術を体得でき，N翫用機器診よび都品

　類の段階的な開発試験，さらには燃料集合体の高温Na中での流動試験）奪どにも有用

　な装置：となっているQ

　　また，Na回路の運転技術の確立，運転員の養成訓練に役立たせることも重要な目

　的としている。

（bl　Na機器構造試験施設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この試験施設は，本年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶末完工を目標として工

写真2　　ナトリウム機器構造試験施設

事が進められている。

　海外における1軸冷却

高速炉の運転専制での

亡roub蓋eをみても，機

器の作動不要，画転体の

騨・シ｝ノ欝からの

Na洩れ，大型機器の穂

懸撚綱など鷹る
胸脚1多くみられる・

　このような．見：地から実

機製作に先立ち，笑規模

の炉体構造機器を試作し，実際の使用条件下での動作確認試験を行ない，その成果を

謹接反映させるための装置がこの試験施設である。このために試作する主要機器は，

遮蔽プラグ，燃料取換装置，炉内構造物，制御棒駆動機構部，大型機械式ポンプであ

る。
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　　（c）照射燃料試験施設（α一γケープ）

　　　　この試験施設は琶下建設中であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真3　　α一γケープ
　　　リ，完成は本年8月を予定してい

　　　る。

　　　　この施設は，PU燃料の照射後

　　試験を行なうホットラボであり，

　　　強いγ線に対する厚い遮蔽と，

　　　α一もigh七構造とを備えている。

　　　　このケープにお・いて予定してい

　　　る試験は，

　　　ω　FB冠実験炉用燃料の特性試

　　　験

　　（2）F8R実験信用燃料のモニタ

　　　　一の紬目試験

　　㈲　F8R原型炉用燃料の開発試験

　　　などである。

　（d）　Pu燃料製造施設

　　　　この製造施設は動燃畢業団東海事業所内に建設中である◎

　　　完成後は，：FBH実験炉用，原型炉用およびA？£原型炉用のPu燃料をこの施設

　　　に軽いて製造する予定である。

2、2　：FB乱原型炉

（1｝原型炉の基本的考え方

　　原型炉Projectの囲的は，昭和60年頃に逓転か欝欝されると予想される実用炉を

　　目標に原型炉を自主開発し，この原型炉の設計，製作，違転の紬織を得て，大型実用炉

　の姓能，信頼性，安全性，経済牲が笑用炉の段階で在来の原子力発電PIan亡に対抗で

　　きることを挙証しょうとするものであり，併せて集用炉の段階でわが国難業界の國除競

　争力を得ようとすることにある。このように：雛型炉は，将※の笑叢叢を目標とした竜の

　　であり，涼型炉の仕様は，将来必妥とされる技術上，安全上または融懇懇の条件を満た

　　すよう選択される必幾がある。しかし，将来の笑気炉を今設計し，これを8cale　dO幟

　　するのではなく，将来の実用炉を目標として返択した設計仕様の範囲内で原型炉の最適
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　化を図るのが我々の基本的考え方である。

（2）原型炉のmaster　schedule

F8R原型炉建設工程表

年　度 45 44 45 46 47 　1S8 、4gi 50 　151　　　　52

予備設計一 二次設計
設　計

又F可

~　地

噤@設

調査一

～次設計

i『→ア

@　敷地調査　　　1

C＆R安全審渣トー†　土地造成

建

一　戸　1　・

@
設
馳
「 臨界

　、h

@能i瀬

　　原型炉の設計は，昭和45年度に予備設計を鴛ない，4β年度から窪次設計に着手し

　ているQ

　　引続き昭和45年度，46年度には2次設計。5次設融を行ない・・昭和47年援：には

　check　a面review，安全審査を受け48年度には建設に着手し，昭和5，年度に臨

　界に至らせる予定である。

　　設置場厭については，昭和46年盛細よび昭和47年度にかけてsi七e調査を異施す

　る予定である。

（5）　原型炉の主要仕様

　　原型炉の予備設計聴呼は，出加00M鴨ウラ／●・カレトニウム混合酸化物燃

　料，液体Na冷却のpla煎で増殖比は1．2以上というようなごく大まかな仕様の他は特

　に指定せず，国内各㎜ker独自の観点に立つた設計が行なわれた。

　　その結果，各種の創意ある設計が行なわれたが，1次設計を行なうに当って，限られ

　た時間と費用の範囲内での駒発の効率的な推進を図るために，原子炉構造，燃料交換方

　式などのPlant全体に大きな影響力を持つ概念は出来るだけ絞ることにした。

　　このような前提のもとに予備設計の結果を検討評価して決定されたのが1次設計であ

　る。

　　この仕様の主な特徴は，ループ型原子炉構造とプラグ下燃料交換方式である。

　　原子炉構造としては，大別してタンク型とループ型の2つのtypeがある。これらに

　ついて種々の角慶から検討した結果，両型式ともそれぞれ一長一短があり，世界の原型

　炉計画をみても，両型式が相半ぱしている。タンク型は特長を持つた優れた概念ではあ
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　　るが，各compORe輔の高い信頼性を前提としたものであり，原型炉の簾発86hedule

　　から考えて若干の無理があり，また，研究開発費もループ型に比してかなり多くかかる

　　こと，澄よび開発段階の原型炉にとって不可欠である機器の補修，改艮の容易さの面で

　　ループ型の：方が優っていることなどの理由から｝わが国で開発を進めて行く上に，より

　効率的でより囲信が持てる型としてループ型を採用した。

　　燃料交換方式についても，ボツトセル方式とプラグ下操作：方式の両者について比較検

　討した。ホットセル方式については，Na蒸気のホットセル内での蒸着に幽連して技術

　的に予見できない点が多いため，大規模でかつ長期間にわたる開発を必要とし，また不

　活姓の放射性雰囲気の中で人間が作業しなければならないという問題がある。

　　一方，プラグ下操作方式には叡扱い機構などにいくつかの間題がある旗；実験炉の燃

　料取扱技術をもとに比鞍的短期間の研究醐発で，わが国としての特色ある開発が可能で

　　あるところがら，プラグ下操作方式を採用した。

㈲』研究開発施設

　勧蒸気発生器試験施設

　　　一小型蒸気発生器試験施設では，原型炉用蒸気発生器伝熱管と同一寸法，同一形状の

　　　ユnodelについて，伝熱流動，性能評価澄よび構造上の基礎的総合試験を行ない，5e

　　　蒐W蒸気発生器試験施設では原型炉につながる技徳の実証を行なう。

　（b）　Na一水反応試験施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91噛

　　　蒸気発生器蒸発管をN爲申で破断させ，そのNa一水反応現象を解明し，設計基準

　　　に反映させる。また，Na小1e詠時の破断伝播実験，漏洩検出器の開発を行なう。

　　　な澄，これ等運転中および建設中ならびに今後建設される研究開発施設による研究成

　果券よび実験炉の設計。建設経験ならびに海外情報を基に，今後さらに詳細なる計画を

　行なう予定である。

2．5　A’「r盈原型炉

｛1）開発projecちに対ずるCheCk　a翻review

　　動燃峯業団の行なうAτR原型炉の建設の具体的計画については，内閣総理大臣の定

　　める動力炉醜発に間する基本方針。基本計画に基づき，「箏前の研究開発の成果および

　　海外における技術の動阿などを評価検討のうえ決定する」ことと定められていた。

　　　これを受けて，昨年5月原子力委員会に「新型転換炉評価検討専門都会」が設髭され，

　周　エネルギーの安定供給からみたAT豆開発の意義
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　（b）炉型の選定海よび原型炉開発計画

　（c）経　済　性

　㈹　自主町勢の効果

　の4点について評価検討が加えられた結果，昨年鑑月13日「動燃事業団のAT盈原

　型炉に関する具体的計画は妥当であり，その計画どおりにATR原型炉の建設を行なう

　ことが適当である」との決定が原子力委員会において行なわれた。

　　これにより動燃事業団によるAτR原型炉の建設が予定ど尽り進められることとなり，

　本年5月2日安全審査の申請を行なう。

（2）経　　過

　　A謄R原型炉は，昭和58年の原研に導ける炉型式の検討評価以来，動力炉開発懇談

　会動力炉開発臨時推進本部等での研究・検討を果て，現在決定している原型炉の基本的

　構想が固まったもので，PuSS方式を大きな特長としている。

　　動燃箏業団は，これらの成果を引き継ぎ，昭和42年度に国内原子力5groupに委

　託して，原型炉を具体的に計画し，これを設置する発電所の概念を明らかにすることを

　目的とし，特に原型炉の構造設計，計測制御系詮よび安全姓iに重点を置いて第1次概念

　設計を行なった。

　　その後，この結果について検討を加えるとともに，英国AEAから購入したSGHWE

　の設計codeに関する技術情報，圧力管掌に関するカナダからの技術情報プ・二領域実験

　その他の研究開発成果等を折込んで第2次概念設計を行ない，3月20日にその報告を

　受取った。

　　この設計は，国内原子力5grO穀pの分担設計とし，従来電力会社が行なって来た設

　計範囲については電源開発株式会社および日本涼子力発電会社に依頼して笑施したもの

　である。

　　この原型炉の建設予定地点としては日本原子力発電株式会社の敦賀地点を選定し，敷

　地について各種の調査を行なうとともに具体的な建設準備を進めている。

（5）原型炉の建設計画

　　A？RはFBRが集用化に供されるまでの比較的短期闘に完成される必要性があるた

　め，原型炉の建設についても早期開発を目指し，昭和45年に設潭許可を受け，薩ちに

　着工し，昭和49年臨界に至らせる予定である。
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ATR原型炉建設工程表

年　　　渡 45
　　　｝46

4　7 48 49
着
　
工
亨

圧力容器据付　マ

耐圧テスト機器こ・

@　》

臨
　
界
マ

主　要　ユニ程

ｴ子炉建屋

^ービン建屋

ｴ子炉本体
^ービン発電機

香@台　試　験

州

一
（4）原型炉の主要仕様

　わが国が開発するA？Rは，篁水減速沸騰軽水冷却炉型であって，Pu富化天然ウラン

　を燃料に便用して，天然ウランの補給のみで運転を維持することが出来ること（PuSS）

　を目標としているが，原型炉の初期炉心は？，5％濃縮ウランを用い数本のPa富化燃料

　を入れ燃焼度を測定することによりPuSS：方式を実現しようとしている。原型炉の定格

　出力は窪65蟹Weとし，これに将来の技術的進歩を見込み目標最大出力200MWeと

　している。　　　　　　　　　　　　　　　写真4　重水臨界実験装置

（5）研究開発施設

　（＆）：重水臨界集験装置（DCA）

　　　DCAは建設平声後，約1か年

　　の工事期間内で建家工事，炉本体

　　の製作，据付工學論よび笑験設備

　　の整備を完了し，44年12月に

　　臨界に達した。

　　　昭和45年度から本格的に各種

　　試験を築施する。

　　　：DCAの大きな使命は，系統的

　　な炉物理笑験を集施し，A7混体

　　系の核的特性を解明することにあ

　　る。したがって，今後の炉物理の
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研究窮発はDCAを中心に進められることとなる。

　写真5　　大型熱ループ　　　　　　㈲　大型熱ルーフ1（HτL）

写真6 コンポーネント・テスト・ループ

購繍
　　　　　蔭嚢

　　H7LはAτR工学試験建塵内に：建設さ

　れるもので，昭和44年8月清エ，このほ

　どループの据付を完了し，本年2月から試

　運転を行ない，近々債熱流動試験が開始さ

　れる。

　　このH？ゐはATR原型炉開発上笑規模

　の各種伝熱流動試験用として，原型炉と同．

　一形状寸法の模擬燃料集合体を用いたバー

　ンアウト熱流束，単相海よび2相流圧力損

　矢および熱水力学的安定性についての各種

、実験にみり，原型三熱設計の健全牲を確認

・するとともに，．原型炉の燃料集合体の性能

　評価を行なうための資料を得ることを醸的

　としている。

（・）コン恭ネント・テスト・レー V：く◎7L）

　　昭和44年8月に準イ寸を開タ台し，、45年

　1月までにテストチャンネル葉本を含むル

　ープの建設を完了し，薩ち，に試運転が行な

　われた9

　　昨年1・2月ゆら燃料集三体の耐久試験を

　継続しているが1今後圧力管の耐久試験も

　笑施する予定である。，
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　　　（dr安全性試験装置

　　　　　C？しと同じく昨年8月据村に

　　　　着手，現在試験装飽は完成した。

　　　　　この安全性試験装置は，ATR

　　　　の安全性研究熱発上，とくに重要

　　　　な課題’どなる一次冷却系破断事故

　　　　一に対する笑規模の模擬試験を行な

　　　　い，原子炉の安全姓を確認するた

　　　　めに建設されたものであり，既に

　　　　内都破断の試験が開始されている。

5．結　　言

　以上見て来たように，わが国の動力炉

開発Pr6je耽は，種々のまごつきや遅

れはあるけれど竜，1nacrO的に見れば

大体に細いて順調に進捗しているように

思う。

写真7　　安全駐試験装置

灘灘灘

墾霧

　　　しかし，今迄は殆んど準備の段階であり，ビとれから演本当の開発であり，建設である。

　このProjecもを成功さ巷るのに最も犬切なことは，わが国の関係各機関がこの

Na垣謡al　Projecむめ真め意義を心遷ら’理解して，一致協力ナるととである。このことは，

しばしば述べ七来たところではあるが，さちにこの機会に繰り返して蘭係者各位に訴えたい

と思う。

　申す迄もなく，新型動力炉の開発は）薮寸前欝乎力委員会が全国め識者を網羅した動力炉

開発懇談会に於て長期に亘り検討し，更に海外に調査団を派遣し，内外各般の情勢を勘案し

た上で正式に決定したものである。

　その基本理念は，わが国将来の盛大なEaergy需要に対する発電の重要性からみて，米国

に於て既に実用の域に達している軽水炉については，その導入幽発を民間産業に委ね，A7R

澄よびFBRを薗家の貧金を以って，国の総力をあげて自主醐発するというにある。

　思うにわが国は，戦後先進国から技術導入を巧みに行なって，昌覚ましい経済発嚴を成し

遂げて来たのであるが，この方法もわが国の総力上昇とともにそろそろ阪界に難ずきつつあ

る。即ち，或は技術i交霊を求め，或は資本や騒営の参加を要求するなど，だんだんと厳しい

様相が出て来ている。一方，鼠威や国力は全てが技術力の如何によって決まるというかたち
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に世界はどんどん進んでいる。今後わが国が世界市場に於て一段の経済発展を成し遂げるた

めには，どうしても自主技術による以外に方法はない。技術導入と，・それによって起る技術

の後進性という悪循環を軽水炉までで断ち切り，将来炉は国家の総力をあげて，あえて幽難

とたたかっても自主技術によって開発しようと，やっと政府が本式に肚をきめたのである。

　しかし，このProjectは，表にあらわれただけでも，窪0年間に2，000億円にのぼる巨

大なProjectであり，しかもこれは原型炉までのいわばPhase　Iである。これから続い

て実用炉に至るPha8e護を考えれば，さらにこれに劣らぬ資金と入とを要するであろう。そ

してまた，この事業は先進国でも先を争って研究しているが，それでも完成は15年先であ

ろうといわれるような未知の研究開発である。それを他国より10年遅れてstarむしたわ

が国が，独力で追いつこうというのである。憂ぐ目の前に利益や効果を期待することはでき

ないし，また相当のriskも：考えねばならない。こうした仕事に莫大な資金・と科学者，技術者

を投入するについては，事業団はもとより，その当纂者である電力会社と塒akerとがどん

な苦難を乗りこえてもこれをやり遂げなければ，わが国は永久に先進国の粕糟をなめねばな

らぬから，一大決意をもつて自主開発に踏み切るのだという政府の考えを，本当に理解し，

目先⑱利益や打算を離れ，真に国家的．見地からこの計画を成功させるという熱意に燃えねば

ならない。と同時にこれら当判者を取り巻く官界～．政界，財界，産業界，．、報道界なども是非

ともこの趣旨を理解され，叱咤嶽塗して欲レいと思うのである。　　…1　・．、一「4

　動燃事業団は，Proje¢の計画やarrange澄よびcoordinahORを全力を暫して行な

うことは勿論であるが，野業団だけ如何にあせっても，当學者たる関係の各組織機関が上に

述べたように，熱意に燃えるQでなければ，とても成功はおぼつかないと思う。

　いよいよFBR実験炉訟みび平水炉の本格的建設の段階を迎えるに当？て，江湖のご理解

とご援助を望むこと切である。
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皿　軽水型原子力発電所の運転と建設状況

　　　　　　敦賀発電所の建設と遅転状況

日本原子力発電株式会社

取締役　鈴木　小兵衛．

　敦賀発電所は。この5月14日午前4時を以て全ての試験を終了いたしまして、GE社より

引継をうけ、現在連続運転に入っております。

　本日は、前回報告後の建設並びに試運転の状況と、その間に発生した諸問題のうち主なもの

についてご報告申し上げたいと思います。

1．工事の概要

　　昨年5月末、原子炉圧力容器及び一次系配管の耐圧試験を実施し、これに引続卦て．二次

　格納施設（原子炉建屋）、タービン建屋、廃棄物処理施設建屋、サービスビルなどの土木建

　築工事を施行する一方、各種の機器、配管、配線の据付を行なったのでありますが、ストラ

　イキなどによる納入遅延（タービン発電機．計測制御装置など）がかなりあり、残業または、

　交替勤務によってこの遅れをカバーするなど精力的に工事推進を計りました結果、44年8

　月．ほぼ主要なものを終ることが出来まして．9月には燃料を装荷し．10月始めに臨界、

　二月からは出力上昇試験に入りました。

　　この間．タービンの据付中検査を44年5月に。燃料装荷前にかかわる各系統の機能試験

　を4』「4年6月より順次実施して来ました。

　　一方、初装荷燃料は．44年2月より6月にかけて、アメリカGE社のサン・ノセ工場で

　製作され、予備6本を含め》（合計516本が、4月下旬より6月中旬にかけて8回に分けて空

　空輸され鴇飛行場からは自動車で現地に搬入讐一時倉庫に仮置し、7月から8月にかけて℃

　二次格納施設内オペレーティングフロアにおいてボ全数厳密な検査を行い原子炉への装荷に

　そなえました。

2　系統機能試験

　　各系統を構成するポンプ、原動機、弁などの作動機能、各種配管、圧力容器の耐圧などに

ρいて、それぞれ単品としての試験が終ってから℃さらに．一つの系統として完全な連繋機

　能を出しうるか、また鳩流量、圧力．水位などの調整が正常であるかを燃料装荷前にヲ∫エツ
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ソク確認するため噛各系統について作動状況覧インタロック零警報指示などについての機能

試験を実施いたしました。

　その主なものは次の通りであります。

　　1．　主蒸気逃弁

2．’ 蜿�C隔離弁

5。　原子炉頭部冷却系

4．原子炉停止時冷却系

5，原子炉浄化系

6　液体毒物注入系

Z　炉心スプレー系

8。格納容器冷却系

9　燃料貯蔵池冷却系

旬．原子炉給水系

牲　　ドライウエル内ガス冷却系

12．原子炉保護系

猛　制御棒駆動系

14．光子歯群循環系および駆動用M－Gセット

15，非常用ガス処理系

16　格納施設漏洩率

づz　廃棄物処理系

5　燃料装荷試験

　原子炉圧力容器の蓋をあけたまま、大気圧、常温の状態で思燃料を装荷しながら物理試験

を行います。

　燃料の装荷は9月20日より開始▼第4図に示す番号の順序に従って行われ．．21本を装

荷した処で最小臨界となり．停止余裕試験など各種物理試験を繰返し実施しながら装荷を進

め、9月28日に全数508本の装荷を終了、諸種の試験を経て10月5臼原子炉臨界を終

　了しました。
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燃料装荷第1図

23

，lt、

チ　メ
「i，更

鍛！1臨界t燃』料集：合体馨（2D

制御ノ俸棋窺試嚢ノ繍谷

訊験：

18u准。
－
0
6

。
0
2

4．出力上昇試験

　次に原子炉圧力容器の蓋を閉め、再循環ポンプを運転してgo℃近くまで加熱、さらに劇

御棒を操作して運転温慶．圧力まで上昇さぜ、それから．さらに出力を10％．25％。

　75％．100％の5段階に上昇させて．各段階において、第歪表に示す各種訟験を実施し

　たのであります。
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燃料装荷後の試験第1表

！ w　　（出力％）
璽 蟹

10 25 i50　　75　｛00

化学及び放射化学測足 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御棒駆動試験 ○ ○ ○ ○ ○

燃料装荷試験 ○

停止余裕試験 ○

放射線レベル試験 ○ ○ ○ ○

制御棒引抜順序試験 ○ ○

線源領域モニタ（SRM）性能試験 ○ ○

中間領域モニタ（IRM）較正1 ○

プ・セス計算機試験 ○ ○ ○

原子炉容器温度測定 ○

熱膨張測定 ○

主蒸気隔離弁性能試験 ◎ ⑥ ◎

非常用復水器性能試験 ○

再循環ポンプ・トリップ試験 ○ ○

再循環流量制御試験 ○ ○ ○

タービン・トリソプ試験 ◎ ◎ ◎

負荷遮断試験 ＠ ◎ ＠ ◎

圧力調整試験 ○ ○ ○ ○

バイパス弁トリツプ試験 ○ ○ ○ ○ ○

給水系変動試験 ○ ○ ○ ○

制御棒に対する中性子束応答 ○ ○ ○

逃し弁性能試験 ○ ○

局部出力領域モニタ（LPR・M）較正 ○ ○ ○ ○ ○

平均出力領：域母弟タ（ム，PRM）較正 ○ ○ ○ ○ ○

　　　　rF心性能評価 ○　　○ ○ ○ ○

　　　rｧ御棒の出ガに対する較正『 ○ ○ ○

軸方向出力分布測定 ○ ○ ○ ○

制御棒パターン変更試験

最小臨界測定 ○

鰯御棒価値測定 ○

温度系数測定 ○

外部電源喪失 ◎ ◎

総合インター・ツク 駄
◎　　◎　　　◎

豆………オープン・ベツセル段階

皿………零出力段階

1V………出力試験．段階

◎………　トリソプ試験
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　以上の出力上昇試験は．44年10月ろ0日より開始し、U月15鷺には初発電に成功．

以後発生した電力は．中地域の5社に送電しました。

　各出力段階での試験に要した期閥は．

　　　　　10％試験　　　44．1

　　　　　25　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　〆
　　　　　50　　　　　　　　　　　　4

　　　　　ア5　・　　　　　　　　　　1

　　　　100　　　　　　　　4

なおこの間に発生した電力量は

　　　　44年礒1月

　　　　　　　12月

　　　　45年　1月

　　　　　　　　2月

　　　　　　　　3月

　　1．2　1

　　1．24

　　2．　1

　　2，2　9

5．　1．1　2

44．1

　　窪

　　1

45．

45．

1。24

歪。3　0

2．27

1．1　2

5．　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　4，459MWh

　　　　　　　　　　　　　　　　24，750　　々

　　　　　　　　　　　　　　　　5．5，585　ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　免9ア2　”

　　　　　　　　　　　　　　　　62，669　ρ　（但」　3／14　10‘0時間試験終了時まで）

　　　　　　　合計　　135，295ρ

5．　100時問連続運転試験

　前項の試験終了後．各系統の総点検整備を行ってから．再起動し、格納容器にN，一ガスを

入れ．運転状況が完全に安定した事を確認の上．3月10日午前0時より謹oo時間連続運

転試験に入りました。この閣において、

　　　発電所保証正味電気出ガー”

　　　発電所保証正味熱消費率

の試験を行い充分保証値を上廻る成績を示すことを確認しました。、

　　また、この試験の最終の8時間に堵δいて、官庁の連続負荷試験をうけまして、5月14日

午前4時を以て．すべての試験を終了したのであります。

6計画当初の工程と実績との比較

　　設置許可の日より算出　　　　　44。4．22　～　45．5」4　　4アケ月

　　　G・遥社と契約調印の日より算出　41，5．14　～　45．5．14　　46ケ月

　かえりみますと．燃料装荷以来175日になります。

　　また、昭和41年4月22日、原子炉設置の許可並びに竃気工作物変更の許可をうけてか

　ら47ケ月、また、5月44日GE社と契約に調印してから丁慶46ケ月になります。
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着工当面目標としてたてた工程表に実績を書き入れて見ますと、・第2図の通りであります。

、41　　　　　　　　　　　　42　　　　　　　　　　　　45　　　　　　　　　　　　44　　　　　　　　　　　　45

4 6　8 10 翅 2　4 6　8 Io 三2 2　4 6　8 10　12 2　4 6　8 10 12 2　4 6　8 工0 Σ2

主　　　要　　　工　　　程 禽；設置許可

燃潜

力雌門口義
27ε即竣工

@嚢醤
原
子
炉

ドライ，ウ彩レ・トー 一ス原子炉容　器
i　納　容　器
站p系統設備

電設

C備
タービン発電機
ｮ外変　電　所

1

1　【

睡齢土
建
工
事

整地岸壁護岸
ｴ子炉　建物
^ービン建物
恊?器冷却設備

▽1基礎▽ i

目 ポ7ブ鋸付

綜　　　合　　　試　　験 1

　　　　　　　　き第2図工事工程表

試験の成績

時聞が少いので、次のものだけご参考に供しますq

　　で，　タービン負荷遮断時の瞬時最大速慶上昇率………第3図

　　2．　100％出力時の外部電源喪失試験のトラソジエント曲線……第4図

　　5　100％負荷時のタービン廻りの放射線ンベル分布にっいて…第5図

Z　試験運転中に発生．した諸問題　　・　　　．

　昨年9月20燃料を装荷し始めてから．本年15月・14日試験終了迄に歪75日を要したこ

　とは前に述べましたが、この間、種々な問題が発生し、その都度その対策をたて、解決を計

つて来たのでありますカ㍉致命的なものがなかつたことは誠に幸でありました。

　発生個所は、所謂ニユウクレアパートにもコソベンシヨナルパートにもあり、ニユウクレア

　ァパートのものと云つても．そのユレメソトはコソペソシヨナルの応用的なものが含まれて

おり。コンベナシヨナルパートとは云つても、原子力という枠をはめられた規制の下に生じ

たものが多ぐ含まれていると私は考えます。
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　　　　　　　第5図　タービン発電機周辺放射線量分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出力100％）

の　制御棒駆動機構（CRD）

　a　ハウジングとの取合フランヂ部の漏洩

　　還造は第6図に示樹でありますカ㍉その輸噸卿婦で畝

　成功率が低く、物が物でありますから、もっと良い、ものにしてほしいと思います。

　b・制御棒駆動機構内部のメツシユスクリーンの目詰り

　　制御棒を挿入する時には．この機構の内部にあるピストンが嶋確移動します。この時，

　　その下の空腿が広まるので炉水が入らて来ます。この時汚物の浸入を防止するためのス

　　クリ．一、ン飾弦すが．、非常に繍・，c⑫・ル（5・の目＞1．のものでありました・…

　　先行発電所であるアメリカのオイス》一クリ噛クで．これが目詰りを生じ．スクラム

　　タイムが延びた（塒axら1許容5’秒以下ン『だめに間隙が10ミル（「250μ・）のものk取

　　替えたとの報告があったのでありますが．当社敦賀はその時既に出力試験に入っており
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第6図 制御棒駆動機構
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　　ました。炉水がオイスターに比べ大部良いので、タービンの軸承点検時迄持たせたいと

　思っていたのでありましたカ㍉50％の出力段階の試験中にスクラムタイム増加の傾向

　を示したので、オイスタークリーク同様の措置をしました。

2）　タービン

　a）　空気漏洩場所探査

　　敦賀発電所のタービンは原子炉の発生蒸気で直接駆動させるため。復水器のエジエク

　　タの排気は．普通の如く罵タービン室内に放出されることなく，スタックに導かれます。

　　そしてその中問に24．時閣の貯蔵容量をもつデケイタンクが2つあり必要ある時は交互

　　に使用することになっています。このため．タービンの低圧部における空気の漏込みは、

　　真空の悪化だけではなく、このデケイタンクの貯蔵能力に影響することになります。

　　従って℃空気幽遠個駈の探査には犠コンベンショナルタービンとは異ったきびしさを

　　持っております。

　b）　タービンのスラストベアリング

　　　敦賀発電所のタービンは、高圧は6段の単流式であります。スラストベアリングのメ

　　タル温度が当初より少々高いので注意していましたところ、負荷の上昇につれて次第に

　昇り100％負荷では、メタル温度が96℃になりました。（｝E社はこの対策として、

　　高圧タービンのディスク全部に直径21／2吋のバランスホール9個ずつあけることとな

　　り。このため約4週間の日時を費したのであります。GE社は昨年暮．タービン翼のモ

　　ツクァツプテストを実施して葛ウエットスチームの影響が意外に大きく．翼前後の差圧

　　が予想を大きく超えたこと、敦賀からの温慶の報告とにより℃今回の措置をとったとのこ

　　ことであります。

　　　手直後は100％負荷においてメタル温度は60回忌になりました。

　c）　EPR

　　　敦賀のタービンは、初圧調整により運転するようになっていますが、丸圧調整機には．

　　電気式と機械式との2つを持っており、臨時は電気式を使用し、機械式はバツクアツブ

　　になっています。この電気式の方の調整に相当苦労しました。

5）　再循環ポンプの起動について

　最初の再循環ポンプトリップ試験の時に発見されたのですが。圧力を下げなければポン

　プを再起動出来なかったのであります。内圧が高くロータを外に押出す力が大きなために

　スラストベアリングの起動低抗が大き過ぎることがわかりました。このポンプモータの電
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源は読騒靴よる腋瀬のM一 hソトによって紘調は・・％瀬で行うこ

　とになっていますので，電圧が低すぎることがわかり．励磁を強くし．電圧を上げること

　によって解決しました。

ゆ　水処理　コンデンセイトデミネラライザー

　前にも述べましたように、原子炉で発生した蒸気が直接タービンに入って来るため、火

力発電所の場合のように試運転に入る前にブラッシングによって系の浄化を行うことが

　出来まぜん。また．火力発電所に比べて、据付より試運転に至るまでの期閥が長く℃その

ために鉄銃なども発生し易いのであります。

　　これらの汚物は結局、コンデンセイトデミネラライザに入るのでありますカ㍉これのバツ

クウオツシングも℃その廃液が，廃棄物処理施設の能力によって制約をうけるのでありま

す。このようなわけでありますので．注意はしていたのでありましたが覧100％出力試

験に入ってからこの傾向が特に激しくなり、終に．一部のジヨンソンストンーナの取付部

に変形を生じるというトラブルが発生しました。

　　このため，予定を変：更して、タービンの軸承点検の工程に切替えこの閥を利用して，整

備手直しをすると共にres量nのback　washを繰返し実施して正常な状態に戻すことが

　出来ました。水処理については、最大の注意を払うべきことを強く感じました。

5）　計測制御装置

　　計器盤を始め制御弁その他小物の納期が非常におくれ。このために系統の機能試験が出

来ない例が数々生じ．工程を乱しました。この原因は，設計の遅れと．工場のろトライキ

が主なものであります。

　　また、試運転に入ってからの調整は．その数が5，500個というように火力発電所に比

　べ非常に数が多く．複雑なうえに、トリップ回路やスクラム回路に連っているものが多い

　ために、慎重にやる必要があり苦心しました。

　　核計装については、適当な下請業者が見付からなかったので、GE社の下働きは当社の

　社員が行いましたカ㍉将来の運転保守には好しいことであったと思います。一番苦心した

　のはノイズの問題でありました。
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　　　　　　　　　皿　軽水型原子力発電所の運転と建設状況

　　　　　　　　　　　　　　　　福島原子：力発電所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京電力株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力部長野村顕雄

　東京電力福島原子力発電所は、昭和41年以降福島県の太平洋岸のほ9中央に鋭意建設が進

められている。，現在壌号機，2号機の建設にひき続き、3号機の建設準備を進めており，　各設

備の概要は別表のと回りである。

　　　福島原子力発電所の概要

1．福島原子力1号機関係

　　福島原子力礒号機は、41年末原子力発電施設設置に関する宮庁許可を得ると共に、発電

、撮の醗を輝GE社ならびにG町SCO解・ごンキ訪式で難し・45年・・月

の翻を腰に離工事を進めておP・・．5年・駄現礁鍵捗率は90％燵している・

　　GE社論よびGE？SCO社の工事については、原子力施設は45年6月、原子炉格納容

　舞の組み立てを、4、4年5月原子炉圧力容器の据え付けを終え、ひき続き原子炉圧力容器内

　部構造物の据え付けや調整・試験を行なって由り、現在制御棒案内管の挿入を実施中である。

　また付属機器屯ほ装据え付けを完了し、配管のブラッシングを行ない，順次使用前検査を受

　けている。またタービン発電機は、一部機器の搬入後昨年10月より5カ月間行なわれたG

図一壌 福島原子力発電所の位置

　　　　　　。福島

福島駒発訓

　宇都宮。

。前橋

　　平・

水戸・

　　　　　　　　　ム
　　　　　　　搬山気

　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　銚子
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E社ストライキの為機器搬入が中断され、据え付けエ事に影響を受けたが、ストライキ解決

後は機器出荷が順調に進み・現在・45年目月の営業運転開始に支障を生じないよう据え

付け体制を整備し・鋭意据付コ＝事を実施中である。

　建家関係では、44年月月末原子炉建家の燃料取換床の外壁呪事完了をもって発電所本

館の主要工事はほ図完了し、仕上工事中である。

　当社施行の工事では，取水港湾施設の旧事は、南防波堤（全長940m）、北防波堤（全

長560m）共に44年8月に全長の築堤：を完了し、11，月より天端コンクリート（天端高

標高5，5m）の打設を行なっている。その他超高圧開閉所、各種変圧器等は完成している。

　工事計画認可申請闘係では、最終の第17回申請（固体廃棄物貯蔵所関係）を行なって訟

　り、窪4回申講まで認可済となっている。

　また、初装荷燃料は、窪月26日と2月4日の2回に分け、燃料集合体全量404本がサ

　イトに到着している。

　今後のスケジュールは、燃料装荷を5，月に行ない、10月に運転を開始する予定である。

2．福島原子力2号機関係

　福島原子力2号機は、壌号機に並置し、現在原子炉格納容器の組み立て等順調に工事を進

めて澄り、総合進捗率は2月末現在57％に達している。この工事の発注形態は、1号機の

ターンキー方式と異なり、個別発注：方式を採って留り、原子炉蒸気系統、タービン発電機等

主要機器をGE社に、その他付属機器を東京芝浦電気㈱に、また発電所本館建家の建設を鹿

島建設㈱にそれぞれ発注している。

　発電所建家の本格的工事は、44年初着手し、基礎掘削、入工岩盤の打設を行ない、7月

に定礎式を挙行した。以降、原子炉格納容器の基礎打設にひき続いて、11月原子炉格納容

器の本格的組み立てを開始し、下部球二部の据え付け完了後、地上組み立てを進めていた上

部酒男部の吊り込みを2，月に行なった。また同時にトーラスの据え付けも実施しており、格

納容器底部の漏洩テストを4月に予定している。

　建築関係では、原子炉建家は覧礎式後地下部分のコンフリート工事を1｛月末に完了した。

現在格納容器工事の関連で中断しているが、前述の格納容器底部漏洩テスト終了後再開する

事にしている。またタービン建家は｛1月よりタービン台マツト工事を進めている。

　一方設計製作状況は、機器関係では詳細設計澄よび材料手配の段階になっており、建築関

係でも各建家の地下部分の設計を完了し、また機器の工場製作も験調に進行している。

　工事計画認可関係では、15回程度に分けて認可を申請する計画であり、第1回分として
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　45年u月に圧力容器に関するエ事計画認可を申請して以来，現在まで5回の申請を行な

　い5回までの認可を得ている。

　燃料の加＝〔については，GE？SCO社に発注しているが、当社が濃縮UF6を供給する

　こ・とになっている。

5　福島原子力3号機関係

　福島原子力5号機については、本年1月その設置に関する官庁許可を取得し、現在東京芝

浦電気繍を主契約者として機器購入契約を準備中であり、2号機で修得された製作経験を活

用して大巾1な国産化を図ることにしてし（・る。
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　　　　　　　　　福島原子力発電所の概要

設置場所　福島県双葉郡大熊町。双葉町

項　　　　　目　　　　　　　　i｝　1号機 i　2号　機 ろ　号　二

型　　　　　式 沸騰水型（低濃縮ウラン使用、軽水滅速、 軽7k冷却型）

電　気　出　力 46万KW 78万4千KW 78万4千KW
熱　　出　　力 138万KW 258万KW 258万KW
着　　　　　工 41年12月 45年5月 45年5月予定

運　転　開　始 45年10月一三 48年5，月予定 49年5月予定
原子炉圧力容器

種　　　　　類

^　転　圧　力 フ壌．アK〆1㎡・

鋼製たて形円筒形
@　　7歪．7K憂／㎡・

「　71．7鞠／罐・

運　転　温　度 286℃ 286℃ 286℃

原子炉格納容器

種　　　　　類 圧 力　抑　制　形

設　計　圧　力 455K望癬9 ＆92K9／ぱ璽 592K£／㎡9

設　計　温　度 158℃ 壌5　8℃ ｛5　8℃

蒸気タービン

種　　　　　類 くし形4流排気 くし形6流排気

出　　　　　力 46万即 78万4千KW ア8万4千KW

蒸　気　圧　力 6ム8K〆㎡9 6己8K2／o晦 6ム8晦ノ癬9

蒸　気　温　度 28　2℃ 2　82℃ 2　82℃

発　　電　　機

型　　　　　式 横軸回転界磁型5相同期発電機

冷　却　方　式 固定子zk冷却。回転子zk素冷却式

定　格　容　：量 525MVA 9喋1MVA 9窪1腋VA

電　　　　　圧 18，000V 1zoooV 窪ZOOOV
核　　燃　　料 駄

種　　　　　類 二 酸　化　ウ　ラ　ン
「

装　　荷　　量 約78T（ウラン） 約旬7T（ウラン） 約10フ？（ウラン）

濃縮度初期炉心 2．09％ 2．20％ 2．20％

平衡炉心 2．50％ 2．58％ 2．58％

燃焼度初期炉心 見500MWD／T 2窪，oooMWD／T 21，00e磁WD／T

平衡炉心 22，000MWD／T 2Z500MWD／τ 2Z500瓢WD／？

燃料集合体 400本 548本 548本
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　　　　　　　　班　軽水型原子力発電所の運転と建設状況

　　　　　　　　　　　　　　美浜・高浜原子力発電所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西電力株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原：子力部長　浜　ロ　俊　一

　関西電力に於きましては、昭利50年頃より電源の多様化による電力の安定供給を確保する

目的で、原子力発電についての基礎的な調査概究を開始いたしまして、各種形式の原子力発電

について検討を進めてまいりました。そして，昭和57年11月に、日本原子力発電鰯の敦賀

原子力発電所と同じ敦賀半島の美浜町丹生地点を原子力発電所の建設地点に決定いたしまして、

昭和4歪年12，月に美浜原子力発電所1号機、「昭和45年5，月に同2号機の建設を開始し、現

在、順調に建設工事が進められて細ります。またぺ同じく福井県高浜に、新たに、我国最大の

加圧水形原子力発電所82万6，000KWの建設を昨年12月に開始いたしました。

　それでは、凄手許の資料によりまして、美浜於よび高浜発電所の概要ならびに建設状況をご

紹介いたします。

発電所の概要

　お手許の資料をご覧下さい。

　美浜発電所は、福井県敦賀半島の西岸にあたる美浜町丹生で、原電敦賀発電所から約7晦

の地点にあります．

　高浜発電所はし福井県音海半島の根元にあたる高浜町田ノ浦で、美浜発電所の西南約45

恥の地点にありますu

　電気出力は，美浜1号機34万KW、2号機50万K：W、高浜1号機82万6000KW、い

ずれ懲加圧多形で，美浜1、2号機は，2ループ、高浜1号機は、5ループを採用して澄り、

運転開始は、美浜1号機が昭和45年忌0月、同2号機が、昭和47年6月、高浜｛号機が昭

和49年8月の予定であります。

（構内配置）

　構内配置にっきましては、美浜、高浜共若狭湾国定公園内に位置し、非常に風光明媚な場所

でありますので，極力、自然の：漿観を損わぬよう留意して計画して澄ります。

　美浜発電所の建設地点は，ほy4面を海に囲まれており、付近の入口分布も稀薄で原子力発

電所の建設地点としては、非常に有利な地形であるため，その面積は僅かに約50万㎡（約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
15万坪）であります。敷地内への進入は、丹生湾口にかけた丹生大橋（全長450鵬）を利

用します。
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　原子炉は地盤の良好な南側の山裾に配置し，その北側に隣接して、タービン室を配置してお

り、特高開閉所は、タービン室と対向配置にして贈ります。復水器冷却水は丹生湾内より取水

し、外海へ放水して澄ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　嵐
　な澄，PR館は、丹生大橋の手醗、県道沿いに設置して澄りまして、昭和42年U月開設

以来、本年2月末までに約56万皇000人を記録しております。

　一方、高浜発電所の建設地点は、高浜町の中心から西北約5Km、若狭湾に突きでた音海半

島の根元、内浦港の東側にあり，附近の人口分布は全般的に稀薄ですが、この半島は大部分が

山地であるため，敷地面積は、埋立部を含めてi約250万㎡（約75万坪）であります。

　敷地内への進入は、国道27号線から分岐し、音海部落に通ずる県道を利用します。

　発電所構内敷地レベルはEL＋40mで、原1子炉は、地盤の良好な北側の山腹を掘削して

EL±0期に設置し、その南側に隣接してタービス室を配置して論り、特高開閉所は、タービ

ン室と対向配置にして、EL＋喋5職に設置されます。復水器冷却水は、若狭湾よ．り用水路

（オープン。チャネル）で、タービン室横に設置する循環水ポンプウエルに取水し、北浦湾へ

放水して於ります。

（主要設備）

　原子炉熱出力は、美浜1号機1，051MWも、2号機1，456MW亡、高浜1号機2，440

MWもで、燃料は2．8％～2．9％の低濃縮ウランを使用し、初装荷量は，

　美浜哩号機、約4eトン、2号機約48トンし高浜1号機、約71トンで、燃料棒の長さは

美浜1号機の10フィート（3斑）に対し、2号機および高浜謡号機はで2フィート（566

m）となって澄り，アセンブリー数は、美浜1、2号機が121本、高浜庵号心力覇57本と

なって留ります。

　原子炉制御棒にはいずれも磁気ジャック駆動のロッドクラスタ方式を採用して於り、制御材

として美浜窪、2号機は、銀一インジウムーカドミウム、高浜1号機は、ボロン。カーバイド

をステンレス鋼管で被覆したものを用いて点ります。

　原子炉容器、蒸気発生器等一次系主要機器の設計圧力、温度はいずれも175陶／㎡9、

545℃　（運転圧；カ、温慶は、虐57Kg／㎡g、308℃）であります。窪次冷却回路は美浜

窪・2号機が2、回路滴浜愕機が5回路で諭却材ギンプは・従来のキ・ンドモータ列

プと異り，いずれも，軸封水注入による漏洩制御方式を採用しており、美浜窪号機、高浜霊威

機が逃て論ず鎚私熱2号灘たて翻流聯ンプ瞳つ笹臆す・

　蒸気発生器、加圧器，一次冷却材ポンプ等のいわゆる火力発電所のボイラ部分に相当する原
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子力蒸気発生設備の主要部分は・鋼製の格納容器内の納められて論りまして・美浜1号機は・

内径35m・高さ67鵜・2号機が・内帯5an・高さ68m・高浜灌号機が・的径58m・

高さ80mとなっております。

　その他、原子力発電所では、原子炉の運転於よび安全を保持するための設備として、化学

体積制御設備・安全注入設備・廃棄物処理設備等・火力発電所に無い諸設備が多くあります。

　また、原子力発電所の計測制御回路．安全保護回路は、フェイル。セイフ、多重性、独立性

を基本的な考え：方として澄りまずが，その他、予備電源にっきましても、ジーゼル発電機を2

台設置し1袋た所内変圧器，起動変圧器とは、別系統のア7KV送電線から予備変圧器を介し

て、予備電源を確保するなど、多重性、独立性が、大きな特色であります。

　蒸気タービンは、いずれも串形再熱再生式を採用して冠り、美浜歪号機は．・2車室，低圧排

気翼長さ44インチ、2与機は、’5：車室、40インチ、高浜1号機は、4車室，40インチで

タービン入口蒸気は圧力約55Kg／0㎡g，温度約270℃の飽和蒸気であり，最近の亜臨界圧

力火力に比べて圧力で約％、温度で約％と蒸気条件は良くありません。従って、高圧と低圧の

間に、湿分分離予熱器を設置して，蒸気条件の改善を行って細りますが，熱効率は低く，プラ

ント効率は55％前後であります。

　このため蒸気流量は、美浜1号機（54万KW）で約1，960トン／時、同容量火力の約

1．8倍，容積で約き倍となるため回転数は窪，800回転／分で、非常に大形となり、回転体重

量は、火力の約2倍になって論ります。

建設コニ事の状況

美浜冠号機は原子炉設備をウエスチング・ハウス社、タービン発電機設備を三i菱グループ供

給、土木建築工事は、関西電力施工として．昭和4鷹年12月に着工以来、本年2月末まで、

δ年5ケ月を経過し、この闇エ事は、ほ冥予定ど論り進みまして．すでに，取放水口，放水路．

格納容器、原子炉補機室、タービン室、特高開閉所などの土木建築工事は完了して細り一まず。

また、原子炉容器，蒸気発生器、一次冷却機ポンプ、タービン発電機、変圧器等の主要機器の

据付も完了し、本年2月末には、主冷却機系統のコールド・ハイドロテストを終了して澄りま

す。

　本年、2月末現在の総合工事進捗率は、約94％となって解ります。

　格納容器内の主要機器は、重量約240トンの原子炉容器は昨年5月中旬、現地物揚岸壁に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
て水切りを行い、6月中旬、コロ引きで仮搬入口から．格納容器内へ搬入し、引き続いて、ポ

ーラクレーンガーダを補強した仮吊り揚装置によって所定位置へのつり込みを実施しまして7
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月上旬据付調整を終りました。重量．約255トンの蒸気発生器憩同様の方法で8月上旬据付

調整を完了しました。

　加圧器、一次冷却材ポンプ等も既に据付を終り、昨年42月には、格納容器の仮搬入口の封

鎖を行いました。

　タービン発電機設備一昨年1月据付開始以来工事は順調に進み、本年｛月には、最終晶晶で

ある5次オイルブラッシングを終了しましたり

　特高開閉所関係は既に機器据付を完了し、昨年7月末には、275KV超高圧の受電を行い、

主要変圧器の据付屯9，月下旬に完了しました。そのほか、ジーゼル発電機aoooKW×2台

蒸気、給水管、電力および制御ケーブル等、2次系機器の据付は昨年末でほ薗終了し、本年て

月には、給水管、主管気管の化学出品を終了しました、，

　今後、一次系補助配管、一次系ケーブル（亘長約3z5万瓢）の据付完了を待って機能試験

を行い、引き続いて燃料装荷、試運転を行うことになります。

　な澄．美浜｛号機購入契約によりウ社が供給する初装荷燃料121個口ン：フリー（予備燃料

2本を含む）と、三菱原子力工業供給の2アセンブリー合計12ろアセンブリは既に現地に到

着し．仮貯蔵庫へ記入して上り糊す。

　美浜2号機は、原子炉設備、タービン発電機設備と電に、三菱グループ供給として昭和45

年5月着工以来、本年2月末まで1年10ケ月を経過し、現地工事は順調に進んでおり．昨年

毎月より開始した格納容器組立は終り、昨年10月には耐圧漏洩試験を無事終了しました。引

き続き仮搬入口の切吹き、ドームサポートの撤去を経て、現；在、格納容器、内、外部コンクリ

ート打設工事を実施中であります。タービン室の鉄骨建方は昨年10月末に完了し、現在ター

ぐン台等コンクリート打設を実施中であります。

　原子力ボイラ補機室は、既に，基礎エ事は終り、昨年6月より，上部コンクリートコ＝事を実施

忌中であります。

　今後、これらの建築工事の進捗を待って、本年4月には、ボイラ補晶晶への機器搬入開始、

税気器ボールアップ、7月にはタービン発電機据付開始の予定であります。

　本年2月末現在の総合旧事進捗率は、約57％となって澄ります。

　高浜窪号機は、美浜1号機と同様、原子炉設備をワェスチング・ハウス社．タービン発電機

設備を三菱グループ供給、土木建築コニ事は、関西電力施工とし、昨年8月以来土地造成工事を

鋭意進めており、本年2月末現在、設計切取：量166万㎡のうち約92万㎡（55％）を完了

し工事は順調に進んで慶ります。
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　昨年42月歪2日、安全審査に合格し、12月15日高浜原子力発電所建設事務所を開設し

ました。

　困道27号線から分岐して、半島の先端にある音海部落へ通じる県道、約ア塩は、カー：ブ

が多く、かっ巾員も狭いので、これを巾員7mに改修する工事を建設用機材輸送に聞に合わす

べく，現在、福井県の手により本年末、竣工予定で鋭意進められて詮ります。

　原子力発電所の場合、原子炉格納容器の基礎エ事ならびに、その現地組立に可成りの期間を

必要とし、その上、格納容器の耐圧漏洩試験終了後に、内部コンフリート工事を施工、続いて

内部の機器を据付けると云うステップをとるため、火力発電所の場合に比して、工期が長くな

って鉛ります。例えば、美浜1・号機の場合、建設工期は46ケ月と，火力より1年数ケ月長く

かかって澄ります。

　運転準備につきましては、原子力発電所の運転、保守要員の教育訓練のため、技術者をそれ

ぞれ6名宛2グループに分けて，約11ケ月間、米国WH社へ派遣しましたが、現在，彼等が

中心と左って，現地に訟いて運転要鋼等、規程類の作成、発電所要員の教育、試運転の準備を

進めて澄ります。また，本店、原子力部に於いては．保安規程、放射線管理職則等を作成中で、

着々運転準備を進めて論ります。

所　晃

　原子力発電所（特に美浜1号機）の建設＝L事を通じて、経験いたしました従来の火力と異る

慮ならびに建設工事中和に留意しなければならない事項にっきまして若干ご紹介いたします。

《地点調査》

　原子炉等の規制に撮する法律により工事着手以前に政府の安全審査に合格することが必要で

すが、建設地点の地形、地質．気象、海域地震’，ヒ水理、社会環境、自然放射能等の諸資料の準

備を含めますと、稲当期聞が必要でありま、す。特に、建設地点が、国立あるいは国定公園内に

位置する場合には、自然公園法との関連事項を解決して導くこと竜必要であります。

　地質調査にっきましては，美浜1号機の場合、61ケ所、延2，300mのボーリング調査、

遊びにEL←｝20搬に約2m四方の試掘横坑延180㎜を掘削して、岩盤を調査しました。

（（参考））

　　原子炉設置許可申請から認可までの期間：
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《窟庁申請に必要な資料》〉

　米国と日本とでは、技術基準の内容が若干異っている屯のがあるため、輸入晶に関連じた溶

接認可申請並びにエ事計画認可申請等の官庁提出諸資料を所要期日までに十分な内容で入手す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
るには、相当な． w力を必要とし、中には入手することが困難なものがありました。原子力は、

揺鑑期にあるため、規格、基準等につきましては．種々研究．検討しながら、莚設を進あ滋は

なら宏い点が多くあり．二等の整備が、今後の緊急且っ重要な晶晶であると思います。

《品質管理と溶接》

　原子炉系の諸設備は安全性の確保と運醐後のトラブルに対する保修の函難性から1材料手配

を含んで製作，保管，据付中の品質管理を撤底する必要があります。特た、ステンレスの溶接

が多いため、優秀な溶接技術者の質と量：の確保が必須の条件であります。

（（参考』））・

　美浜1号機の場合：

　　　1次系配管の現地溶接個所：約2aoOGケ所

　　　格納容器現地溶接線き約「乙660面

　　　溶接工の数（最大　1目当り）＝45入、延て5，500入（45．2／E）

　　　配管工の数（　　〃　　　）　：408入，延54，800入（　ク　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1次系配管だけ

《耐震設計と放射能しゃへい》

　しゃへい壁は非常に厚く．↑．5m～2mにも達し、耐震上、鉄筋は太く．量も＝多ぐな．と）てお

ります。また、火力と比較しました場合、2次系はほ図同じと考えられ袋すが、1次系につい

ては、附属設備の数が多く且つ複雑ですから、それらの品蜜管理が重要でございます。その上、

ボイラ補蒸室等、建物の床、壁を貫通する配管、配線や、機器のサボ＝下類は、コンクリート

打設以前に．詳細設計をt雪血elyに完了して急くように，機械設計二と莚塾設計の調整が必要で

あります。

　このように、機械蔀内と建築郵跨を総合したac6vityが多岐に亘り，士程管三三大変難か

しく，計算機を使用した：CPM方式を採用しましたが，十分な効果を発揮するに至りませんで

した。品質管理と十分協調のとれた工程管理を熔か庭効果的にやるかが，今後の重要な課題で

あります。

　以上で、私の話は終りですが、あと若干癖蘭’をらた☆送まして、建設工蜜ゐスライドをご覧

願いたいと思います。　（スライドにより説明）
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発電所の概要

1美浜，号機 美浜2号機　1　　高浜1号機

建　設　地　点 福井県三方郡美浜町丹生 福井県大飯郡高浜町田ノ浦

炉　　形　　式 軽zk減速冷却加圧水型 同　　　左

発電端電気出力 5　40MW 50　0MW 826鍛W
契約先　原子炉設備　　　　　　■ 米国W．H．社 三菱原子力工業㈱ 米国W．H：，社

T－G設備 三菱原子力工業㈱ 同　上 三菱重工業㈱

建　　設　　費 500億円 560億円 660億円

工　　　　　期 41．霊2～45．10 455～4Z6 44．12～498
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仕　様　概　要

機器名称 …　　項
目　1　　1

1　　号　　機
　　　　　　　　1
Q　　号　　機 5　　号　　機

重出奏i
　
　
i
M
W
l
　
　
I

加圧zk型軽水炉

P，0　3　1

同左

P，4　5　6

同左

Q，4　4　0

燃　　　料 ｝低濃縮こ二酸化ウラン
同左 同左

ζ

原子炉 l
i

初装荷2．9％，約40 初装荷2．9％．約48 初装荷28％約71

トン トン トン

制御方式 制御棒および化学制御 同左 同奉

台　　　数 台 窪 同左 同左

回　路　数 2 同左
　　　　　　　騨甲脚，｝
T

蒸気発生量 七／h 1，0　1　5×2 1，5　0　0×　2 1，6　0　0×　5　　　‘｛

一次回路 圧力．平均 157K憂／徳308℃ 関左・ 歪57』K朔504℃
温度

蒸気発生器2台． 同左 平気発生器5台

圭要機器 冷却材ポンプ2台、 冷却材ポンプ3台

加圧器1台 加圧器1台

形　　　式 円筒形アニユラスシー 同地 同左

格納容器 ルド付

寸　　　法 通 内径554、全高655 内径554、全高6z9 内径5a4、全高8α9

台　　　数 台 1 国警 同左

形　　　式 横茅野形2車室再熱再 横置串形5車室再三 三三串形4車室再

生式 再生式 熱学：生式

出　　　力 MW 5　4　0 5　0　0 8　26

汽　　機 回　転　数 rpm ～，8　0　0 同左 同罪

蒸気条件 55K〆0威270℃ 545K露269℃ 51．5K〆砿266℃

台　　　数 台 霊 同左 同左

形　　　式 5相図転回磁形（水 同左 1司左

素冷却）

定格容量 瓢VA 4　0　0 5　6　0 9　20

発電機 力　　　率 ％ 8　5 g　o 9　0

周　波　数 Hz 6　0 同左 同左

台　　　数 台 歪 同塵 同左
」

容　　　量 MVA 57　0 5　2　5 86　e

主変圧器 電　　　圧 Kv 鷹次1ア、2次275 同左
歌22．2次2751

台　　　数 台 1　　　　　　　　　　1日豊左． 同十
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　　　　　　皿　軽水型原子力発電所の運転と建設状況

　　　　　　　　　　　　　　　　島根原子力発電駈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国電力株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役、阿部弥之助

只今，ご紹介に預かりました中国電力の阿部でございます○

　この原子力産業会議の大会に海きまして，中国電力の島根原子力発電所の建設概要について

ご説明を申しあげ震す機会を得叢したことは，査ことに光栄に存じている次第でございます○

私は島根発電所の建設の経緯，発電所の位置の選定の問題，機器選定の経緯，工事の工程．

工事の現状，発電所の特徴ならびに，これに要する核燃料の購入計画につきまして疑しあげて

参たいと思います0

　1，建設の経緯

　　中国電力が第1号の原子力発電所を，この地点に選ぶにつき蜜しては，当時の国内事情

　から考えまして，問題が比較的少なく，言うなれば，円満に関係各方面のご了解を得られ

　るような地点を第一に選ぶことにしたわけでございます。即ち，県当局は勿論のこと関係

　の地元市町村，或いは郡部の方々に原子力発電所の建設につきまして十分なご理解のある

　地点、こういう地点を選定することにいたした訳でござい蜜す。

　　このような条件から：考えまして，立地基準等の技術的問題は勿論でございますが∴それ

．《鰍総て地理嚇条件冠会環境的な鮒舗踵点と離して・蠣の無血熔た

　　したわけでござい愛す0

　2．発電所の位置

　　この発電所の位置でございますが，この第1図に示すように，ここ島根県の島根半島の

　　日本海側でございます。この湾を輪谷湾と申しますし，この右側の湾を宇中湾と申して澄

　　り瞑す○その右側が語句の部落でございます。この輪谷湾の付近は，この山脈をはさみま

　　して，ここは無入地蕾でございます。発電所の設備は，この輪谷湾内に設置することがで

　　きますが，いささか面積も狭うございますので工事用の機材。設備といたしまして，隣り

　の暗中湾を一部埋立てまして，奪万坪の用地をつくり，この間をトンネルで連絡いたすこ

　　とにいたし蜜した○ここでは，主とじてコンクリート製造の設備をいたしたわけでござい

　ます。用地造成中は，ブロック或いはテトラポットの製作場とし，将来，発電設備建設に

　なりますと．ここで噺要のコンクリートを作り，且つ運ぶことにいたしたわけでございま

　す。、
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　　この発聯地点は鴻根鴇鯛央難輝て就て1訟塗ρ脚ミ幽され窃ます

　ため工事用道路としまして，この山脈を二つの燧璋で貫く：方式を採用したわげでござい叢

　すQ

　　　第2図は，宇中湾の仮設備工事場でございます。建設業者の事務所，或いは，この付

近が工事用の水源池等が。ここに示されて回りま寸。これが仮設備に対する私共の設備で

　ございます0

5　機器選定の経緯

　　次に機器選定の経緯でございをす○

　　巳本の原子力発電所は・東辮発電所のガ．ス炉を始めといたしまして・その後にでき蚕し

た8WRの発電所といたしましては，ご案内のように日本原子力発電会社の敦賀発電所な

　らびに東京電力株式会社の福島発電所等がございます。これらはいずれも主契約者といた

　しまして，メーーカーでございます米国のGE社を澄選びになったわけでございます。

そして，その設計に基づきまして．日本に澄きましては、このGE社と特別な関係を持つ

　て誇られる東京芝浦電機㈱ならびに㈱日立製作所に溌きまして．橡器の製作，据え付け，

更には，試運転その他の業務を分担されて澄り該す。しかも，このこ両社は，それぞれ反

対の部分を分拠れて欧切で『ざいます・残ぱ諌社に越糺て・プレ・シャー

べ・セル莇を描締『れ．電と・B茸はや配湯の他をご担当に効・他の発漸

に纏ま界概や反対を紳確なつで鴨やうことによ鰭して激賀購所・

ならびに福島発電所ができますと。この両者共に原子力発電所の全プクントを経験される

　ことになります。こういうご配慮が先行のこ両社に澄いて，とり行なわれましたことは，

将来の原子力発電所を国産化するために非常な便利と利益を訟与え下さったことであると

思磁して課く敬意を表する次第でございまオ9ζρよう鰍会情勢を察し鮎て・当

社が国産化の道を歩みますために・日立製作所ζ協同研究に入ったのでございます○当社

　と今から5年前の42年5月に協同研究の契約を結んで，爾来今日まで機械の設計，計画

或嘩騨そ鱒醐惣つ諏して・双方力｝ら傾それ必要嶺料の撒デ・スヵ・

シ・ン弛齢て・今日の仕様を決めた拶でござ瞭す・

　　硬しながら丁携えてみ紗と・嘩イヒ．と郷助擁保すると助ことが・我魂

、気騨者とし璽・蝉に大事軸ρで、ζざ殖すρで・できるこ構ら私共醗軍所が

軌前に昧に紳姻じようなもρで＋分な灘のあるも唖減したい・こρよう

に考えて参ったわけでございます。具体的には，福島の1号炉を副票に，諸般の計画を進
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めて参ったわけでございます○しかし，4号炉と申し蜜しても，その後に変更にな1うまし

た安全設備等は，額設計を採用することにいたしたわけでござい蚕す。

　第5図は6発電所の建設完成予想図でございます。

　　この付近が，これがプレッシャーベッセル。これがタービン，「ここが屋外開閉所．これ

が管理事務所，ここが純水製造装置ピこの付近の倉庫が廃棄物の貯蔵所，或いは、その他

の設備でござい回す○送電線は22方ボルトで当社の松江変電所に送る予定でして，この

ルートを通って訟ります。更に，予備電力といたしましては．6万6千ボルトを．このル

ートによりまして，発電所に導いて論り驚す。これは松江変電所に論「きまして，先程送り

ました22万と6万側とは，インターコンネクトいたして論りますが，ことに，この6万

1側の母線には，当社の島根県付近に澄き玄す水力発電所がこの系統に入って誇りますため

に，予備電源としては，・確実な電源ということができ・ると思うわけでございます0

4　工事の工程についで㌧　”1　　』、∴▽：

　次に工事の工程でございますが．この工事は，仮準備工事，建設準備主事と本工事と二

つに分けたわけでござい蜜す。準備工事と申し蜜すのは，土地の造成でござい蜜す。海岸

の埋立，或いは，発電所の敷地造成というものが準備工事でございまして，本工事とは，

　これに引き続くものでございます。

　幸いにして、関係各方面のご指導によりまして，との工事がすんだ時点で直ちに本工事

に二手できるような時間的なつなぎを持づことができます○

　工事全工程を通じまして，支障壕ぐ建設工事が進めるようにできましたことは，誠に有

難いことだと感謝いたして澄ります。　　　　　　　　　　　　　ド

　勿論，準備工事中には各種の事前調査もあわせ行ないまして，それにより安全審査なら

びに設計に必要な資料を得たごとは勿論でございます0

5一工事の現状

　次に工事の現状でございます○第4図は発電所建設現地の現状でございます○第望図に

見られる中央の出張りを約1窪0万が切取り蜜して．前面の海面約6万平方米を埋立てま

　して，総面積約10万平：回米，即ち5万坪を得たわけでございます。こ～二に第壌号機の他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
に第2号機を設備し得る用地といたして訟ります。港湾施設，防波堤めため。右側の海岸

　を約10万立：二二切取りまして，ここに喋万5千平方米，即ち5千坪程度の敷地を作った

訳でございまナ。

　用地の有効利用と掘潮量の削減をはかりますために，　Turbi鷺e勲oorとユ｛eactor
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　群oor　とは段違いとして，　Turbi鷺e　FIoor　は約8．5メートル，　Reactor　F塁。助

　は約16．5　メートルといたした訳でござい玄す。

　　第5図の壌（スライド省略）は昭和ム’セ年4月，1即ち準備工事を始めた当時手をかける

前の現状でござい弄す0

　　2番目（スライ’ド省略）ば吟日現在の状況でござい壊す○

　　ご覧のように。この稜線もすでに切り取られて論ります。　Reaeもor　8ufl　の

　逸eactorの基礎の掘削も大部進めて填りますO海岸工事もご覧のように大部出来上って

参って論り帰す。

　　本工事に着手いたしましたのは。45年2月U日で，目下Reactor　B頃Mingの

基礎の掘削をいたしております◎この付近の防波堤1排水口工事薯も併せ行なって寿舞

す。冷却水の敢永は。免この輪谷湾の深層取水を“たしますため1どうしても工事の都合上，

発電所の護岸を作あときに，その部分だけはや亭先行させセいただいた訳でどざ熔ます。

6．本発電所地点の特徴

　　本発電所の特徴について申しあげまナと1安全上。この地点については，二。三の特徴

　がござい慶す。

　　まず第一に，社会環境でございますが，先程申しあげ1ましたように，付近の人口は極め

　て少なく，発電所用地の確保は比較的容易でございました。最も近い部落は，」矢部落で

その外はすべて1
S’

C300　メート♪レ以上離れて診ります6：：’

　二番員に地質でございますが，地質は頁岩と凝灰岩と）互層・で，原子炉建物め基礎岩盤と

　いたし暫して，堅硬で十分な地耐力を持っていると碧える’もので’ござい壊す6

　地震でござい咳すが，過去の地震歴からいたし遇しそも1』，全国的に見て地震活動性の低

い地域の一つでございまナおほとんど震害の経験寮とぎらません。

　　気象については旧本海特有でこぎ幽してゼ瀞穏状態は非常に少なくド安全」、、拡散

上極めて有利な地点といえる訳でござい蜜す。

　　以上考え震して，この発電所は比較的立地条件としては葱ま乳七いると，私は考えて齢

　りますo

Z　核燃料の取得計画の現状

　最後に核燃料の取得の状況でご．ざいます。

　私共は，発電所の運転k必要といたします核燃料は∴カナダめデニソン社から天然ウラ

　　ンの長期契約として約800トン及び，リオ。アルゴム社から約「き06トシ，それだけ
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　　を長期契約として．長期に納入していただくことにいたして澄りますが，第1園の初装荷

　　燃料の時点には，まだこの二つの長期契約分の入荷分だけでは，少し足り寮せんので，初

　　装荷燃料として約100トンを別途，スポットとして購入いたしまして，長期契約分と．

　　このスポット分を合せ蓬して，初装荷燃料約400トンを得ることにいたして澄る訳でご

　　ざいます◎

　　　これら，濃縮6弗化ウランへの転換は，アメリカのアライド。ケミカル社に澄願いいた

　　すつもりで，目下交渉を致しており蓬すし，以後の濃縮につきましては，アメリカ原子力

　委員会に澄願い申しあげるつもりで，近ぐその交渉のためにアメリカへ参る予定に致して

　　語ります。

　　その後の問題につきましては。現在の処，日本におきまして燃料棒の加工はいたすつも

　　りでございます。

　以上概要を申しあげましたが．もう一度申しあげ蓬すと，この発電所は総出力が46万鑑W

でございまして，B碑Rの1，580瓢Wサーマルの設備をいたす訳でございます。送電線は

22万ボルトで送り出すことにして知ります。

以上，極めて簡単でござい蚕すけれども，島根原子力発電所の現況でございますが，将来の

これを：考えて見ますと．私共は現在敦賀発電所gご縮…1験ならびに美浜，福島発電所等の現在の

工程の進行状態等を勘案いたし裏して，それを参考にさせていただき全体の工程を考えて誇り

ますが，この工程によりますと，先ず予定通りの計画を予定通りの期間に竣工させることが繊

来るということを，目標に，かつ。自信を持って仕事を進めている訳でございます。

　ご静聴を感謝いたし寮す。
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島根原子力発電所第1号機仕様概要

機器名称｝ 　　　　毫
?　　目

i単位｝ 仕　　　　　　様 1　備　考

位　　副 島根県八東郡鹿島町 セ用地面割 7ガ 組叫。。。　　　　i
発電所 ｝

工　　　　期

噤@　設　　費 億円

45．2～49．6ノ

E350

i1初装荷燃料費含まず

形　　　　式 、軽水滅速軽水冷却沸とう水形
隔¶`

熱　　出　　力 熈

　　　　　　　　　　　　　　　i↑・580’00G　　　　　　｝

発生蒸気量 Ψ／憤 2，468

運転蒸気条件 炉出口圧力70。水嚇同温度286℃
原子炉

燃　　　　料 ，低濃縮二酸化ウラン2．09％1約78T

制御　方式 制御棒論よび再循環流量による制御

台　　　　数 台 1

主　要機器 再循環ポンゾ2台

形　　　　式 圧力抑制式・

寸　　　　法 トライウエル球形部直径約18桝

円筒部直径約1暁
．

格納容器 高さ約52醒

ツフレッシ。ン・チェ必悔円環中心線直径約50規

円環断面直径約融

台　　　数 台 、，1

形　　　　式 くし形再生復水式．
．

出　　　　力 課 4651000

回　　転　　数 LPぎ進 も800
汽　　機

運転蒸気条件 主導止弁入口圧力66．8捨寸房

同　　　温度28プC

台　　　　数 台 1

形　　　　式 三相回転界磁形（水素冷却）

定格　容量 KVA 520，000　（水素圧力葵％齪）

発電機 力　　　　率 ％ go

周　　波　　数 Hz 60

台　　　　数 台 1

容　　　　量 KVA 490，00G

主変圧器 電　　　　圧 KV 1次　臓　　2次220

台　　　　数 台 4
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講　　演 2

〈原子力船の開発〉

　　議　長：　永　野　　　治　氏（東京芝浦電気専任副社長：・原子力本部長）

　　　　講演　「原子力船一むつ一の建造」

　　　　講演　「原子力第2船以降の開発」

〈アイソトープ・放射線利用〉

　　議長　篠島秀雄氏（三菱化成工業社長）

　　　　講演　「アイソトープ工業利用に鉛ける最近の進歩」

　　　　講演　「放射線化学の研究開発と企業化の進農」

　　　　講演　「字宙，海洋開発における放射線利用」

3月26日

B　会　場



　　　　　　　　　　　1　原子力第1船「むつ」の建造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本原子力船開発事業団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　佐々木　周　一一

　日本原子力船開発事業団は，原子力第1船「むつ」の建造を進める一方rむつ」の運航に備

えてその船員の養成訓練と青森県むつ市に原子力船の定言港を建設いたしております。これら

の業務の進捗状況をご説明いた：すと共に，その特長，問題点を摘出しながら，それらに対する

事業団の方針も併せてお話し申し上げたいと存じます。

1．　「むつ」の建造

　　既にご存じのとおり，事業団は，42年目月石川島播磨：重工業㈱と船体の建造契約を，

三菱原子力工業繍と原子炉の建造契約を結び，船体は東京で，原子炉は主として神戸で建造を

　進めております。

（イ1船体の建造

　　「むつ」の船体は，45年口月に起工して以来鋭意工事を進め，44年6月に進水，同

　　年8月に原子炉格納容器の搭載をいたしました。

　　　現在高殼工事およびぎ装工事をほぼ終了し，2次遮蔽工事を行なっておりますが，この

　　うち鉛及びポリエチレン関係の工事は終了し，：重コンクリートの充旗工事を行なっており

　　ます。．

　　　この寄鮒線を遮蔽する重コンクリートは，原子炉室の周囲に高さ約9メートル，厚さ約

　　1メ7トルのコンクリート壁を打設するものでその比重は，2．2から5．4にわたる8種類

　　の密度で，重：量約1・400トンに，達するものであります．

　　　これら重コンクリートの船内の打設工事は重量制限等の船の特質上から密度許容誤差を

　　極力小さくしなければならないこと及び構造の複雑な場所へ確実に打設しなければならな

　　い等，ユ此上極めて厳しい条件が要求されるわが国はじめての工事でありますので，十分

　　安全を考慮して工事開始に先立って，43年8月から施工法確認試験を実施いたしました。

　　　このようにして本年：夏事業団は，石川島播磨：重工業㈱から，船体の引渡しを受けると事

　　業団職員の手により，補助ボイラで話して「むつ」を青森県むつ市の定係港に回航いた

　　しジ、そこで原子炉の組立を始める予定であります。

　（司　原子炉の建造

　　　原子炉を構成する圧力容器，蒸気発生器，加圧器，炉心支持構造物，主冷却水ポンプ等

　幽は，材料の熱間加工を終えて製作工程に入りプ現在工程上からみまして50パーセント以
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上進捗をみております。

　これら機羅は，本誌中にrむつ」へ搭載し終り，配管，配線工事を施工しまして46年

後半にはこれら機器の機能試験を行ない47年に完成する予定であります。

　「むつ」に装荷する5．24パーセント及び4．44パーセントの濃縮慶をもつ約5トンの

二酸化ウラン騰喋脚4岬2月越響子加紳と㌍眠たしま・した．本難

は・陸源子燐聯で行なわれてい、る方法と勲胴社がウラン鉱石の調達から転勧

工，燃料集合体の製造までの一貫した作業を行ない46年7月目これを完成する予定であ

ります。引続いて陸上臨界試験を行なった後，事業団の責任において原子炉に装荷し出力

試験，海上公試；運転等を行なう準備を進めております。

　「むつ」の建造には溺畷術の沸探全性の確勲二つの柱として進めており旧

約船価の96パーセントまで国内技術によって建造しておりますが，「むつ」はわが国は

じめての国産燃料による国産動力炉と申しても過言でないと存じます。

　次に安全性の確保に十分意を用い，「むつ」は，ブルーブンの技術により建造し，アン

ノウンの事項は実験によって一つ一一つ確認いたしております。このために事業団が設立さ

湿て以来行なわれた開発研究費は，約4億円にのぼっておgます。この「環としてこれか

ら定係港で行なう原子炉組卒1千備えて原寸大の原子炉格紳容器の模型を製作し，こ粋によ

って各機器の搭載順序，配置等を検討する実験も既にすませております。

　また、「むつ」は安全上の見地から，旧離なみの構造，設備をもたせるとともに，二二重三

重の安全装章をつ財τおρます。原子炉は高張力鯛で作った軍量約ラooトンの格靹容器

に収め浸の醐は・船燭突・煎酒して三品区画う粉に防騨てあります・

ζのための麟構樋量は・450トンで・先に申しました；次遮蔽体は鉛・ポリエチレン

まで含めて重量約2・000トンでありこれ争を加えますと「むつ」の軽荷揚水量約8・000

トンの55パーセントに達しております。またいかなる状態においても原子炉の安全を確

保するため・血忌の確保には特に意を用レ・斥のため本船の発電容量は・4・．100K鴨

でこの容量は，電線の長さと共に在来船の約4倍になっております。

　このように安全性を重視して設計した「むつ」は，同型の在来船に比べて建造費は約4

倍も高く，載貨：重量は逆に五分の一に二っております。

　このような結果になりましたのは「むつ」が実験船として設計されていることも，その

大き標因で靭ます・「むつ」は澱も実験し易劇論轡翻しており謂来・

実験員20名を収容して実験航海を行なう予定であります。
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　　既に事業団では，その実験項目，方法等について検討を始めております。rむつ」は，

　　きわめて小型小馬力の原子力船ではございますが，この実験航海で行ないます実験は，将

　来の高遠，大馬力の原子力船に役立つものを考えております。

　　以上「むつ」の建造について述べ℃まいりましたが，此に特に牢述べたい事があります。

　先に途べましたように’「むつ」は，船炉分離ゐ方式，すなわち船体と機関とが別々に製造

　装置せられる：方法で進めておりますため，船体部および原子炉部ゐ工事をパラレルに行な

　　うことができません。どうしてもシリースに行なうことになりますが，これが建造期間の

　短縮に非常にネックとなっていると痛感いたしております。将来原子力船を実用化します

　には是非ともこの点を改善しなければならないと：考えてお・ります。

2・定係港の建設

　原子力船の運航に伴ない必要になる放射性廃棄物の陸揚げと処理，核燃料め交換と貯蔵等

を行なうと共に，「むつ」の原子炉ぎ装等行なうために青森集むつ市に定係港を二二》∵たし

ております。　’　　　　　愚

　　このため事業団は，約8万平方メート〉レの敷地を入手して，当初はこの内約5万5・000平

方メートルに諸設備を建設することとしております。

　定係留の主な施設は，長さ約175メートルの岸壁，約75トンの昂上げ能力をもつ岸壁ク

　レーγ，燃料交換設備，廃棄物貯蔵設備，放射線管理設備，動力設備，およびこれらの設備

を収容する建屋等からなっています。

　先に述べましたとおり，「むつ」は原子炉ぎ装工事，機器の試験，原子燃料の装荷等の業

務を定係港で行なうこととしました。

　　したがって定係港の施設は，木年夏から始まる原子炉ぎ装に必要な設備をまず完成し，そ

の他の設備は，羊むつ」の運航に備え46年末までに完成する予定で：あります。

　定義港の施設も原子力船と同様安全を第一として，設計建設しておりますがジとれら施設

の建設に付随して定係港の前面海域約で5万平方メートルを水深8メートルに竣藻し，「む

つ」の入出港の安全を期しております。次に42年擁1月に行なわれた「むつ」の安全審査

　の結果，「むつ」の港内停泊時は，事故発生後6時間以物に船を遠隔錨地に移動できるよう

引船等の用意が必要とされておりし ﾜすことのため，通常状態でfむつ」を約4ノットで曳航

できる総トン二二望50トン，1・000馬力の主機関をもつ引船を建造いたしております。

　　また「むつ」に核燃料を装荷する前から，定係港周辺の自然放三線の状態を調査するため，

　44年から空間放射線測定装置および水中放射線測定装置を設置し測定を始めておりますが
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今後は・これら装置を増設して観測を行なってゆく予定であります・

3．。・船員の養成訓練

　　「むつ」の乗組員は総数56名で・船長絡，甲板部蕎名・機関部鯵各保健物理班

　6名うち5名は兼務，無線部5名，事務部マ2名，医務部2名で構成されています。

　　ζれら乗組員は，在来船について深い経験と資格をもつ上に，舶用炉の運転や，放射線防

護に対する基本的知識と技術の習得が必要であります。しかしわが国船員のレベルが諸外国

　に比べて高いことを考慮し，特に原子力舩の船員訓練に専門コースを設けないで次の基本：方

針により養成訓練を行なっています。

ω　基礎知識の習得には，主として陸上原子炉を目標に組まれた国内の既存課程を利用する。

②建造工事期間中に現場に立会い・基礎知識の実務への適用をはかる・、：、．

㈲　外国の原子力麟をできる限り利用する。

（4）　プラントシミュレータにより運転訓練を行なう。

　　この方針に基づいて42年慶からrむつ」の船員予定者を逐次採用し，現在20名の船員

　予定者に養成訓練を行な？ています。養成訓練の総まとめとして考えているブラントシミユ

　レータは「むつ」の原子炉系，推進系の重要事象を模擬する装置で，経費1億2・ooo万円

　をかけて，46年までに転意港に殺面する予定であります。

　　「むつ」によや船員の養成訓練およびこれら乗組員による「むつ」の運航実績は，将来の

　原子力船時代の船員養成訓練に大きい役割をもつものと考えます。

4．お　わ　り・

　　現在の世界海運界の情勢を見ますと，経済の急速な進展に従って船腹拡充の要請が増大し

　ており・特に船舶の高速化・巨大化6）傾向は・日々に顕睾なものがあります。このような大

　馬力を必要とする船舶として，近い将来原子力船が大巾に使われる時期が必ず来るものと確

信して薫ります。特にわが国の如く燃料の．9割以上を輸入に頼る場合原子力船の重要度は増

　すものと考えます。

　　原子力第搬「むつ」の開発は・この原子力船時代に備えて計画されたものであり・その

建造，運航の経験を積重ねて，将来の実用化への布石として役立たせなければ塗りません。

　今後の工事は，その進捗につれて，より高度の技術を必要とするものでありますカ㍉事業団

　は，各関係業界と協力し，この目的達成のため工事を進めて参る所存であります。

　　今後とも一層のこ山面とこ鞭捲をお願いいたします。
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　　　　　　　　　　　　　皿　原子力第2船以降の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本郵船株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　長　　有　吉　義　弥

　今更私から申し上げます迄もなく，原子力推進機関は，軍艦に於ては，実用の時代に入って

居りまして，特に米国に於ては，航空母艦，潜水艦，駆逐艦等に，既に数十隻に上って居りま

す。

　そのメリットの第一は，航続力の長い事，言わば無限とも考えられる距離を燃料補給なしに

航海出来るという事は，海軍艦艇に取って，格験の利点であります。

　特に潜水艦の場合の如きディーゼル，電気モ滋ターの並置を必要とせず，駆逐艦の場合，従

来の機関では過大な消費量のために，主力艦随伴の行動範囲が非常に制限されて旛りました。

　これ等のデメリツツが，原子力推進機関の採用によって殆んど癬消されたという状態であり

ます。

　航空母艦のような大型艦に於ても，その膨大な燃料消費と，燃料庫に要する容積重量を他の

兵装及び弾薬等に転用し得て，戦斗力を増大した事は莫大なものがあります。

　然しこれを商船に利用した場合，果して海軍艦艇同様のメリツ・トを発揮出来るかどうかとい

う事は，私共の間に常に論議されて居ります点で遺憾乍ら今臼迄のところ，現在の形式の，原

子力推進機関では，否定的な結論となって居るのであります。

　将来の船舶推進が原子力に移行するであろうという事実を予見しないものはないと思うので

ありますが現時点に於て可能性として研究の毅階に相成って居りませんでした。

　軍用以外の船舶に原子力準進機関が採用されました実例を挙げますと

　　ig62年竣工：の米国の商船　サバンナ号

　　望952年竣工のソ連砕氷船　レーニン号

　　1968年竣工の西独の鉱石専用船　オツト・ハーン号

を数える事が出来，我国に歴て「むつ」を建造中であります。

　然し，レーニン号は北極海域に於て行動する砕氷船で同：方面での燃料補給が極めて困難であ㌧

ります為，特殊の事惰から原子力機関が採用されたものであります。

　又，サバンナ号は米国に於て原子力の平和利用を誇示するために建造された言わばショー・

ピースであります．未だ商船としての有効な運航に従事したという報告はございません。

　西独のオツト・ハーン号だけは鉱石専用船として商業航海に就航した実績を持って屠ります

が，依然3経済性を二義的に見て将来の実用化に備えての実験船という色彩が強いように思わ
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れます。

　一一言で申しますと商業的採算に基いて建造された原子力船は一隻もないという事であります。

　軍艦に於て実用過程に入っている原子力推進機関が商船の場合，採用出来ないというのは如

触．る聯によるも回しようか・，

第一に軍艦に於て鰍の刈ハで嫡航続距離という事は滴船1；於て1ま現実に重要高

湿ではないことです。商船の使命は港から港へ貨物を積み揚げしつつ稼ぐことでありますから，

潜水艦のタうに潜水したま＼で地球を二廻りもすやというような性能は必要ではない。

　駆逐艦のように高速力で何時までも主力艦隊に陣伴出来るというよラな特性にも魅力がない。

第二噸魚偏に対す酪国蘇の騨1域る場二言翫た敏離があり源子力船碗

病癖に肺で醐入出来る論う自由が保証さ叔励ません・

特嘩甲は唯㎞の騨糠国とし乱射能に煙アレノヒギ騰鱒？と訪れる程で・この不

必要なまでに高い不安感を徐々に払拭した上でないと，原子力諮の自由な航行が確保されたと

書ネ魁’・，　　　　　　，

　第三に日本国国内のみ塗らず，原子力船の不澗の軍政により第5者に損害を与えた場合の損

害賠償の責任限度に伽刃国際的に取極めが輝確概して駒ません・

従って・これに桝礁痛いう事は・全く未知の状態にあり涙に尉力船激射三三

による海上汚染という事態が起つた場合・タンカーの抽濁汚染の二合に数倍す．ゑ娯害賠償の提

起も予測される訳で，在来船との安全度の相違について，より合理的な評価を行わない限りそ

のリスクについて商業的な見積りがっかない事です。

　第四に原子炉の：重量であります。遠い将来に於て原子燃料か．ら仰等か別途の：方法でエネルギ

ーを抽出するというような発明のされない限り，現在のところでは原子炉に原子燃料からの熱

で液体溶媒を加熱するその熱量を水に移して蒸気としそれで専らタービγ等の熱機関を運転す

るという事になっています。

　言わば原子炉はボイラーの一種に過ぎない。その上に普通φボイラーと違って重い又，頑丈

な鞭を鞍とする・従？噺擁ミ料の少し’ために飾一編筈の容一三をこね二勘紅

メリ三島らない・一鞭が湿し秘量楓・なるか・撫が鰍されるか・一段の進歩

を得つ藁葺ない。　ゼ

　こう見て参ります～「原子力推進機関はこ」数年間に商船に濫用される可能性は先つないもの

という判断が支配的であったのであります。　　　　　　　1

　こ＼に全く新らしい事態が起りこの問題に対する見方が急激に肇つ、て参つ牟9）であります。
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これは超高速のコンテナー船の出現であります。

’最近の海運界の顕著なこつの傾向は油槽船や鉱石その他のバルク・キャリヤーの大型化と，

定期船に於けるコンテナー化であります・

　タンカーに於きましては既に50万トン型の大型船が稼動して居りますし，鉱石専用船でも

10万トンという大型が出現して来て居ります。

　特に日本に於ける精漉，製鉄等のコンビナートの立地条件が欧米の既存の基地に優り，水深

が充分にありまナので大忌船の接岸が可能になって居りましてこれが臼本製品の対外競争力の

大きな基盤になって居りますので一層の大型化というものを我国に於ては認めない訳には行か

ない。

　引き続いての不幸な事故あために各種の批判も出て参りました様ですが，この傾向は此の上

も進んで行くものと考えられますが，そあ推進機関の面に於きましては唯今のところ左程，高

馬力を必要とせず，従って実績のあるディーゼル，タービンの馬力の範囲内で企画設計されて

居りますので問題はないと考えられて居ります。

　問題は超高速のコンテナー船の出現によって大き・く浮び上って参ったのであります。

　こ＼でコンテナー船と申しますのは純粋にコンテナー許りを輸送する所謂フル・コンテナー

船の事であります。

　フル・コン船は，今から10年議論米本土，ホノルル間に出現し成功を収めまして以来，米

国沿岸，（東西）ポート・リコ，カリブ海：方面の比較的近距離に運航されて居りましたが，4

年無冠から大西洋航路，北米東岸からヨーロジパの航艶に出て参りまして好成績を示し：更に太

平洋にも配船されて参りまして海烏界はこ＆にコンテナー時代に直面しました事は御承知の逓

りであります。

　然も極’く最近までは，大西洋に於き・ましても又，太平洋に於ても在来船の改装によるコンテ

ナー舩が犬山分でありまして，始めからコンテナー船として設計し建造されましたのは課％8

年8月竣工の箱根丸が最初であったと存じますが，その頃から相次いで純粋のコンテ1 iー船が

竣工いたして居ります。

』大西洋航路の場合，純コンテナー船より，鑓一ル・オン・ロール・オフを併用した船型で多々

様ですが，その一例を示せばムーア・マツコミック・ラインの「モールマック・ジー」型の4

隻があります。

　重量噸，1万6，58Cトンで40フィートのコンテナー40個積，ろ万馬力のGEタービ

ン単軸でボイラーはCEC　2基です。速力は21ノットで他社も大同小異の船型です。
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　外に「アトランチインク・コンテナー・ライン」と言うのは「キエーナード」　「フレンチ・

ライン」　「ホランド・アメリカ・ライン」それに自動車輸送船隊で有名なノールウエイの「ワ

レニウス」の4社で形成されたコンソーシアムでありまして，1967年8月から4隻のフル

コン瑠一ル；オン唯一・レオフ併用で就航したのですが，今年度に於硬に合計磯の追加

注文を致しましたが，その中の代表的な「アトランテイツク・クラウン」号の明細を見ますと

20’
tィートコンテナー962個積で，．重量トンは1万8，200トン，5万5，000馬力，GEタ

ービンボイラーはCEC　2基です。

　ヨー嶽ツパ／オーストラリア間の航路は1昨年からフルコンテナ化されたのですが，こちら

は，改装船はなく始めから純コンテナー船を投入して居りまして，英国OCLの「べ一」クラ

ス6隻，AC望の5隻は相次いで昨年就航，独乙船，和蘭船とヂヨィントで配船しています。

　「べ一」クラスの第壌船「エンカウンター・ペー」は2万9，000重量トン｝20フィートの

コンテナー1・500個積で5万2・000馬力のスター・ラバール・タービン単軸でボイラーはフ

ォスター・ホイーラー2基，航海速力22ノット。

　ACTの方は少し小型で重量トン5万5・600トン20フィートのコンテナー1・225個積，機

関は3万馬力のスター・ラハール・タービン1基。ボイラーはフォスター・ホィーラー2基。航

海速力は同じく22ノットです。

　こ＼いらまでの船型・馬力であるのならぽ別に問題はなかったのですカ㍉アメリカのシーラ

ンド社が突如発表した靴型高速鰍め各国有脚主が争ってコζテナ「纏速イヒ予州

馳しましたので，我鼠としても二手傍観と言う訳にも参らず，一挙に大型化高速化に踏み切らざ

るを得ない事になりました。

　シーランド社というのは今ではもう有名ですが煙：草のレイノルヅを中心にするコングロマリ

ットの一翼でありまして陸上に有力な組織網を持つトラック業を足場にコンテナー化を武器と

して海上輸送に進出して来たものです。

　船隊，機材の整備に2，600億円の資金を予定していると言われています。

又泊動化を跡とす靭ンテオ噸送｝ま米臥には打って？けのシステムで今迄野獣

業に於て他国に一欝を輸していたアメリカが捲き返しを計る絶好の機会でもあpます。

’先1三同じく米國のイスブランツエン社力・5万トン，3・ノットコンテナ搬を発表し途中で

立消えとなりました経緯もあり，シーランド社が55ノット船を発表しました際も暫くは半信

半疑という反応であった訳でありました。

我国海運界といたしましては75。楓25ノ外の箱根丸型から順次鯉を増大し雛機
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関の進歩を．見回ら・高馬力・高速力へ進んで行きたいという漸進説を持っていたのでありまし

たがか昨年初頭に到りま’すと，シーランド社の55ノット船は，確定案であり，具体的設計を

基に造船所とのネゴを開始している事が解り各国の船会社に大きな衝撃を毒えたのであります。

　旧本船のコンテナー化のプログラムは昨年慶に於て日本／濠洲の航路が箱崎丸型（窪・ooo個

積25ノット）を二って開始，二二に卿航路，来年脚田本／欧洲繍という1贋でありま

して順次船型を大型化し，又，高馬力，高速力として行こうと計画して居りました事は申し上

げた通りでありますが，然しシーランド社の計画に影響され，何れも之に対抗し得る船型を必

要とする事となり急遽，全計魎の変更を余儀なくされたのであります。

　昨年8月，シーランド社は西独造船所に5隻，和蘭造船所に5隻，合計8隻を発注，直ちに

・起エの運びとなったのでありますが，その要目は長，268珈，幅　32．1m，深　20，5　m

重量噸は2万1・200トンで55ブイートコンテナー888個，40フィー』トコ・ンテナー198個，

合計1・eg6個積ですがこれは20ブイート換算，1・950個積に相当します。推進機関・は各6万

馬力のGEターゼン2基，合計12万馬力，最高55ノット，航海50ノットという発表であり

ます。

　これに刺激されまして最も保守的と言われた英国船主に於て，例えばOCL社はACτ社と

共同して合計8隻をこれもドイツの造船所に注文1したのでありますが5万6・犯e：重量トン，4

万馬力スタール・ラバール・タービンを基，合計8万馬力，航海27ノットを起工しました。

20フィートコンテナー2・2笛個積でありましてボイラーはフォスター・ホイーラー2基であ

ります。

　独乙船は最初は鼠本船と同じく中速船から漸次高馬力化して行く案を可なりとする態度であ

りましたが，これも方針を一転いたしまして，北独ロヰド，漢米点二：社共同で3万4，0GO重

量トン型，4万馬力2基，合計8万馬力，26ノット4隻をこれも西独造船所に発注起工いた

しました。

　斯様な四囲の情勢の下に日本郵船，商船三井の両社に於きましても，共同で運航の予定にな

って居ります。極東欧州の航路に対しまして30ノット船を仮にシーランド社が欧州航路に配

回した場合も或る程慶企業努力を加える事によって，これに対抗し得る最低として26ノット

を目標としb8．40佃積，2万8，900篁量トン4万馬力タービン2基，合計8万馬：カのコンテ

ナー船5隻の建造に踏み切った訳であります。

　これらの高速コンテナ甲船は何れも1975年からア4年にかけて就航いたします。，一部を

除いて何れも高温高圧のボイラーを設置し1単位4万馬力以上のタービンであります。
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　シーランド社の場合は喋単位6万馬力でありまして合計窪2馬力であります。航空母艦のま

うな推進機関であります。航海の場合は十何万馬力と言いましても，全力運転は戦争行為の間

の精浸数旧聞連続の運転でありましたものを，商船でありますと例えば横浜を出帆してニユ＿

ヨーク迄，12万馬力の継続運転を必要とするのであります。従って各船の燃料消費も膨大な

量に達します。

　26ノット船で1日5150トソ，シーランドの「SO7」型はマ日500トンという消費であり

まして，ベンカーもα砲，LE（｝8・000トンから1万トンを必要といたします。丁慶昔の標準

型タンカーの上にコンテナーを乗せて走るような三三であります。途中で補油を必要とすると

いうような事になりますとコンテナー船の生命である急速回転という事が果せなくなります。

　こういう諸点を勘案いたしますと前半で申し述べましたいろいろなデメリットにも拘らず，

高速コンテナー船に原子力機関を考えてはどうかという思想が指頭して来るのであります。

　タービン並にボイラーの一単位の容量が舶用としては限度に来た形でこのま＼でこれ以上に

容：量を増加する事は購躇されること，商船では問題ではないと考えられていた航続力が高消費

で燃料所持量が問題となって来たこと等の理由から真剣に原子力採用の検討を要求されるに到

ったのであ’りまずδ・

　今や日本の海運界はこンテナー化の成否に経営の命運を賭けて居ります6何とか原子力機関

の如き旧来のアイデアから脱却した新企画によって危機を乗り切ろうという念願なのでありま

す。

　原子力第1船rむつ」の完成を前にいたしまして原子力第2船として大型コンテナー船に於

て実験を試みるという訂能性はないでしようか。

　欝」ロツパ航路についで，ニエーヨーク航路がコンテナー化の対象と予定されて居ります。

とこではシーランド社のrSO7」型と正面切っての競争が起る事確実であります6然もニュ

ーヨーク航路は我国の貿易一上絶対に拗置出来ない航路であります。

　尚，此の重要航路に於きましては夙に郵船5社の協調休勧が完成して唐りまして現仁

N￥LAC（紐育航路運営株式会社）でプールを行い半公共的な運営体制があります。

　この体制をベース1ヒ回船5祉の勧同体の形で船体部分め建造をする。そうして原子力機関の

蔀分を日本原子力船蘭発事業団ば於て建造し，これをその船体に設置し，邦船5社に於て運営

するという案を一つの提案として提起したいのであります。

　勿誌ヒれが実現を麹する・ために各国内の核アレルギーの解消ゴ原子力船航行寄港に関する

条約，保険保証の間毯ID解決等幾多の難問の解決を前提といたしますが，強力な外国船との競争
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とを兼ね，一石二鳥の一案ではないかと考える次第であります。

　この場合の船型といたしましてはN双とMOSKが目下欧洲航路用に考えて居りますコンテナ

船，その寸法に準ずるものを採用すればい＼と考えます。即ち，LP　245m，B52．2瓢，

D2伽，Dm£t　12斑で2万8・900トン騨コンテナーは20フィート型h800個積，馬

力は8万馬力で26ノットを維持するものという事になります。
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　　　　　　　　　　アイソトープ工業利用における最近の進歩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本鋼管株式会社　技術研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物理研究室次長　飯　島　　　弘

．三　緒　言

　　わが国でRIの工業利用が緒についたのは，昭和5G年前後で，欧釆先進諸国に対して大

　巾におくれて利用研究が開始された。昭和50年ジエネーブで開かれた第1回原子力平和利

　用国際会議で海外諸国におけるRI・放射線利用の実例が総含的に紹介された。この国際会

　議に発表きれた工業利用の実例をみると，基本的には現在の利用分野の大半がすでに網羅き

　れており，非常な関心を我が国関連技術者にひきおこすと同時に，RI・放射線利用におけ

　る彼我の格差が痛感された。その後十数年を経過し，その間わが国においても，工業利用が

　かなり急速に進み，有効な工業利用の例もいくつか見られるようになり，その経済効果も次

　第に高く評価されるようになった。

　　いうまでもなく，RI・放射線工業利用の進歩は，利用可能のRI核種の多様化と供給量

　の増大，価格低減，放射線測定据及び測定技術の進歩，関連諸技術の進歩，使用＝者の工夫と

　技術開発力によって促進される。その意味では，原子力発電の実用化が進展し，多目的原子

　炉利用開発が検討されつつある最近の第二の原子力時代ともいう情勢は，RI・放射線工業

　利用の進歩を促がす格好の情況ともいえる。すなわち発電炉が多数建設きれれば，副産物と
　　　　　　　　　　　　　　～
　しての核分裂生成物，核燃料再処理にともなうRIが大量に廉価に供給されることになる。

　また放射線測定器についても，大型Nalシンチレータ，液体シンチレーション検出器，高分

　解能半導体検出器（SSD）などの検出器の進歩，回路素子の半導体化などにより，信頼度が

　大巾に向上している。一方，周知の通り，情報化時代ともいわれる最近では，データ処理装

　置としてコンピューターの進歩ボ著しく，Rエ・放射線利用計測器の出力をコンピューターに

　入れて，計算器制御或は全システムの自動化をはがるような時代ともなっている。したがつ

　て，醜1・放射線の工業利用の進歩の見地から，現時点は一つの重要なステップのスタートの

　時点といえるかもしれない。

　　本稿では以上の客観情勢を考慮して，RI・放射線工業利用の実態，及び最新の進歩とそ

　の傾向について概観し，大：方の参考に供したいと思う。

荘　RI・放射線工業利用の笑態

　　且エ・放射線の工業利用は（11ラジオグラフィー（M）1）②計測利用　（5｝トレーサー利用

　（41照射利用　㈲その他に大別きれる。
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　これら工業利用の推移をながめてみると，昭和54年には使用事業所はほんの数える程し

かなかったが・現在では600近い事業所が使用するにいたっており，医療機関，研究機関，

教育機関，民間企業，その他の中で，民間企業の使用事業所数の伸びがもっとも著しい。

（第1図参無）

第1図　使用事業所数の年度推移

諜所1徽　機翔糠業所数
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　また業種別の使用事業所数がらみると，化学工業が第1位で12アケ所，第2位が機械工業

の68ケ駈第六が鉄鋼業の』喬嫡の順で，化学工業，金属工業（銑非鉄で92ケ所）

機械工業での利用がさかんであることがわかる。

2．霊　密封線源利用（ラジオグラフィー及び計測利胴）

　　　　ラジオグラフィー装置（非破壊検査装置）及び応用計測器の使用台数をながめると

　厚さ計，レベル計（液面計），密度計（水分計含泥率計を含む），ラジオグラフィー装置

　の使用台数の伸びが著しく，これらが急速に企業体に定着，普及しつづあることがわかる。

第2図　非破壊検査装置澄よびおもな装備機器使用台数の年度推移
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　ラジオグラフィー装置，応用計測器の使用台数を機器の種類別，核種別に分類すると第

2表の通りである。これをみるとわかる通り，60Coを線源とする液面計（レベル計）が最

も普及しており，次いで6。Coを下智とするラジオグラフィー装置，　85Krを線源とする

厚さ計，19靴rを線溶とするラジオグラフィー装置，137Csを線源とする密度官等の普及が

目につく。

ラジオグラフィ糊置ﾜ嗣轡師鵜造船・騨嚇蝶でさかんで瀬蹴
溶接構造物，鋳鍛鋼製品，パイプラインその他の非破壊透過検査に使用され，可動性，電

源を必要としない等の利点で威力を発揮している。

　応用計測器のうちでは，液面計，厚さ計，密慶計，水分計が一般コ：：業計器なみに普及し

つつある（第5表参照）。

　厚き計は金属ユ三業，紙パルプ工業，化学工業等でよく利用されている。たとえば，鉄鋼

業では137Cs鱒Ci程度を線源とするγ線帯鋼板厚さ計が各事業所でオンラインで稼動

している。液面計は化学工業で群をぬいて使用きれており，工程内化学反応装置の液面レ

ベルの測定，制御システムセンターとして活用きれている。金属工業でも，高炉の装入物

のレベル計或は最近注目されている連続鋳造における溶鋼レベル計等が利用されている。

　中性子水分計は，一年奇異であるが，．殆んど鉄鋼業だけで活用されている実態である。

胃性子水分計（2彊Am，226Raを線源とするもの）は，鉄鉱石，コークス，焼結原料等の水

分測定に用いられぞおり，焼結工場では，自動制御系にくみこまれている場合もあり，定

着した重要な利用例といえる。

　また特殊計器としては，イオウ分析計9石炭灰分分析計，酸素分析計等がある◎石油工

業では，公害問題もからみ原油中のイオウ分析は重要であり，イオウ分析計の利用が群を

ぬいているのもうなづける。

　この他に，新しい簡単な利用として，放射線の強弱に応じてon－off動作を行う放

射線リレーが多数利用されている。たとえば識一クス炉インター躍ツク装置，圧延工程で

のリレー警報装置等である。

　なお，工業利用効果の大きな応用計測器のみについて海外諸国の利用状況をしらべると

第4表の通りである。壌96窪年においてすでに大：量に利用されており，1966年には

英国ではすでにおよそ4，000台以上と推定されており，現在の日本の普及台数をはるか

に上まわっていう・使用されてい雑種締雪の場合と大差ないが洛機種の利用の歴

史が長いこと，プロセスごシ．トロごルの体系の中で機能をもたせていること・使鵬台数か

きわめて多いことが特徴である。我が国における利用の進展が大巾に期待される所以であか

一雀78一
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第4表　ソ連，英国，フランス，チエコおよび日本における放射糠応用計測器の設置台数

〒 　　　　　　　し厚さ計　1

騰一計｛
1レベル計 水分計 1　　計

ソ　連　（1961～19砺 歪，054 1，5鷹4 18・GOO 64 20，458

英　　国　（1％1） 718 982 500 6 2，006

フランス　（η66） 662 172 窪，577 58 2，469

チエコ　G966） 105 50 短5 15 265

縁　本　（窪966） 404 望69 383 75 1，029

（1968） 647 17ア 498 208 歪，550

2．2’ �ｧ封線源利用（トレーサー零1用）

　　　　トレーサー利周は，法規の規制，安全管理，利用技術等の闘題があり，前述の密封

線源利用（ラジオグラフィー，計測利用）程普及していない。もっとも意欲的に利用して

1いるのは，化学工業，金属ユ：業，電機工業及び機械工業である。しかし第一表をみてもわ

，かる通り，これらの業種でもトレーサ利用を行っている事業所数は鉄鋼業で唱5ケ所，化

学工業で12ケ所，電機工業で19ケ所，機械工業で16ケ所にすぎず，少数の大企業の

みが利用しているにすぎない。

　周知の通り，RIがたえず固有の放射線を出している特性を利用して，ある特定元素を

そのRIで標識して，その挙動，濃度，分布状態等を追跡解明する方法がトレーサー法で
　　　　　　　　　　　　　　、
ある。したがって，利用の普及度は小さいとはいえ，トレーサーの特性上単発的な利用例

は多岐にわなり彩しい。

　たとえば，化学工業では第5表のような利用例があげられる。この中で，大規模化学プ

　ラントへの利用例として，オレフイン水添反応器の滞留時間の測定について略述する。水

添反応器は高さ50ft。，反応容積500　f械であり，25G～27Q気圧，450～て70℃で

運転される。トレーサーには正40L翫ナフテネートを用い，測定した濃慶曲線から，平均滞

留時間や灘合係数を求めている。

　金属工業におけるトレーサー利用も原理的，手法的に化学工業と大差はないが，鉄鋼業

では装置が高温，大規模，対象が溶鉄，溶鋼，鉄鋼製品という点で多少おもむきが異なる。

　たとえば化学工業では用いられないオートラジオグラフィーなどは有力な手法として浮

び上がる。館6表にいくつかの利用例を示す。ただし，日常的に利用が定着している例は

少い。日常便用の好例としてすぐあげられるのは，高炉における炉況管理のための60Co
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による白壁浸：食測定，炉底残留同量測定である。これらについては我が国大手鉄鋼各社の

ほとんどが利用しているといって差支えない。

　　　　　　　　　第5表　化学工業におけるトレーサー利用

　　　　　　　　　1
?　用　分　野 実　　　　　施　　　　　例 i　R、

放射分析による工程管理

熾買gレーサ法による

H程管理

ｬ合撹絆瀾定

ポルトランドセメント品質管理への利用

y1≧SO4電解液からのCd除去法検討

y型ミキサーによるポリウレタン，バイダー添加剤の

絡∮xの測定

9エY，　3昆P

P15Cd

P31L110Ag瓶

沈澱その他の分離操作 アンモニア合成プラントにおけるCO2除去効率の測定 1盛CO2

流れの測定
　　熱ナフネートによるオレフイン7勾ミ反応器の3

¥時聞の測定

　　　　　内覧乳P40La

流動磨研究
　勲1をトレ「サーと　る流動層におけ，る　　．の毒口

ﾁ性の測定
　　　　　働?３21

物質移動測定

ｽ応機構，反応率測定

R洩測定

充墳塔式液液抽出塔の解析

qI多重標識法によるアルミニウムの溶融塩電解機構の研究

W6Kr等による化学装置の漏洩測定

1＄11

Q≦甑，26AL：8F

第6表　金属工業におけるトレーサー利用

利用工程

i分野）
実　　　施　　　例 RI

製　　銑 高炉：重油吹き込み操業における重油中のSの挙動解析 、＄5S　、

製　　鋼 脱酸反応，非金属介在物の研究 31Si，140L盆ジ嚢5Cd

溶　　解 Zr・合金の真空アーク溶解過程の研究 δ9Fe

圧　　延 高高二二での潤滑剤分布測定 24Na　　　　　　　　　　疋、内

加　　ユニ 金属磨耗の調査（エンジン部品，工具等） ・慧59F。，・・C。，・8鴨・‘C壕

銅製練 溶解金属の流動測定 ユ98Au，110Ag

表面処理 電解ク叫酸処理鋼板の研究 δ℃r，35S

金属腐蝕 耐候性鋼に関する研究

　　　　　　　　　　曇・・s　　　　　婁

脆　　性 水素脆性に鶴る研究 虹D　　／
金属組織 金属中の極微量ボロンの高分解能オートラジオグラフィー エ08（職，α）7Li
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　2。ろ　照射ラFり用

　　　　　放射線照射の工業利用は我が国で｝ま大分たちおくれているが，重要な利用分野であ

　　る。

　　　たζえば輝では望962年に放射線照射製品の生産は年額2・・0・万ドル程度であっ

　　たカ㍉1964年には概算1億ドル，現在では5億ドルを突破するものと思われ，その経

　，済効果と急速なのびは注目に値する。

　　「』照射利用の例としては，ωトランジスター及びダイオードの特性改善　②ポリマーの改

　　質㈲プラスチック架橋141ウッドプラスチック製造㈲殺菌，食品照射㈲塗料の放射

　．線キユアリング等があげられる・その他峨が国で醗した団オキサンの放射縫鱒

　　にも注目すべきであろう。

　　　照射利用については現に原研高崎降等を中心に開発研究が精力的に行われているので，

　　我が国の立ちおくれも次第に克服されることを期待する。

班　RI・放射線工業利用の最近の進歩

　　利用可能のRIの種類の増加，RI生産：量の増大，放射線．測定器及び測定法の進歩，関連

　技術の進歩等によ．るRI・放射線の工業利用の量近の進歩とその傾向につい．て概観してみよう。

　5・1　R王の種類と量の増加

　　　　　R王にはω粒子加速器・原子炉等で製透されるRI・②原子炉運転に伴なう副産物

　　（核分裂生成物及び燃料再塑理に伴うもの）（pこ二種類がある。

　　原子炉で製造される翼、1の例としては61Co・24Na・32P・35S・24三1㎞・110P。等があり

　　サイクロトロンで製造されるものには，　22N＆・57CQ，1℃・13N　1昌0・5君Fe，55Fe・、舶Cr

　　等があり，最近の製造技術の進歩により，高比放射能化されている。

　　　原子炉運転の副産物としては90Sr・137Cs・144Ce・1≦7Pm・99τcなどが大量に回収さ

　　溜るようになり，B1の大量使用時代が始まっている。これら副産物：RIは，放射線化学3

　　食品照射，熱源，動力源等に用いられつつある。

　　　新しいRIの例には6吃n（半減期245甲，1．11MeW線放射）にかわる69㎜Z簸（半

　　減期15。8時間，0．4δ5M：eVγ線放射），　32P（半滅期14．5日，1．70｝1eVβ線放射）

　　に対する33P（半減期25．4日・0．27MeVβ線放射），半減期の短かすぎた64Cuに対

　　する67Cu（半減期6窪時閥，β線，7線放射）等がある◎このうち例えば，33Pは飛程が

　　短かく，制酸放射が少く，オートラジオグラフィ「にも適しており，鉄鋼業で利用価値の

　　ある注目すべきR1である。後述するが，中性子源としての蹴Cf．も今後の利用が注呂さ
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　れるRIである。

　　なお，RI標識化合物の製造も進歩し，各種の標識化合物が入手しうるようになりつつ

ある。以上のような武王の種類，生産量の増加，高比放射能化，標識化合物の増加等は放

射線測容器の進歩と相侯って，R工工業利用の多様化と進歩を促がしている。

51D2　ラジオグラフィー

　　　　最近ラジオグラフィー装置は照射時間を短縮し，検出感度を高めるため，比放射能

を高め，罪源サイズを小さくし，線源強度を大にし，照射機を小型軽量化する傾向にある。

　例えば，現在日本では60Coの比放射能は50C三／匁程度であるが，200～400

　Ci！徳の高比放射能のものが次第に使用される傾向にある。装置の小型軽量化のためには遮

蔽物としての鉛のかわりに劣化ウランの使用も検討されている。

　　線源強度1三ついても，「最近では50～旬oCiの線濠を用いることが多くなり，宅・000

　Ci或はそれ以上の大線源も多少用いられ出しているようである。

　　6陀・の他に1瞬1・がラジオグラフィ”線源とし醐されている∵192戸・汐雌射能

が高い00～600醐雛の辜ﾁ線照射するので徹の二軍に聯1欠門

別度も高く，照射機も小型になる二ので，欧米で広く利用されており，我が国でも急速に普

及しつつある。

心タ海や電初轡も進執これら糊し勲や聯脚ラジオ
グラフィーも普及じつづある。ことヒ最近原子炉の建設あるいは原子炉用例造材の需要が

勒務1、嫌で抽灯，b面の野板の髄雄輔に行う媛から滴エネルギ

ー塙助塘捗イナ沙力世用隷始めて、、る。

中性子ラジオグラフ Bアメリカρ講・・さかんであり湖され噸であるが

意外にのびなやんでいる。これも中性子発生装丁或は252Cfのような中性子源の普及につ

れて実用化が推進されよう。

　　また三野（EI線源，x線発生装置）とイメ師ジイン㍗シ77イ㌃と轡舖せ

た映髄棚式や王TV（工業テレ瞬よる遠平門聯丁丁・ヴオテープの

利用も検討さ飯つづある。その他に瞬時三三の撮影にフラッシュX線装置も用いられつつ

　ある。

5ζ5‘ 棊p計測

　　　応用計測器あ性能は，当初故障がちで問題であったが，最近は検出器の進歩，回路

素子’め半導体化，放射線測定器のrモジュール化（標準規格化〉等により信頼慶が高まり2
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一般工業計器なみとなってぎた。

　次に，原理的には目新しいものではないが，オンラインで実用化が進んでいる二，三の

例について略述しよう。

　前述した：γ線厚鋼板厚さ計を例にとると，この厚さ計で厚鋼叡の設定厚さと厚さ計によ

る厚さとの偏差をよみとり，この偏差をコンピューターに入れて処理し，次の圧下スケジ

ュールを算出している¢この厚さ計の一種として蹴Amを用いた鋼板断面形状計（γ線ク

ラウン計）もオンラインで利用されている。で4MeVの中性子発生装置による放射化分析

の工程への導入も注目に値しよう。一例をあげると鉄鋼中の酸素を160（R・p）16Nの核反応

で非破壊分析する方法で，分析所要時間がぎわめて短かく，製鋼現揚における日常作業に

利用され始めている。

　　さらに申性子収率がもっとも大きい（4．4　 ＞ぐ　 1091ミ〆／（（）i）中性子源として準目されてい

るRが52Cfが容易に入手出来るようになれば，放射化分析はさらに一層日常的な普及を

みせよう。

　　この他，R工螢光X線分析装置（線源109Cd・241一等），陽子（プロトン）による軽

元素のX線分析装置など：が最近活用さ；れるようになっている。いずれも注目すべき応用で

あるが，ことにRI螢光X線装置の伸びが注目さ；れている。たとえば，最近セメント原料

中のCa定量用RI螢光X線分析装置なども報告されている。

　　また，放射線の強弱に応じて作動する放窮線リレーの利用は，利用法が簡単なだけに，

今後急速に：増大しよう。かわった例としてはα：線源を用いた煙検出器が建築物の火災モニ

ター吊ζして大量生産さ：れる気運にある。

　要約すると，RI放射線応用計測器は，無接触，非破壊，連続的という特徴を生かし，

利用の増大とともに更に向上進歩し，コンピューターとの組み合わせで生産工程システム

のセンサーとして，工程の全自動化実現へ寄与するに至るであろう。

5。4　トレーサー利用

　　　最近のトレーサー利用の進歩の傾向としては，ω短寿命RIの利用（例：半滅期

　2・5時間の31Si・54山気による脱酸反応の解析，②複数トレーサーの同時利用（例：

　2鍍践，26A夏・18FなどのR王多重標識法によるアルミニウムの溶融塩電解機構の研究），

（51アクチバブルトレーサーの利用（例：L昂一A玉合金をアクチバブルトレーサーとしても

ちいた非金属介在物の研究）が次第にさかんとなっている。

　短寿命R王の利用には，利用しうる原子炉という条件が問題となるので，現状ではすぐ
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　　誰に驚糊のるわけ餌勧力㍉蔚炉以夘沖性子勅大訟中性子源（たと燃

　　RI　252Cf）の使用が容易になれば急速な発展を見せよう。

　　　アクチバブルトレーサ法は三等二化味ともいわれ原子炉等の使用が不可欠ではあるが，

　　障害防止及び安全管理上，また実験をいそがないですむ等の理由から，有利な実際的な手

　　法である。鋼塊凝固と偏折，二三の介在物，工程内の流動状況や電解槽の効率調査などに

　　最近さかんに利用されている。この手法は今後さらに広範囲に応用されるであろう。

　　　ま輝子ケンビ鏡観察（倍率5，500～42，600）にたえる超ミク・オートラジオグラ

　　フィーの高度な技術も開発され，水素脆性の研究に応用されたり，　10B（n・αアLiの核反

　　応のα粒子の飛跡を利用した金属中のボロンの高分解能オートラジオグラフィーの特殊技

　　術も報告されている。オートラジオグラフィーを観察するには位相差ケンビ鏡によ6のが

　　最もよいとのことである。なお，フ：ロトンの飛跡を記録でき・るプラス牙ツクが見つかれば

　　（n・p）反応のプロトンによるオートラジオグラフィーも将来は利用きれよう。

　5．5　その他の利用

　　　　　放射線照射の工業利用はアメリカではきわめてきかんであり，残が国では大巾にた

　　ちおくれている。しかし我が国でも原研高崎研を中心として鋭意研究開発がすすφられて

　　おり，今後急速な発展が期待される。今後⑱応用と．して，たとえば工業用水とくに海水中

　　の有害微生物の殺減等に利用することも趣向はかわっているが有効とも考えられる。

　　　新しいRIの利用としては熱源，動力源としてのRI利用を忘れてはならない・。ことに

　　最新話題の海洋開発・宇宙開発においてRIは熱鯨・動力源，．或は補助電源として必須の

　　ものとなるであろう。、また・旅射化分析装置など⑱雄射線源装備機器の宇宙・海洋の探

　　査二軍ζ．しての利用は最近すでに実現してい筍ともいえるが，今後一層の利用の進展が期

　　待されよう。

盈　あとがき

　　R孔，野竹線工業利用の実態及び最新の進歩とその傾向について概観を試みた。結論きい

　うと丁丁利用は確に進展している㌣・・その利用は今後不可欠の要請といえ・る。しかし我が国

の麟、蘇態は諏米砒してま・ζに不灘と・・う賄が成立％その姻としては藤

　規勧，．三三啓蒙の不足，技術卵発投資の制約等が考えられる②これらの問題を「㌘臼も早く解

決することによって，工業利用の進屡普及をはかり，先進諸国との技術開発競争におくれを

　とら卑、タう2一歩先んずるよう．三図者の努力と協力をのぞみたい。．．
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　　　　　　　　　　　放射線化学の研究開発と企業化の進展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼本原子力研究所　高崎研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　　沢　柳　正　一
　　　　　　　　　　　　　、

　近年放射線化学の工業化が世界的に急速に進展した。科学技術庁の統計によれば，わが国の

医療用装置を含めた放射線施設の数は，十年前に較べて乙5倍に増加しており，特にご＼こ年

程前から工業利用が医療用を抜いて酋位を占めている点に注意すべきである。また特許面に見

る放射線化学の公告件数は，昭和乙6年の74件をピークに逐年下降線をたどってきたが，昭

和40年を境にして増加の傾向を示している。

　昭和44年度は高崎研究所だけで44件の特許出願を行なっている。

　かつて十数年前にブームを呼んだ放射線化学は十年近くの間沈黙の時代を過した。当時は線

源の入手も不自由であったし，その取扱方法も朱熟であり，’まして基礎研究が甚だ不充分の状

態であった。

　しかしその長い沈黙の間に世界においては基礎研究が地道に続けられてぎたことを忘れては

ならない。ESRによって短寿命ラジカルが観測きれたのは1965年の’ことである。F1

　近年米国を中心に世界的に放射線化学の工業化が進展しつつあり，まさに実矯化の時期を迎

えたと云うべきである。

　工業的な見地から見ると，何と云っても最も進んでいるのは米国である。

　米国で最も工業化が進んでいるのは放射線によるポリエチレンの改質であり，五つの会社で

企業化ざれており，生産量は年々増加を続け，これら架橋ポ・リエチレンの総売上高は年間

7・000万ドルに達したとのことである。

　次に工業化の進んだ分野として木材プラスチック（WPC）を挙げることができる。

　木材プラスチックの特長は寸法安定性と美しい仕上げと表面硬慶である。日本のように湿度

の高い所では多くの用途が考えられ，将来大いに期待される分野である。

　米国では既に三つの会社が企業化しておりゼその総生産高は年間840万㎡に達した一とのこ

とである。フィンランド，スエーデン・’デンマーク3英国などで’も研究されている。

　次に工業化されたものに放射線による塗料のギユアリングがある。英国やフランスでも盛ん

に研究されていたが，米国ではFord雑otor社の特許，技術の実施権を得た：Boi8e　Ca8c認e

C6や．社で表面仕上げのプロセスとして大規模に開発しており，旧聞約50万㎡の生産量を

挙げている。

　このほか，Deerin露瞭11ikeR社で｝ま綿とポリエステルの混紡布にメチロール，アタリル
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アミドを電子線でグラフトし，パーマネントプレスと汚れめ落ち易い性質を付与することに成

功し大規模に企業化している。

　エチレンの重合も民間三社で大規模に欄発砺究が行なわれている。

　私は一昨年来：米国および欧州の主として放射績化学研究施設を視察する機会を得たので；時

問の許す範囲で諸外国の情勢について触れてみたいと思う。

　さて高崎研究所は放射線化学の工業化を促進することを目的として設立されたもので，大型

施設を用いて開発研究を民聞と共に広く行なっている研究所で診世界にも例のないユニークな

存在である。

　たどフランスのCEAは，サクレー研究所にCA距：RIと称してかなり大規模な開発試験場を建

設中で今年から稼動の予定である。

　高崎研究所では既存∂）土チレンの放射線重合トリオキサンの放射線固相重合，プラスチツク

スの放射線改質の三つのプロジェクトがあり，この内には近い将来に企業化が期待されるもの

もあるが，このほか臨機的なプ買ジエクトとして特異な性質が期待できる炭素繊維の研究，プ

ロピレンエラストマーの研究を民間会社との共同研究として進めており，また金属に対する塗

装キユアリング，FRP，オゾンの製造，エチレンの共重合体の製造，放射線によるグラフトの

研究などを行なっている。

　また国の特定総合研究として変晶照射のうち，照射に関する研究を行ないつう食品照射センタ

ー（仮称）建設の準備を進めている。

　高崎研究所で研究はしていないが世界的に急速な発展が期待されるものに，放射線による医

療器具の滅菌がある。財団法人放射線照射振興協会では，高崎研究所の施設を使って大量の医

療器具等の照射減菌を行なっている6

　1』967年の原子力千算について見ると米国は日本の約5d倍で7，920億円，』次はシラン

スで日本の約22倍，以下英国，ドイツ，カナダ，イタリアで日本は残念乍ら七番目である。

たゴし，米国，フランスは軍事費を含んでいる。

　高崎研究所は予算もさることながら座秀な頭脳と毘間め協力を要請している。

　今後共御三導御協力と御鞭燵を賜れば幸である。　　　　　’
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　　　　　　　　　　　　　宇宙，海洋開発への：R工利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東　　京’』大　　r学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　加藤正夫

　宇宙開発や海洋開発へ，放射性同位元素ならびに放射線を利痢しょうという試みの大部分は

最近開発された技術で，分析や応用計測に関するものをはじめ熱豹利用にまで友んでい為。以

下にその概要を述べる。

ゼ海洋闘発への利用

　　応用計測としては，海水中の放射能測定に関連した水温水圧計があげられる。これは20艇

　や57Coが温度や圧力に比例して位置がずれることを利桐したもので，10分計数で6，000

　ft±30ft・水温±0．6℃ではかれる。

　　深海の流速と流向をはかる流：量計も実用化され好成果を得ている。㍉垂論的には0．002f七

　／secまで測定できるといわれている。46本の検出器を環状に配回し，その『中心蔀から

　放射性同位元素を放流砺どの検出器の近くを何分後に通過したかを検出して流下と流向を

　きめるものである。

　　海底の’沈積物の密度を測定するものとしては，137Csと磁管を組みこんだ7－7お式と

　2本のプロ忌ブに137Csと1シンチレーション検出器を回れそれ別に組みこんで検層する7

　線透過方式のもめとがあ66後者のほうが前者よりも精轄な密度検査ができる。

　　海底に懸濁してい碑遊物質あ濃度を調らべる目的には瞬㎞旧いられている。そのγ

　線透過を利用するもので50ゴp掘以王の濃度の検出が可能である。これらの浮遊物質や沈

積物をi。・i亡。廠射化分析》る三三在醗中である。

　　海永中の溶存酸素を放射能遊離法を硝いて牙析する溶存酸素分析計が開発され，溶存巌素

　が放射性の金属タリウムと反応してタリウムイオン（2。4Tのを放出きせることを利用した

　もので，この2G触君を測定して酸素を分析する。

　　トレーサー利用としては自然放射性物質や核爆発に伴なう入工放射性物質などによる海水

　の移動や混合に関する研究のほか，海底物質の移動の追跡や年代決定法による海底沈積物の

　沈積速度の測定などが行なわれている。

2　宇宙開発への利用

　　米国において1966年2月と1967年7月の2回にわたり宇宙科学への：放射線ならび

　に放射性同位元素の利用に関するシンポジウムが開かれている。

　　応用計測としては，軟β線の前方散乱を用いた大気密度計のほか，最近は低エネルギーの
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X線の後：方散乱を用いたものも＝考案された。後老によれば，磁Ceや75　Seを用いて，高慶

約7・600mまで±0．5％で，50・000磁まで±窪0％で測定できる。

　　ジエツト機やロケットなどの燃料ゲージとして，放射線源と棒状または糸状のプラスチッ

クシンチレーターを組み合わせたもの，、燃料タンク内の85Krガスが燃料の消費につれて翰

釈されるのを検出するもの，およびγ線の透過を利用するものなどが開発されている。

　　ヘリコプターやロケットなどの発藩時における案内用として，60Co・三37Csなどの7線源

を利用するだけでなく，ロケットがドッキングや月面に着陸するときにγ線のドップラー効

果を利用する方法も発表されている。「

　　分析への利用としては，14MeV中性子の非弾性散乱やσ線の散乱を用いた月面の分析

装置に関する研究が行なわれている。

　　またジェットエンジンやロケット部品などのX垂γおよび中性子ラジオグラフィーおよび

　ロクツト推進薬の混合度の検i査や部品の摩耗試験などのトレーサー利用も行なわれている。

5　エネルギーとしての利用

　　放射線が物質と相互作用して発生する熱を電気に変換するアイソトープ発電器は，寿命渉

永い，丁丁部分が少ない，信頼性が高い・，保守を必要としないなどの特長がある。したがつ

　て海洋や宇宙空間における電力源として最も適するものと．して注目きれている。

　　すなわち海洋画では暗礁標示のための音波発生用の電源、とか・航路標示用ブイの電源など

　として実用化されており，宇声空間においてもアポロ計画の一環としてすでに月面にあって

稼動しているほカ㍉人工衛星用の電源としていくつか打ち上げられている。

　　放射線の発熱作用をそのま＼利用する方式も試みられている。たとえぽ潜水夫の保温服の

熱源や，60Coを用いた2～20：KWeの海中エンジンの計画などのほカ㍉宇宙飛行士の汚水

の再生や保温も検討されていう：。．三

一予稿集から収録一
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海　外　招　　待　講　　演

議長　平塚正俊氏（住友原子力工業社長）

　　講演　「フランスの産業界と核燃料サイクルの世界的交易」

議　長　　若　林，　　彊　氏（東北電力社長）

　講演　「イギリスにおける1970年代の動力炉と核燃料開発の農望」

議　長　　妹　尾　三　郎　氏（三菱原子カ工業社長）

　講演「西ドイツの原子力船計画」

議　長　一本松　珠　磯　氏（日本原子力発電社長）

　　講演　「アメリカにおける原子力発電の現状と将来」

3月26日

A　会　場



　　　　　　　　Irフランスの産業界と

　　　　　　　　　　　　　　　核燃料サイクルの世界的交易

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フランス原子力庁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産局長　J．マビール

　ここで日本と西欧，とくにフランスとの基本的な類似点をとり上げる必要はないでしょうが

両国ともにその経済は原材料の輸入を漸増せしめる傾向にあります。フランスは鉄，‘アルミニ

ウム2鉛，そしてごく最近のウランは別としてさしたる金展資源をもつていません。：フランス

は有効な天然ガス資源をもつていますが，石油は大部分輸入しなければなりません。石油は商

業的発電所の燃料として，・石炭が炭層の地形的な悪条件のために非常に高価となり，国内産出

量が減少するとともに，石炭にかわってもっとも普通と用いられるようになりました。

　この原材料の国内供給の不足は自新しいものではなく，とくに戦後においては，原材料資源

の確保のための海外における特長ある活発な開発政策をおしすすめる結果となりました。同時

，にわれわれは原子力をその到来の初期から注目してきました。これは将来，エネルギー源が使

われないということであれば，われねれの避けることのでぎぬ立場である石油産出国への過度

の依存をかるくする．ことになります。

　しかしながら1945年にはウランはフランスにはなかったことが知られており，もちろん

われわれは燃料サイクルを支配し，当時すでに他国では実用化されていた放射性鉱石の探鉱選

別，・製錬，濃縮および照射燃料の再処理の技術とはほど遠い状態にありました。

　1945年におけるフランス原子力庁の創設は，原子力時代に確固たる一歩をふみ出すため

の決断の最初のあらわれでありました。この目的に対してでき’るだけの成功をおさめるために

政府は原子力庁に多大の，とくに財政的な援助を与えました。この原材料や核分裂製品の供給

分野における努力の詳細は本会議の範囲以外ですが，廃発の主要下階をのべさせてもらうと次

のようになります。

フランス国内におけるウランの最初の大き’な探鉱

海外，マダガスカルにおける

ガボンにおける

ニジェールにおける

ウランの製錬と生産．

ア三一搾おけ硝難
ラ。アーグにおける再処理

ピエールラットにおける濃縮

〃

〃

ノノ
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　　このようにしてフランスは燃料サイクルに使用さ遍お基本的な道具を作り上げたことになり

　ます。私は現在におけるこれらあ」般的プロセスについ七念入りに技術的にのべるまえに，こ

れらのおのおのの役割についてお話しします。

　　まず思い起さねばならぬことは，フランスでは肇950年代以降，重要な産業体は国有化さ

5れたことであります。鉄道はて9♂5年，石炭および電力ほでつ46年などで，多くの他の分

野では独占的でない政府機関，’たとえば石油のERAPが重要な役割を演じる中でのできごとで

・・ ?ります。

　　この伝制のもとでフランス弾子力庁は，1イギリスにおけるイギリス原子力公社と同様ば，重

要な直接工業的役割を演じたのであります。すなわち採鉱，製錬，再処理および濃縮を，その

鉱山や工場で9，Goo入以上の作業者で行なう生産活動であります6フラヅズ療手力庁は少し

　も独占的なものではありませんが，・蕊方でほ民間産業め単味も刺激じま「した。1おいいますのは

密接な共向開発あ精神をもつて，製「錬護備や燃料体製造設備のような鉱山および主場を所有し，

　また管理しだからセす。そのうえラランズ凍子力庁と曳尚産業とはひんぼんど道導事業を行な

いました。とくに海外の採鉱活動に旧いてそうです。この図どしであ土手あ役鋼，ナなわち明

日のフランス原子力産業の構造立案と同時に自己の鉱山矩士場∂）蓮営ということは，日本のよ

　うな自由経済の国にな目新しいことかもしれまぜん。1しかしながら，あなた方がフランスの産

』業と結ぶいかなる響けいを考えても，重要なプアクターはまだ残っています。

　他のファクターというのは，フランスのみあ特長セはありません寮，フランス原子力産業の

大きさを決めるのに重要な役割を演じています。1すな．あちfウ56年ふら1960年の間，ア

1メリカやイギリスでもそうであったように，われわれは原子力の夢におぼれ，’ ﾐんぱんに鉱山

・を開発しゴ「 H場をたてました。そめ結果，原子力開発の実情にあまりにも先行しすぎ差’どとに

な1ン，実’際め進歩がゴゲ66年以降になわたことからも，・いくらか慎重にふづス巨一ダウン気

味になりました。このことが原子力産業に早くから興味を示した他の国々と同じように∴フラ

ンスに舶で腿剰繊騰三論をも牟鮪r嬬なったのです・

　1　ウラン採鉱

　　　ウランはフランスで腰的多量に雛さ．れています・すな斜壁ン禰保有量はU嶋

　　で2・倭00）採鉱され嫡とでも75・000トン残っていま．す・

　　現在の鋤脳中鵡では・・エ・一ケーキの形で轍・r瞬ゆ脇の生産能

　　力がありま・すが，実際の生産は1・700トンに制限されています。

　　　フラン源子力庁によるガボン・一ジール・中暫フリカ共和駄難壁要な郵1二

日94一



、よって大量の保有が弱ら均・になりましたPすなわち，

　　　　　　　ガボン　　　　　　　　　　　　B・500トン　U308

　　　　　　　ニジエーイヒ、　　　　　　　　26・000　　　”，

　　　　　　　中央アろリ細塵鼠　　　捧ooo　・・

　これらはすべてUO8竃ポンド当り8ドルから10ドル以内で採掘でき，量的，にも56・000

トンにはすぐあげることができます。いくつかの．鉱申が地方敷庁，フランス原子力庁，民聞

企業の三老共同の鉱山会社によって開発されつつあり，これらの国々では1974年には年

産4・OQOトンのU308を生産することができるでしょう。

　これらのフランス原子力庁と男臼企業との共同の努力はウランを必要とするすべての原子

力の国家のプログラム遂行というターゲットからは遠くはずれる結果となりました。悲観論

者たちは，結構その数は多いが，フランスの採鉱産業の発展はこの最初の成功でかえってス

トップせざるを得ないと結論を出しました。逆説的にわれおれ泰感じていることはまったく

正反対で，われわれは確固たる見通しをもって遂行しつづけてホ『．ります。しかしこのねずみ

の競争に非常によく似たラツシユは一体何故なのでしょうか？

さて・一方わ楠れ断郊は下畑001惚挺のu・o・では長期的に聴されません・

換討鳳1980年1ヲ物の鞭々まごあレベノレをキ回やrとになります・わ剰れ

には新しい供給源が必要となるでしょう。それは年にアooから・1；・300トン程慶の年間需要

における増加埴携るrや1できるようにするためで孟些鮮’ほ少な概則・

1・・…から…脚、IZ倒し・・供締選出す・とを必要昂丁、・・まナ・・浦かな

りの量を意味しています。　　　　　　　　　　　　　　　　幽　ll

　さて他方では，われわれは最近発見した資源を外国の・パートナーと分ち合うという新しい

こζに気付ぎ．ました・こρことは躰のみなさ妨もざ存じのことです・われわ細鉱山は

踊巌掌状で国際化陣つつあ1）ます・そしてすで！ニニジエ「ルではドイツとイタリア

の企業が参加して第一ウラン鉱業会社（The　first　Uranlum　min丘鶏9　Co鷺1pany）を設立

、9ま．し、郊このことはフランスおよび万ンス原子力庁の関与するこ描の国々1ことつてま

ったく歓迎すべき’方針なのです。

　そのうえ，フランスは世界のウラノ産業においてその地位を保ちつづけることができませ

ん・そ掴・年か19年内に必蝿が・物に倍加鏑だろうということにもとづいていま

すrしかしそれぞ紳鋤嚇警に応凹礎備輔卸して行離す・すなわちそ紡の臨

換言すればフランス原子力管轄函難な，かつリスクをともなう探鉱を行ない，民間資金を開

一195一



発にあてます。探鉱そのものの予算も高額で，われわれは現在年に700万ドルを使って，

10％の年聞増加を可’能にしょうと意図しています。

　鉱山開発をした結：果，われわれは現在のフランスの必要：量，フランス原子力庁とフランス

電力庁の必要量，を除いた残りの供給量を売り出さねばなりません。こうしたことから最近

U㎜と呼ぶ販売会社を設立しました。この会社は半雪平民ですが，すでに世界市場～

これはほどんどアングロサクソン系企業の手中にありますが一における最大の取引業者が

行なうのに匹激する位の量を提供しつつあります。

　われわれにとって世界市場がいかに展開するかを調べることは興味深いことです。第一図

に必要量の最近の価値あるデータを示します。これは国際原子力機関（IAEA）により調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　され，　鷹969年1月以降に発表さ淑た
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第1図’西側ヨーロッパにおけるウランの生蓬，販売

ものです。われわれは濡ウ75年やそれ

以降に問題となる新しいプアクターに注

目します。必要量を自由世界にすでにあ

り，また開発中の鉱山の能力と比較しま

す。計画中の新しい鉱山は肇975年目

生産に入り，発見されたばかりの鉱山は

窪9「 W6年以前に緊急に開くようにする

と見ます。われわれほ馬081ボンド当

り8ドル． ﾆいう」般的な相場で，多くの

i新しい鉱山を開く可能性について，悲観

的』になってほいけません。しかし買手市

場が売手市場になって行くことは認識する必要があります。他の金属，銅1鉛，ニッケルの

ような市場が急に変った時には，それに追随する価格の変化は，しばしばプラス，マイナス

2’5・がちポO％に達ずるごとカ｛あります。

　フラン家のウランに封ナる努力は日本の原子力産業会議の政策的体系を企画することと同

様であると信じます。その政策的体系においてはあなた方の要求に対して安定した状態にお

くように考えておられることと思b・ます。大．きな貿手φ役割というのは，恥しい鉱山が操業

して生産者として業界に入る時に，比較的安定したウラン価格にするという点で1上言ピの目

的に合致しています。われわれはこのことは可能だど信じ七いますし，1980年代から

1ウgo年代とかけて，5年毎に倍加するであろう急遠な需要の伸び比もかかわらず，価絡
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は根拠ある範囲に保つことができると思っているのです。すなわち現在のトフレ交換レートで

　U3081ポンド当り8ドルから10ドルということです。　．，’．．：・

　　｛990年以降は増殖炉の大量な導入の影響が：重要になってくるでしょう。しかし大方の

見通しでは，ウラン需要はなおも増加しつづけるという一致が見られます。それはたとえ

　2，000トンつつというように増加率が少なくなってもということです。ウラン採鉱産業は

．，まだまだ魅力的な将来をもつています。われわれの政策は今後の競争においてもフ．ランス産

業やその関連産業を過去において到達した先進的地位に保たせることになるでしょう。

2　製錬および転換

　．UF　6への転換については多くのコメン季は～ちりません。ただ思いつくのはピエールラッ

調の近くに，年産数千トンという国際的規模の大きさの工場があることです。フラ）でスの必

要量をこの能力ですべて吸収できる期聞，とくに今後10年聞にお．いては，国際市場に貢献

するために，この工場ですでに十分競争力がある転換作業をする・こ、とができるのです。すで

にフランスの必要量以外に450万ポンドのU308を外国の顧客のために転換契約をしました。

3　再処理

　　まだ再処理と濃縮という二つのきわめて重要な問題が残っています。原子力に対する原材

料分野のわれわれの目的は，毘間企業の助力もあって，フランス原子力庁が作りかつ獲i得し

た最も近代的な工場や，最も進歩した技術を極限の形にまで高めることです。

　　マルクールやラ・アーグにある使用済燃料再処理工場は製錬工楊同様，黒鉛ガス冷却炉の

金属ウランの燃料サイクルのために作られました。最初はマルクールのG炉から，、つづいて

電力庁の原子力発電所からの燃料サイクルがありました。みなさんもご承知のように，この

工場は「酸化物用の設備』すなわち燃料集合体の解説設備，特殊な溶解ユユツト，ウランと

　プルトニ．ウムの初期の抽出設備というものを追加すれば，天然ウランも濃縮ウラン酸化物も

容易に再処理できるようになっています。そのコストは単に数百万・ドルにすぎず，完全な新

工場よりもはるかに安価であります。

　使用済燃料輸送が非常に高価につくということのために，ヨーロッパは，地理的にみてア

　メリカとの競争にたちうちできる状態にあります。輸送コストは現在の再処理コストの1／セ

から1／5をしめるのです。その結果，アメリカからまったく独立したヨーロッパ自身の産業

　をもっことができるでしょう。

　　では，フランス以外の現在のヨーロッパの立場はいかがでしようか？二つのパイロットプ

　ラントがドイツとイタリーで作られていますが，まだ操業されておりません。ユー爵ヶミツ

一197一



うの工梛プ叶タイプであまり能力的には大きくないが・年に15・トンの馴ヒ物一こ

れは500万から400万MWeの取り出しに相当しますが一を処翠できる工場です。さらに

イギリスのウィンズケ＝ル1三1夫塑4）±場があります。しかし後者は数多くのイギリスのマ

グノツクス炉発電所やAGR発電所からの燃料の再処理用です・ですから再処理市場では，能

力の余裕は2～300トンしかないでしよう。そのうえユーロケミツクとタインズケールエ

；場は1975年にはフル操業になるでしょう。第2図はラ・アーグ工場の役割をヨーロッパ

市場だけであらわしたものです。しかも1980年以後に必要となる大型工場の設立以前の

ことです。

わ肋れの二つの工場のうち 諛Fアーグエ場をこのよう噸するのは一’適

したように思えます．そ櫨 竦h鞭畔1二あるという可能髄あうからです．恥。（高

瀦酸イP物）とよばれ酬鯉醗輩備櫛によって沙姫も午脚“キンの追加

能力を市場にもた：らすことができます。そこで現在の黒鉛ガス炉に対する金属燃料の興理は，

マルクール主場にまかせることができます。
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　　　o　　　　　重970　　　　　　　　　．↑975　　　　　　　　　　1980　　　　　　　　　　　1985　　　　　　　　1990年

　　　　　　　　　　第2図　ヨーロヅパにおける使用済燃料の再処理

再審盤済はむずかし唾のです・黒鉛一ガス冷却炉燃料に対しては・コスト『はカレト

ニウム価格をこえてはなりません。将来においては十分安価にするこどができます。核分裂

性物質グラムあた鼻声・）2・から5・ト・ノレに対して5ド・レから1・ド・・安くできます謬

化物燃料原子炉に対しては，ユーロケミツクとのウインズケーールの競争によって，1アメリカ

の現状価格の多／3にヨーロッパの再処理価格を引きさげました。
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　　この酸化物処理設備を含む工場の模様がえは肇9ア5年に完了します。この時闘には目下

建設中の煙しい発電用原子炉から取出された燃料が大量に出はじめることになるでしょう。

　ラ・アーグ工場は競合できる状態で，ウインズケールやユーロケミックの限界に近い適用能

力と組み合って，：再処理市場に進出することになるでしょう。これはヨー齪ツパ市場以外に

もですが，事実われわれは他の大陸にも高価に処理料金がっつくかぎり入って行くことにな

　るでしょう。

　私はアフリカの鉱由の隔発について討議した時に，それらの企業には外国資本にも門戸を

開くように話したことがあります。これはたしかなことですが，フランスの再：処理産業の効

率と能力はこの分野における国際的共同研究の問題にとり上げられ，契約を結んでまいりま

　した。しかしこの共同研究は最初，新しい工場建設よりも既存工：場の操業に対してでした。

　　この見解においてわれわれはできる限り多くの燃料を処理して設備を能カー杯に動かすよ

　うに努力する責任があるのです。われわれはヨーロッパにおける新工場の建設が早すぎて，

かえって失望する位にご。、，ことに十分魅力を感じています。再処理に関してヨー窟ツパの数

　ケ国が参加して，ユーロケミツクで行なったことはヨーロッパ内の共同作業の第一段階であ

　りましたごこのことは再処理分野におけるわれわれの競合：者とわれわれの顧客とについて考

　えきせてくれました。・

4　濃　縮

　　ウラン濃縮に関するわれわれの関心は，ノウハウに直接関係するところに1あります。ノウ

ハウに関するフランス原子力庁や民聞企業による：フランスの技衛は，ピェールラッ小の建設

および操業にとり入れられました。設備の高効率や高信頼性はジ大型の低濃縮工場のプロジ

ェクトを容易にするための研究によい動機を番えました。工場は底濃縮の大量な分離作業の

生産目的により開発され，世界市場でも競合できるガス拡散法です。

　技術的な特長は喧しく設計された大型の圧縮機をそなえていることで，これらは二つの

　「ループ」・（空気力学と電力消費）で試験されています。UF6が40K：み秒のプロトタイプ．

噛に脅してはすでにピエールラットの実験場で試験されています。第5図をごらん下さい。こ

　のフルズケールのパイロット設備の性能の確認は，フランスの技術と材料を基礎に拡散工場

　プロジェクトの遂行に役立ちます。この工場ではアメリカ原子力委員会の濃縮コストと同じ

範囲のロストで分離作業を行なうことができます。本フ噴ジエクトの現状は年に6迫00ト

　ンの分離作業をする能力があります。フルスケールのパイロツ’卜。ユニットにより得られた

結果の支持により，ガス拡散の長年にわたる経験により，こ．の可能牲は1975年
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第3麹　大容置箕ンプレッザーの実験用ループ

　　　（コンプレッサの直径2。8斑）

　　ヒ上部の装置は拡散器を模擬したもの

しは明らかとなるでしょうし，この頃には世

界の需要が砂ジ8年忌ら窪980年1二おい

てアメリカめ拡散工場の能力をこえること1こ

なることから，新しい濃縮工：場の達設を考え

・ねばならなくなるでしょう。この必要姓につ

いては第4図に示しています。この点でもヨ

ー爵ッパがその必要とする振縮に対してアメ

リカにのみ依存するかどうかということに関

心を払うべき時がくることがわかります。

　他の技術についても研究中です。とくに遠

心分離法ですが，これもガメ拡散法に競合す

るくらい開発されるでしょう。みなさんもご

存知のように，この方法による分離作業のコ

ストは主に分離特性，速度，遠心分離器

これぷ数百，数千と使われる時の寿命の長さ

により左：右されます。遠心分離器は根拠ある価格と長寿命をもつことが必要でナ。

　今から2～乙年嵩にガス遠心法の経済性や信頼性が，ガス拡散法で実証さ煮たほどのもの

になると想像するのは困難なよう1ご思えます。七かし遠心法はわれわれの注目をまだひいて

おり，多分使われるようになるでしょう。例え馬分離工場におげる高濃縮書紛，これは高

温炉のような新型の原子炉用の8～窪σ％濃縮ウラン（現在は5～4％ですが）の生産を含

ら部分に実際に適用することがでぎます。また想像できることは風早面，設備面の技術的進

歩は，この遠心分離システムをして新難場あプ躊ジ土クトにガス拡散とともに顔を出させる

ことに．なるでしょう。というのは，・分離作業命』ストはUF6の非常に高い濃度でもつてカス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　転
’40

55

30

25

20

15

10

　5ご

100万分離
』作業単位

◎七heごsl　　　・∴『＼

無，　／
・で．．　　　褻

　　　鷺urope

197071　72　7乙　74　197576　77　78　79喋980年

　　第4図　分離作業所女：重

ケ温ドにして行く中間部分『 ﾆ，濃度は低くな

りますが，減損および濃縮の最終部分とのき

わめて異なったコスト∂）平均となるからです。

後者の部分では，ロストの構成上からガス遠

心法の有利さが急速にでてぎます。ですから

拡散と遠心法あミックスされた工場というア

イデアがでてきます。ヨ」ロツパではその巨
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大なプロ’ W土クトが企画される時に，ガズ遠心法の適用性と信頼性が十分実証きれていれば，

検討の対象ヒな’ることでしょう。・

　アメリガとの競合に直面するためには，分離工場は十分の規模のものでなくてはなりませ

ん。そして単にフランスの必要性にこたえるだけでなく，ヨーロッパ市場の残りに対しても

応ずるようにすべきです。これは1980年には少なくとも6・000トンの分離作業能力に

なり，アメリカの現存の三つの工場の一つに等しくなること，したがってヨーロッパ共同体

の需要を満足させるだけの，またその他の消費者にも関心をもつという必要性を意味してい

るのです。

　このようなプロジェクトを，二：重のハンディ・：キヤツプを背負つ・ているヨー・ロツパで行なう

複雑さは容易に想像できます。ハンディギャジプとは新しい中規模の設備の償却をどうする

か，高いエネルギー・コストをどうするかということです。ここでは，国際機関のワクの中

の仕事を強いて行なうことの困難さについては述べません。

　しかし，われわれは比較的遠い将業，壌980～201G年そしてその後におけるプ獄ジ

エクトの検討において世界経済の現在のアイデアの基礎でもつて推定するような普通のミス

テイクは許されません。したがってこのハンディキヤツプもだんだんと心配しなくてすむよ

うになるでしょう。

　核分裂性の燃料の輸送費の低四一主に海上輸送の場合ですが一と原子力発電の大量の

導入によってエネルギー市揚の国際化は，世界のkWhの供給コストをだんだんと同～にす

るようになるでしょう。

　規模の点からヨーロッパの分離エ場は単に分離作業能力6・000トンでは余り望ましいも

のではありません。しかしこの設備は最初の工場ですし，1980年代の増大する需要に適

用するために2倍にも5倍にもする必要があります。もしゴー獄ッパが産業の合同という分

野に進むために政治的決定がなされたらという揚言ですが。

　われわれの見通しでは，ヨーロッパのプロジェクトは，現在のアメリカの価格の分離作業

単位当り26ドルにくらべて若干高い濃縮コストに落着きそうです。これはkWhあたり

0・05～0・06ミルの程度にあたりますが，半分は電力費の差によるものです。この差は発

電されたkWhあたりの価格の窪％にあたるにすぎません。

　1／4世紀の間，フランスは核燃料産業に完全な蓄積をしました。われわれは大規模なウ

ラン濃縮，UF6の転換，使用済み燃料要素の：再処理ができる設備を提供して，原子力発電の

現在の開発の先頭を切ります。そのうえ外国産業と密接な関係をもつ時期に入り，現存の設
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硝の新しい発展には共同三三する時がきたと思います。すでにこれら設備の世界市場の確立

は到来し，われわれの国々とエーラシア大陸の極東，極西岸の間に合弁作業につし｝て会合や

討議がもたれるようになっています。このようなものとしてはすで碍ウラ嶺探鉱の例があり

ます。

　この産業を育て上げるには多くの進歩がなされま、し．たが，原子力発電の急伸の結果として

の核燃料需要の急速な増加を考えるとなすべiきこともまだ残っています。しかしわれわれの

経験はそ淑らを保証するのに役立ちます。

　これからの10年間，いかに多く原子力発電の開発が行なわれることでありましようか。

産業界は，ウランの供給に対する安定した価格．という点で，よりよい全核燃料サイクル産業

への変革という点で，この要求にこたえなければなりません。原子力産業の前途には輝しき

将来が待ってし僑のです・
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　　　　　　　　　　互　イギリスに拭けるて97Q年代の

　　　　　　　　　　　　動力炉と核燃料開発の展：望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．イギリス原子力公社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産グループ理事　τ．チユr一イ

誉．イギリス原子力産業の再編成

　新しいアイデアあるいは在来のアイデアの新しい発展ということは，科学技術の絶えざる

進歩にとって欠くことので』 ｫないものであります。イギリスはその資源の大きさにくらべて，

現代人類に有周な知識の基礎に非常に意義のある貢献をなし．とげてまいりました。この貢献

はいろいろな分野で行なわれ，イギリスは原子力のような何もない状況から，1970年代

のはじめのような，完成あるいは完成間近かの五つの原子炉システムを有するという蟻壁に

まで引き上げたのであります。

　　しかし，すばらしいアイデアだけが自動的に満足な成果を導き出すというわけではなく，

アイデアはすぐれた設計∫製造，販売に支援され，・実用的かつ経済的現実とな：り，商品価値

のある製品となるのです。だからこそイギリスの原子力産業の再編成が行なわれたのであり，

現に行なわれつつあるのであります。

　　1967年に政府は，て97G年代にイギリスの原子力産業が最善の産業機構をもつよう

勧告する目的で，議会の委員会が調査を行うようきめました。1960年代のはじめには四

つの原子力産業グループがあり，各グループもしくはコンソーシアムは，ターンキー方式で

原子力発電所の設計から建設まで行なえる状態にあっました。原子炉の規模が増大す・るにし

たがって，原子力発電所の発注数は減り，そして…これが原因して，1967年までにコンソ

ーシアの数は三つに減少しました。議会委員会の報告と，それを検討した結果，設計建設会

社の数は二つに減りましたが，これは仕事の量に対してより現実的なものとなったのであり

ます。

　．同委員会はまたイギリス原子力公社が行なっている核燃料事業を，第一義的には原子力公

社を持株会社とする別会社とすることを提案しました。この新会社は国営の核燃料工場，再

処理工場，濃縮工場および公社の原子力発電所，つまりコールダー・ホ門ル，チャペルクロ

スなど各4基の初期のマグノツクス炉を引き継ぐことになりましよう。適当な昆間会社がこ

の核燃料会社に資本参加することも：考えられております。

　　この核燃料会社は二つゐ設計建設会社のそれぞれの20パーセントの株式を保存すること

になり，原子炉設計考と燃料供給者の間の緊密な連げいを保つこととし，それによつ’て十分
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な保証を原子炉運転のすべての毒1に行き二八せることを可能にするものであります。

　原子炉システムについての基礎的な研究開発は政府の研究機関に残されますが，原子力公

社の観究・原子炉開発の両グループも，研究開発公社や，国立機械工学研究所，国立物理学

研究所など3他の機関に所属させようという提案もあります。新しい今社の任務は，研究開

発計画の面での不必要な重複をとり除き，科学技術面の努力に経済的な見かえりを与えられ

　るように方向づけることにあります。

　　また原子力産業は原子力委員会（Ato聰ic　Energy　B。ard）によって統合されるべぎであ

って，その委員会が産業のすべての部門，すなわち研究開発，設計建設，燃料供給，発電を

代表するという別な提案もあります。

　　とにかく，再編成の結果を前もって予言することは困難でありますが，仕事の量に対応す

　るだけの数に設計建設会社を減らすこと，核燃料業務を受けもつノーマルな商業組織をつく

導こと擁立の磯所における調の尊勲とり除くこと・そしてこれら岬究所の計醗

経済的収益があがるような方向に向けることこそ好ましい結果を生み出す賢明な合理化とい

　えるでありましよう。

2．原子炉計画

　　はしめにイギリスには五つの原子炉システムがあると述べましたが，それらは次の通りで

　あります。

　　マ＿ク：　ガス冷却　　マグノツクス

　　マーク覆　ガス山山　　改良型（AGR）

　　マーク皿　ガス冷却　　高　温（H？R）

　　蒸気発生重水型炉（SGHWR）

　　ナトリウム冷却高速炉

　　このうちマーク斑の高温ガス冷却炉の開発は，イギリスで行なわれてはおりますカ㍉ヨー

　ロッパの共同事業の一つで，国際技術協力の非常に成功した例となっています。他の四つの

　システムは，まったくのところイギリス原子力公社によって開発さ；れたものであります。

　　壌970年代のはじめに，原子力計画の第1段階が実質的に終了します。最後のそして最

大のマグノツクス二二電炉は，邑下臨界に達するところであり，197G年の末に定常運転

にはいzマグノツク孫は全体として…珊醗麟二二するこ4こなるでしょ
う．この二型の内容について詳論するつもりはありませんが，すでに柵知られそして証明

　もされているように，この型の炉は運転が確実，容易であり，燃料の性能はすぐ流たもので
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あります。

　ガス冷却炉のマーク駐型は改良ガス冷却炉であり，一般的な概念においてマーク1のマグ

ノツクス系と根本的な相違はありませんが，濃縮ウランをステンレスの管につめたプより精

巧な燃料要素を用いています。この燃料要素は管の表面温帯750℃で運転可能でありますが

マグノツクス型炉の場合は455℃であり，港らにウラン撚料の比出力はマグノツクスの倍に

もなっています。さらに最新型のターボジェネレータを用いたり，延べ180年にもなるマ

ーク1型マグノツクス炉の運転経験から得られた知識を用いて，より効率のよい，建設費の

安いよりコンパクトな発電炉になり得ることでしょう。4基の双子型原子力発電所が，マー

クπ型ガス冷却炉を用いて，現在イギリスやその他の国で計画されています。

　イギリスの各電力庁は，・今すぐでもマー・クEガス冷却炉と蒸気発生重水炉（S（班WR）のい

ずれを採用するかをきめられる立場にあります。このSG㎜は10万KWの原型炉でザイギ

リスの南，ウィンプリスにある原子力公社の研究所で，雀968年1月以来非常に好調に運

転されております。イングリツシエおよび爾スコテイシユ電力庁は，マーク1のガス冷却炉

について，非常に多くのそして一般的に良好な経験から，S醗WRの長所は認めながらも，

現時点では彼等が経験をもたない新しい炉型に切り換えるよりも，マーク豆ガス冷却系を続

けることを望んでいます。北アイルランドや北スコットランドにあるイギリスでもやや小規

模の各電力庁は》各自の電力網のなかでまだ原子力を用いた経験がなく，したがって，ガス

冷却炉の経験もないことからSGHWRを用いることを考えています。

　大型のマーク置型炉はまだ運転はされていないが，ウインズケールにある5万5・000RW

の原型炉は196乙年1月以来非常に好調に運転されています。試験用燃料ベッドを用いて

いるにもかかわらず積算負荷率75パーセント，稼動率84パーセントを達成しております。

この好調な運転状況に設計建設会社がいくつもの原子力発電所でなしとげた改良をつけ加え

ると，イギリス国内の主要な電力庁は近い将来採用する炉として，マーク狂のガス冷却型炉

を優先して考えているということもうなづけます。

　中央電力庁は，最近では自からの電力網のなかで象マー．ク狂ガス冷却炉の次には，マーク

班高温が落冷却炉を採用するようになるだろうと考えています。この原子炉はマーク1やマ

己ク豆のガス冷却炉が炭酸ガス冷却であるのに対して，ヘリウム冷却で燃料要素はまったく

異なっています。もちろん他のガス冷劫炉と同じ点も多くあり，燃料装荷機構，圧力容器，

制御棒駆動装置およびガス・サーキュレーターが共通点となっています。中央電力庁はマー

クπガス冷却系を詳細に調べあげ，そしてマーク皿型炉による最初の原子力発電所は1976
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年までに運転にはいることができるといっております。この発電所は壌基60万KWの炉か

　らなb，さらに大型の炉の評価のために用いられることになるでしょう。

　　さら帳三州標としては滴速炉内でプルト⇒ム撚やす・とで・・r・・即才、団

　ウム冷却高速原型炉を家コットランドの北ドーンレイに目下建設中であります。この原型炉

から，1970年代の申頃には発注されようとしている商業用発電所に役立つ，十分な情報

が得られるものと考えられています。

　　イギリスでは，現在全発電所容量中の7．2パーセントが原子力となっており，その燃料費

が低いために原子力発電所は全出力で運転されていることから，全発電量の15パーセント

を占めるにいたっています。1975年までに原子力発電容量は1・000万KWになり，1

　1975年下発電容量の10パーセントを占め2全発電量の20パーセントに達するであり

ましよう。

　　1975年から8も年の10年間を予測すると，ふ000万ないし4，500万KWが追加さ

れ，そのろ分の2が熱中性子炉，他あ5分の1が高速炉ということになりましよう。

3．燃料事業計画

　の　フッ化ウラン

　　先に申しあげましたような原子力発電所の容量の増大と様式の多角化は，燃料事業に大

ぎな影響減ております・ ﾋの急激な増大1二山回た鵜年1岬ト饗膜の
　　フッ化ウラン製造工場が建殼されています。この工場はイギリスの需要をまかなうばかり

　でなく・アメリカ喉紅場に委譲細・附酬諸国の離にも対応するζζになるで

　　しよう。

　2）濃縮ウラン

　　　ィギリ1スの濃縮工場は拡散法によるものですが，現在マークπガス冷却，第1号三門の

　濃縮ウランを製造して：います。この：方法によると電力の消費が莫大なものになるので，濃

　縮分野での開発研究はガス遠心分離法に集中されています。オランダやドイツとの間に5

　国努力につい七話し合いがもたれており，それによって遠心分離法の技術が5国間で互い

　　段拠れるようになるでしょう．訪，遠心簾曲薩を続け，それにもとづいて濃

　縮工場を設計建設し，またその土場を逢抄するために国際会社を設立しようという提案も

　　ありまする’このような5国協力によって開発設計費を節約し，また大規模な遠心分離濃縮

　工場を進学するζとからの経費あ節約ということが有利な点となるでしょう。
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5）燃料製造

　イギリ’スの五つの原子炉シメテムは，不幸にも五つの異った型の燃料を必要とします。

一方軽水炉やマークEのガス冷却炉の燃料は双方とも濃縮酸化ウランペレットからなり，

をれほど異なっているわけではありません。マグノックス早筆の燃料は，金属ウラン棒が

’フイン付マグネシウム合金管につめら兼七，概念的にも製造上からも簡単なものになって

”ぴます。少なくとも現在では簡単なように見えますが，それが困難なようにみえた時代が，

特に高品位のものを得るという場合1二，あったのであります。結局どのような技術であっ

ても，昨呂の問題はやさしく見え，今日の問毯ほむつかしく，』萌臼の問題は不可能のよう

に見えるものなのでありましよう。ステンレス管につめられ，組立てられたマーク証ガス

冷却炉用の酸化ウランは，マグノツクス炉よりぽるかに複雑でありまずが，年産250トン

の工：場が邑下全力運転の状態にあり，さらに需要が増大したときには，560トンに拡張

することになっています。

　高速原型野牛の酸化プルトニウム・酸化ウラン混合燃料を製造するための工場は，最近

運転に入りましたが年1トン以上の：プルトニウムを処理する予定であります。この燃料は

ステンレス鋼管につめられたべレジト状のものセ，ペレット自伝は，マークEガス冷却炉

や軽水炉のものよりは小さぐなっており，したがって非常な精密さを要求されます。また

管につめるまでの作業はすべて遠隔操作で行なわなければならないので，工場は複雑かつ

運転がむずかしくなうております6『プルトニウムとウランの混合酸化物は溶液からの同時

沈澱法によってつくられるので，酸化プルトごウ云と酸化ウランを別々につくって，それ

を乾式法でまぜ合せる方法よりもはるかに困難なものになっています。大量のプルトニウ

　ムを処理することも決して容易なことではなく，それに乾式法が加わるとまったくむつか

　しいものになります。雀9ブ。年代の終りまでには，プルトニウムがかなりの量必要とさ

れ，もっと簡単な方法で，例えば乾式混合酸化物あるいは炭花物め振動充てん法といった

方法で行なわれるようになるでしょう。

　最も複雑なのはマーク斑高温ガス冷却野卑燃料で，一つ二つの燃料要素は小さな球状を

した濃縮ウラン呑らなり，パイbリチツク・カーボンやシリコン・カニバイダで被覆きれ

ています。これらの燃料粒ぽ黒鉛の管の中につめ込まれて密封されます。この型の燃料は

一度に数キログラムといったバッチ方式で製造されており，目下必要とされる品質は維持

　したままで，その運転規模を引き上げるべく研究開発が行なわれています。
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4）再　処　理

　　プルトニウムの抽出や3放射性物質の濃縮や貯蔵は，イングランドの北西，ウィンズヶ

　一ルにある一群の化学工場によってすべて行おれ七おります。この工場はマグノツクス炉

計画から生ずる毒処理をベースにしていますが，マグノツクス燃料の照射は，電力庁の発

電所の5，00b㎜ゾtから5，60G醜）ゾもに，コールダホールやチャペル如スの4，000

㎜）／もと漸次上昇してぎていますため，》グノツクス燃料の再処理量は，最初に考えら

れた量より少なくなっております。この工場は年間2・500トンのウランを処理する能力

をもつていますが，そのうちわずかも400トン分がイギリス，日本，イタリアのマグノ

　ツクス燃料に必要とされるだけであります。残りの処理能力は，さらに進んだ原子炉から

取り出される，より複雑な燃料とか，化学処理工場へまわすための溶解液をつくる婁前処

理工程にあがってくる燃料を対象にすることになります。

　　ステンレスやジルカロイ管につめ込まれた濃縮酸化ウランのための事前処理工場はすで

に運転されており，マークπガス冷却炉やイタリアのガリリア隔ノにある軽水炉からの燃

麟を好調に処理しています。もちいられている方法は，燃料棒を水圧で操作される切断機

　で小さ：く切断した後，硝酸でウラン，プノゾトニウムその他を溶かす方法であります。小さ

　く切断された燃料被覆材はこの方法では溶けないので固体放射性廃棄物用の貯蔵サイロに

　まわされます。

　　切断と溶解法を用いて同じような再処理法が高速炉燃料の再処理にも適用されます。し

かし高温酸化法もしくは研削法が，マーク皿ガス冷却炉の粒状燃料の溶解前処理として必

　要になってくるでしょう。

　　現存の再処選工場は，1970年代の後半まではイギリスその他から生ずる照射済み燃

料の予想：量に対応する十分な能力を有しています。一方，固体および液休放射性廃棄物貯

蔵用の補助施設も必要になります。再処理の初期の段階で生ずる高レベルの放射性廃液は，

　蒸三法によって｛リットル当り数千キユーリーのレベルまで濃縮されます。この廃液の貯

蔵は技術的にむずかしく，そして費用もかさみ，また同時に発生してくる熱を除去する必

　要があるとと，建造物に耐蝕性4）材料で二重の格納器を用いること，沈澱粒子を懸濁状態

　に保つためのアジテーション・システムを用意すること，そして巨大な遮蔽物の申に全シ

　ステムを収容することが必要となります。

5）使用済み燃料の輸送

　　原子力発電所から再処理工場への照射済み燃料の輸送は，1970年代には非常な量に
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結

増大することでしょう。イギリス原子力公社は東海村をも含めた海外の原子力発電所から

の使用済み燃料の長距離輸送の道をひらきました。このような取扱いの困難な物質の国際

間翰送1ま，．各国が肩国に再処理工場を設置するまでに，原：子力発電計圃が余裕を持つよう

になるまでは，どの国にとってもますます重要となってくることでありましよう。

　論

イギリスでは，原子力産業を確立するという開発段階は，そのピー4を過ぎ，そして

1970年代は飛躍的な進歩よりも地固めと改皐の時代といえるでありましよう。
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　　　　　　　　　　　　　iE　西ドイツの原子力船計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GKSS社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営業損当理事酸．フォン．ツ．ミューレン

　12年前，船舶の推進用としての核エネルギーの応用をはかるび特別な役割をはたす事を目

的として，GKSS（Gesellschaft　fur　KemeRergieverwer七隷鷺g　i夏Sch量f玄bau建nd

Schiffahrt珈bH．）がドイツ連邦共和国において発足しました。　GKSSは，研究開発を自

ら行なうとともに，工業界と密接に協力し，また全西ドイツのこの分野の団体と協調していま

す。

　GK：SSの協同出資者は，西ドイツ連邦政府，海運業に深い関係のある西ドイツ沿海の四つの

州，54の工業および商社，これらは主として，造船会社と船主および機械工業であります。

このような会社の専務理事としての私の見解として，この機会に，西ドイツにおける原子力船

開発の概要を述べてみたいと思います。

　まず，この12年間に，GKSSは5・GOO万ドルをついやしております。これには，原子力

船「オット・ハーン」の建造費と，燃料をのぞく本船用原子炉の費用を含んでいます。

　これ以外に，b500万ドルがハンブルグ郊外のゲニツユタハトの当社の研究センターに投資

されました。ここでは，二つのスイミングプール型原子炉，臨界実験装置，その他の研究装置

が稼動しております。残りの資金は，研究，開発の経常費用にあてられました。

　数多くの予備的な調査・研究，各種プ置ジエクトの検討，各種原子炉型の比較評価がオツト

・ハーンの建造決定以前に必要でありました。本船は，鉱石運搬船で，載貨重量15・000ト

ン，出力重万軸馬力でありますが，この商業的特長は別として，むしろ優先的には研究船であ

ります。したがって船体部および，原子炉系統には，将来の原子力船の設計に有用かつ必要な

物理，工学上の知識を得るように測定装置や研究設備が余分に取付けられております。

　したがって，オット・ハーンは，商業的な意味で，経済的な船ではありません。減価償却を

考えなければ，輪送料によりますが，貨物運賃として50万ドルまで収益を上げることが可能

であるにもかかわらず，年聞go万ドルの運航費が必要になります。

　オツト・ハーンは，1963年から｛968年の聞に建造されました。この比較的長：い建造

期間について，選定された自巳加圧式のFDRと呼ばれる一体型のP職が，初めて実用され

る原型炉であることと，同時に個々の加工工程に長時間を必要としたことに注目していただき

たいと思います。しかし》商船として4年ないし5年の建造期聞は明らかにながすぎます。〆

般的な船主の期間短縮の意向からみて，商業的な発注に対しては，2年半ないし5年が認めら
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れる最長期間のように思いま一す。

　長い建造期間のため，原子力船は相当高い建造金利を負うことになるので，必然的に現在の

原子力船の建造心慮を根本的に短縮するよう計らなければなりません。原子力船の建造スケジ

ュールを検討した結果，引渡し時期は，圧力容器によって決まってくることが明らかになりま

した。

　したがって，私には将来の商業用原子力船計画において，．圧力容器がプレハブ化される必要

があり，またその寸法や主な仕様が規格化されるように思われます。その上建造期間に影響を

およぼす補習関係でも，できるだけ規格化，プレハブ化，プロツク化しなければなりません。

このような結果，建造期間は，将来，前述のごとく約2年半に短縮でぎうはずであ・りま｛す．σ

　私はみなさんがオツト・ハーンに搭載きれた原子炉プラントの基本的な特性をよくご存知の

ことと思いすす。一体型のP甑の概念は，今日まで世界の多くの会社で検討されておりまし「

たが，オツト・ハーンのFDRによって初めて実現されました。これには，数多くの興味ある

聴しい技術が反映されております。全一次系，熱交換器，一次冷却循環ポンプ，原子炉炉心が

一つの圧力容器の中に収められております。したがって，コンパクトな構造となるだけではな

く，原子力装置どし．ての安全性が高くなります。特記すべきことは，自已加圧方式の採用であ

ります。これによって，．一次系の圧力は別個の加圧系を使用することなく，65．5k3／礁ザの

一定値を保つことができます。FDRの設計を企図したとき，われわれは，今まで実際的．な試

験が行なわれていないという理由でζの方式の採用を躊躇しました。のちほど運航経験を述べ

るとき・に，舶用原子炉として仁摩加圧式が基本的に有利であるという結論を示します。

　ご存知の通り，入はややもすると自分で選定し，実現した概念を，・他の概念よりすぐれたも

のであると思いがちであります。しかしGKS　Sにおいては9広い視野に立ってガス冷却炉を含

む舶用炉として可能性のある多くの炉型式を検討し，その簡単かつコンパクトな構造とまた今

日の技術的見解での，操作上の信頼性および運転特性によって一体型のPWRが舶用として最

適であることがわかりました。

　F取型式としても，将来，改良の余地が多いことはいうまでもなく，最終的には，経済的

に競争可能な舶用原子炉とすべく開発する必要があります。オット・ハーンの建造が決定した

とき，発注が二つの契約に分かれました。一つは船体および在来機関部門について，造船所と

してキールのホウエル・ドスウ等ルケ社に，また格納容器，補器系を含む原子炉系については

ドイツ・バブコック・アン．ド・ウイルコツクス社およびインターアトム社に協同契約されまし

た。
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　GKSSは二つの主契約の調整役をはたしました。もちろん将来，船主は原子力船全体として

造船所に発注した方が実際的になり，その結果原子炉系の注文は，適当蛮原子炉メーカー一に委

託されます。推進機関をも得意とする造船所が技術提携によつて，原子炉を製造できるかどう

かが問題になります。しかし，この問題は個別に解決されるはずであり、ます。しかし造船所は

原子炉の製造にともなう困難さや，この分野での幅広い経験の必要性を過少評価すべきではあ

りません。さらに原子炉運転者としての原子力船の船主は，おそらく将来は全燃料サイクルに

なると思いますが，核燃料要素を購入しなければならないので，造船所は燃料サイクル全般の

困難な問題をも取扱う必要がありましよう。

　オツト・ハーンの理聖経駐からいって造船所と原子炉メーカーの協調は順調に行くものと思

われます。もちろん航行する船から出される特殊な条件は，原子炉メーカーにはあまり知られ

ていないので，設計段階から造船所の詳細な相談や助言が必要であるということに注目しなけ

ればなりません。反対に原子炉メーカーは造船所の人々に原子炉の建設や組立に関連した，麗

しい基準の問題」拳とえば清浄条件やその他の注意事項についてよく親しませる必琴があgま

す。監督者は，．、これらの協力の問題や，厳重な工程管理の他に，、細かい品質管理やすべての機

器の機能試験に最善の努力をする必要があります。十分慎重に監督が行なわれないかぎり，平

々の運転に問題が残ることになりましよう。材料および機器が一慶船上の炉に取りつけられた

後では，取り換えや修理に対して不可欠な時間と費用が必要になります。

　おりにふれて私は原子力船サバン≠号の建造監督者と会って原子力船の建造に関するアドバ

イスを受け，諸々の材料およびす撃ての機器のテストは据付けの前後に最薪の方法と試験装置

を適用して，できる限り完傘に実施すべきこ．とを知りました。オツト・バー著の経験から，わ

れわれはこのアドバイスを次の原・子力船の建造者にρたえるべきだと思っております。．

　原子力船の建造にあたって，官庁などが新しい分野に入るため，公式の検査，認可，登録な

どが：重要な問題になります。オツト・ハーンは，ドイツ・ロイドとノルエ．一一船級協会の登録を

膨ました。また，これらの登録団体はその監督検査を，原子炉臓装をふくむすべての推進ブフ

ンは艦張しました・、さらにドイツ連邦共綱は・あらゆる斑夕蝉の鵬と同時に・建

設に対しても特別の認可を義務づけており・したがって舶用炉にもその巽務がおわされており

ます。認可ρ条件は登録団体から独立して活動していろ専門家による広範囲の調査と安全評価

であります。実際問題として，これら監督業務に関した費用は，オツいハーン全体の経費の

約5％になりました。したがって原子力船に関係するすべての人｝ヰ，、．試験ξ認可を一手に引き

受けて，不確定の費用を全建造費の2％までの経済的に許せる程度に下げるよう努力すべきで
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あります。

　オソト・ハーンの原子力推進は1968年1び月Uβに開始されました。以来1970年

5月壌日まで，原子炉は7・754時間運転され，そのうち4・514時間の主機運転が行なわれま

した。5eo臼の全出力迎転用に設計されたオット・ハ㍗ンのFDR第1炉心は約2，000㎜／

もUに相当する25％のバーン・アップに達しました。

　第二炉心は近く発注されひ197哩年末か，窪972年早々に装荷されることになりましよ

う。

　オット・ハーンはここ一年半の間に，全体で40航海，すなわち28の近海航行と，12の

遠洋航海を行ないました。この内容は非常に多くの繋留操作と出航操作であり，このため大き

な原子炉系への負荷変動がありました。この全期問を通じて，20．％以上の原子炉出力の変動

で，約4・500回の負荷ステップがあり，そのうちの50％が5㌧0一％以上め炉出力の変動によ

るものでありました。これらの数値は，陸上の動力炉の遼転者を驚たんさせることでしょう6「

しかし舶用炉は、原子炉系を極度に稼動させ、多数の操作を行なう商用船の要求に応ずる・よう

に設計しなければなりません。また，・この要求に対して燃料ピンの被覆材の選定乏1品三管珪壱

注意深く行なう必要があります6主としてジ自已加圧方式と蒸気発生器内蔵方式による㍉め衣「 ﾌ

動特性が，きわめて満足すべきものであったことは，まこどによろこぼし・い経験でありました。

その結果，主タ、一ビンのマヌーバリング・バルブの操作のみで運転ができるという十分な二三

コントロール能力のあることを実証しました。ただ5きわめて早く3大きな負荷変動の場合に

は，制御棒によって，一』次系の圧力を限疲内・に抑えなければなりません。・こ（b制御方式は藁般

的に船舶の運転に適した：方法で，FD論方式の特長であります。

　現在までの航海を通じて，オッいバーーンは最大0，2Gの加速慶が原子炉機器の上で記録さ

れた蒔の荒れた海でも，また：海水の潟贋がδo℃以上で3相対湿度が91％の熱帯でも，支障

のないことを示しました。ともかく，極端な海洋条件下のわれわれの実測結果によれば，原子

炉機器が船の中央にある’ことと，本船の航行特性のため，原子炉区域では0．2G以上の加速

度は予想できません。しかし2船首および船尾では，当然大きくなり∫これまでに各々0．6G「

0．4Gの最大値が測定されております。

　これらのオツト・・ハーンによる好調な逢航経験によって，「づ970年2月および5月の2回

にわたり商業運航を行ない，燐鉱石をモロッコからドイツに輸送しました。

　これからの貨物輸送航海でもオツト・ハーンはタービン系や船本体と同様に，原子炉系ぼ関

する多くの研究計画を遂行いたします。二個の代表的な燃料要素（全体で16個）に設置され
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た1個の電離箱と約20個の熱電対を使用する永久的なイン・コアー計装によって，炉心の運

転データを制御機器から得られる一般的なプラントのデータとともに，特に原子炉の動特性を

解析するために記録しております。

　今日までに集められたデータは，改良舶用炉の炉心の最適設計に対する有力なヒントを与え

ております。また，強制循環方式で作動するFDRの内蔵型熱交換器についても，将来設計のた

めの配置を改良すべく，その静特性および動特性について調査することになっております。

一次冷却系の自然循環による一体型原子炉の所要動力減少の問題も将来検討されることになっ

ております。

　オット・ハーンの将来の全休研究計画の詳細についてお話しするのは時期三二でありまナ。

ただ一ついえることは，FDRの第二炉心には多くの改良がほどこされるということであります。

被覆材は今のステンレスのかわりに，ジルカ自イになります。特に注意すべきことは，固体の

バーナブル・ポイズンを使用することと，その炉心内での分布であります。この目的のため，

特別な準備研究がすでにゲーシユタハト原子力研究センターの研究室と試験所で実施されてお

ります6こ次炉心はジ約501鰯ずの高出力密度のため，一層小型になり，またいまの四つの

三角形の燃料要素のかわりに，四つの九本からなる燃料棒の束が使われることになっておりま

す。制御棒はクラスターqロッド型になりま・す。

　オット・ハーンの運転経験に関する報告書の中で，1入港と船員の訓練の問題が若干述べられ

るはずであります。現在まで外国への入港は，モロッコのカサブランカとサーフイしか了解さ

れておりませんので，現在オツト・ハーンは，ペルシヤのパンデエル・アバスへ向かって航行

しております。原子力船が世界中のすべての港に自由に入港できるようにするために多くの開

拓者的作業の遂行が必要であることは否定できません。この点でいくつかの技術的な問題が

窪96，0年のソーラス会議，すなわち海洋での生命の安全に関する1ロン・ドン会議で解決されま

したが，現在原子力商船の賠償責任に関する国際会議がありません。現在のようにこの問題に

ついての解決が不十分な状態では，訪問すべき国の政府との双務協定によって，関連問題の解

決をはかる必要があります。国際法や憲法．の専門家は政府間の双務協定の運用の難かしさを理

解されることと思います。すべての海洋国家，大きな港をもつ国々は，原子力商船の賠償ゐ

自由航行に関する国際協定に努力すべきであります。私の考えでは，この目的に対する有力な

基礎が，例えば1962年に計画されたいわゆる原子力船の賠償責任に関する”ブラッセル麟

定〃にあると思われます。もしある国が，変更や補足をもとめる場合には，できるだけすみや

かに適当な国際会議に提案し，問題を解決すべきであります。将来の実用原子力商船は，航行
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や賠償に関する国際協定に立ち向かうべき’であります。

　すべての原子力船の船主は，乗員の訓練を積極的に進める必要があります。オツト・ハーン

の場合，われわれは原則として機関士を含むすべての人員を通常の教育をうけた一般の船会社

から採用することとしました。したがって，原子炉を運転するために物理学者を必要としませ

んでした。もちろん，船舶の機関士は，彼らが教育を受けた海洋工学校の履習課程の中には，

まだ原子炉運転老を養成するための規則立つた理論教育がなかったので，彼らを特別に教育す

る必要がありました。そのためには，われわれは本船の機関士をゲーシエタハトの試験炉を有

効に使用し，かつまた，ドイツ連邦共和国で運転している陸士用原子炉を利用して，実習と同

様に理論についても特別の訓練コースで教育しました。その後，最初の機関士のグループは，

FDRの建設作業の監督にあたり，2年間の訓練期聞を終了しました。常時運航している船舶で

の次の世代の人員の訓練には，4ケ月ないし最長6カ月が適当のように思われます。また，航

海士に対しては，それほどまでの訓練を必要としない放射線防護の問題に重点をおくべきであ

ります。

　オツト・ハーンの運転経験を話すとぎ，原子力商船の陸上サービス基地は必要であるか？と

いう質問と，それに対する見解が求められます。船主が特殊な施設をそなえた基地を望むこと

は疑う余地がありません。反面，世界中を航海する海は，かかる基地に依存すべきではないと

思います。われわれの経験からいえば，本船は陸上のサービス基地なしで操業できると思いま

す。燃料交換には，当然特別の考慮が払われる必要があります。

　オツト・ハーンの船上には使用済燃料の特別の冷却プールを設置しました。将来の船にはそ

のような設備が装備されないと思われますので，燃料交換のためには十分な遮蔽能力と冷知能

力をもつ，特別の輸送キヤスクが必要になると思われます。しかしながら，制御棒，吸収体，

グリ・ツド板などの原子炉内部のものに冷却水構が必要であるからどこの大造船所でも，原子力

船の保守や修理のため特別な施設をそなえるべきであるというのが私の意見であります。

　今まで述べたいろいろの考察の結果，原子力船の将来はどうなるかという：重要な問題，した

がって実際に取り組まれるべき問題がある原子力船の開発に貢献しているすべての野々に対し

ての問題が提起されます。すでに1970年までに蓄積された知識をもとにして，原子力推進

の安全性と運航上の信頼性の問題は，もはや：重要ではなくて，むしろ，在来の推進機関といか

にして経済的に競合しうるかということが重要な問題であるといえます。

　ご存知の通り，GKSSでは，原子力船の在来船に対する経済性比較についての総合的な検討

結果を発表しました。船型としては，タンカーとコンテナー船を選びガ検討の基礎をコストの
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解析におきました。この経済分析の結果・近い将来の原子力船は4万ないし5万軸馬力以上の

出ヵで有利になることがわかりました。しかしこの予測は，前に述べた経済性に関する研究に

詳細に掲載されているある仮定を基礎としていることを指干しておきたいと思います。もっと

も重要な前提は・　つにはこの研究1二用いられた・原子炉系のあらゆる可能性を貸して魂

全な技術の活用をすることであり，もう一つは，製造を大量生産と同等までにすることであり

ます。．一般的にご．の種の経済評価は，幅のある条件を慎重に取りあつかうことにより，はじ必

て有用なものとなります。したがって，近年発表さ：れた他の種々の研究結果は，仮定を無視し

て相互1に比較することができません。ここで強調したいことは，この種の調査は非常な努ヵを

して，すべてのコストの要素をできうだけ正確に計算して，はじめて有効かつ明確な結果が得

られるということであります。これは，特に出力によって直接的にエクストラポレート℃きな

い原子炉系のコ．茎｝．において薯しく・ここでは設計者が各単体機器ごとに正確な数値を出す必

要があります。

　経済性に関する研究の基本的な結果は，原子力船はいかなる場合でも，在来船にくらべて投

資および資本費は高くなるが，燃料費が低くなるということであります。私が試算したところ

では，核燃料費は，1軸馬力あ冷り窪．5ないし1．アミノpまで下げられます。なお，原子力船を

ごツ灘にし野合燃料肩ルカ竃不要なため謬門門が増加廻るとし’うよく知られ弾

帯があります。コンテナー船の場合には，原子力船は排水量の点で：有利であり，このため在来

船とくらべて高速匿または同関下のところでは，機内の出力が少なくてすみます。別の研究に

おいて，われわれは20フイ「トの標準コンテナー1，500個積み，速度24ノツ’ト，出力3万

卯・・輪力の蔚力船が・ただいま述下した排撃の滅少から・蔽の点で半ノ・聞

くなるものと試算しました。もっともこの程度の利得は，・原子力船の特性としてゴ安定のため

のバラスト・タンクが不要なことによっても得られます。速度を上げるために通常船型の改善

が行なわれます炉，船辱はパナマ運河の幅によって制限されてしまいます。この点・原子力コ

ンテナー船の船体設計には特別の注意が必要であります。あらゆる経済性に関する研究が麟

：力による原子力船の大きな利点を示しております。このことは，また第一に大型，高速，コン

テナー船は原子力推進プラントを装備すべき・であることを明確に示しております。ご存知の選

り西霞発注されたコ著テナー踏の最大出力はすでに12万軸馬力にもなっております。しかレ

私はこのような制すなわちレー二ろサでツカオットー・一ン，むつにつつく第二世代の

原子力船に対しての原子力推進機関が，ただちに市場にでまわ．る乏は思凹ません。

　第一に，1万または2万軸馬力の機関から歪．2万軸馬力以上の機驕を卵発するには，非常｛二
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大きなステップがあることを考える必要があります。次にコンテナー船の船主は特別な事情の

もとにあることを考慮しなければなりません。コンテナー船は，たいてい，数髪’をプールして，

また場合によって複数の会社からのプールで種々の航路を航行しております。例えば∴’ドィッ

の船会社（The　Gre就GermaR　Shipping　Lnles）が参回目ている。ヨーロッパーオースト

ラリナ・サービスでは窪。ないし12隻で一つのプールを形成しております。ほとんど同型の

船舶を所有することが，予備品や乗員の交換などの点で好ましく思われます。現在の経験ムら

し、つて，このような国際的な運航団体に同規模の原子力コンテナー船隊を売り込むことは，’ ﾙ

とんど不可能のように思われます。さらに，定められた出港スケジュールによって，適当なチ

ャーター船による代替が得られないので，あらゆる強制的二二が船主にとつ」（は可酷な経済的

損害になります。これらの理由から，今日の情勢において，コンテナー船主に原子力推進を採

用させることは，非常に困難であります。この点を考慮：して，GKSSは，ドイツの船舶会社と

の協力のもとに，大型バラ積船を原子力第二船’ ﾆして建造する考えを進めております。しかし

今のところ，推進力は約4万軸馬力に制限きれております。技術的な工久ス’トラポレーシヨン

はそれほど大きくなく，また貨物収入に関するリスクも，この一隻だげであれば1運航不能に

なった場合に，チヤター船で交替できるので，制限されることと思います。

　このようなプロジェクトを’だだちに実施することは，原子力推進の実現にきわめて望蜜しい

ことと信’じま’ず’。確定的なプロジェノトはすでにドイツ連邦共和国で進められており，いまの

　　　　　　　おところ造船所と原子炉メーカーに引合いが出されております。原子炉メLカーから変更案が申

し出されておりますが，その一つは，EFD貧と呼ばれるオット・ハーンの’FDRの改良型で，も

う一つは，内蔵軸流循環ポンプづき’の沸騰水炉であります。

　ドイツの原子力第こ二船は，おそらく20万トン以上の容積と適当な出力を有するバラ積船で

政府ゐ援助を受け’ることはまちがいないと思います。1968年から1972年のドイツの第

三次原子力計画でも同じような船をつくる可能性があります。ドイツ連邦共和国では，原子力

発電所の導入の際に行なわれたものと，できるだけ同じような政府め援助を考えております。

この方法によって，船主は同等の在来船との経済的ギヤツプに対する資金ぐりの援助を受ける

ことができます。をのうえ1とあ二二な船主セありますが，運航者には今までの実績によって

計算した運航費が保証されております。この保証ほ，例えば原子炉系の故障1三よつて停船期間

があっだ二二に有効であり’ゴす。結局，この憲図するところは，船主があるパーセン｝までの

潜在的な損害を分担すると思われますが，船主を原子力船特有のリスクから解放することヒあ

ります。第二二世代の原子力船の促進方針は新しいものではありません。また，アメリカの援助
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法一もこの：考え方と同じようなものであります。

　私は，援助を受けた第二世代の原子力船が，船舶会社によって，運航され，有用であると註

明されたあとで，初めて，政府の援助を受けない第三世代の原子力船が，純粋に経済畿争のも

とで，建造され運航されることになると思います。この時はじめて高出力の大型，高逮，凝ン

テナー船が注爵されることになると思います。このような開発の時間的経過を考えると㌧第こ

世代の原子力船の経験は1970年代中期に役立つものと思います。商業的に躍進を開始する

のは，1970年代末になるものと思われます。

　この時間的予測は，当然特別の需要，例えばアラスカなどへ向かう北西航路摺砕氷タンカー

などによって変わるはずであります。大型厘子力潜水タンカーについても種々の論議がありま

すボ，われわれどしではそのような計画を検討しませんでした。

　原子力推進の商業的利用に対する開発と将来性は一層の努力によって現実的なものになると

思います。そのために，たえず投下資本と燃料費の低滅を意図とする観究開発を継続する必要

があります。この分野において懸命な努力をするものだけカ㍉将来の商業利用に参加する機会

を得ることになります。

　GKS　Sの活動においてわれわれはこれらの問題を扱っている関連工業会と種々の協力を行な

っております。インターアトムのインターナショナル・リアクタービルディング社とは，緊密

ヒ協同して，オツト・ハーンに採用した原子炉型式の闘発を進めております．理論計算や設計

とともに，われわれの試験炉セは，材料およびバーナブル・ポイズンの照射などの実験的な試

験を行なっております。技術的実験の分野では，動揺試験機が洋上の条件下で，実物の制御棒

駆動装置を試験することができるという特記すべきものであります。その他，蒸気サプレッシ

ョンの原理について，実物大の実験ができる試験装置の準備を進めており，また炉心の最適設

計，熱力学やバーン・アウトなどに役立つ熱交換器の流動実験の準備も進めております。要す

るにこのような囲発莇究の特長は，何もざん新なものにするのではなく，ただ非常な努力によ

って，すべての機器を改良し，簡単化することにあるごとを申1し上げたいと思います。

　ここ数年にわたって，おれわれはGHH：（Guもeh◎ffhu聡gs1掲tte　S亡erkr＆de）社と捷携して

クロニズド・サイクルのヘリ〃ム冷知高濫ガメ舶用炉方式の調査研究を行なっております。こ

の基本的概念を取り入れた陸上炉が，われわれのゲーシエタハト研究センターで目下，2万

2，000kWeのフ・口トタイプ発電所を目標に建設されております。その完成は1974年に予

定されております。われわれは高温ガス炉が舶用として利用でぎるかどうかは将来の問題であ

り，現在の作業は長期醜発計画のスタートにすぎないと思っております。
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またわれわれは原子力、儲有の駆につや’てぞ工業界と椙互臆見を交拠てまし・りました・

耐衝突性や・舶用炉の自動制御については，特別の注意が払われております。耐衝突性の件に

っきましては，7．5分の鷹の模型で，種々の衝突壁による一連の試験を行ないました。

　私の報告の結論として，原子力推進がますます将来の海運業に対して果す役割をまレて行く

という私の楽観的な意見を申し述べたいと思います。しかしながらこの目的は，たゆまざる努

力によってのみ達成されるものであって，プ簗トタイプの原子：力船を建造するために今日まで

蓄積された知識を供することを躊躇してはならないと思います。

　最後に，すべての造船および海運国は原子力商船に対する国際レベルの組織的，法的な条項

を設けるべきであるということを申し述べておきたいと思います。

　東京でみなさんとお会いしたこの機会に，世界の指導的な造船国としでの日本が，やがて，

原子力船「むつ」の建造によって，いまだ数少ない原子力船運航クラブに加わるという事実を

申し上げることは，まことに喜こばgいことであります。ドイツ連邦共和国と同様，日本にお

いても，原子力船の建造によって，海運会社やその他の関連団体，あるいは監督官庁に，新し

い推進方式が，実現可能であること，また，経済的競争への進出途上にあるということを示さ

れることを希望致します。
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　　　　　　　　アメリカにおける原子力発電の現状と将来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ原子力委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員　C．E．ラーソン

議長ならびに日本原子力産業会議のご関係者ご一同様，ここで今日みなさんにこうしで溢会

いできることは私に’と：り唆して大変名誉なことであります。特にアメリカ原子力委員会の一員

として最初に海外に出かけるのがこの貸本であり、掻だ私憲身にとって竜非常な関心を抱いて

きた日本にはじめてこられたこどは’夫変な喜びであります。‘’日本の科学，技術お・よび産業にお

ける軍馬の懸か，いくたの文化，芸術の分野に澄ける業績は，世界甲に多』くの尊敬をかちえて

語ります。

　シーボーグ委員長諭よび私の訪日の目的は，日本原子力委員会とアメリカ原子力委員会の第

二回の公式会合のためであり標す。これらの』?合は両国の間の原子力平和利用の分野での緊密，

かつ友好的な関係の存在を物語って澄ります。私はこの急速に深まってゆく協力関係は、両国

にとって大き：な相互荊益となることを確信して齢り蒼すd

　両委員会の会合は象徴的な竜のにとどまっているのでなく、それ以上のものであり、われわ

れは西田委員長はじめ他の原子力委員のみ左さんと，原子力平和利用に関ナる幅広い懸案に関

して貴重な話合いを完了したところですし，また多くの分野で密接なる協力をするというわれ

われのコミツトメントを再確認したわけです。これらの会合の過程で，日本に対する平和目的

のたあの濃縮ウラン供給量を増加されるべく，日米間の現行協定の改正を本国政府に提案する

用意のあることを表明いたしました6現行協定下でも，また提案されている協定の改正下で郵

アメリカは日本に対して世界のどの国に対する濃縮ウランの供給コミツトメントより多くの量

を供給する約束をしているわけです。昨日シーボーグ委員長は，世界全体としての原子力発電

の将来について議論を展開いたしましたが，今日，私はさらに世界で一番規模の大きいアメリカ

の原子力発電計画についてその詳細を述べさせていただきたいと思います。

　これらのことを政府レベルと産業レベルの両方の段階で論議することは，特に適切なことと

信ずるのです。と申しますのは，日本の原子力発電計画は世界で最も大きいものの一つであり

ますし，まだ急速に成長しているものであるからです。事実、1980年代中頃には，日：本は世

界で第二番目の原子力発電の生産者となるかもしれません。アメリカと同じように，日本に薫

ける電気事業は強力で，独立し，かつ大型昆間電力会社によって構成されている点も興味ある

ことであり、製造業界電また発電溺機器部門に長くだずさわった歴史のある競争関係にあるい
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ぐつかの民間会社よりなっていることも関心をひくわけです。したがって・われわれ両国は・，

絹互に多くの竜のを提供し・掌ぶことができると信じるのであります。

　原子力発電の場合

　原子力発電計画に直後たずさわっている方以外の方々のために、ここでなぜ、アメリカ，日

本まだその他の国々が，この親しいエネルギー源に急速に大きくなる動力需要の一部を，点き

ぐ依存していくことになるのかという理由を明らかにしたいと思います。高度競争産業社会に

夢いて，ある一つの需要を満すだめに最も経済的濠方法をさがすということは自明のことであ

夢ます。しかしながら・価格の経済ということだけが長期の濁点に影響のある重要な決定の基

準ではないということをますます学びつつあります。原子力発電の場合は，この原則の一つの

良い例であり，帳広い意味に澄ける経済性というとはあるにしろ，原子力エネルギーにわれわ

れが強い関心を抱いている理由は，現在すでに多くの条件のもとに原子力発電が電力生産の最

童、安い方法であるという事実よりさらに深い嘩、のであります。これらの同じ理由が現在のれわ

れが要求している原子力計画お・よび将来の竜のとして描いている原子力計画に大きな影響を与

えているのであります。

　アメリカに診いて原子力発電が最前線に進んだのは次の理由からです。

　　アメリカの多くの地域で競争力のあるエネルギー源を入手可能にすることによって，原子

　　力発電は発電コストを安定させ，かつ減少させることができる。

　　原子力エネルギー源が入手可能なことは，国内エネルギ～源から，今後長い世代にわたつ

　　てアメリカのエネノレギー需要に対応することを可能にすること。

　　核燃料の使用は，化石燃料資源を動力生産用のためにとっておくことができると同時に，

　　例えば化学製品，合成ゴム，：プラスティックなど特に化石燃料を適当な使途のだめにとつ

　　て輸くことを可能にすること。

　　原子力発電は燃料の大量輸送と貯蔵の必要性澄よび投資を減少させる。したがって，場所

　　によって原子力発電コストはわずかな変化しかなく，原子力発電サイトにはより以上の選

　　択の柔軟性がある。また原子力発電の使用は，アメリカの輪さ体系の重荷を軽くすること。

　　原子力発電には，われおれ二百入の健康，福祉に大きな脅威となってきている大気汚染と

　　いうものがないこと。

　　大：量に低康なエネノしギーが約束されることは，淡水化，輸よびプロ、セスヒートなどのエネ

　　ルギー大：量使用の産業応用に潜在的有利さを提供すること。

　アメリカは豊富なエネルギー源に恵まれてき蓑した。まだ現在でも多くの化石燃料一特に石
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炭一を保有して澄ります。しかしながら，われわれの化石燃料の供給は無制限な亀のではあり

ません・これらは将来の世代に：よって・より以上に必要とされるでありましよう。今でさえ，

これらの不均一な分布と高い輸送費という星、のが，原子力発電を電気エネルギー布場の大きな

部分で，より経済的に：好ましいエ・ネルギー源としているあであります。

　これがわれわれが現在の計画の基礎を奇く経済的，資源的背景であります．それではその計

画をみたいと思います・

　アメリカにお・ける原子力発電の現状

　1962年にアメリカ原子力委員会（U．S．AEC）は今世紀末に電力の半分は原子力発電による

であろうと推定しました。今までになされてきた進歩からしますと，この推定は低すぎるとい

うようにみえます。現時点で，アメリカには違転中の原子力発電所が17あり，容量は約500

万kw，現在までに600億kwhの電力を生産して起ります。

　軽水炉という現在のびている炉型の最初の商業規模のものは，シツビングボート（ペンシル

バニア州）で1G年以上も前の1957年に運転開始しました。これらの軽水炉の技術は，防衛

目的の原子炉の技術に屯かたく基礎を冷いて周りました。

　アメリカの動力炉計画の最も重要な現在の進展は，いわゆる第2代圏の大型軽水炉の完成で

あ砂ます。今までに42万kwから80万9，000kwの規模の6基のBWRとPWRがすでに運転に

入っております。例外なしにそ’れらの初期運転状況は，どの水準からみてもきわめて印象的な

ものであわ寮す．

　平均フ0万kwe近くの規模の原子力発電所渉さらに7カ所窪970年甲に商業運転に入る竜の

と期待されて喋ります，したがって，1970年末には商業逓増をする原子力発電所は900万

kWeに達するでありましよう，これらの発電所の完成は原子力の総設備量に瞬いて大きくり一．

ドした地位にアメリカを澄くことになるでありましよ．その後も多くの発電所の完成が続くこ

とを図で示してみましよう。（四葉図）

　今日の時点での予想では，1971年に10発電所，汐72年18発電所，1975年15発電所

が完成します。さらに重要で興味あることは，これらの発電所の平均出力が80万kWeをこえ

ていること，さら把は質。万kweというような大型のものも含まれていることでありますっ

　統計的観点から要約すると，アメリカは違転中，建設中，あるいはしうかりした計画の原子力

力発電所の総容量渉8，000おkw6を超えているということであります．　この原子力発電の容

量は20年前のアメリカの全電力生産能力に匹敵するものであります。われわれの推定は，シ

ーボーグ委員長も確言したように，1980年には原子力発電容：量が1億5，000万kWeになって
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いぐということであります。

　長い伝統により，アメリカの原子力機器産業はアメリカの代表的な発電関係機器のメーカ＿

による民蘭産業の形態をとっており． ﾜす。軽水炉の分野でも競争関係に’ある4社によって占め

られていることを誇りに思います。80bcok＆Wilcox，Conbus樋。鍛恥郎n6畔in島Gene

一臓1覆eCいic，We計i職ghouseで、これらは各々かなりの市場占有率をもつております．

この競争というものは，他の要素に加え，アメリカ冷よび海外の購入者に対して最ものぞまし

い条件，製品，サービスの提供を保証するものであります。

　上に述べたことにかかわらず，最近のアメリカでは原子力発電所の発注状況に減少がみられ

ます・このような状況を埋解するだめに，過去数年にわだるアメリカ冷電力庵概観してみるこ

とにしましようっ

　アメリカに診いては｝発電設備の購入は歴史的にいって，周期的な・でーターンをとってきまし

た。しかしながら，1966年の初期に電力会社によるターぜン発電機の発注∂）遠度旗前例にな

吟ほど急速になってまいりまして，汐67年の箆1四半期には2，500万kWeという一ピこクを迎

えましだ。この主な理由は，電気事業の経営者が竜力の将来の需要な彼らが予測しだも〃）より

旧きぐなるだろうと徐々に気がつきはじめたからであります。彼等はこのような需要に対応し

そゆくだめには，かなり痘期間に通常より大きな発電能力を設備しなければならないと結論を

出したのです。

　1965隼誓月9日に，こうし売電気事業者の発注あ波に推進力を．与えた前例のない劇的な事

件が起りましだ．それはアメリカの最も入口および産業稠密地帯とカナダの一部をおそつだ北

東部大停電であります。停電はラツシユ・アワーのピ＿クの直前に起り，ニュ＝ヨークをふく

めて多くの場所で翌日まで続いた1のでありますっ

　予想されるように，1966年および67年に発注されたタービン発電機の引渡しはかなり先の

ものであり，さらにこれが引渡時期がそれよりも先の電気事業者の発注をうながしだわけであ

ります。

　原子力発電もまたこの発注の波で顕署なシエアーをとり，これは電気事業界が安全性，経済

性，信頼性，大気汚染からの自由，．という竜のを受け入れだことを反映して湿りました。

　196・年のなかごろには新規発注螺計は追加予備力，霰増，絃びよ謂い引渡時騨

本質的には見合うものとなりました．したがって1967年の後半，68年，69年の前半は発

注率は減少し，四69年の第1四半期には発注：量400ガ．kWeまで落ちました。原子力発電もこ

の減少を当然のこととして分けあったのであります。
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　さらに，このように減少する市場の中で原子力発電の占』ざる割合はより減少しました1っ・昨日

シーボーグ委員長が一般的な表現をしたこの減少の理由をさらに詳細に分析することは重要で

あります・

　はじめから原子力発電所の発注は，ながい引渡し時期をと亀なっておりましだ。このことは，

ある発電所での完成が遅延しだということと相まって，電気事業者の設備計’画の短期のギヤツ

ブは，在来火力によってうめられなければならないということを意味してレ減した。原子力発

電所の完成の遅延ほ，いくつかの理由によっておりましたが，そのほ’とんどが3初期の発注の

洪水の密度そのものによってひき澄こ’されていました。例えば，それは機器のひを渡しの遅莚

の場合竜あっだし，また現場の建設工事の遅延の場合竜ありましだ，原子炉圧力容器の供給者

が，多くの発注をかかえることにより，”ズケジユールが遅れ，圧力容器の多ぐ旗，『…アメリカお

よび日本などの会社に再発注されることも齢きました，

　0距siteの建設工事に関する問題は，いろいろな屯のから生みだされています。それは熟

練工の不足，ストライキ，またある場合には原子力発電所建設に要求されるきつい仕様と合致

しないために，修正や再加工しなけ才ごほならない必要とらうものを含んで爵う憶す。・

　もちろん，これらの問題が原子力産業界によっても，A掴Cによっても注意深く分析されだこ

とはいらまセもありません．われわれの熟慮しだ判断では，これらの小話は急速に成長する叛

購蘇噛す鯉鱗の働・過渡的なものであ嫉在で鷹とん旛されて

麹ます・

　この現象をわれわれは産業の習熟曲線（1earning　curve）と呼んでいます．われわれの感

じでは駒桝趣テム（NrSS　I解幽魂このかブに沿って大喚んで紘

大きな問題は過去のものであり，将来は重要かつ確実な獲得が残されております。この教育プ

ロマスでり利益者は，もちろんアメリカと海外の原子力発電所および電力の購義者達でありま

す。

建設議案鱒肝力発漸悟す破全解つ㍗て外れわれのレビ　は’世界中の

どの産業に r聯？ζも雀かr聴深で棋勢われ騨そ岬勤を感じて
諭すrア刃鰻，硲その脚甲で群畔騨つ呼可能暗事塾頭質レ
ベルを保証するために生ずる遅延という代価は，われわれが最も進んで支払ってよいと考えて

採るものであ魔す通ち外的ブ隔子ぞ網躰弊ζ熱湯で改良の鋤はあり・

ζ蛾郵述べた習熟カブにそr、聯，榊も？で四獣覇の設調び部嗣

標準化が進むにつれ行なわれる竜のであります．発電所の建設費や経済性に竜いろいろな変化
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が繭こりました。これらの変化は二通りあります。すなわち・すべての発電所に共通の影響を

有するものと，原子力発電に好寮しい影響をもつたものであります。アメリカに診いては，最

近のインフレ期においては建設養は最も急速に増加してゆく要素の一つであり寮す。この要素

は，当然のこととして，在来発電所と原子力発電所に同じ影響をもたらしました。しかしながF

ら原子力発電所の建設費が高いことからしで，原子力発電に対しては若干大きい影響を持って

論ります。見逃されやすいもう一つの要素は建設中利息であり，これは原子力発電の建設費と

建設期間がより長いため，より大きな影響をもつております。利子率がアメリカにおいて歴史

的なレベルまで下ってきて，また建設期間の短縮が図られれば，この要素の重要性がうすらぐ

ことは明白であります。

　原子力発電所の建設費を詳細に検討してみますと，興昧あるまた予期しない結果がでてきま

す。第1表は，1975年運転開始の100万kWeの発電所のゴ：ズトの内訳であります。これによ

ると原子力蒸気供給システムは，kWeあたり56ドル，1 ｷなわち全体のコストの18％であり，

タービン発電機を4％しか上回わりません。明らかなことは，コ1スト低減のためのさらなる努

力は原子炉部分以外の建設費に集中されねばならないということであります。

　新型炉の開発

　US．AECにいるわれわれは，将来のエネルギー需要を満すための計画の必要性を感じており

ます6電力の需要が急増することと，またさらに高い経済性を達成するために，電力を生産し

つつ，消費される分裂性物質の量よりも多量に分裂性物質を生産するような進んだ原子炉を開

発しているのであります。これらの増殖炉はわれわれの原・子炉開発計画の中で最も高い優先順

位を与えられて知り，1980年代中頃には，商業的に競争可能な増殖炉の；運転を開始するであ

りましよう。この中で液体金属冷却高速増殖炉（Llquid簾e生・a’1　Coo韮ed　Fast趾eeder）

が一番目の優先順位をもつています。1これらの増殖炉は，相対的に高いコストの鉱石を燃料源

に使う・ごとを経済的に可能にし・したがって・経済的に使用可能な世界の鉱石量力贈歯するこ

とになります。もし燃料の倍増時間の7年間というようなものが達成できれば，50年のうち

に必要に応じ薪しい原子炉の燃料を供給する自己維持の可能な原子炉体系になります。

　われわれは増殖の重要なポテンシャルを有すると思われる他の概念についても研究中ですが，

それらは高温ガス炉・軽水増殖炉，オークリッジ研究所で開発中の溶融塩炉であります。

　液体：金属高速：増殖炉（LMFBR）

　最初の優先願位を有するLME8Rの計画はR＆D努力の拡大によって加速度を増しつつあり’

またこれは設計に語ける進歩，大ぎな実験設備の建設によってもたられて論り，L認BRの概
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第歪表一’100・万：．KW原子力発電所（1975年運転｝・）…の資本費

NUCLEAR、STEAM　SUPPPY　SYST畷　（MSSS）

TURB王NE　GENERAITOR

BALANCE　OF　PLANT＊　　　　　1．1一　　．∵

ENG　INEER　ING　＆　CONS『rRUCTION堰G了挙㌔．

CONT　I　NGENCY

σ㎜R，S　COST

INTEREST　DURING　CONSlrHUC望10N

ESCALAT　I　ON

＄．56，000，000

　28，　000，　000．

　68，000，◎00

　12，　000，　000

　　8，000，000

　　5，000，0β0

　20，000，000

　25，　0〔｝0，　000

？OTAL ＄2〔｝0，00〔｝g〔〕00

18　％

14　、

54

　φ

　4

　1．5

．」0、

壌2．5

100

壌EngiReer－constr犠ctor：

　　Bulldi簸gs＆superstruyes．（100，000　cu・yds・c・㏄rete；19，000　tGas　re旛s）

　　U之員ities

　　．』CorLta：rLmerLt

　　FeedW・te「p・・itfi・ati・㌃、　　、　・「』』、．㍉・・：・』・　曜、・・：・・1。，

　　SeMce　systems　fo「N弓道§　　　　　　　．、．．

　　C「aft　labo「（35％）　・…、，1．、、．・、・：、　　　　・弧・

　　Elect「ical　equlpment．：∴．、．．

　　PヨP】鍛9

＊＊Project　management；overall　design；superv毒s！o鍛

念は商業的応用にむか？て準んで診ります。

　斑FBRの物理計画の進歩は，いくつかの親しいあるいは改良された装置の運転開始によρ

てもた．争されました。ゼロ出力プルトニウム炉（ZPPR）は！？礁年鑑垣官界に卜しました。

㍗甲ρ目的は・．炉心設計の基礎となる重要な核パラメ「洛曝、星細るための炉心のシミュ

レーションであります。1969年11月にはZPR－6，　ZPR－9と改良された施設の臨界装置の運

、転声認可されました。ZP恥5とともにこれら4施設は遜避B孕．の設計運転に必要な炉物理デ

づを幽することとな’ 闖Aよう・高速中性辣懇撮峠翻中尉炉の炉心の雛
的パラメータを検討するための一連の試験は，基礎的なものに加えて現在行なわれて診ります。

　S耳FORの最初の臨界は・1969年5月．5臼に達成され・こ、の高運中煙テ炉は熱出力2万kW
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混合酸化物燃料を使う脚FBRの固有の安全性を実証するために設計され允も’のです。

　ゼロ出力の実験計画部分はほとんど終了しジ全出力運転の免許も発行さ沈まじ鎗…ご定出力

達筆計画診よび最高2万kWでのオシレータ実験もいanslen新運転に続蓬遊’ん麗始1ぎれるで

ありましようっSEFOR計画は，　Sou壊we獣A偽mic　ERergy　As‘�≠?誌島曲∵茜猛，ユ

ーラトム，AECの共同努力であり，協力関係はきわめて順調に進ん1ぞ寿1りぎ｝；「｝ワ

　カリフオユや州のサンタ・スザンナに浮ける液体金属技術センターで，ナ旨トリウム・コンポ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ロ　　　　　　　　コ　ニコノ　ニーネントの試験計画が進んで則ります．ナトリウム・コツポーネント試鹸承事と呼ばれ為もの

は，蒸気発生装置を・5、…鍬の出力絃び騙蔽でチ獅する施設ぞあ魔ザ1…廠験中

におきだ蒸気発生装置のチューブの破損もな澄り，最近運転が再開されました。大型蔀品の試

験ノレ．一プは，．ナトリウムの高速流：十三におけるコロージョンの影響を調べるための試験を，

島000時間以上にわだってすでに行なって治り，まだナトリウム環境のもとに診ける制御棒駆

動装置の実験竜行なわれていまず♂大型・ナトリウム♂ポシナを試験する旋めのナトリウム・ポ

ンプ試験装置略現在設計甲であります．

　磁FBHの安全性分野の計画についても大きな努力が始められて掌ります．安全性拍向の

R＆Dおよび解析は，燃料破損の伝ばん，ナトリウム沸騰，燃料集合体の≧ン’デイグ．リテイ，

事故の定義，安全：関係計測装置，炉心スランピング，黙黙燃料の挙動，ナトリ’ウム灰災，エア

ロゾルの挙動，核分裂生成物の放出，澄よび気象学的分布などにわだっています。

　EBR－IIは高速中性子束照射施設として，引続き運転され∴その段割「をはたして冷ります，

汐65年試験運転を開始して以来，1969年末までに1，083件の照射実験および7’6プセンブ

リ＿の照射が行なわれていゴチっ馳

　1969年に行なわれだ試験運転では，EBH－IIの出力は50鼎tから62．5斑W翫まで安全に増加

できることが示されましたっこの増加出力での連続運転は，本年のなかごろになるよう計画さ

れて輸わ：ます．’1’

　1969年中に，EBR註1のd霞ve，燃料の燃焼度の上限は，かなり増加できることが示され

ました。このことはEBRめ漉ailabil油yあ増力日ということばかりでなく，燃料コストの飾

約をもだらしますっ

燃料規び材料の癌響け｛繭廃の仕車もいちじるし伽速さ越しだ，か効の数にの

ぼる燃料ピンについて，高速中性芋束および熱中性子束下で幅広い照射が行なわれ装した・

　フェルミ炉はデトロイトにあるナトリウム冷却高速増殖炉であります．このプラントは

PRDC（Power　Reactor　DeveIo⇔ne識とCo珈pany）によって所有され，運転されています・

一228一



　フェルミ炉の運転は，燃料溶融事故によってP66年10月5日中断されました。　この溶融

は，後にジルコニウム・シートによる一つあるいは，それ以上の燃料チキンネルセの部分的流

量のプロツクによって起されたことが判記しました。

　燃料漏壷の開始診よび運転技術仕様の認可がPRDCに出され，すでにpower・de癒ons七rati

－on’ 垂窒盾№衷R燃料装撰が行なわれております。現在のPRDCの計画では1970生なかごろに運

転を再開する予定であります．

　高速中性子東施設（FFTF）は40万k靴の原子炉で，ワシントン州にあるAECのリッチラ

ンドのサイトに設置されることとなり，汐74年には出力を開始し，その寒点からアメリカの

高速炉計画の高速中性子東燃料澄よび材料の主要な無躬設備となるでしょう。この施設は以前

はPacificNor晦West　Labo餓toryによって運営されましたが，この機能をWH社にまか

すべく契約の交渉が行なわれて診ります。

　FFτFの概念設計は現在進行中℃あって，数個のアイテムについて参考設計が行なわれてお

ります，Combustion　EngiReer恥g社が原子炉のべソトおよ■び容器の殼計を開始し七込ま’すっ

開発中の1ポンプ，中闘熱交換器診よび格納容器建屋の焼飯善渉現在準備されつつあ疹ます．

　ラメリカで軽水炉の技術の開発でとられたと点じようなアブ匂一チがとられて治り，AEC轍

目下，懸BRの協力実証プロジェクトにいたるような最初め’込くつかみ段階を進んでい蚕す。

現在，わ論れのU曲R緬は，，。万一・。万、W。の，勘薙炉を1蜘闘鰍運転藤さ

せることになっています．AECは原子炉メ1一カー客社と契紬女三態奢なって寿ります，’それら

は，・Rorth　Amehcan　R・ck寅di社のA七。！踊cs　htemati。na11Divisi6属G寛お・まぴ

WH社であり，各社ともそれぞ充電：b会社と臨冠して，一基の実証プラントのブゴジ∴エク1ト決

定段階で仕事をして陰ります6㌘－’‘

　動燃事業団とAECの高遠炉交換協定は1969年から効力を発して冷ります。われわれはと

の相互の計画に関する情報交換は相互の利益となる竜のと信じて澄ります．

　昨年この交換協定によって，動燃事業団の数多い人々が，AECおよびA葱Cめ契約施殼をお

とず繊した。まπ，超。の代品達温熱の施設のいくつか肺面して籾ます・ぎらに

AECの研究所に砿の動燃派融融稲己置すること1 z決めら寂動軸鍔。その伽濁

としてはアメリカに幽いてサンフランシスコでのARS／：AIFの会議の際行液われ淀物渥；安全

分暗での技術会合も含まれて吊り，ここでは高速炉に関する技術的な報告書が交換され煩し売。

　高温が猿炉（HτGR）

…曲bみ駆冷却炉（HTGR）媚標は，早い時期に大型商業用鯉GRの導入を図ることぞあ
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り・勲畝はト！ウ螺料サイクル継？て燃糊網縞勲よ鵬い輸灘か勧

の改良を和束するし・また環境に対する熱澄よび放射性廃棄物の放出にかなりの減少を竜たら

すものです。

、4万，畔のr輸チ’ボトム実験HτCR妹Gulf　Ge－1　A重嚥’・社によって離され，

Philadelph紬電力によって運転されていますが，1967年6月に運転を開始して以来，4億

6，700万kWhの電力を生産して論ります。現在は，第一炉心の燃料敢換えのためシヤツト・ダ

ウンして籾，ますが，第二炉心は改良され郎のであり論年嘆耀転編開される鴨で

あります。

　Fort　sもVrainのう5万k列eのH田GRの建設は予定通りの進歩をみせて齢り・970年5

月群で58％の完藤で劫ます・盤の完了は19∵．勲な二二醗さ也，．1？72年

の初期には全出力運転を開始する予定です。この原子炉は冷却塔を使用し，正味の発電所効率

鯉・2％であります・このプラントはGu互fGene「＆轡岬’c社とコロラド”｛｛の恥1，’c

Servまce社との契約によって建設されて回り，これにAECが協力して澄ります。

　超高温炉実験施設は成功裡に試験運転され，全出力まで上げられ寮した，（出力は棚Wt電

露なしの勲・澱は196’難2，4GO靴計醗騰成されました・しかしなカミら預

的理由によってこの計画は最近終了され’ました。

岬Cの三三鯉G蹄よびトリウ暦！三三・HrrR聯に鞭ザートを与級こと

であり・難は一〇萌kW・の醸用班GRのR＆暖三方畔向って魔す・こμらの活

動は・Aｼ点F叫核分難二二騰内との畝牌綱餓綿物理・音曝再
処理，再加工を含めたU23ろのリサイクルといったもののR＆Dの記事を含んで冷ります。

　ガス冷却高速増殖炉に関しては，AECは限られた援助を研究開発に向けております・四71

年度の限られた予算内では・われわれのガス冷却炉の重点を，累時点で峠，大型高温ガス冷知

熱中性子・炉の商業的な実現というところに置くことを要求されて除「 閧ﾜす伽ガス冷却高速炉は，

岬醸騨GR鱒岬瑚発の後に，当鰍くべき緬であります・

轡騨炉
聯騨炉（㎜R）緬の主だる曲は勲中性子炉に聯燃料糊を大きく改郎る

た．めに，必要な技術を開発するとζうにあり憲す。この技術は増殖炉炉心を設計・開発し・か

つシツビングポートに鉛ける原子炉プラントで使周，運転することによって実証されるでしょ

う。プラントの設計は大きく変更する必要はなく，炉心設計に関する部分だけの変更にとどま

るであ廉しよう。との原子炉炉心の鵬によって・シード・プラン妙卜炉心仕様で野U
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253燃料システムを使うことによって，軽水炉系に解いても増殖が達成されることを実証する

でしょう。この増殖の実証を成功裡に完成することは，現在ならびに将来のpwaに増殖炉心を

済うことが可能であることを示すでありましようし，俵た大型の軽水増殖炉に直接使用できる基

礎的至徳を用意することにもなります．

　溶融塩炉

　MSR（Mo三te琵SaR　Reacto翌）計画は二つの計画要素を庵って行なわれています。｛11瓢○一

Re豆SaltReac士or　Experimen冥MSRE）および逝olte箆SaR　3meder　Re鼠et。rsの

鍵となる技術的問題の分野でのR＆Dであります．’

　盟SRの活動のプロジェクトの目的は，鵬Rシステムの技術を開発し大型中央発電所で経済

的な電力を生産することの産業的ポテンシギルを評価するためのものであります．MSRの概念

は良い中性子経済で，かつ高温で燃料および材料の運転を可能にし，また。距s汁eでの再処

理と組み合わせれば，短い倍増時間と，魅力ある燃料コストをもだらす可能性があります。こ

の概念は液体燃料を使い，したがって燃料要素の成型加エを必要としません。

　，969年12月て2日置SR巳はその大きな目的を達成してシャットダウンされましだ。シヤソ

1トダウシの時，愁SREは全出力運転に換卑して得，000時間以上運転され，これはこの実験の

可能性をさぐるだめに当初計颪されていだゴールの2倍以上のものであります。初めての臨界

以来4年半が経過しましたが，擁SREはρ，000時蘭（2年相当）以上臨界であり憲しだし，

U2碍U253を使つπ高温蓮。1ten　FUe三Reactorの成功裡の運転を実証しましだ。　U255

燃料ぱフツ化法によって初期燃料から回収されましだ。

　MSREに続く四70年度，19ハ年度の計画は麓。拭en　S温t　Breeder　Reac£or　7ech距

。10gyであって，これは燃料，材料，燃料再処理，部贔の技術開発に集中されることとなり

ましよう。

　静境の要素

　最近，アメリカで開発されπ大型発電所のすべてのタイプが環境に対してもつ影響に，国民

の関心がますます大きぐなっているということは，今爾，ここに澄られるみなさんもご存じの、

ことと思います．この懸念という竜のは∫蒋来すべての型の発電所の適当な敷地を選ぶことを

アメリカでますます難かしくなっていることを意味しています。しかしながら，A冠Cとしては，

こうしだ国民の懸念というものが出てきだこの機会を，座子エネルギーに関する話を国華がわ

かることばで話す機会としてとらえなければならないと考えて諭ります．したがって，姻Cは

大衆がわかる言葉で情報を国民に提供する大きな努力をして慶り，これは原子力発電の高度の
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技術的騨にわ解螢回す・

騨的離三三ること三訂勉購の将瓢とつ礪要であり副盈も妨すとと

竜に・馨髄噸彰響三つす禦二代的瀟についても購のこと伽えるわけです・

人口と生産性が上っている世界に於いては，この影響は無視できないものです。この種の問題

の最も典型的な例は，大気汚染の問題です。世界の大き攻都市の非常に多数の上に澄澄いかぶ

さる有害な，かつ見栄のしないスモッグを軽くすることに原子力発電はかなりの貢献をする

ことができます，アメリカに於いて妹，例えば，順恥u蟻解aCaliforniaEdis側社が今後

ロスアンゼルス地区に設置する発電所は，原子力発電所になる竜のとわれわれは予想しており，

勲熱幽々ゆノワオ停矧濠すべてに麺蝿もの撤る徴働あります・ア刈耀

紳曾つか鴨脚題である三所輪の問題の一つに，熱影響とよ幽ている問灘あり

ます・こ裾㌣デンサニ冷却本砺F出から起る川や流れの水温上昇問題です・これは紡う

ん原子か三二発三三に樋の問題ですが，綱郵低いこ・とニントツから熱伽ス

がないことからして，原子力発電所にとってより大きな問題ですっ．この問題は，：’アメゾカに語

いて現在深く研究されておrり葦す。アメリカにおいでは，ほとんどの発電所が陸の水路に設愚

さ麺籾ます・このこ三三岸鰍給している発噺についてさえもいえることであ・り・

こ減点騨制限さ撒規模と鰍去容量し属って瞳欧め臨きるのです・’日本では

群酵醗電所鍛趣れ・し瑚？τ鰍糠つ賦は購の無撫欝影活勝るこ
とができるとわれわれは了解してお’りますっ

　原子力発電に関する重う一つの環境の側面は，放射性放出物についての誤解に関する1もので

あ嶽す・事実・三三料㌘ン．岡様，に…ガス状あ御は液体撒出物として少量の放雑

を原子力発電所は確かに出します，このような原子炉からの排出は注意深くコントロールされ

た条件のもとにリリースされるのであり，環境にすでに存在する放射能レベルに対して影響を

もたないきわめて低いレベルの竜のであり，有書と考えられているものよりもはるかに低いも

のであります。

　原子力発電の環境に及ぼす影響に関する誤つだ考え：方の最後のものは，放射性廃棄物それ自

体の処理の問題であります．今日ここに冷いでのみなさんはすでに詮わかりのように，分裂過

程で生産される高レベル放射性廃棄物は核燃料から数少い中央再処理工場においてきわめて細

心なコントロールのもとに分離され，環境から完全に孤立しだところに貯蔵されます。

二三成されつつある凝嘩によ？て一・・加ン（1・動フィート）の離縦麟物は，

1立方ブイートリ固形の比較的とけにぐい庵のは減少させることができ・るこどは興味あること
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であります。このように固形化された廃棄物は，使われていない鉱山に安全に貯蔵することが

できます，2000年までに生産される原子炉燃料の廃棄物の占める：量はこの間に採堀される岩

塩の：量の墨％にも満たないことが予想されています・このような進歩なしでも・放射性廃棄物

は現在の：方法でも控えめなコストと貯蔵量しか必要としません・

　原子力時代における一つののろいであると一般の入が考えることから程遠く，われわれの近

代的高消費社会に澄いては，原子力廃棄物の処理の問題は小さな仕事のひとつなのです・

　核燃料の供給

　アメリカの濃縮ウラン供給論よび濃縮サービス提供に関する政策については，いまや日本の

漂子力産業界は熟知して診られるので，多言を要しないと思います．

　世界的規模でみれば，アメリカの濃縮ウランを使用する55基の原子炉が運転中，建設中，

発注済み，あるいは聞も難くアメリカ以外で発注されようとして澄ります．

　これらの事実は，いかなる政策表明よりも，アメリカの濃縮ウラン供給取決めが確立され，

スムースに運営されていることを如実に物語るものでありましようし，また，世界の原子炉

運転者の：承認をうけていることでもありましよ．

　将来についていえば追加濃縮施設が必要となる時期がくることは明白であります。竜ちうん

このことを表明することは，アメリカの燃料供給取決めによってカバーされる原子炉に関して

懸念があるということではありません．協力協定にもとつくわれわれの長期供給のコミヅトメ

ント澄よび協定下の契約下でのコミツトメントは，すでに現在ある容量に竜とついて躍り，そ

れらの容量はコミソトメント分として留保されているのであります。しかしながら，世界にお

ける原子力発電の指数函数的増加は，現在，濃縮容量に大きな余裕があるとはいえ，いずれこ

れを満してしまうこととなりましようっ

　われわれの推定では，これはだぶん1980年頃と思われ，現存する施設の改良に加えて，世

界のいくつかの地点に新しい容量が設置されることになり，供給源が多様化するでありましよ

う。

　結　　論

　要約すると，われわれ4）膨張する社会は，非常に多数の新しい発電所の建設を必要として凝

ります。われわれは，通常，これらの発電所について二つの選択を竜ってむります．すなわち，

原子力が化石燃料かであります。選択には多くの要素が必然的に入ってきます．

　シーボーグ委員長が昨日述べたように，私もまた，将来，原子力発電がより一層重要な役割

をはたし，それによって世界の質を高めてゆぐであろうことを確信するものであります。
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顯土総合開発審議会会長

日本エネルギー経済研究所顧間‘

茨城県知事

東京電力常務取締役

中部電力副社長

日本大学教授

逓商産業省企業局立地公害部長

科学技術庁原子力局次長

日本水産資源保護協会会長

放射線医学総合研究所長

経済企画庁総合開発局長

日本原子力研究所副理事長

議長　（平田）　私，平田でございます。本日の議長を仰せつかりましたので，司会をさせ

　　ていただきたいと思います。

　　　本日のパネル討論会の議題につきましては，皆さんご承知でございま’すので，もうあ

　　まりここで私がいろいろ申し上げる必要はないかと思いますが，・原子力産業会議は2年

　　ぐらい前から立地鮒題の重要性にかんがみまして立地間題の研究会をおつくりになりま

　　して，私，その委員長をつとめてまいったわけでありますが，昨年中聞報告を取りまと

　　めて皆さまにもご報告し，一般にも公表したことはご承知のとおりだと存じます。その

　　後こういう間題が世界的にもいろいろ重要な問題になりつつあるというこ・とを聞きまし

　　て，私ども，こういった形での間題の正しい醒決をはかりまして，原子力の平和利用の

　　推進をはかるということが非常に重要な間題だと私個人として考えており・ますことを最

　　初に申し述べておきたいと思います。

　　　なお本日は多数の関係の方々にそれぞれの立場，あるいはそれぞ九の研ヲ巳，あるいは
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それぞれの平素のお考えをお述べいただき，それによって，できるだけ相互に理解を深

めながら討論をしていくという形にいたしたいと思うのでございますが，大体順序だけ

を最初に皆さんにご紹介しておきたいと思います。

　最初に井上さんから，総合エネルギー政策の見地からの原子力醗発の重要性，それと

立地悶題との関連といったことを少しお話ししてもらいたいと思います。次に，国土総

合即発の見地から・原子力開発の聞題・立地の間題等に触れていおだくっもりでζざい

ますが，宮崎さんにお願いいたしたいと思っております。第5番目は，実はさつき申し

上げました研究会，委員会でもだいぶ立ち入って検討いたし，なお検討を続けておるわ

けでございますが，地域社会との関連を特にいろいろなサイドから詰めてお話を伺って

みたい。まず1番目の施設をつくられる電力会社の側から河内さんと正親さんに，それ

から，日本では特に水産問題が関連しまして重要な閥題でございますので，浜田さんに

お願いし，さらに，地域社会の責任者であられます地方自治のサイドからみた考え方な

り問題を岩上知事さんにお願いし，それから研究開発のサイドから御園さんに，それか

ら原子力産業会議で特に地域社会との関連を専門的に検討し，いま報告をまとめてもら

いつつあります調査の結果を中心にいたしまして笹生さんにお願いいたしたいと思いま

す。

　そこで約鷹。分ほど休憩いたしまして・休憩後引き続きまして・原子力挿設の管理行

政につきまして，科学技術庁の田中さんに，さらにもう少し長期の将来の展望という意

味におきまして源子炉の多目的鯛呂’織地と地域社会との随と群馬とで・村

田さんにお願いしまして，最後に，産業立地政策という点からみて，それもやはり将来

の展望を踏まえまして，通産省の柴崎さんにお願いしよう，そういう順序で本日の議事

を進めさせていただきたいと思っておりますので，その点あらかじめご了承願いたいと

思います。

　なにしろ皆さんの手もちの時間が短いので，意を尽くし得ないおそれがございますが，

それぞれの角度からできるだけ重点的にお述べいただきましてご意見をはっきりいたし

まして，最後2e～30分討論をいたしまして，それで，できますれば，私，最後に取

りまとめをさせていただきたいと思っておる次第でございます。

　なお，進行の都合で，若干途中で変更，弾力的にやらせていただくことがあるかもし

れませんので，その点ご了：承願いたいと思います。

　私はそれだけ申し上げまして，さっそく議事に入りたいと思う次第でございますが，
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　　井上さんから，さつき申しましたように，総合エネルギー政策からみた原子力開発の重

　　要性と立地問題との関連といったことについてお願いいたしたいと思います。

井上　時問が10分と限られておりますので，簡潔に，私のいいたいと思います論点を申し

　　上げてみたいと思います。

　　　私は，一昨年の秋，ワシントンで原子力のフォーラム大会がありました機会に，欧米

　　のエネルギー事情を1ヵ月半にわたって勉強させていただく機会を得たわけでございま

　　すが，今年の1月からまた1ヵ月閲，同じくエネルギー問題で回ってみてまいったわけ

　　でございます。日本のエネルギー事情と欧米のエネルギー事情と比較してみまして，結

　　論的に申しますと，日本のエネルギー闇題というのは，世界じゆうで一番むずかしい事

　　態に置かれていると感じたわけでございます。

　　　と申しますのは，わが国にはご承知のようにエネルギー資源がきわめて乏しいわけで

　　ございます。皆さま方，専門家を前にして申すまでもないわけでこぎいますが，一次エ

　　ネルギーの構成をみましても，たとえば昭和50年をとってみますと，当時水力は21

　　％，石炭は実に50％近い49％，石油は20％でございまして，その時点のわが国の

　　エネルギーの輸入依存度はわずかに24％であったわけでございます。ところが昭和45

　　年度の実績．をみますと，非常に大きな変化を遂げておりまして，水力は7．8％に落ち，

　　石炭は10年前の5d％からわずかに25％に落ちております。25％と印しましても，

　　この中には輸入原料炭が含まれておりますので，国産エネルギーである石炭は，ウエー

　　トは雰常に減少しておる。この反面石油は66％のウェートを占めておりまして，全体

　　としてのわが国の輸入依存度は実に70％の多きにのぼっております。かつて，唾0年

　　前はわが国のエネルギーの海外依存は20％までであったものが，・今日ではア0％をこ

　　えると添う実態にございます。

　　　このことは，簡単に申しますと，国際収支の問題，弄常にむずかしい問題を提起いた

　　しますとともに，日本の経済が今後高度成長を遂げていきます場合，資源問題が非常に

　　大きな二丁として，場合によると，この政策がうまくいかなければ経済成長の制約要因

　　にな「つてあらわれてくるという実態をものがたっておるものと思います。

　　　先ほど申しましたように，欧米の事情と比べますと．アメリカはご承知のように今日

　　なお，電力のエネルギーとしても，石炭は5割を占め，一次エネルギーとしても5割を

　　占め，函内の天然ガスが25％，そのほかに水力がある。召油はご承知のように闘内に

　　もありますし，海外にも利権があるという実態でございます。
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　英国にいきますと，日本とやや事情は似ておりますが，近年北海の天然ガスが発見さ

れまして非常な勢いでございます。全土の都市ガスはこの北海の天然ガスに切りかえる。

進んで工業利摺にも回していくという事態でございます。

　フランスにいきましても，アフリカ開発が進みまして，いまや石油については安定供

給が可能な事態になっておる。

　こういう中で，しかしそれにもかかわらず各国は原子力開発に将来をかけた研究開発

．をしております。そういった実態に比べまして日本は，資源が乏しい。エネルギーの基

本原則でありますエネルギー源の安定確保という閥題と低廉性という要求と1この2っ

を満たすためには，在来の資源では困難があるわけでございます。どうしても日本も欧

米に負けない，むしろすすんで欧米を凌駕する原子力園にならない限り，・日本のエネル

ギー問題は癬決されないという感じを非常に深くいた．しまし起。

　それから，日本が原子力開発に欧米にまさる努力をしなげれに～・か．んと思いますのは・

最近，皆さま方ご承知の大気汚染閾題がございます。大気汚染悶題は今日アメリカが一

番シビアな政策をとっておりますが，たとえばロサンゼルスでもユユーヨークでも，・

スでは，石油のサルファ・コンテントは0．5％以下でなければ重油を使えない。非常に

きびしい制約でございます。ニュー噛ヨークにおきましても，1年半後にはq．．57％以下

の口・一・サルファの重油でな：ければ使用・させないという実態にございます。3

　日本におきましては，皆さまご承知のように，44年の2月に閣議決牢が行なわれま

して，大気汚染のための環境基準がきまりましたけれども，これによりますと，中間目

標であります48年度には，．要対策地域平均でL25％以下のサルフ、アでなければいか

んという規制がございますが，ただいま申：し・．ま、したように，アメリカは日本の最終昌標

値に近い数値をすでにきめておるという実態からしまして，日本の大気汚染闘題の解決

方策というのは，エネルギア業界全体にとってたいへんに大きな間題になっていること

はご承知のとおりでございます。

　これを長くいいますと時間が足りなくなりますのではしょりますか，結爺的甚申しま

すと，私は，そういった大気汚染防除という告帯ネルギニ産業，・あるいはエネルギー利

用産業に課せられた使命を癬決していくため嶋も髪大気汚染の面では無公害であります

振子力開発により一そうの傾斜がかけら〉れざるを得なくなる事態だ，このように考える

わけでございます。

　いずれにいたしましても，この源子力乱発の．必要性は，．私はごく近年2．厨にわたって

一240一．



　　欧米のエネルギー事情をみてまいりましたけれども，日本の置かれているエネルギー事

　　情あるいは産業発展の高度成長の姿，こういった点を思い含わせますと，エネルギー問

　　題の解決なくしてこ・の高度成長はなし得ない，そのかぎりは原子力だ，このように感じ

　　たわけでございます。．

　　　終わりにあたりまして，この原子力閉発を急速に進めますためには，何と印しまして

　　も，原子力立地の問題，これを解決していかな1ナればこの実現はむずかしいわけでござ

　　いますので，私はかねて申しておりますが，やはり行政当局あるいは関係者一同は，も

　　　う少しこの原子力のも．っ安全性についての国民的理解を得る施策なり努力が必要ではな

　　いかと感じておるものでございます。

　　　時間の関係がありますりで，はなはだ簡潔で串しわけなかったわけでありますが，こ

　　れをもって私の意見といたします。

、議長　どうもありがとうござい・ます。引き続きまして宮崎さんからお顯いしたいと思います。

宮崎．私㊧申し上げることは，国土総合開発という面からみて原子力の立地問題を考えると

　　いうことでございますが，国土総合開発計画ということは非常に広範多岐なことですか

　　らなかなかお話がしにくいのですけれども．最初に，羅土総合開発計画をつくる意味は

　　何かというところがら少し申し上げてみたいと思います。

　　　顯の政策を展開していくにあたりまして，各種の部面で非常に長期にわたる構想がな

　　げればならんということはおわかりのとおりですが，そういった長期めいろいろの政策

　　あるいは構想というものを国土，土地の面でこれをどのように受けるべrきか，これは非

　　常に重要：なことでございます。

　　　わが国の．ように比較的国土が狭くて，しかも経済活動は非常に高い水準を保っている

　　．と～・う場合においては，土地の面での制約が非常に大きな聞題になってくるというのは

　　いまの井上さんのお話にもあったとおりでありますが，そういったことで，産業の立地

　　．・の閥題あるいは都市の配置の問題，交通施設の計画の聞題，いろいろの間題がございま

　　すが，こういった餐種の要請を総合的にとらえて，それぞれの方向なり位置づけを一応

　　まとめてみよう，ζ：う．いう、ことが，この総合開発計魎をつくる意味であろうと思います。

　　　昨年5月に，昭和60年度を目標年度とします新全園総合開発計画というのを私ども

　　作業いたしました。本日座長をやっていただいております平田先生に会長をしていただ

　　いた国土総合開発審議会でつくっていただいたのでありますが，この計画の作業にあた

　　りま、・しても，結局これから後におけるわが国の経済，社会の発展の方向というのはどう
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なるかということと同時に，それがはたして国土の上にうまく展開できるかど．うかとい

う検討を行なったわけであります。

　したがって，この計画では「計画のフレーム」ということばを使っておりますが，お

が国の経済の昭和60年度までの規模の問題，構造の変化，それがどういう方向にいく

かということの想定とか，あるいはわれわれの生活，これがどういう内容をもつてくる

か，時閣の使い方はどうなるか，金の使い方はどうなるか，人口はどのくらいふえるか，

その構成はどうなるかという想定をいたしております。そういうことを受けて，国土利

用というものが大きくみてどのよ．うな体系に変わっていくかということを一応想定して

あります。そういうことを一応の前提としまして，それではそのような経済なり社会を

実現していくために何をなすべきか。これを，計画課題という形で幾つかの間題が書い

てあります。

　たとえば昭和50年代を通℃て非常な高度成長を遂げてまいったわけでありますが，

その結果生じてきておる過密，過疎問題にどう対処．していくか。そのためには，現在の

大都市周辺あるいは太平洋岸ベルト地帯といわれるような，非常に高密度に利用されて

おる地帯の使用をそろそろ方向を変えて，国土全体をもう少し有効に使うようにしなけ

ればならん。そのためには薪しい交遍の体系をつくる必要があるとか，あるいは産業の

配置についても，従来と変わった形で展囲していか’なければならん。あるいは都市の整

備にしても，大都市，地方都市を通じまして，現在までの方向と若干違ったやり方をし

ていかなければならんという・、ζとが，大きく申し上げますと，書いてあります。

　そういう方向をきめるために非常に大きな条件となりますのは，何といいましても，

大都市における現状，特に過密1といわれておるような聞題，さらに具体的にいえば，水

の聞題とか空気の蘭題とか地価の閥題とか公害の醐題とか，そのような闘題を相当重視

して，土地の利用を考えなければならんどいうことが背景にございます。

　本日の中心的な課題でありますエネルギーの立地の間題に関連したところを少し申し

あげますと，工業の立地についてこの計画では：どのように考宜たかといいますと，現在

の既成の大工業地帯，これはいろいろの条件からみて，経済的にみても，もうあまりい

い場所ということはできない。また，そういう地域における住民の生活という面をもう

少し重視する必要があるという画から，工業のような校能は大都市地域から徹底的に分

散をするということをこの計画では述べております。

　そして，その行くところはどういうところかということについては，臨海性の装置型
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の工業，鉄とか石油とか石油化学とか，あるいはこのエネルギーのようなものもそうで

ありますが，こういうコンビナートを組んで立地するようなものにつきましては，今後

ますます工場のスケールが大きくなるということも想定いたしまして，当面5年あるい

はフ，8年ということになりますと，現在進行中の新産業都市とか，あるいは工業整備

特捌地域ということで現に進んでおります。そういう地域が中心になると思いますが，

もう少し先，50年忌のなかばぐらいの閥題を考えると，遠隔地に少数の非常に大規模

な工業基地をつくる必要があるだろうということを出しております。

　そういう候補として，たとえぽ九州，中国に囲まれた周防灘地域である1とか，あるい

は青森県の下北半島の地域であるとか，その他幾つかの地域が問題になっておりますが，

こういった，今後40年ぐらい先，あるいはもう少し早くなるかもしれませんが，その

ころにつくられる大工業地帯というのは，現在新しくっくられておる工業地帯として最

も大きいものが鹿島の臨海工業地帯でありますが，’あの数倍：ぐらいのもの漆必要になる

だろう6そめために必要な港・湾の条件，土地の条件，あるいは水の条件その他の閥題を

考えて，ただいま毒したようなところが田鼠になっておるわけであります。

　そういう形になつ’てまいりますと，エネルギーの基地も当然こういった大工業基地と

関連をもつてきめられてくるであろう。大体昭和60年度までに，昭和40年度に対し

て経済の規襖が4ないし5倍，そのぐらい考えておりますが，これに伴ってエネルギー

の消費蚤も大体これにパラレルに伸びるということのようであります。

　石油についてみれば，昭和40年に1億キロリットルぐらいのものが5億キPリット

ルちょっと，6億ぐらいにいくかもしれませんが，その辺のところにくるという見方で

あります。こういった大量の石油を使って発電をするような場所がどのようにとれるか

ということで考えてみますと，ただいまの大規模工業基地というものでっくられるよう

なところに大きく期待しなければならないと考えております。

　また，その時点になってくれぽ原子力というものが非常に大きなウエートを占めてま

いります。この立地が，こういった大規模な工業基地，あるいはもう少し小さな規模の

ものと関連をもつてきめられてくるかどうか。おそらくそうなるであろうという前提で

この計画の内容としては間題を展開しておりまずけれども。そのようになってまいりま

すと，エネルギーの流通ということが非常に大きな間題になる。このために超々高圧送

電線の閥題であるとかパイプラインの話題であるとかいうことも具体的なプbジエクト

として一壷にしておりますが，そのような形で，配賦の面では相当現在と変わってくる
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　　という想定をいたしております。同時に，こういう基地をつくっていくにあたって，公

　　二三題とか，あるいは配置に伴う地域との摩擦の聞題ということは非常に大きな閥題で

　　あろうという意識をもつております。

　　　したがいまして，こういう計画をわれわれが作業するにあたりましても，各地域の方

　　々の意．見というものが十分取り入れられて，．実際の計画の内容がきめられなければなら

　　んと考えます。具体的な作業といたしましても，およそ1年ぐらいにかけてそれぞれの

　　地域のご意見を積極的に出していただいて，これを盛り込んでこの計画をきめるという

　　やり方をしております。

　　　今後の計画には第2部というのがっくってありまして，ブロック別にそういった構想

　　が書いてあります。そういうやり方はいたしておりませんけれども，現実に立地なする

　　ということになれば，．さらにその辺についての十分な了解が必要であろうと思います。

　　これには地方公共団体のご意見もありましようし，地域の住民の方々の考えということ

　　も取り入れなければならないという問題がありますが，こういった問題をそれぞれごと

　　に解決していくために，私どもは今度の計画では，プロジェクト主義と申しますか，具

　　体的なプ・ジエクトを書いてあります。それをそれぞれに調査し，比較し，そして実施

　　していくにあたって，いまのような手続きを踏んでいくことが必要であるという考え方

　　をとっておるわけであります。

　　　大体時聞がまいったわけでありますが，最後に1．つだけ申し上げておきますと，実は

　　この計画をっ、くるにあたりまして，特に原子力の立地については私ども．は先ほど申した

　　ような考え方で一応の筋を書いたのですが，はたしてこの安全性の二二がどの辺まで今

　　後進歩するか。それに串っては，いま印し上げたような制約条件がかなりなくなるかも

　　しれない。そうすると，必ずしも遠隔地という二二になるかどうかというところについ

　　ては議論を残しております。そういった点が相当大きく変わってくるとすれば，私ども

　　が昨年つくったこの計画での考え方は相当修正しなければなちんということにもなるの

　　ではないかと考えております。

議長　どうもありがとうζ：ざいました。iお2人の方から，大極的な見地での問題の～っの提

甑起と申しますか，意味をご説明癩つたように思いますが，引き続きまして，地域社会に

　　おきまして，具体的な閲題に関連した諸聞題につきましてこれからしばらく：お話を：承り

　　たいと思います。まず河内さんからひとつお願いしたいと息います。

河内　わが国の電力需要は旺盛な伸びを続けておりまして，昭和42年度は2，168億キロワ
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ツト・アワーと，イギリズを抜きまして自由世界第2位になっております。45年度は

さらに増加いたしまして，2，4飯南キロワソトという，年12．4％の伸びを示しており

ます。将来の電力需要につきましても，最近の経済成長の見通しによりますと，非常に

高い水準の成長を持続するものとみられております。これらに伴いまして電力需要も高

い伸びを続けてまいるものと存ぜられます。これに対処いたしまして私ども電気事業者

といたしましては，電源の開発を行なうわけでございますが，昨年暮れに決定いたしま

した中央電力協議会の昭和44年度電力長期計薩によりますと，今後40年間に約

ろ800方キロワットの電源を闘発しなければならないという形になっております。この

うち原子力発電につきましては，昭和55年度末までに約5，600万キ・ロワット，基数

にいたしまして46基を着工するという計画にいたしております。

　この数字はたいへん大きな数字でございまして．発電所の地点数として考えますと，

十数地点ないし20地点の程度のものではないかと考えまして，これが必要と相なるわ

けでございます。これらの月ヨ地の取得は，従来の経験から考えますとなかなか容易なも

のではなく，かなり困難を伴うものと考えます。特に公害その他いろいろな問題が積み

：重なってきております。したがいまして，原子力施設をそれぞれの地域で心よく受げ入

れていただくような，原子力施設と地域社会とが融和をして，共存共栄と申しますか，

そうした，あるべき姿をぜひとも研究する必要があると考えております。

　原子力発電所の敷地を選ぶにあたりましては，立地条件でございます，第1に，復水

器に使います冷却水がたやすく得られるということ，それから敷地の地盤の条件が非常

によいということ，それから原子炉立地審査揃針に適合することということから，都市

から離れた低振輿地帯の海岸が選ばれておりますのが現実でございます1今後も当分の

間は，原子力発電所の敷地の選定はこのような観点から選定されるものと存じます。

　先ほど宮崎先生からお話ございましたように，将来安全性についての特段の研究開発

が進められ，これによって，大げさに申しますと「都市接近」ということばで，だんだ

んこういったものが緩和されることとは存じますが，選定の対象になりますこれらの地域

の一般的な傾向といたしましては，現在では，生産活動は主として漁業，農業，林業の

ような一次産業が主体でございます。社会的には，外部の社会との交流が比較的少ない

地域でございます。

　このような地域社会に原子力発電所を建設した場合に，原子力施設及びその付帯施設

の投資額は相当大きなものでございます。発電所で必要とする物晶の購入，それから地
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元の労働力の雇用など，その地域に及ぼす経済的，社会的な影響はかなり大きなものが

あると考えられます。これらの影纏．がその地域の開発あるいは発展のきっかけになるこ

とがセきれば，きわめて望ましいことだと存じます。したがいまして，そのようにつと

めなければならないということに相なります。

　もちろん蚤地域の開発あるいは発展を推進する主体は電力会社のような企業者ではご

ざいません。あくまでも地域住民の方々，あるいはそれを代表されます地方自治体でご

ざいますが，企業側，特に電力会社としては，地域の発展が即会社の発展につながると

いうことから，原子力施設及び付帯施設が，地域社会により多く役立ち，地域の開発，

発展に活用されることを蟄んでおります。そのためには，原子力施設の計画の段階にお

’きまして，こういつた見地から計画するとともに，施設の受け入れ側におかれましても，

地域の開発，発展の計画にあたっては，原子力施設及び付帯施設の有効利用をはかって

いただくよう‘に配慮』 ｵていただきたいと存じます。これには，常日ごろ両者が密接な協

調を必要といたすことはもちろんでございます。

　原子力施設を設置することによりまして，地域会社に対して物的な損害を与えた場合，

あるいは与えることが明らかな場合は，設置者は当然これに対して妥当な補償を行なう

考えでおります。しかし，地域社会の側にしてみますと，物的な損害ではないもの，た

とえば不安感とか，薪しいものに対する拒絶感情といったものがあるようでございます。

従来原子力施設の敷設に関して．地域社会から話し合いさえ拒絶されることが実はござ

いました。また，地域社会の一部の人は受け入れば賛成，一部の方は絶対反対，なかな

が話し合いが進まないという実態もないとは申せません。

　地域社会の一部の人たちがこのような態度や考え方をどるに至りました原因といたし

ましては，企業に対する不信感，あるいは企業側の地域社会との融和の努力の：不足，ある

いはPKの不足，それから地域社会の考え方が新しいものに対して，どちらかといえば

消極的であるということ，それから原子力に対して過度に敏感な感情をもつている。こ

れは日本特有のものかもわかりません。そのほかに，イデオロギーの違いに基づきます

と思われるような反対の宜伝活動もないとは申せません6・これらがいろいろ組み合わされ

ましてそういった結果になるとは思いますカ㍉これらの障害のために，原子力：施設の受

け入れについて企業者と地域社会とが話し合いさえなかなかまいりません部門もござい

ます。

また．この話し含い鵬む蝶及び土也域社会の態度といたしましては，お互・・に雛
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　　の立場に立って考えることがぜひとも必要でございます。観念的に自己の立場を主張す

　　るのではなくて，具体的な問題に意見の交換をいたすようになればけっこうだと存じま

　　す。また，真実を迫求するという科学的な態度でお互いが臨むことが必要ではないかと

　　存じます。以上のような基本的な態度が企業者及び地域社会の双方にあれぽ，企業に対

　　する不信感とか観念的な反対の大半は解消するのではないかと考えております。

　　　わが国におきましても，東海村をはじめ，敦賀，美浜町，福島県の大熊町などにおき

　　まして，原子力の施設が安全なものであるという運転経験が得られ，原子力施設と地域

　　社会とが共存共栄していく実例が示されるとともに，原子力施設に対する観念的な不安

　　感とか違和感が次第に薄らいでいくものと期待をいたしております。

　　　このようなわけでございますので，次に，PR，とか地域社会との協調，補償の考え方

　　等を実際に円滑に進めてこられました正親さんにあとをお譲りしたいと存じます。

議長　どうもありがとうございました。では引き続きまして正親さんからお願いしたいと思

　　います。

正親　多少河内さんのお話と重複するかもしれませんが．私どもが原子力立地にあたりまし

　　て非常に苦労もし，またその中からご理解をいただいておる地域社会との関連で配慮い

　　たしております2，5の事項について触れさせていただきたいと思います。「

　　　先ほど来お話ありましたように，残念ながら一般国民の原子力に対する意識がまだ片

　　寄っておりまして，いまだに「核アレルギー」といわれるゆえんではなふろうかと存じ

　　ます。これはご承知だと思いますが，科学技術庁漆世論講査をされました結果によりま

　　しても，たとえば原子力の平和利用を積極的に進めること亮賛成ですかという闇いに対

　　しまして，賛成するというのが65％にも達しておる。ところがまた逆に，原子力とい

　　うことぽを聞いてどんなことを思い浮かべるかという添いに対しましては，源水爆だと

　　か広島，長崎を連想するという不安をもつ人がやはり65％もあったというのが実際の

　　姿であります。また一方，いま河内さんがおっしゃいましたように，原子力を核武装の

　　イメージと結びつけましてイデオ戸画一的にこれを利用する勢力がないどはいえないの

　　であります。

　　　このような複雑な中で私ども施設者といたしまして，極力，地域の人々がイデオロギ

　　一にとらわれないで科学的な立場に立って話を聞いていただけるように努力しておる最

　　中でございますが，原子力発電のPR；と申しますか，ご理解にあたりましては，PRの

　　領域が単に発電というものに限らずに，原子力の平和利用一般を含めたものでなければ
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ならんということ，それから立地予定地点の直接の関係者だけでなくて，もっと輻広い

瘤にPRが必要であるということを痛感しております。

　さらに，ご理解願うためには相当程度，期閻が必要である。さいわい原子力のPRに

つきましては，すでに原子力文化賑興財団等のご活躍をわれわれ期待しておるわけでござ

いますが，いずれにいたしましても，私ども自体が地域ρ立場に立って，その特性をよ

くっかんだ上で運動を行なうということが特に肝要だと痛感いたしております。

　したがいまして，たとえば私どもの新しい地点としての新潟の柏崎，刈羽村の地点の

例を申し上げますと，これには相当長い期閲をかけまして，県ご当局なり関係の地方村

長，あるいは有力者の方に十分な．ご理解を得た上で，むしろ自治体自体から地元に対し

てある程度のPRをいただいた上で立地に対する決定を申し入れ，．その後におきまして

も，たとえば用地取得をすぐに行なうべきであったと思うのでありますが，やはり地元

民全体の科学的な理解を得て，その上で用地取得をはかりたいという考え方から，たと

えばPRの専門の事務所をまず置きまして，大体の皆さまのご理解を得た上で，この2，

5日中！（用地取得に入るという次第でございます。

　また福島の場合の原子力発電所のサイトの方々に対するPRにつきましては，本格的

なPRホールをことしの8月に開設する予定でありますが，建設の当初．から仮設のP瓦

ホールを設けましてぞこの闘，毎月5000名にも達する見学者に対処して回る次第でご

ざいます。

　地方に対する理解運動の具体的な話はこρ程度鳳・たしまして，次に第2番目に大事

な地域社会への積極的な協調と申しますか・地心との協調の実態でζざいますが・私ど

も東京電力の場合は，ご承知のごとく，計画地点がいずれも私どもの電力供給区域外に

ある，そういう関係上から，特にきめのこまかい配慮をいたしておるつもりでございま

す。

　その1つといたしましては，当然でございますが，当社の施設と地域の施設との調和

と申しますか，建設関係の道路を町，村の計画道路と一致させたり，あるいは資材の輸

送に利用する既設の道路の舗装なり整備を行な陸まして，・i地乖と私どもとの両者の利益

が一致するようにつとめてまいっております。また，柏崎におきましてすでに具体化し

て挙ります，海岸の県道のつけかえが必琴でζざいますが・これに対しましても・関係

地元の意見を十分お伺いし，これを尊重レながら，できるだけ迷惑のかからないように

配慮しております。

一248一



　また，工事にあたりまして非常に大事なことは，地山の安全の確保とい．うことが特に

大事だと思っておりますが，これは工事を行なう当該地点だけでなくて，将来の原子力

発電所立地に及ぼす影響，その実績が非常に影響が大きいという観点から特に配慮しな

ければならんと思っておりますが，建設工事に伴いますところの輸送の車両のひんぱん

な往復だとか，地域外から労務者の流入等によりまして，交通の安全，騒音，風紀とい

う問題が発生しやすいところでございます。これにつきましては，請負業者の指導の徹

底をはかりまして，たとえば；福島の地区にお．きましては，いまだ，輸送車両によるとこ

ろの交通事故は今日まで1件も発生していません。また風紀上からするところの苦情も

出ていないという次第でございます。

　それから，先ほど河内さんからも触れられましたもう1つの大事な閥題は，地元の業

者あるいは地元の労働者の活用ということがことのほか大事だろうと存じます。原子力

の立地点が往々にして人口の流出地域あるいは低開発の地域となっておりますので，こ

れちの是正をはかりますとともに，地元の発展に役立ちますよう，私どもといたしまし

ては，発電所の建設には，地元業者の育成ということをはかりながら，地元の労働力を

活用することを積極的に進めてまいっております。福島の場合をみますと，建設事務所，

社宅という付常設備は全部地元の建設業者にお願いしてございます。

　また，当社の職員自体の約5割程度は地元の方であり，建設労務者の過半数は地元の

出身者でございます。さらに，当然でございますが，建設の資材なり事務用晶，生活物

資につきましても，私ども電力会社はもちろんのこと，建設業者に対しましても，極力

地元のも』のを調達するよう指導してまいった次第でございます。

　いずれにいたしましても，われわれ自体が地域の一員となるわけでありますので，従

業員とその家族が末長く地元のお世話になるということを考えまして，たとえば寄付一

ついたしますにつきましても，教育粥晶なり消防設備，あるいは交通安全設備等，民生

の向上に少しでもお役立ちたいというきめこまかい配慮をいたしておる次第でございま

す。

　次に放射能の間題でございます。これは後ほど田中さんからお話あると存じまずけれ

ども，私どもは，発電所の運転に伴う放射能管理1よ厳重に行なうことになっておりまし

て，周辺地域に影響を及ぼすことはございませんが，地域の人々に安心していただける

ように安全確認のための監枳体制をしき，これには祭ご当局との閥に協定を締結いたし
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まして，相協力して安全を確保いたしますよう，万全の努力をいたしております。

　以上，例を申し上げましたが，これらのいろいろな配慮が，地元経済に及ぼす影響に

つきましては後ほど笹生先生から詳しくご報告があると存じますが，福島の場合を大ざ

つばに申し上げますと，用地交渉を行ないました昭和59年の4月から，建設の最盛期

44年3月までの5年間に周辺地域に投下されました金額は約48億円。年平均10億

円に達しております。大熊，双葉関係の2町だけについてみますと，5年間で約26億

円。年平均5億円でございますが，これは両方の町を合わせた年間の財政規模を上回っ

ております。福島の場合，建設期閲は今後十有余年に渡るわけでありますので。申すま

でもなく，周定資産税の税収の効果を合わせ＝考えます場合には，経済的な稗益はさらに

長期に亘ることと存じております。

　最後に，補償に対する考え方を少し触れさせていただきたいと思いますが，この補償

問題は1われわれ自体もかなり反省する必要があると存じております。これにつきまして

は，権利者が相当高額なものを期待する気持ちはわからないことはございませんが，そ

れ自体が地価高騰の要因となり，地域財政上からも，か．えって地域発展上の投資を抑制

することにつながるものでありまして，私ども公益事業の立場からいたしましても，常

に適正な補償をお願いしているわけでございます。．．

　こういう考え方から，補償開題における地域への協調上のわれわれの重視しなければ

ならんことは，むしろ，いろいろの形での；補償がさらに地域の再生産に役立ち，あるい

は地域の人々の発展につながるものに向けられるようにしていただ・きたいということに

あるのでございます。

　たとえば最近問題の非常に多い漁業の聞題に例をとってみますと，港湾をつくったり・

工事をやったりするための部分的な漁場の消滅だとか，あるいは部分的な制限をされる

ものにっきましては当然漁業補償が必要でありますが，全般的にわが国がいわゆる海洋

「国でございまして，私ども国民としましても，さらに漁業を振興させなければならんと

いう立場にあるわけでありますので，補償をするということでなくて，むしろ漁業を拡

大あるいは碑益する，それによって増大するという考え方からの必要な費用をこれに充

てる。これに支出するという考え方から，その補償なり，あるいは支出された金額が漁

民の曙β’人1人に分配さ’れてしまうということではなくて，たとえば漁業組合に寄せまし

て，その結果が漁船との漣揚げ施設だとか冷凍設備，さらにまた漁業拡大のための人工

の漁礁に充てていただいて，新しい漁場の整備にあてるということにぜひ進めてまいつ
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　　ていただきたい。また，私どももそういう考え方のもとで漁業に対する振興を考えなが

　　ら，国民の重要な動物性たんぽく資源をふやして，わが園の漁業がますます栄えるよう

　　にしたいという考え方から，これは私個人の考えですが，補償ということばが必ずしも

　　適正なことばでないと考えております。むしろ「補償」というためにかえって地域

　　にマイナスになるという結果が起きているのではなかろうかという考え方をもつておる

　　一人でございます。

　　　このような考え方の中で．そこで少し具体的で恐縮でありますが，．原子力発電と漁業

　　ということにつきますとまず聞応になるめが温排水の問題でございます。ご案内のとお

　　り原子力発電所で嫡冷却水を必要といたしまして，これは場所によって多少違いますが・

　　取水温度，いわ砂るコンデンサー・チユごブの入口から出口までの間に約窪。分賦かか

　　りますが，温度が約7度くらい上昇して排出されるわけでございます。これにつきまし

　‘ては後ほどまた浜田きんからもお話があると思いますが，従来とも私どもといたしまし

　’ては，温排水ができるだけ漁業に影響を与えないように，影響のないのが」番いいわけ

　　でありますから，をの影響をできるだけ少なくするという観点から，拡散現象，あるい

　　は影響の範囲等につきまして調査を行なってまいっておる次第でありますが，今日では，

　　海外の例を調べながら。さちにこれを前向きに，海洋土木なり，あるいは水産の専門の

　　方にお願いいたしまして，調査と研究を行なっておる次第であります。私どもしろうと

　　でございますが，定着漁業なり，あるいは遠海漁業の中での最近耳にいたしますところ

　　のプランクトンの生態とその温度の関係，あるいは排水によるプレッシャーという両面

　　からの影響につきましてもいろいろ調べておる次第でございます。

　　　との漁業に対するプラスの面と，部分的なマイナス面と両方を考えられるわけでござ

　：；いますが，私どもはこの際，この温水の積極的な活州という方向と，片方では，先ほど

　　申しましたような人工漁礁をつくるというふうな，よい漁場を造成するという両面から，

　　海の資源拡大に稗益するような勉強を進めな：がら，砦さまのご協力を得たいと考えてお

　　ります。之のような考え方のも．とで，ぜひとも，・原子力発電所がおのおのの地元から歓

　　迎されるに至りたいということみ気持ちから，私どもの意のあるところをおくみとりく

　　ださいまして，ご二二とご協力を得たいと考えております。・

　　　たいへん大ざつばでありますが，2っ5っの例と私の意見を申させていただきました。

議長　どうもありがとうございました。だいぶご両者から具休的なお考えを承りましてたい

　　へん有益だと思いま参が；引き続きまして，六二関係につきまして浜田さんから少し伺
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　　いたいと思います。

浜脂　いままでの諸先生方の立場といいますか．原子力開発の重要性なり，その施設という

　　立場からのいろいろのお話がございましたカ㍉私のほうは，そういう施設を受け入れる

　　のかどうかという地元住民の立場・そういう立場からの意見を申し上げたいと思います。

　　　この10年来，地域開発ということが非常に叫ばれまして，その地域からみれば，金

　　のタマゴが出てくるのではないかという大きな期待で進められたわけでございます。し

　　かしながら，その金のタマゴのメタルをひつくり返してみますと，その裏側には，生活

　　環境施設の立ちおくれとか，あるいは公害が発生して地域住民の生活に障害が出てきた，

　　こういう裏側があるわけでございます。そこで，いささか極端な言い方かもわかりませ

　　んが，この地域開発というものは地域住民不在の地域開発だつたのではないかという疑

　　問も出てくるような次第でございます。

　　　そこで原子力関係につきましては，このような従来の地域開発のいき方の反省の上に

　　立って，・ミランスのとれた，真の地域開発が必要だと思うのでございます。ちょうどこ

　　としの大阪での万国博のテーマが「進歩と調和」でございますが，まさにそのような方

　　向と実践において原子力開発が進められることを期待するのでございます。そのことは，

　　先ほどからも先生方の主張にもございましたように，産業企業体，それから地域住民と

　　地方自治体の5者の緊密な協力と協調いかんが，このことの成功を決定するカギではな

　　いかと思うのでございます。

　　　そこで，だんだんと具体的に話しますが，原子力発電と地域開発の中での水産業との

　　関連についてお話をしてみたいと思います。大原則は，その地域との共存共栄がはから

　　れるような対策がなければならないということでございます。もう少し具体的に申し上

　　げますならば，原子力発電所から出るあったかい排水による漁業に対する潜在的なマイ

　　ナス要因を極少なものにして，プラス要因をフルに利用するということでございます。

　　もっと具体的に申し上げますと，原子力発電から膨大な量の温排水が出てまいります。

　　専門家を前にしてこういうことをいうのは釈迦に説法でございますが，たとえば50万

　　キロの発電所としますならば，喋秒50tもの水が出る。1日の量に換算すれぽ約250

　　万もというように，ちょっとした川ができるという状況でございます。

　　　それから，温度からみますと，冷却水として取り入れたもとの海水の温度よりも，さ

　　らに5℃から9℃ぐらいの範囲の高くなった海水が出てくるわけでございます。

　　　そこで，われわれが心配する点が2つございまして，喋つは，そういう状況であるな
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らば，自然の海に対して何らかの変化を起こすということです。全然変化はないという

ことはないので．何らかの変化を起こす。その変化が水産資源に対してどのような変化

を起こすのだろうか。プラスの変化ならぽいいのでございますが，マイナスの変化も，

そういう要因もあるということでございます。これが1っの心配。

　為う1つは，水産生物に対して，これは結局人閥が食べるのでございますが，その水

産生物に対して，放酎能汚染があるのではないか，こういうこ二つの心配でございます。

　第1の問題でございますが，海水の温度の上昇につきましては，一般的にいいますと，

先ほどは30t／秒といいましたが，その場合でいいますならば，排水口より500m

ぐらいの沖，それから100mから4eOmぐらいの幅，表面から0．5から1．5m

ぐらいの深さ，その範顕内で2℃ぐらいの温度が上昇する。これは普遍の風もない，波

もあまりない平常の状態でその程度になる。範囲は思ったほどではなく，比較的小さい

のでございますが，この場合も一般的にいいますならば，冷たいところを好きな魚は，

その場所をよけていく。退避するかもわからない。反面におきまして，あたたかいとこ

ろに適する魚は，喜んでそこへ近寄ってくるだろう。そこで，ここの点でございますが，

・この点を積極的に魚や，あるいは魚類の自然の養殖漁場として利用開発する技術と対策

を確立して，先ほどいいましたようにプラス分をはるか大きなものにするということが．

その心配を消す材料になってくるのでございます。

　第2の放射能汚染の聞題でございますが，これはいうならば施設の管理と運’営の聞題

にからまってくるのでございます。自然にある放射線ですから，年間400なり200

概リヒムの範囲内で，ことばをかえますならば，自然にあるバランス，そのバランスを

ζわさないように，その範囲内で厳重に管理していく。さらにそのようになっておるか

どうかにつきまして，施設者はもちろん，さらに地方自治体，漁業者等の第三者からみ

ての監視体制を確立して，そういう心配をなくすることが肝心なことだと思うのでござ

います。

　そのようなことを前提としまして，1つの提案があるのでございますが，発電所の隣

で，そこの陸上を利用して大きな池をつくって，温排水を積極的に利用して，魚類なり

貝類を人間の手でっくり出すということを，試験でなくして，企業化するということで

ございます。この点につきましてはまだ試験段階でございますが，火力発電所にっきま

しては，ご承知のように東北電力の仙台発電所で，クロダイとか，アカ貝の養殖試験が

ございます。それから中部電力の尾鷲の発電所でハマチの養殖試験がございます。原子
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力発電につきましては，日本にはその例がございません。しかしながらイギリスのハン

ターストーンの発電所で，カレイ，ヒラメの養殖試験をやっております。それぞれ一応

の成果をおさめておりますが，いうならばこれはまだ試験段階といっていいのでござい

ます。

　それで，魚類なり，貝類を人間がつくり出す，．そのような技術にっきまレては，日本

はまさに世界の最高峰でございますので，そのような技術と，原発の温排水の利用等を

積極的に結びつけていくならば，必ずこれは企業として成り立つことになるのでありま

す。

　要するに温排水を利用するということはどういうことかといいますと，時間がござい

ませんから一言でいいますならば，魚類なり貝類の成長を促進するということでござい

ます。特に冬，自然の海の状況である場合は，海水の温度が低下しますからして成長率

が下がります。あたたかい水の中では成長を続けるわけです。したがって冬になって冬

眠するということがなくして，休みなく成長する。魚もなかなか忙しくなるわけで．休

みなく成長していくという状況を人欄がこしらえていくならば，2年なり，あるいは5

年なり，あるいは4年なり，普通なら商晶価値になるのにそのぐらい時間がかかるのを，

あたたかい排水の中で成長されれば，その期間，半分の期閥で商品になる。さらにこれ

を人間の管理下に置くことによって．一挙に大量のものが生産できる。そして市場，マ

ーケットに出す場合も，適宜マーケットの需要をみながら，コントP一ルしながら出し

ていける，このような利点があるわけでございます。

　それで，そういうことをいいましても，実はまだ先ほどいいましたように．原発の温

排水による企業経営の実績はございません。そこで，一ぺんにそういいましても1大き

な施設，大規模にやるということは無理でございますので，企業化試験といいますか，

企業としてのベイライン，そのベイラインの最小な規模で………最小な規模といっても・

計算すれば2億円程度の設備投資が必要でございますが，その辺の規模で，東海村の原

発の隣で企業化してみたいということを計画しておるのでございます。

　そこで，大事な点は，そのことが地域漁業者全体の利益につながる1：ような運営でなく

てはならない。まさに住民不在でな．くして，住民そのものが主人公になるような全体の

利益でなければならない。たとえばチダイのタイですが，その養殖を例にとりますと・

茨城県の沿岸では，非常に小さいタイ．が臼然に網に．かかってくる。　これはあまり小さ過

ぎて，商品価値は全然ないわけですが，この自然に網にかかってきたものを集めてき
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　　て．温排水で飼育することによって．半年なり，もうちよつと大きくすれぼ1年位でり

　　つばな商品になるおけです。いうならば無から有を生ずるわけで，これによって茨城県

　　で考え為場合は．その全体の漁業者の利益につながる，このようなことでございます。

　　　ただ，話がこまかくなりますと無間をとりますので省略しますが．東海村で施設する

　　場合は，康子炉が磁しかございませんので，停止時にはそれがとまる。とまると温排

　　水は出てこなくなる。その場合の対策をどうするかという，まことに頭の痛い出題がご

　　ざいまナが，これは省略します。噛

　　　このような先駆的な企業化が成功しまナならば，また日本の水産技術をもつてするな

　　らば；必ず成功すると恵うみであヴまナが，織地で温排水利用が積極的になってくるに

　　違いない。こうすれば，その観点から原発と地元水産業との共存共栄の道が発展できる

　　のではないかと思うゐでございまつ一。

　　　さらに，これはいささか飛躍しまして，話のついでで将来の夢物語までしますならば

　　総合エネルギー調査会の資料を拝見しますと．』昭和66年には火九原子力発電を合わ

　　せて1億400b万キロとかいう予定と書いてございますが，！それから出てまいります温

　　排水をちよつと計算しますと11秒間にブooOt，1日前ナれば6億tという膨大な蚤

　　が出てくるみでございますが，これをある水産技術者が計算してこれを利用するという

　　ことになれば，人間の手で55万tなり，あるいは40万tの魚類なり，ある～llほ貝類

　　が生産できる，こういう計箪でご執・ます。ノ調がせっかくっくると㍉・参こと庭なれば，

　　タイとか，ブリとか，車エビとか，せっかくらぐるのでございますから1最高級品をっ

　　くるということになります。それで，それの皮算用をしますならば，生産者の販売する

　　価格は，1500億なり，’2000億円程度たなってまいりまずざそうなσますならば，そ

　　れたけのものが薪ただでぎ上がるというごとは，まさに原発と地元水産業，地元住民と

　　の共存共栄ゐ実ができるということになるわけ宅こぎいま渉6　　　「』「

　　　したがってまず感温紀水産技衛は．それだけの能ガを琉在もつておるという’と芝。そ

　　こで次は発電所ぷそれた参加し，協力するがとうか6淫売漁業者がそれだけゐ努力をす

　　るかどうか。凶なり，六方自治体が政策としてこれを推進するかどうカ・。最近め話に戻

　　ケま’して，施設者，地元住民，地謡自治体，三者の協力関係こそ漆，原発と地域住民と

　　の共存共栄の道であって，それが住民がまさに存在する真の地域囲発だろう，私はさよ

　　うに思っておるのでございます。以上でございます。

議長　たいへん具体的なことを伺いまして，どうもありがとうございました。1

一255」



　　　次にそれでは岩上知事さんに，地方自治体の見地から少しお願いしたいと思います。

岩上　それぞれ原子力の醐発サイドと，それから地域社会との関連等についてご意見が述べ

　　られたわけでございますが，私の場合はきわめて具体的な問題として，二，三，意見を

　　印し上げてみたいと思うのであります。

　　　確かに原子力のような超地域的な間置旧につきまして．これは当然，地域社会との関

　　連性を考えていただかなければならないわけでございまして，むしろ絶体必要である原

　　子力開発とい5問題を考える場合には，地域社会をある意味においては優先して考える

　　ことのほうが，原子力産業を進展させるのに，きわめて手つとり早い方向ではないかと

　　考えるわけであります。

　　　そういうサイドから問題を考えてまいりますと，原子力委員会のいまの体制はこれで

　　よいのかどうかということに，いささか疑問を感じないわけではございません。何とな

　　ればいま茨城県として倒置になっております群処理工場設置の即題についても，原子力

　　の発電計画は至当大型プ・ジエクトとして出されております。動力炉以外の聞題につい

　　ては，資金計画，それからこの施策の方向，設置の場所等について，まだ明確ではない

　　わけであります。

　　　そ5しますと，再処理工場は，0．7t以上，東海村には設置することはむずかしい

　　と．いオr解いる肋どもはたしてしか騨こ斌け咽の原子醗電所をどんどんつく

　　？焼く船に・料理關は・「体どういう地域に・どのくらい斥して・・勿瞭

　　必要であるかとい5間脳は，当然原子力の行政の一環として，ある意味においては終末

　　処理的な1つの方向でもありますので・そこらあたりの聞題が明確でない点に対する地

　　域住民の不安感とい5ものがないわけではない。

　　　したがって概力サイドから外割める揚叙は・きめるだけ鯵る1つのオーソ

　　リティ遭もつてしかるべきではないカ㌔それからま棚在薦ρ行政雌細行政で

　　ありまして，科学技術庁が非常にいろいろな角度において，この開発を進めようとする

　　姿勢をもちながらも，他の省においては，どちらかとい5と，消極的な姿勢をとってい

　　る。地帯整備問題，あるいは漁業間題等に旨いても，建設省のサイド，あるいは農林省・

　　簿外サイドからみると牌的であう・一般行珈暗椚とし℃ある搬励をし

　　陛地・のゆなタ・チリ甥に1爾題莇るのではないか・したが・’ましてこ略省

　　が同列的な立場に立てといってもなかなか無理であるならば，これはどうしても源子力

　　委員会，あるい．瞬檸技術肋～この原子力を推進するためにとるべき1つの徽，御
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上の位置，あるいは財政上の確立というか，そのような間題をまずおきめになって，こ

のオーソリティーを確立するということが必要ではないか，このように感ずるわけであ

ります。

　したがいまして茨城県において地帯整備の問題を提起して，いろいろと科学技術庁は

この間題について積極的に取り組む意思はもって，今日まできておりまずけれども，い

よいよ具体的な間題になりますと，この聞題は自治省関係，それから建設省関係，この

ようなサイドに分かれてまいりまして，自治省関係からみれば，これは国の施策である・

から，全額国が負担すべきである，このような考え方をはっきりいっておられます。建

設省サイドからいいますと，いや，これは全体の地帯整備計画は，地域においても自主

性があるのでそう簡単にはいかない。このようなことが毎年問題になりながら，まあ，

まあ，しかたがないというところで，ある1っの妥協をみつけてやっている。

　したがって一般的に地帯整備を進める場合に，その進められる地域の市町村の段階に

おいては，超週負担を余儀なくされる。いまの場合においては，いろいろと地域社会との

タッチにおいて，非常に理解ある態度で進められておりますが．民間の場合にはそのよ

うな1つのサイドが考えられるわけであります。しかし国の姿勢，国とのタッチにおい

ては，非常にむずかしい問題を常に地方自治団体側は背負わされている。こういう現実

を目のあたりに経験をしておりますので，こういう面について原子力発電という問題が，

将来の火力，水力のエネルギーにかわるのだ，このような姿勢がはっきりナσ年代の鷹

つの大きな課題になっているのだということであるならぽ，それにふさわしい国の金が

必要ではないか，このように私は思うのでありますが，そこらの点が問題ではないか。

　それから，当然地域という問題を考えていただく瞭に，設置をする際には，いろいろ

な角度で問題を投げかけております。しかし設置されたあとの間題に対して，地方自治

団体がタッチができるような体制になっていない。そこらあたりに治外法権的な1っの

ゾーンが出ぞきてしまうのではないか。こういう意味である程度地方自治趨体がその中

に入ることのできるような：1タッチできるような法律的な内容を少し盛り込んでみては

どうであろうか，このような考え方をもつものであります。

　それで．われわれは，政治的な，あるいはイデオロギー的な角度で，この科学的な方

向に向かって進む場合に，そういう態度をとるべきではない。科学性を十分にそこに浸

透しながら進めていく必要があるという態度を今日まで私もとってきております吟れど

も，そういう角度に立つ一面，総合的な長期計画の樹立と，それから地方団体を含めた
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　　ひとつの体制をこの際，確立することが絶対的に必要だろう。このこζは，研究さえす

　　ればできないことはない問懸ではないかと思っておりますが，も5少しζの欄題につい

　　て，政府において突つ込んでご検討いただきたいと考えるわけであります。

　　　いろいろ申し上げたいこともございまずけれども，われわれの今日まで，原子力研究

　　所，あるいは発電，再処理周題を含めて，それぞれ原子力．に対して韓ヵをしてまいった

　　中で感じたことを，前回，各講師の方々から灘述べになっているご．どり木半，1私も同感

　　の意を表して拝聴しておったわけでございまして，二，三，つげ足して申し上げるとす

　　れば，そζらあたりが1っの問題ではないかqドイツの場合はインフレアセル聖心とい

　　われておりまが，臼本の場合にはこ．れが核アレルギー，そのような国民的な浸透の度合

　　いが非常に強い状態の中で．一面，どうしても開発を進め本ければならない場合には，

　　どうしても社会防衛的な立場に立つ側としては，住民，あるいは地方自治団体，こ5い

　　う立場に立？わけでございますので．そういう側に対する1つの配慮が非常に大事なご

　　・とであって，それを配慮され進めていただく・ならぽ，・私はこの原子力産業嫉・ど～しどん日

　　脚半轟の中にも快く受け入れられ，具体的咋ご協力できるような体制になるのではない

　　か。ど5ぞひとつ政府関係におきましても，P．R等については直接おやりになったらど

　　うか。国のほうはそういうものについて，最近は始めているようですけれども，当初の

　　段階はジ何かひとつ知事寄ん，お願いしますというタッチの姿勢では困るのではないか。

　　地方団体としてもそれだけの力はない。原子力課を設けておりまずけれども，、それでも

　　それだけの力はございません。どうしてもある程度，視野の広い，ある程度科学的な分

　　析についても，十分に経験のある側が，直接具体的にそれぞれの団体，、地方零共団体に

　　も十分に手厚・くタッチをしていく．住民に心からタッチをしていく姿勢が必要ではない

　　かQ

　　　ぎから，国の1つの大きなプロジモクトを具体的につめていく。そしてこれを国民の

　　前に示しながら〆、地域，地域において具体的にタッチをしていくということであるなら

　　ぽ，これは漁業界が，・相当・反対をしておりまずけれども，こういう問題も遂次理解され

　　てくるのではないかと思いますので．そこらあたりの国の姿勢が問題ではないか，この

　　ように考えておるわけでございます。

　　　はなはだ簡単でζさいますが，一言ご意見を申し上げたいと思います。，

・議長　たいへんどうも～らウ：がと5ございました。静間が少し超過しましたけれども，引ぎ続

　　・きまして御園生さんにお幽いして，それから笹生先生に少しお願いし，このお糊入が湧ま
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　　れてから休憩に入りたいと思います。はなはだ恐縮ですけれども．やや簡潔にご両者

　　ともお願いしたいと思います。どうぞひとつよろしくお額いいたします。

御園生　原手力と申しますと，いっでも放射線障害というこどが間題になりますので．放射

　　線障害防止ということの基本になる考え方，それに関係する研究について若干お話をし

　　ておきます。

　　　人類と人工の放射線との接触の始まりは，1895年，レントゲン博士がX線を発見し

　　牟ときに始まります。その後，放射性元素が使われ出しましたので，人i類と放射線との

　　接触の面は広がっていますけれども，この当時はもっぱら職業人といわれる人たちがこ

　　れに接触をしておりましたので，世界の人聞の中でタッチする人の数が非常に少なかつ

　　たわけでございます。しかしそれでも，そういう職業人の中で生物学的に放射線は障害

　　があるということが早い時期からわかっておりましたので，それの防止についてはいろ

　　いろなことが進められておりました。それが1928年になりまして，現在，国際放射線

　　防護委員会，俗称ICRPといわれているものに発展をしまして，放射線障害をどうやつ

　　て防止するかということがその当時から世界中のその道のエキスパートを集めて討議を

　　されております。

　　　それで，このICRPは，1950年にはいままでの障害の範囲を，　X線，ガンマ線に限

　　つておりましたのを，すべての放射線に広げております。それで，またこのころまでは，

　　もっぱら障害の防止ということを，放射線を扱う職業人に鰻っておりましたのに，汐56

　　年の討議から一般公衆に対してもどうであろうかという考え方に発展し℃まいりまして，

　　籾58年置勧告では，公衆の構成員（というのは，普通の人という意味でございます）

　　に対する防護についての勧告を初めて出しております。これは，原予力の利用によりま

　　して，放射線との接触の面が非常に広い範圏に及んだためになされたもので，まさに時

　　宜を得た処置であったと思います。この10RPは，その当時までにわかっております世

　　吟じゆうのいろいろな科学的文献の中から．最も時宜に適した防護に関する勧告を世界

　　各国に出しております。

　　　こういう意味で，世界の国は，1このICRPの精神を尊重しまして，その圏のおのおの

　　の放射練障害防止に対ナる法律なり何なりをつくっております。こう・いう点では，現在

　　この勧告が最も権威のある，しかも最も科学的なデータを提供していると考えてよろし

　　いかと思います。

　　　たとえば職業人に対しましては，最大許容量という字を使っておりますが，公衆の構
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　　成員に対しては，線量限度ということばを使っております。そういう点にも非常に大き

　　な配慮がみられていると思います。

　　　ただ，生物学約な影響についていままでわかっておりますことは，必ず金部のことが

　　わかっているわけでございませんで，多くは人閥に対してのものでございますと，やや

　　線量の多いところのデータから，線量の少ないところまで延ばした考え方をしておりま

　　す。こういう点で，はたして放射線がある線量以下になると障害作用はないのか，ある

　　いはどんな少ない線量でも，多いところの正数分の1の障害がそのままあらわれてくる

　　のかとい5ことになると，若干不朋な点がございまずけれども，こ巨）IGRPの出してお

　　ります考え方は，いまでは一番安全側の点を考えていると考えてもいいのではないかと

　　思っております。

　　　それで，私のおります放射線医学総合研究所は，放射線の人に対する障害，その予防，

　　治療，’診断どいうことを，三回目標の1つにしておる研究所でございまして，このよう

　　な放射線のほんどうの作用についてもいろいろ研究を進めておりますが，ICRPの勧告

　　を日本の風土に合うように当てはめていくことも必要なのでございますので，特につか

　　みにくい内部照射の簡題につきまして，一体自然にある放射能，あるいはこのよ5な原

　　子力施設から出てくる放射能がどういう形を通って，たとえばどういう植物を通って．

　　あるいはどうい5動物を通って，どんな臓器の中に含まれて，人間のからだに入ってく

　　1るかという経路の研究をしましたり，先ほど来，ご指摘のありました海産物は，日本人

　　の生活にとって非常に重要でございますので，茨城県の那珂湊に昨年臨界実験場をつく

　　りまして，魚の中でどのよ5に放射龍が濃縮をされまして，それが入闘に運ばれてきて，

　　どんな影響を与えるだろうかという検討を進めております。

　　　さらに，これから将来は原子炉の燃料としては，プルト三ウムが盛んに使われるよう

　　になるかと思いますが，プルトニウムは非常に猛毒でございますので，これの影響につ

　　きましても，5年来，研究を進めておりまして，近くこれについてはシンポジウムを行

　　ないまして，わかった事実を多くの方々にお知らせできるようになるのではないかと想

　　つております。それから，これからあとの方向としましては，遺伝の問題，遺伝障害と

　　’いう間題が，非常に少ない線量の場合はわかりにくくて，長い旧聞をかけてやりません

　　とデータが出てこない間題でございますが，今後の重点としては，そうい5問題もだん

　　だん朋らかにしていきたいと考えておる次第でございます。

議長　　どうもありがとうございました。
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　　　それでは，引き続きまして，笹生さん，お願いしたいと思います。だ～・ぶ論点が出ま

　　したので，恐縮ですけれども，以上に関連しまして簡潔、にお願いしたいと思います。

笹生　それでは，日本大学の笹生でございますが，ご指示によりまして，昨年約4ヵ年調査

　　をしました原子力発電所の建設と地域社会という聞題についての調査の結果をかいっま

　　んでご報告いたし，合わせてそれにつきましての若干の私の考え方なりをご被露させて

　　いただきたいと考えております。

　　　この調査は，冒頭，井上先生からお話がありました今日，原子力発電を推進するにあ

　　たって，重要な2つの課題，すなわち原子力発電所立地解題と，多目的利用の推進とい

　　うこの2っの問題の，いわば前者のきわめて当面的な課題について，若干の地点を事例

　　にして，実態を朋らかにしょ5としたものであります。

　　　それで，この問題につきましては・先ほど来，各諸先生からお話炉ありましたように，

　　いうならば最終の目的については，それぞれのお立場，同様かと思．いますけれども，そ

　　の視点，視点でいろいろと接近の方法等が違うところがあるやに患うわけで葬ります。

　　　そこで・私どもの調査では・そ5いういろいろな享場ρ違う人が共通で話し合える最

　　小ρ拷に対㌣て・できるだけ客観殉な材料を提傑印セ上げよ5とい5のが・この調査の

　・駒飾ります・この調査は・お手元に耀りをしました資料にございますように・大

　　づかみ確ここでは4点の柱で書いてございますが，い．ワな1う騨地域㌍寡ぼす影響を，ま

　　ず社会的な側面と，それから経済的な側面とザこ㊧両面声・らとらえ、よう・としたことであ

　　ります。さらに内容的には経済的な弾琴に入るわけでありますが・図体的に非常に問題

　　になる地方財政との関係がございますので，その参照を一応特掲をしたということで，

　　第δの柱を立てております。

　　　なお，ここでは福島原子力発電所と美浜原子力発電所を事例にとっておりますが，い

　　ずれも現羅階では律設の殺階にありまして・さらに運転後の効果を実延的に把握できな

　　＼・うらみ炉あり心す。また実際にはこういう発電所建設に伴う地域の関係の申では，そ

　　の地域の開発の方向という間題と◎からみ合いとい5マとが非常に垂愚な問題になって

　　まいりますので，最後にそういう将来に目を向けたという形で，ここでは第4の柱とし

　　て，地域改良の間題というところで考察をしておる。以上が大体のわれわれの調査の範

　　囲でごギいまして・こういう基礎的な声踏を踏．蘇て・一応それなりにわれわれ力綱査

　　をしたものとレ刃どういう対筑あるいは方向朔えられるのだろうかと㌔・う点につ

　　いても，これから．あと検討を進めてまいりたヤ・と母つでおります。
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　それで，今日は，このうち，いわば事実認識に基づきます社会的，経済的な影響につ

いての，いわば量的にわれわれが知り得た間題を中心にご被露をしたいと考えておりま

す。いささか数字にこだわりますので，お手元の資料に沿いまして，ご説明をしたいと

思います。（266ページ参照）

　最初に，社会的側面における影響にっきましては，これは両発電所地区の発電所に比

較的近接している部落，それからやや離れた部落を任意抽出しまして，インタビュー調

査，あるいはアンケート調査等，かなりこまかな調査を行なったわけであります。その

うちで2つばかりのインタビューの設問に対する結果表を，その次の表1というところ

にまとめてございます。これをごらんをいただければ大づかみなところがわかると思い

ますが，まずこの表の1で気づくことは，いまの調査対象が発電所の周辺においては，

ほぼ半ば以上，50％から57％までが発電所設置に対して賛成であるという意識を表

示をしているものであります。

　それから，やや隔たったところでは，その賛成の度合いがやや減っているという事実

が1つあります。それで，これは捌な調査で直接比較にはなりませんけれども，科学技

術庁が同時点で全圏の20歳以上の男女を対象に調べた結果では，ここにございますよ

うに，18％とかなり低く出ております。いうならぽこの原子力施設が具体的な身近な

問題になるに従って，賛成の度合いを増しているということは，それに対する実利的な

評価がだんだん観念的な評価を上回ってきている。当然そこには関係者のPRの聞題も

あろうかと思いますが，それは1つの興味ある点だと思います。

　さら嶋もう1つ聞平なのは，それにもかかわちず現在時点としては，賛成の度合い

が50％をわずかこえる程度である。これがいろいろな実題を処理する場合にからんで

くる事項ではなかろ5かと思うわけであります。

　それから，ここでは第2の設問として，その後，実際に施設が建設課程に入った現毅

階では，いいと思っているのか，あるいは非常に迷惑だと思っているのかという，門閥

的な経過について，住民意識がどのよう1ζ変化をしているのかという点を調べたのがそ

の問いの2でありますが，これを問いの1と比べてみますと，簡いの2のほうではよく

わからない数が非常に多い。これはいまの段階ではそうだと思いますが，窪つは反対で

あるというものが，現在時点では迷惑であるというようにしたものが，美浜の地区では

非堂に少なくなっているとい5ことがあります。それに対して福島は，若干であります

が，ふえております。ただ，このふえているものの理由にっきましては，たとえば人手
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がなかなか集まらないとか，部落のまとまりが思わしくなくなってきているとかいうこ

とが主でありまして，．いわば原子力自体に対する拒否という事例はございません。そう

いう事柄は，これはなかなか意識の闘題で，これだけでずばりという結論を見出し得な

いものであります。しかしわれわれのこれからのいろいろの態様の中には，一応基本的

にはこういう事実を認めた上でやるということが，非常に重要な点ではなかろうかと思

うわけであります。

　さらに社会構造という点についても調査を進めましたが，これはそれぞれの部落の社

会構造の機能，文化の動向ということで若干の違いがございまして，いちがいにどうだ

ということは申し上げられませんが，ただこの両地区に共通していることは，原発が設

置された以降，たとえば建設労務に参加をするとか，道路整備に伴って通勤圏を拡大を

するとかいう形で，部落のモビリティーが非常に大きくなっているということと，それ

から他の産業を自分でやろうという内発的な意識が芽ばえている。こういうことが今後

の地域関発上の基盤を形成するという意味で，非常に軍要な聞題ではなかろうかとわれ

われは考えており寅す。

　さらに，・経済的な側諏については，これはその次のところにいろいろな表が載ってお

ります。それで，、最初の表2のところには，いわぽこのわれわれが対象にした両地区に

投資されておる電力施設側の一応投下額，及び見込額を記入したものでありまして，福

島地区では現在，5号機まで建設予定を立てておりまして，これは千五百数十億と聞い

ております。

　なお，ここでは6号機までと書いてありますが，これは予定分ではございませんで，

6号機までは一応開発可能であるといラことでありまして，もし6号機まで設置される

とすれば，三千数百億という非常に膨大な投資額になるわけであります。美浜はこの表

のとおりであります。

・ただ，私どもが対象にしましたのは，現在まで，いわば正確に申しますならば，44

年の5月末までに投下された，その表5の下にございます両地区大体百こ十数億であり

ますが，これについての行くえを追ったわけであります。これを追いますと，この表5

にございますように，地元にいろいろな形で支払われた金は，十数％から20％ぐらい

に及ぶということ。そしてそれの絶対額を一応年度平均にしますと，大体その地元の財

政規模の1倍ないし2倍に相当するということ，かなりな額だということ。これはいま

の120億に対応することでありますから，先ほど正親さんからの話もございましたよ
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　うに，福島地区で今後，上に述べましたようなものが行なわれ，このような割合で地元

　に投下されるとすれば・これは金額が1けた上がる，あるいは期闇が長けた多くなると

　いうことが箪術的には予想されるわげでありまして，これは建設期閲ではございまずけ

れども，その投資額が巨大にのぼるということは，十分ご了解をいただけることであろ

　うかと思うわけであります。

　　また雇用の面では，その次に表5に載っておりますように，おおむね両地区とも千数

百人から2000人ぐらいの労務が平均して入っておりますが，そのうち，地元の者が雇

用されているのは・おおむね÷と麗してよろしいかろうと思・・蛾しかし・の÷の

雇用蚤は，地元の市町村からしますと，非常に大きな量がありまして，就業全人口の1

割以上が大体建設労務に従事しているということになるわけであります。

　　以上のようなことから，少なくとも建設段階における金銭の面，あるいは雇用の面は，

　かなりのものと評価してよろしいのではないかと考えております。

　　なお，いまの金銭的な面で，特に地方財政に限ってみ’ますと，これはこういう施設が

　地方財政に及ぼす影響は，どちらかというと県よりは市町村のほうがはるかに大きい。

　また時期的に印し上げますと，建設段階では収入の面よりは，むしろ文出の面で非常に

大きな影響をもつ。逆に運転段階に入りますと，固定資産税等の問題がありますから，

塁当然のことながら収入の面で大きな影響をもつということになります。

　　それで，いままでのとζうでみてみますと，収入のほうの面では，現段階，建設段階

　でζ二ざい’ますので，こ．こにございますように，100万円台，・あるいは千旦百芳押台の

程度で，全体の規模からみましても，必ずしも大きな量を占めておらないといえるわけ

、であります。運転段階でどのぐらいの税収入があるかということについて綜，これはま

　だ計算ρ基礎が明確でございまぜんので，何とも申し上げる段階にございませんが・辱

門家ρ一応の推定により・ますと，大体年間偲機だけで臆・ないし2億程度の増臆な

　るのではなかろうかとみておるようであります。

　　ただ，この間題につきましては，その分がまるまる自主財源の増収にな．るということ

　ではございませんので，それの反面，いわば地方交付税の相殺分がございますので，お

そらくそれの÷搬が鶏の繊分と繊るのが妥当ではないかというこどであります・

　としますと，運転後の金銭的な影響は，それだけ割り引いて評価をしていかなけれぽな

　らんということになろうかと思うわけであります。

　　それから，支出のほうにっきましては，，これは原子力施設をしますと，従来の町から

一264一



いえば，原子力の町になるという形，あるいは村から町になり，町がさらに市という形

を望むという形で，いろいろな行政需要がふえます。もちろん施設に関連をした形で，

いろいろな社会資本を投資をしなければならんという面も出てまいるわけであります。

　そういうもののうちで，われわれはこれを特に地域関連事業といっておりますが，い

うならば純粋の意味の発電所の建設のための事業でもなく，また地域本来の地域開発の

ためのものではなく，その中間領域にあって，そして原発立地を契機として，その地域

住民の，いうならばナショナルレベルを向上するために必要な諸投資，これは当然地方

自治体が担当をしますけれども，しかしその性格上，企業者，あるいは県，国がこれに

関与してまいるわけでありますので，その分だけ，その地元の市町村としては割り安と

いうと語弊がございますが，割り安にそういう施設，社会資本を充実することができる

といえるわけであります。ただ，それは割含でございまして，その絶対額はかなりな額

でございます。特に原子力発電所が立地する地域は，財政力がいまだかなり弱い，市町

村でございますので，そこに市町村地元財政への影響が，非常に無視できない閥題にな

る。これをどのようにコγトロールするかというのは，かなりいろいろな問題がござい

ますが，ともかくそれは事実としては非常に投資もするが，その財政負担をどうするか

ということに苦慮していることが実態ではなかろうかと思うわけであります。

　大体はしょりまして，今回調査をしました点の事実についてだけちょっとご報告をし

ましたが，もうすでに時閥がだいぶ超過をしておりましてたいへん恐縮でありますが，

5点ばかり，ちょっと私自身の考え方をごくかいつまんで申し上げたいと思います。

　第1点は，これは総括としまして，開発の効果というものであります。これは，効果

というのは，本来相対的な形でとらえられるものであろうと思いますので，それぞれ見

方によっていろいろな評価が出てくると患いますが，われわれが調査をした限りにおい

て，それを地域の現水準に比べてみると，これは非常に大きなものだ，これはまずいえ

る。それはおそらく運転段階も含めてそうであろうといえるだろう。ただ，実際には．

いわば開発効果がそれだけ大きければ大きいだけに，その差が大きい。現段階との差が

大きいという形の中で，そこにいろいろな矛盾も出てくる，こういうことが1つあるわ

けであります。その場合に，特に地域の面では，その地域が僻地であるという点で生じ

てくる問題，また設鎧される企業体が公益企業体である，あるいはま．た地域産業といわ

れる性格が強いという悶題，こういう立場の中で，このギャップをどう埋めるかという

形でいろいろな聞題になってくるということが，まず第11として指摘できょうかと思う
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　　わけであります。

　　　第2点は，これは岩上知事からすでにご指旧いただいておりますが，私も原子力立地

　　に関連しては，特に國のルールが必ずしもととのっていないというところに，当事岩の

　　非常な努力にもかかわらず，閥題が円滑になされていない原因があるのではないかとい

　　うことです。特にその場合，この原発立地においては，建設効果が非常に大きいわけで

　　ありますが，この建設効果を地域開発という場面で受け取るべき，いわば地域開発とし

　　てのプールがまだ十分にできておらないという2点が一応指摘されるのではなかろうか

　　と思います。

　　　いずれにしても原子力の問題は，皆さんからもご指摘がありましたように，当事者ば

　　かりではなくて・全国民的な理解のもとで・いま下しいこういう問題にから：まる外回り

　　の問題を，これから主として解決をしていかなければならないというのが，私の総括的

　　な印象でございます。以上でございます。

参考資料

　　　　　　　　　　七一1　原子力発電所設置に対する住民意識

i美浜地区i 福　島
　　　　　聖
n　区 全　国（注の

1　隣接部落
隣接部落 1原発から5～

@8㎞の部落
20才以上の男：女

闘1（注2）賛　　　　　成 54人50．7％ 22人56．5％ 11人40．8％ 18％

反　　　　　対 25　　5ア．5 4　　10．2 6　　22．2 41

そ　　の　　他 8　　12．0 窪5　　55．5 40　　57。0 41

計 67　100 59　100 27　　100 2，558人100

問2（注5）よ　か　つ　た 25人57．5％ 20人51．5％ 11人40・8％

迷惑である 77　10．4 7　　17、9 6　　22．2

まだよく
．52　　47．8 9　　25．1 8　　29．6

わからない

そ　　の　　他 5　　　4．5 5　　　7．7 2　　　7．4

計 6ア　100 59　100 27　　堰00

註　ω　科学技術庁が昭和44年5月，全国の成年男女を対象に世論調査したもの

　　（2）・間4の内容　美浜地区：「部落総会で討議したとぎ原子力発軍所誘致に賛成しま

　　　　　　　　　　　　　　したか，反対しましたか。」

　　　　　　　　　福島地区：、「原子力発電所誘致をはじめて聞いたときどう思いまし
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　　　　　　　　　　　　　たか。　　　　　　　　　＿・』、　　　・・ジ

　　　　　　　　全国、「もし働に，励たの住んでいる瞬厭蔚力発電

　　　　　　　　　　　　所ができる、し妨，疎た醸虹ますか収対しま

　　　　　　　　　　　　　すか」

（3）問2の内容　美浜，福島両地区とも

　　　　　　　　「原子力発電所ができてよかったと愚いますか。」

　　　　　　表一2原子力発電方鍛投下額（推うの

福　　島　地　　区　　　　美　　浜　地　　区　　　　　　　　　　艦

1号機の工事費

ｻ地点で建設予定分の総額

420億円

@　億円（1～6号機）

500億円

U60億円（1～2号機）

表一5　原発関速投資実績額の支払地別内訳
2

福島地区　｛　美浜躯
地元町内に支払れた分

ｧ内に支払れた分（除町内）

ｧ外に支払れた分

26．18　億Pヨ　（21．7％）

Q2．47　　　　　　（　　18．6　　）

V2．11　　　　　　（　　59●7　　）

，　14．50億F弓　（　．11　．4％）

@49．75　　　　　（　　15．7　　）

@91　．58　　　　　（　　72．9　　）

計 120．76　　　　　　（1　00　　　　　） 425．65　　一　　　（窪GO　　　　　）

㈱着工以来昭和44年胡までの実融

　　但し，地域関連事業など園，県，町による関連支出分（約8％）を含む

　　　　　拠、地荊内へ破漁の稲5壼捌鹸

福島地区 美浜地区

個　人所　得

磨@業　所　所　得

n方自治体関係分（注）

16．7億円（64．0％）

T．4　　（20．5）

S．1　　（15．5）

8．7億円（61．0％）

P．7　　（12．o　）

T．9　疋2ブ．0）

計 26．2　　（100　） 14。5　　　　　　（　喋　00　　　　　　）

（注）地域関連事業などの社会資本および税収
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表一5　原発関係従業者数 （昭和44年5月現在）

福　　島　　地．区　　　　　　　　美　　浜　　地　　区

電力会社 請負業者 計
｝電力会社

請負業者 計

町　　　内

ｧ　　　内

ｧ　　　外

45人

T5

P50

704人

T04

T24

749人

T57

U74

21人

ﾅ
1
4
墨

469人

Q66

U47

490人

Q78

V88

計 228 で，752 1，960 174 1，582 で，556

議長：ありがとうございました。最初の予定をどうしても20～50分超過しておるのでご

　　ざいますが，ここではなはだ恐縮ですけれども，5分ぐらい休憩しまして，それであと

　　のお5人の方にやってもらいまして，皆さんで若干の討議をしてもらいまして，最後に

　　まとあさせてもらうということになりますと，どうも時閥の関係で，12時50分ぐら

　　いまでにはぜひ終わりたいと思いますが，少し時間を延長させていただくことになるか

　　と思いますので，その点，あらかじめご了承願いたいと思いますρここで5分ほど休憩

　　させていただきたいと患います。

議長　それでは引き続きましてもう少しで発表願いまして，それからあと討論に入りたいと

　　思いますが，原子力施設の管理行政につきまして，田中さん，お願いいたしたいと思い

　　ます。

田中　放射線ということに関しましては，なにも原子炉なり再処理工場特有のものではござ

　　いませんで，何十年も何十万年も大昔から私たちのまわりの自然界に存在しておりまし

　　たわけでござい・ますδ廟．は，・普通∴4・・一ミリレムとか2…　醒度の放射線歓

　　然のものとして受けておるわけでございます。ご承知のとおりでございます。したがい

　　まして，原子力の利用による放射線におきましては，多くても，天然の放射線によって

　　、人類に与えられる影響と大差のないものにしたい。：先ほどお話もありました，自然のノミ

　　ランスをそこなわない程度のものということにしぼって考えられ，かつそれに向かって

　　いるわげであります。

　　　先ほど御園生先生がおっしゃいましたICRP，これは非常に長い歴史をもった困際的

　　な機関でありまして。これの勧告によりますと，放射線作業者に対します全身放射線の

　　被爆の鯛卜師は，5レム，搬公衆に対しましてはその尭とい殖が卿武として三
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されておるわけであります。わが国におきましてもこれを体しまして立法されているわ

けでございます。この限界を天然の放射線と比べてみますと，原子炉によって公衆には

実質的な影響を与えないということになるわけであります。大気汚染とか水質汚濁とい

うような普通の公害は，急速な産業開発がもたらす危害について考慮がおくれているた

めのものでありまして，．公害が出てからその原因や結果を追いかけたり対策をつくった

りしているというのが実情でございます。

　しかし，原子炉なり再処理工場なりを建設する場合におきましては，その施設の位置

や構造，設備などが，安全の上から支障がないということを事前に，しかも第三者的な

立場から綿密に調査，審議され，それが確められてはじめて炉の設置が許可される，そ

ういう立法になっているということはご存じのとおりでございます。こういう事前審査

の方針といづのは，細目は多少差がありましても，世界専掌どこでも行なわれているこ

とでございます。これは，安全に対して慎重であるというだけでなく，高開発社会が示

す姿勢の問題でもあるわけでござい．ます。

　このようなことが前提になりまして，原子炉の審査にあたりましては，核燃料物質及

び原子炉の規制………・い2・薫る原子炉等の規制に関する法律によって事前審奪が行な

われておりまして・どんな小型の原子炉でありましても・また臨界実験装置でありまし

ても，大型め原子力発電所におきましても，さらに外國の原子力船の入港，南るいは国

内の「むつ」の場合におきましても，あるいは再処理につきましても，その安全性を事

前に審査しているわけであります。

　原子力発電所の原子炉でいいますれば，平常運転の場合と重大事故の場合，仮想事故

という5つにしぼっていろいろ審議がされております。この審査のためには，わが圏と

いたしましては50名の専門家が任命されておりまして，これは原子力委員会の下部機

構として法律で定められているものでございます。原子炉の安全審査専闇委員会になっ

ているわけであります。この専門委員会で，平常運転についてみますれば，自然にある

放射線と同じレベルの影響しか一般大衆に与えないということにおいて考えられている

わけであります。

　平常運転の場合はこういうことでありますが，それでは重大事故についてはどうであ

るかということでございます。これは，放射線の影響が子供の甲状朦に対して150レ

ム，全身に対して25レム以上の影響を与えないということから審議されているわけで

あります。現実に原子炉の場合におきましては，はるかにこの限度数よりも低いもので
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ありますが，この限度数自体の数値は，子供に対して何らの影響のないものということ

か、ら考えられている数値でございます。

　仮想事故といいますのは，技術的にみて決して起こりそうもないような事故でありま

ずけれども，こういうものが起こったと仮定いたしましても．地域の公衆に，おとなの

甲状腺に対して50Gレム，全身で25レムの放射線をあびても，医学的，臨床的な処

置を必要としないくらいのものでございますが，これを基準としているということでご

ざいます。

　そこで，こういう数値を基礎にして審査が行なわれまして，その範圏内に入っていれ

ぽ許可がおりるという形になるわけでありますが，このような重大事故，仮想事故が起

こりまし，ても，先ほどいいましたように，一般に影響を与えない程度のものでございま

すが，・，そ：れではこの程度の範囲は，どこまでいったらその程度になるかという点が間題

で．ござい享す。

　このために，まず安全の爵から申しまして，緊急冷却装置，あるいは原子炉の圧力容

器，その外側に格納容器というふうにそれぞれ防護施設をつけてございますが，この肪

護施設を通って外へ出ましたものが拡散して出ていった場合に，先ほど申しましたレム

数に達する区域といいますのは，一応敷地内におさまるようになっております。これが

重要なことなのでありますが，重大事故がありましても仮想事故がありましても，大体

いまの程度の放射線の出るのが，その敷地内でおさまるように考えられているわけでご

ざいます。

　ζういう方向で全部一応審査をいた．し茸すが・このような事故が一体それではどのく

らい起こるものであるかという点でございます。これは，1万年に1ぺんとか10万年

に肇ぺんという程度ρものであろうかと想定されているわけであります。いずれにして

も，こういう事故が起こりましてもその敷地内でとどめるということで審査がされ，許

可されているわけであります。

　実際の工事の面につきましては，通産省のほうの工事検査が行なわれまして，1件ご

とにこまかい検査が行なわれるわけであります。それから，施設が完成する葡から，ま

籾の天然の放朧の縫勧たしますために，モテ・・ングの鍛をっ擁し脅分

な監視をするようになっているわけでありますし，法律的にもそれが強制されているわ

けであります。

　大体行政関係から串しますとその程度でありますが，時閻がありませんので，あとま
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　　た討議のときに申し上げたいと思います。

議長　たいへん親切にご説明願いましてどうもありがとうございました。

　　　これからお2人の方にお話しいただきます問題はもっと長期的な問題になろうかと思

　　いますが，だんだんこういう問題に原子力の閥題が今後展開されていくのではないかと

　　いう感じがいたしますので，きょうはその間題を含めまして討議したいと存じますから，

　　あとひとつそういう見地から村田さんと柴崎さんにお願いしたいと思います。

村濁　原子炉の多目的利用ということにつきまして特にここであらためてその動向のぐあい

　　を串し上げることもないと思いますが，原子炉の多目的利用ということがいろいろ論議

　　されます背景を考えてみますと，幾つかの問題があると思います。その第1は，当然の

　　ことですけれども，原子エネルギーの利用という面に溢きましての総合経済性を向上さ

　　せるということでございます。第2が，ただいまこのパネル・ディスカッションで聞題

　　になっております地域開発との関連を深めていくということであります。そして，それ

　　とも関連いたしますが，第5には，環境汚染対策，公害対策ということがあろうかと思

　　います。いずれにいたしましても，原子力によって得られるエネルギー，そみ利用とい

　　う面におきましてロスをできるだけ減らしていく，メリットを高めていくという考え方

　　に基づいているわけであります。

　　　さて具体的な利用ということになってまいりますと，当面可能な聞題と，将来発展が

　　予想される問題と2つに分けられます。当面の問題としては，すでに世界のある地域に

　　おいては一部実施されておりますが，この原子カェネルギーを発電と同時に地域暖房の

　　熱源として使ワ，スウェーデンなどの例がそれであります。また，原子炉で発生しまし

　　た蒸気をプ。セス・スチームと紙パルプ工業あたりに使う。これはノルウェーで行なわ

　　れている例がございます。また，最近非常に大きく聞題になっております，原子力発電

　　の排熱を利用する海水脱塩であります。海水淡水化。これは，原子力発電所と結びつき

　　ましたものほ現在まだ稼働いたしておりませんが，その第1のものは，おそらくソ連の

　　BN－550によるものになろうかと思います。詳しい情報はわかりませんが，大体今

　　年末から来年にかけて運転が行なわれることと予想されております。

　　　私ども日本原子力研究所のほうでも，現在改良中の動力試験炉，これを使いまして，

　　小規模ながら，原子力による海水脱塩の実験をやってみたいと思っております。順調に

　　まいわますと，昭和48年ごろにはそういうことができるようになるかと思います。も

　　しそうなります乏，おそらくは，ソ連のものに次いで世界で第2番目の原子力海水脱塩
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の実験ということになるかと思います。

　ただいまで申し上げましたものが，いうならば原子炉としては在来型炉と呼ばれる軽

水炉などの，・すでに技術的には実証されている原子炉を使うものでありまして，温度条

件でいいますと，550度から5～600度という範閉の温度の熱エネルギーを使うもの

であるわけです。しかし将来はより高温の熱を発生できる原子炉が開発されまして，し

たがってそれだけ利用分野も広まっていくということが考えられるわけであります。

　いまここでまず考えられるのは，高温ガス炉といわれるタイプの動力炉であσ1まして，

すでに世界のある地域では，温度850度までの運転が可能になっておりますが，さら

にこれを技術開発いたしまして，運1醒度100喉以上のお1仔炉醗展させることが予

想ざれ℃「ｨります。

　そのようになヴますと，原子力発電面，あるいは熱の利用全体を通じましての熱効率

が喬まるということはもちろんでありますが，同時に，高温のプロセス・ヒートを必要

とします。たとえぽ製鉄，製鋼あるいは化学工業，特に石油化学工業，そういった面へ

の利用が可能になってくるわけであります。たとえば1500度以上までも高温が可能に

なり目すと，これらに加えて，セメント，ガラス等の窯業にも利用できるかもしれませ

ん。

　いずれにしましても，高温で原子炉が運転できるよう・になれば．そういった高温の熱

エネルギーを直接プロセス・ヒートとして使う。そこから出てきます排熱を利用して蒸

気を発生すれぽ，それがまたプロゼス・』ス・チームとして使える6最後には海水脱塩，地

域暖房等の利用にも向けられる。非常に多角的な利馬も理論的．には可能となるわけであ

ります。そういったことをベースにして発展させますと，いわゆる原子力ロンビナート

という規模雄大なる構想が浮ガ・ぴ出℃くるわけでありますが，その点につきましては，

後ほど通産省のほうからもお話があるようでございますので，私は省略いたします。

　ただ，”1つつけ加えておき・たいと思いますのは，これはさらに将来のことになるかも

七れませんけれとも，いま原子炉の熱の利用ということと並行して行なわれている放射

線化学という分磐でございます。ただいまはいろいろゴ・ミルト60その他の放射線源を

使っておりますが，この原子炉内における放射線，あ’るv礼はそこで出てきます核分裂性

のエネルギー，こういったものを使っての化学への利用ということも当然考えられるわ

けでありまして，将来はそういったものが，ただいままで申し上げたものとさらに合わ

さって総合的な利用が行なわれるということも考えておいてよろしいと患うわけであり
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　　ます。

　　　また，もう少し手近な例でいいますと，たとえばアメリカのハドソン・リバーの浄化

　　に，原子炉で大量に発生する核分裂性のエネルギーを利用してオゾンを発生し，そのオ

　　ゾンによって川をきれいにするという規模雄大な構想も打ち出されておりますが，そう

　　いったことも決して夢ではなくなるときがくるかと思うわけであります。

　　　時間がございませんので，さらに詳しく内容にわたって串し上げる余裕がございませ

　　んが，いずれにいたしましても，産業社会的な面からみた19ア0年代というのは，見方

　　もございましようが，1っには情報が非常にふえてくる。情報がある意味では過多にな

　　つてくる。これをどう処理するかということで，コンピユ・一タ化が進められると同時に，

　　高度消費時代からきますところの廃棄物が増大してくる。その廃棄物の中には，原子力

　　ばかりでなしに魅ろいうな面からの廃棄物があるわけですが，そういった廃棄物を積極

　　的に利用する技術を開発する必要が出てくる，そのような特色があると思うのでありま

　　す。こういったような特色に対してわれわれは，エネルギーの面からこれを解決してい

　　きたい。特に原子力を使っての転換をはかっていく必要があるだろうと考えております。

　　　70年代においてこれに対処する立場から考えますと，これまでのように単に1っの

　　企業内，1っの組織内だけでこういったものを解決していくということはとうてい不可

　　能でありまして，より高次な範囲，特に地域社会と関連して闇題を解決していく，発展

　　させていくという姿勢が必要であります。そのような時代の入口にわれわれはいま立つ

　　ておると思うわけでありますが，この二三も大切なことは，ただいままでに各メンノミー

　　からお話の出ましたたくさんの問題を先取りする，あらかじめ組み込んでやっていくと

　　いう立場からの研究開発が非常に大切であると思うわけであります。原子炉の多目的利

　　摺ということも，こういつた線に沿った発展でなければ意味がないと私どもは考えてお

　　ります。

議長：　どうもありがとうございました。それでは引き続きまして柴崎さ・ん，お願いしたいと

　　思います。

柴崎　最後を承りまして，産業立地政策と原子力の問題につきましていろいろの考え方をご

　　説明申し上げたいと思います。

　　　今後の工業開発につきまして，その基本的な方向が，技術あるいは施設の大型化を中

　　心にいたしまして，これを受け入れます地域の面につきましてもますます広大な用地が

　　必要であり，大最の工業用水，大型港湾が必要になってまいりまして，それを中心にし
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た大規模工業基地が数多く要請されるという点は，最初に宮崎先生がお触れになったと

おりでございますが，そういった傾向を踏まえまして現在通産省では，いろいろ大規模

工業基地の． ?体的な姿という聞題．を検討し七おるところ℃ございます。たまたま現在大

阪で閥かれております万博の政府館に，通産省ど中本工業立地センターの共向でっくり

ましたモデル・コンビナートの模型が出ておりますめセ，万博をおたずねの節はぜひみ

ていただきたいと思いますが，現在の段階でそういったモデル・コンビナートというこ

とで考えられておる規模といたしましては，』 e鋼の生産ベニスでは大体1600万トソ，

電力で500万キ・ワ。ト，石油精製「で80方メーレル，石油化学で，エ4レンベース

に直しまして100万トンという程度のこと寮業種別の内容になっておりまして，これ

に要する土地は大体2，500ヘクタールないし5，60bヘクタール。それから従業員は』

大体5万人。この5万人を中核にいたしまして，その家族並びに公的，私的のサービス業，

サービス関係の人員を含めまして，大体人口20万という都市構成が必要ではないだろ

　うか。

　したがいまして，5，000ヘクタニルの工業用地以外に，居住地あるいはオープン・

スペースその他含めまして6，000ヘクタール，合計8，000から9，000ヘクタール

程度の土地が必要であるという一応の構想漆あるわけでございます。

　　こういった大規模工業基地を形成する具体的な方法といたしましては，高来方式の火

力発電を中心にいたしました方式もどぎいますし，またそれにがわるものとして，原子

力発電を中心にいたしました開発方式と，いろいろ方式があるわけでございますが，現

在通産省の中で「原子力コンビナート研究会」を設けましていろいろ検討しております

　1つのアイデプと』いたしまして｝お手元にお配りいたしました資料の中に，高圧ガス冷

・．p炉を使用する場合の原子カコンビナート概念図というのぶ出ておりますのでちよつと

　これをみていただきたいと思うわけでございますが，一これは冷却剤としてヘリウムガス

を使いまして，高温原子炉の温度といたしましては800度くらいを予定しておるわけ

で一
ｲざいまする（277ページ参照）

　この熱を利用いたしまして，1つには鉄鉱石の直接還元，それから1つには，発生い

湿しますオレフィンを原料といたします石油化学工業，この2つを中心にいたしまして・

その他の産業につきましては，ここから発生される電力なり蒸気なりを有効に使うとい

　うことで，例示的にアルミ産業あるいは紙パルプ工業を入れておるわけでございますが，

さらに海水淡水化という過程を経まして，ここから入手いたしました水並びにステーム
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を有効に使いまして，先ほどご説明いたしましたような．2G万人程度を後背地にもつ

都市の生活にもその便を供給するという一応の考え方でございます。

　　もちろん現在技術的にも未解明の点が大半でございまして，そう確たる構想にはなっ

ておらないわけでございますが，かりにこういう形で将来の原子力コンビナートが実現

されるものという，非常に大胆な前提に立ちまして，この間のマァリァル・バランス，

あるいは電カバランスというものを考えてみますと，一応の案といたしましては，この

中で鉄鋼の生産は大体2000万トン程度は可能ではないだろうか。石油精製は90万ノミ

ーレル程度。石油化学は，エチレンに換算いたしまして窪60万程度。アルミユウムは，

ナルミナの100万トンを含めまして50万トン程度。以上を総計いたしまして電力と

いたしましては630万キロワットという一応の数字が浮かび上がってくるわけでござ

います』

　　し’から感，こういう形で原子力コンビナートとい・うものが実現されるといたしまして，

これから昭和60年までのわが国の工業発展の1 ?にどういう位置を占めるであろうかと

いう点を試算してみたわけでございます6各方面でいろいろの数値がございますが，計

画では，大まかに申しまして大体年率，たしか8．6％と予定されておったと思いますが，

その他通産省で別途計寒しだ数値では，‘ N率11％を若干上回る程度ということで成長

率をはじき出しますと，この2つの案では，昭和60年のG醤Pが前者で140兆，後

者で260兆という金額になってまいりますが，』その中閥をとりましてGNPの年率，

大体10％を若干下回る程度という想定をおきまして，ただいまここに出てまいりまし

た電力あるいは鉄鋼，アルミ，エチレンというものにブレイクダウンして60年の数値

を一応計算してみますと，粗鋼では5億トン，アルミでは400万トン，エチレンでは

　1，5bo万トン，石油系の燃料全体で6億5，000万トン，電力が1億6，000万キ戸

ワットという数字が浮かび上がってまいります。

　　こういう60年の所要生産能力に対しまして，現在存在する設備，現在存在する工場

1あ敷地並びに現在大体手当て述ついております工場の敷地，そういうものでまかなわれ

る舟を，非常に大まかな推定でございますが，出してみますと，粗鋼では大体1億トソ

程度の予定が立っております。アルミでは，約200万トン程度の予定が立っておりま

すようでございます。エチレンでほ480万トン，』石油系の燃料では2億6，000万ト

　ン，電力でば5，200万kWという程度のものは，現在の敷地を前提にしまして入手可能

である。
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　したがいましてこれから新規に用地を手当てをしまして，このような大規模の工業基

地でまかなっていくべきその目標としましては，粗鋼では大体2億トン程度，アルミで

は200万トン程度，エチレンでは820万，石油系の燃料では5億8000万，電力で

は1億800万程度のものが出てくるわけでございますが，これをただいまご説明しま

した原子力コンビナートの粗鋼，アルミ，エチレンその他の数値と照合してみますと，

大体1割程度，今後60年までに実現しなければならない生産能力の1割程度。正確に

申しますと，アルミについては，この計画によりますと，将来の確保必要の能力の24

％になっており，電力については6％程度でございますが，平均して大体1割程度のも

のは，この原子カコンビナートから1出てくるのではないだろうか。

　したがってこういう規模の原子力コンビナートが算術的には10カ所程度が必要にな

ってくるという感じでございますが，現実にはおそらく従来形式のコンビナートの形成

も平行的にどんどん進むでありましようし，それを当面は補うという形で原子力コンビ

ナートが考えられ，るとすれば，この60年までに2ヵ所ないし5ヵ所程度は，乏ういう

形の計画を推進する必要があるのではないかという感じが出てまいるbげでございます。

　そこで，問題になってまいりますのは，いかなる形でこういうコンビナご歯計画を進

めるか。すなわちその推進母体の関係でご．ざいますが，いままでの通常のコンビナート

．でございますと，大体企業がそれぞれ集まりまして，コン・ビナートをつくると㌔ぐう形態

でできてまいったわけでございます。しかしこれからのコンビナートは，おそらく企業

単体ではなくて，企業グル㌍プ………企業グループと串しましても1たとえば鉄鋼業な

り，あるいは石油工業なり，あるいは石抽化学工業なり，そういう産業グループがそれ

ぞれグループごとに集合する彩のコンビナートが，これからは考えられなければならな

いのではないかという点が第1点。

　それから，土地造成をする場合に，ただいまの原子力コンビナート』の場合には，工業

用地の面積は，大体5，000ヘクタール必要であるということになっておりますが，そ

れに住居地その他の都市用の必要面積6，000ヘクタールを加えますと，大体1万ヘク

タール以上の用地が必要になってくると思うのでありますが，・これはその生産力を確保

、するという面におきましても，公害を完全に防止する新しい形態の工業用地並びた都市

構成ということを考えましても，．非常に公共的な色彩が強まってくるわけであります。

レたがって工業用地造成は，現在は全く私的なベースでやられており・土地収容権その

他全くないわけでございますが，薪しい推進母体におきましては，こういう間題も十分
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消化した形で，工業用地並びに都市用地の開発が実現できる形態でないと∫なか藩かう

まくいかないのではないか。

　さらに，資金的には，国，あるいは民間，あるいは県，そういう三者一体の基盤が必

要：であると思われますし，こういう推進母体をいかにするかという闘題を，早急につめ

』でみる必要があろうという感じがします。

　非常にはしょって恐縮でございました6
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譲長　どうもたいへんありがとうございました。

　　　以上で，一応皆さんからのご意見，ご見解を伺ったわけですが，この桜会に皆さんか

　　らさらにお話をつめてもらいまして，最後に少しまとめさせてもらいたいと思います。

　　時閲がだいぶたちましたので，はなはだ恐縮ですけれども，私がお聞きしている間に感

　　じた幾つかの間題をちよつと指摘しまして，それについて関係の人のこ発言を求めさせ

　　ていただきたいと思いますので，ご了承願いたいと思います。

　　　たいへん広範な解題につきまして，みんなそれぞれの角度からご見解を述べていただ

　　いたわけでございますが，私の第1の印象は，問題に対する考え方が，たとえば2，5

　　年前と比べますと，たいへん皆さんのご見解が，方向におきまして同じ方向を向いてき

　　たのではないかということをつくづく感じたわけです。それにしましても問題がなお数

　　多く残されておりますし，さらにそれから今後のことを考えますと，こういう聞納がよ

　　り一そう深刻な問題になってくるということを，われわれは覚悟してかかるべきでは

　　ないかということを感じたわけでございます。その意味で，二，三，問題を整理しまし

　　て，さらにご見解を承りたい。

　　　まず1つは，日本の立地の特性としまして，海岸立地で，しかも辺境地帯が多い。特

　　に先ほどご指摘がありましたように，地域社会の問題を考えますと，どうしても水産と

　　の問題が，卒直にいって一番重要な聞題になるということは，いずれの地域においても

　　同様でございますし，この問題は，将来とも一番大きな問題の4つではなかろうかと私

　　は思います。

　　　そこで，水産との関係につきまして，関係の人々から共存共栄という考え方は非常に

　　けっこうだという’ことで，これは電力会社の方もそういう考え方でたいへん真罪なご意

　　をお述べになったようでございますし，また水産のほうからも岡じようなことがござい

　　ましたが，ただ具体的な進め方につきまして，現在少し進んでいるようにいまお話を聞

　　きましたけれども，そのテンポがちょっとおそいのではないかというご意見があったよ

　　うに感じます。しかしこの点につきまして，何かさらにいい促進についての知恵がある

　　のかないのか。水産のほうから試験段階から企業化の段階へ早く進むべきだというご意

　　見もあったようですが，これにっきまして，きょうは農林省の関係の人はおられません

　　けれども，さらに電力会社の方，あるいは一番これにつきましてご造詣の深い岩上知事

　　さんあたりから，ちよつと簡単に承りたいと思うのであります。どんなものでございま

　　しようか。
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岩上　後林省闘係の夢イドが非常にブレークダウンしているのではないかという感じなので

　　す。ここまで原子力が進む，また進もうとし七いる。ある意昧におきましはこれにたよ

　　らざるを得ないところまでにきているときに，海洋の調査をはじめとして，原子力と魚

　　類，海藻類との関係をもう少し積極的にやるべきではないか。このような問題を提起し

　　て，茨城に放射線の海洋研究所をつくっていただいたのが，全国的には最初だったと思

　　うのです。こういう基礎調査は，当然国のベースでやっておくべきものがやられなかっ

　　たということは，日本の政治の姿勢に科学的な，もう少し積極約な姿勢を押し出すもの

　　が，政治的にも弱いし，また学者の位置がどうなのかわかりませんけれども，政府関係

　　においてもそれぞれ研究機関をもつておるわけなので，こういう面で私は，科学技術庁

　　と農林省とのタッチがうまくいかないのではないか。漁業団体の側につくという姿勢が

　　現実的に非常にあるあけです。

　　　それは，ある意味において，私はけっこうだと思うのですが，それでは漁業を防衛す

　　る立場から，どのような聞題を提起したらいいのかということが，直ちに原子力行政を

　　進めるテンポと同じようなテンポで問題を究朋すべきではないか。ここらあたりが時間

　　的なずれがあるような感じがしてならないわけなのですが，ようやく最近立ち上がって

　　きておりますし，去年も皇太子が行らつしゃつたときに，放射線の海洋研究所をごらん

　　になっていただいたのです。　「日本の産業のうちで一番公害が少ないのは原子力産業で

　　はないかしら」．このようなお話もちょっといただいたようなこともございます。それ

　　だけに，基礎的な間題をもつと早めにスピードアップをしておやりになることが必要で

　　はないかという感じがします。

　　　これも外国へ行ってまいりまして，いろいろな基礎データをみせられたので，急に私

　　は技術会議の委員をやっている関係で，農林省の幹部の方にお願いをしたりしたのです

　　けれども，どうもうまくいかないので，また科学技術庁のほうにお願いして，ようやく

　　つくっていただいたような経過があるわけなのです。消極的なのか，むずかしいのか，

　　あるいは学者陣の：不足なのか，そこらあたりがわからないのですが，やってみると案外

　　そうでなくて，一生懸命よくやっておられますし，やる姿勢が行政各庁においてアンノミ

　　ラソスである。このアン・ミランスの行政の中で，科学技術庁は1人突っ走るというもの

　　があるから，地域社会との結びつきも思うようにいかないことになってくるのではない

　　か。こんな感じが，実際に進める過程において私は体験をしておりますので，そこらあ

　　たり，もう少し思い切ってやっていただきたいと思います。
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議長　そうすると，大体私がいま伺いましたところによりますと，電力会赴めサイドも非常

　　にご熱心なようですし，水産界におきましてもたいへんこの間題に真剣に取っ組む態度

　　を示しておられる。ところが，何だかどこかが少し推進するところが抜けている。科学

　　技術庁か，原子力委員か，あるいは農林省か，これら所管の問題にも関連して，ちよっ

　　とその辺があると思うので，田中さん，ちよつと一言………。

田中　いまの間題でございまずけれども，原子力発電所から放出されます大気中の放射能の

　　問題は，先ほど申し上げましたようなやり方をとっておりますが，海洋に関しましては，

　　発電所から出ます水を利用しまして，十分に薄めまして飲料水ベースまで，いいかえま

　　すと人間力勤日に飲みます最が幾らと，大体平均できまっておりますが，それを毎日飲

　　み続けてもだいじょうぶな程度に全部薄めまして，流しているわけであります。それか

　　ら，発電所から出ます排気物で高いレベルのものは，全部発電所の中へため込んで，し

　　まい込んでおくという形で処理されておりますので，発電所のまわりにつきましての問

　　題は，これはほとんど考えなくていいのではないかということなのでございます。

　　　それで，いまお話のありましたのは，再処理の閥題でございます。このほうは，現に

　　低レベルのものを放出しますので，これがあの海域の人たちに影響を及ぼさないように

　　するために，先ほどのフードチェーンというものを考えてきたわけであります。それで，

　　放出されるものの中で，最後的に人体に影響のある一番大きな核種は何であるかという

　　ことをきめ，それからそれを運びます魚，一番蓄積します魚は飼であるか，それを食べ

　　るグループはどういうものであるか，一番たくさんとるグループだけを考えて，これで

　　おさめればいいわけでありますから，その面の検討をしたわけであります。

　　　幸いいろいろな研究が，あそこの臨界研究所のできる前に相当なされておりましたの

　　で，それを使いましてやっておるのでありますが，万全を期して，最初に人間に取り込

　　まれる量を蹴の春まで下げまし℃＋分安全の面を考えてやったわけで劾ます．

　　　そういうことでございまずけれども，初めてのことでありますので，漁業調査のほう

　　を十分にしたいということで，接触を水産庁のほうと保ちまして，現在水産庁が主体と

　　なってやっていただいておるというのが実情でございます。ちよつと雷いわけがましい

　　のですが，そんなところでよろしゅうございますか。

議長　そのマイナメを最小限にするということは，先伝ども皆さんがご主張だし，それはだ

　　いぶやっておられることはわかるのだけれども，逆にプラズ・にするという努力が，どう

　　も皆さんの話を聞くと，関係の一部で熱心だけれども，まだ中央の政府は，特にあまり
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　　熱心でほないというように響いたのです。これは水産庁の間題でしようから，皆さん，

　　こういうことに大いに努力する必要があるということで意見が一致すれば，それが1っ

　　のまとめになるかとも思われます。この辺は田中さんのご担当ではないかもしれません

　　け’れども………。

田中　もう1つプラスの面といいますのは．先ほどむしろ放射能の間題ではなくて，温排水

　　の問題だと思います。この面になりますと，これはまた実際にわれわれのほうとしまし

　　ても何とか処理をしたいわけでありますが，立場の点からいって，庁内では別のところ

　　になりますので，そちらとの協力を保ってやっているわけであります。研究調整局とい

　　うところで，全体の研究の金をもつて進められるようになっておりますので，そちらと

　　の協力をとってやっておるわけであります。

　　　全体に申しまして，科学技術庁自体は，研究開発の面でございますので，実際の面に

　　なりますと，この面は別の方向でまた考えなければいかん。いいかえますと，先ほど知

　　事からお話がありましたように，もっと強力な，政府の中にもつと大きなものをもち上

　　げないと早急には；進まないのではないかという心配はございます。

議長　ありがとうございました。ただ，やれ農林省だ，やれ科学技術庁の中でもちよつと違

　　つたところだというごとになると，受けるほうはたいへん困るわけです。そのシステム

　　をどうするかということは，全体としてまたあとの問題になると思うのですけれども，

　　保留しておいて進めたいと思いますが，時間がありませんので，いまの周題について皆

　　さんから承りましたら，水産界も漁業会社も非常にご熱心であるようです。あとは政府

　　のほうがどうもおくれているのではないかという印象を受けましたゐで，そういうこと

　　で，それをどう推進するか考えなければいかんと思いますが，時闘の関係もございます

　　のでこの辺にしたいと思います。

　　　しかし半分まとめになって恐縮ですげれども，水産との共存共栄を，とにかく皆さん

　　考え方の上において，そういう方向で積極的にいこうということkなったことは．2，

　　5年前に比べまして，たいへんな前進ではないかと私は認識しております。それが実を

　　結ぶように，お互いに今後，それぞれのところで努力をしたいものだと感じております。

　　どうも討論とまとめを一緒にやったようですが，それをひとつ終わらせていただきます。

　　　その次は安全性の間題です。これにっきましてもたいへん十分なご説朋があったよう

　　ですが，モニタリングのシステムにつきまして，悶題が残っていやしないかとうか。ち

　　よっとその点，はっきりしないことがあったように記憶するのです。どなたからか発言
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　　は硬でしようカ〕・三局こ禰モニ夘ング醐題とPRの1鞭だと．㍉’う『ζを・齢

　　んから強くおっしゃっていただいたようですが，これも科学技術庁のほうで………。

田中　いまのモニタリングの聞題でございますが，たとえば県によりますと，福島謄。それ

　　から福井県におきましては，最初，政府も一枚加わってくれというお話が出てまいりま

　　した。実際に私らが加わりましても，十分なことができないことをおそれましたので，

　　会社と話を十分つけまして，そちらのほうで会社と県，企業体と自治団体との閥で十分

　　協議をして，その上で政府側に，こういうことは必要である，このようにいわれるなら

　　ばそれをひとつ取り上げましよう，こういうことでご折衝をお互いにしていただいたわ

　　けであります。それぞれの地域によって特色がございまして，ある県ではもう少しごう

　　やってもらいたい，この点までやってもらいたい。こちらの県は，いや，それよりこち

　　、らのほうをやってもらいたいといういろいろなご要望がございますので，一がいに一律

　　的にまいらんわけでございます。そういうことで，福井と福島とでは，会社同士のモニ

　　タリングのやり方が少し違うようでございますが，いずれにしましても地域住民の保健

　　という意味から，モエターを十分県も立ち入ってみてみたいというお気持ちであります

　　ので，その点はこ両者のほうで十分審議を願うようにしてございます。

　　　なお，問題が起こるといけませんので，中央にこれを何か評価できるような組織をっ

　　くろうということで，それは捌途考えているわけでございます。

　　　それから，茨城県におきましては，これは国の施設がたくさんでございますので，そ

　　の関係で，私のほうも水戸に事務所を置きまして，そこには何ポイントか，たくさんの

　　ポイントを設けて，定時的に検査を毎週やっておるという状況でございますし，モニタ

　　リングポストからは，無線で支所にモニターの結果が記録されるようになっております

　　し，それからモニタリングの自動車を出しまして，定期的にポイント，ポイントで水を

　　く・～牟り㌣てはかっているわけであります・いままで問題がないわけでありますが・そ

　　ういうやり方をしておるわけでございます。

議長　いまの点につきまして，どなたか，ご発言ございませんか。

浜田　モニタリングの問題ですが，まず施設者がそれをやるのが当然のζととして，私は第

　　三者モニタリングといいますか，まず第1は地方自治体，先ほど岩上知事さんがおつし

　　やったように，自治体は住民の生活を守る責任はあ．るρだけれども，権限はないという

　　ことなので，私は権限的といいますか，法律改正になるのか，閣議決定になるのか知り

　　ませんけれども，自治体が住民の生活を守う責任と，その裏表として，それだけの権限
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　　があるとい、匁をはっき即きで鯛御疹

　　　もう．4つは，第三者，自治体も第三者だ砂れども，それから被害を受けるのではない

　　かと層心配をもっている．人この場合・．群地区醗電所が怠るならば・漁縮，

　　そういうものがモニタリングの第一線の責任者であるべきだ，そういう結果の評価なり，

　　指導なり，何とかするものは中央組織でよろしい。中央第一線組織ではジ施設者が当然

　　自治体，漁業者，第三者がぜひ必要である，こう私は思うのです。

　　　ところが，科学技術庁の次長さんがこられて，隣でやり合うのも妙なことになります

　　け郎ども，第三者，．自治体にしても，漁業者などは，何をしろうとがぬかすか……ぬか

　　すかとは書いてないけれども，そのような言い分で，しろうとではないか1しろうとが

　　こうこうだとかいって，くろうとにこうせいといわれても，くろうとは困る，こういう

　　ことなのです。しかしながら組織論としては，組織がくろうと，しろうとということは

　　ないρで，その組織はくろうとを鰍1まいいのだから，たて戴とし「てはゴしろうと・

　　くろうと論は個人の能力差の問題で，これは組織でないので，』そういう組織立てを法律

　　でζしらえるのか，閣議決定でやるのか．適当な次官通達ぐら㌔＼ではちょっと値等身ちが

　　下がる。

　　　だから，もっとどこかへ壮大なものでそういうことをやるゐ旧い舜と，それ自体

　　が私は地元住民の組織が安心のもとだ。それを適当にやると1これはまた不信感が出て

　　・ぐる。．適当にはぐらかしているとまた不信感が出てくる。こういうことになるのではな

　　いか。こういうことです。

1蔽ζρ問騨・実射の醗会議の会韓でもたびた醐駄なつでどう筋よつと最

　　後がしり切れトンボになっているような感があbます。溝役所ももうちょ・ぢと立場の違

　　．・い，．考え方の違いということを考えて，こういうのは複数性を考えたほうが安全性を維

　　・』持し，．かえって核アレルギーみたいのを早く解消し，安心してどんどんみんなが進むゆ

　　えんだから，ζういうことについては，個人的に議長がいうのはおかしいですけれども，

　　少しブ・一ドマインズで政府が臨まれるほうが，かえっていい結果を生ずるのではない

　　かということを．私は役所をやめてから特に痛感しておりますので，これは議長の意見

　　養して，この際いっておきたいと思います。結論は，きょうは討論会ですから，この問

　　題はそめ程度にさせてもらって，これはなおひとつよく検討してもらうということで進

　　めたい。

　　　ただ，たいへん最近の科学技術庁その他，こういうことに対して，実際上ぬ小ろいろ
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　　な努力をしておられることは十分に認めるものでございますので，その点を打ち消すも

　　のではないのですが，なお聞題として将来検討してみたいという感じはしますので，っ

　　げ加えさせていただきます。時間がないので，私がかってなことをいって恐縮です。ほ

　　んとうは皆さんからもっとこの問題は聞きたいところですけれども，先に進行させても

　　らいます。

　　　それから，いろいろな問題を踏まえまして，もう1つ，これはいろいろな皆さんの話

　　を聞きまして，ことに今後のあるべき姿，あるいは発展ということを考えますと，一方に

　　においては，どうしてもエネルギー間題がますます重要になり，その中で原子力の孤弱

　　はますます重要になる。しかも．多角的利用ということになってくる。立地の問題などにっ

　　ついても，いままで比較的小地域の問題にとどまって恥たのが，だんだん広地域の蘭題

　　に広がってくる。

　　　それから，宮崎さんや，最後に先ほど柴崎さんがお話しのように，むしろこれは全国

　　証言野でどこかに巨大な原子力の施設をつくって，コンゼナートを形成していくかとい

　　うことは，今度は地方的な問題から非常に全国的な視野できめなげればならん間題にま

　　で・だんだんますます発展をしてくる。そうすると，原子力の施設と地域社会の問題は，

　　いままでもたいへんな聞題がありまして，なかなかそれぞれのところで苦労しておられ

　　るよ．うですが，今後ますますそういう聞題が重要性を帯びてくるのではないかと感ずる

　　わけです。

　　　そこで，先ほどからすでにだいぶ指摘がございましたし，岩上さんや，調査を担当さ

　　1れました笹生さんからも指摘がありましたが，どうも全体としてこういう事柄に対する

　　対処のしかた，対応のしかた，これは地元の人にも卒直にいって，いろいろな対話のし

　　．かたについて，よく考えてもらわなければならん点がたくさんあるのではないかと思い

　　解す・地方の行政鳳踊いは中央の・政胤あるいは第三者を含めまして，たいへん新

　　しい問題が出てくるので，その場合にはどなたかご指摘になりましたが，うまく先取り

　　して問題を解決するという基本的な考え：方，そういう点が非常に重要になってくるので

　　はないかと考えます。そういう点につきまして，これはまとめるという意味ではなくて，

　　すでに発言がごさいましたが，どなたでもけっこうですから，こういう点が重要だとい

　　う点を，簡単に結論だけ皆さんから少しお述べいただけばけっこうでございます。どう

　　ぞひとつ。

岩上　浜田さんのおっしゃることは，全くこれは，核アレルギーをもつている日本国民の不
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　　安感を払拭するのに，非敵いい拐去ではないかと思し’・ます。これをぜひひとつ科学技

　　術庁のほうで，十分にご検：憶いただく必要があると思うのです。しろうとだとか何かい

　　うおそれもあるわけですけれども，やはりそういう体制をつくっていただくよう，法律

　　的に約束してもらうといいと思うのです。

　　　それで，イデオPギーをもつたりいろいろなむちやな反対があっても，イデオ障ギー

　　的なものというのはすぐわかります己それから，むちゃな，無理醒な反対というものも

　　わかってくるわけです。そうすると，科学的な姿勢が一番ニュートラルな姿勢ですから

　　これではっきり確立さえすればどんどん説得力が出てくるわけです。

　　　私，再処理問題でも自分でそのような体験をもつておりまして，科学的なサイドにわ

　　れわれは立つのだという姿勢で説得をしていったわけです。結局だんだん感情的な反対

　　もなくなってきまして，それからイデオロギー的な感覚というのはすぐあかつてしまう

　　わけですね。ですから，だんだんと近づいてきたという経験をもつていますみで，そう

　　いう面で住民にアプローチする姿勢として，方法論としても，いまの浜田さんのおつし

　　やることは非常にいい1つの方向ではないかと思います。

議長　こもっともですね。嶽かにどなたかございませんか。宮崎さん，何かありませんか』

宮崎　私はどちらかというとしろうとのほうなのですが，若干部分的にはこの問題にろいて

　　も経験があるのです。いまのこ議論を聞いておって，確かにこういう間題に取り組むに

　　あたって，中央の行政櫨構がなかなかうまく働かないという画はあると思い’ます。私ど

　　もの総合闇発計画の中に盛り込んだ各種のプロジェクトについても同様の間話がいろい

　　ろ「出てくるわけです。そういう意味では，科学技術庁が中心になってやられるのでしょ

　　うが，少し，各省の権限を調整するような何らかの方式をみつけないと，今後問題が大

　　きくなるに応じて，非常に1行政的にはむずかしい事態にぶつかるのではないか。これは，

　　われわれのほうあたりも少しそういう意味で，何らかお役に立てればまたご意見を申し

　　上げてもという感じがいたしました。

議長　井上さん，どうですか。

井上　日本の資源蘭題を出しますと，先ぬど村田さんのおっしゃいました多目的原子炉がど

　　うしても必要になってくると思います。しかし，多目的原子炉を庶んとうにつくり得る

　　体制にするためには，何といっても，いま問題になっております安全性間題についての

　　国民的認識といいますか，科学的解明をはっきりさせておきませんと，幾ら日本の圏と

　　してエネルギー政策として多目的原子炉の活用が必要であっても，利用できない。
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　　　原子力発電はできると思います。これは遠隔の地に，できるだけ人家から離れたとこ

　：ちにつくればある程度説得力もありますし，問題はないと思いますけれども，多目的原

　　子炉となりますとコンビナートになります。したがいましてこの間趨は，平田さんがい

　　われますように，みんなで知恵を出して科学的解明も行ない，技術的には相当自信をも

　　つておられると思います。先ほど来慎重に答弁しておられる田中次長にしましても相当

　　自信をもつておられると思うのですけれども，そういった点を国民的にまで理解させる

　　努力が必要ではないか。それをしませんと，岩上さんもいわれました，経済成長と実際

　　の動きとのギャップ，これが年々大ぎくなって，日本の函としても非常に問題になるの

　　ではないかということを心配しております。

議長　村田さんか正親さん，電力会社のことで何かご発言ありませんか。

正親・ただいままで承っておりますとたいへんいい誌話でございますが，私ども，電力会社，

　　施設者側だけでは及ばないところがたくさんあるあけ℃す6そういったものを整理して

　　いただいて，国が威厳のある態度で臨んでいただくということが必要ではないかと思う

　　のですが。

議長　一言だけでもけっこうですから承りたいと愚い：ますが，どなたでもけっこうです。

村田　原子力というのは総合科学であり総合技術であるわけですから，これを冠シド箏シグ

　　していく上にも，いろいろな意味で，従来から日本人の特色である遍ラ・ヅ§》ウズムが

　　一番障害になると思うのですdただいまのお話もみなそう．賂ケ点1た閣連があると思いま

　　すが，これまではとに・もかくにも原子力は主どして研究であ』り；1：・1主乏1して賄発であった。

　　これからいよいよ実用化されていく。実用化されていくという之’と・愉、・国民生活の中に

　　入り，社会活動と直接関連寮もつてぐるごとですか’ら，1』そういち意味妃’1行激の立場で

　　あっても，産業の立場であっても，あるいは地方自治体の立場であうでも／・従来からの

　　ような分割されたセクショナリズムを越えた形でやつ七い伽なければいけな、～ポ私ども

　　研究機関としても，そ5いう意味でのドアを広くひろ・げて；・接触する面を深あ七いかな

　　いといけない。研究開発がそういう実態と遊離することのないように努力しでい奪♂湯

　　ういう・と礪醐係でも必要でしようし，わ湿れも腰だレ蝶睡翻身属

　　そうでないと，先ほどのような非常に大規模な，しかも大都市に近びまつな凍子力コソ

　　ビナー、トは，夢としてはあっても，実現化しないのではないかと思いますσ1’一㌧

議長．‘笹生さん，さつき外題を出されたげれども，特にな；いですか。

笹生　1すでに皆さんからいろいろご発言があったのですが，1宮崎ざん自身がご指摘をされた
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　　のであれなのですけれども，企画庁自体が大規模プロジェクト主義を打ち出されて．原

　　子力はまさしく大規模プロジェクトなわけですね。それが，いま縦割り行政に対するプ

　　ロジエクト主義が体制としてはできていないところに一番聞題があるので，プロジェク

　　トのマスター・プランを出すということと同時に，それを行政体制として。飼か，ある

　　いは地方自治体か，それはいろいろ考え方があると思いますが，ともかくそういった政

　　策体制なり行政体制を至急につくっていかないと，これから続々出てくるのが非常に聞

　　題になってくる。先発隊としての原子力がいま血みどろになっているというのが正直な

　　ところではないだろうかと思います。

譲長　皆さんまだこ発言なさりたい人が多いと思いますが，もうまとめる必要なくなりまし

　　たけれども，ただ5点だけちよつといっておきます。

　　　原子力の開発はあくまでも積極的に推し進めるべきであるということについては．皆

　　さん大体ご意見一致ではないかと思います。今後巨大化し．薪しい革新的な技術を伴い

　　まして，ますます推進すべき重要な課題だということではないかと思います。ただ，2

　　点だけあえて申し上げさせてもらいますと，4つは，われわれは目標をはっきりつかん

　　でいかなければならん。科学や技術の進歩，原子力の進歩も，結局は人間の幸福に結び

　　つかなければ何にもならんし，あくまで手段だということです。そこをよく考えて進み

　　たいものだということです。

　　　それから，こういう複雑な社会あるいは複雑な間題，巨大な間題に対応するについて・

　　どうも日本の現在のシステムは必ずしもうまく適応していない。いわゆる最近流行のシ

　　ステム・アブ戸一チ的な考え方も，政府の組織の中にも，あるいは電力会社さんのいろ

　　いろなやり方の中にも，あるいは地方自治体の中にも，それからこういうことに対する

　　問題の取り組み方，計画の立て方，あるいはそれの実行のしかたについても，そういつ

　　た罪しい考え方をできるだけ取り入れまして終極の目的を達するようにお互いに努力し

　　たいものだと考えます。

　　　はなはだ独断的なまとめで恐縮でございましたが，時閥の関係でそれだけ申し上げさ

　　せていただきまして会を終アしたいと患います。だいぶ時間を超過しましたことをおわ

　　びいたします。
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東京電力常務取締役

動力炉。核燃料翻発事業団副理學長

通商産業省鉱山石炭局金属謙長

東京芝浦電気取締役

科学技術庁原子力局核燃料諜長

古河竃気工業常務取紐役

電気纂業連倉会原子力都長

日本鉱業協会理事

住友電気工業常務取締役

日立製作秋原子力推進本部次長

三菱原子力工業取締役

日本原子力発墨常務取編役

議長　（田中）　だだいまご紹介にあずかりました東京電力の田中でございます。「核燃料

　　産業の確立への諸問題」につきましてのパネル討論会の議長をつとめさせていただきま

　　す。

　　　ご承知のとおり，歪970年代は経済社会の発展が急速に進むものと予想されますが，

　　これに伴いまして，エネルギーの消費も必然的に大幅に増大いたします。特に原子力発

　　電はいよいよ本格的な開発毅階となり，昭和42年に想定いたしましだ昭和60年度に

　　澄ける鎚00万ないし4000万キロワットという規模は上回るものと予想されるわけで

　　ござい為す。日本原子力産業界に届いても，原子力産業の長期計画の策定を進めて論る

　　次第でござい蓑して，本年中に完了の予定でございますが，その結果によりましては，

　　核燃料産業の面に刷きましても，さらに薪だな問題が提起される可能性もございましょ

　　う。

　　　しかしながら現段階に潔いて，わが国の核燃料産業の実態をとちえ，まだこれを基盤

　　として，その将来を展望いたし揆すと，いぐつかの問題が所在するのでございます。わ
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　　が魯の核燃料産業が核燃料サイク々の全部門にわたり唆して，均衡のとれた技術開発を

　　進め，まだ経済性に澄いても，他國に比肩し得るものであって，着実に供・給体制が確立

　　されていくということは，国内原子力発電をはじめといたし季して，：各原子力産業の開

　　発計画の円滑な推進にきわめて重要な基盤でありますとともに∵将来の原子カプラソト

　　の輸出にも大きな役割りをに攻う盗のだろうと考えられ隻す。

　　　このパネルでは，核燃料の分野のそれぞれの専門の方々にパネルメンバーとしてご出

　　席を願って齢りますので，核燃料産業の羅立に必要な諸方策や問題点を需要，供給，行

　　政の海の診のの立場から現状分析をしていだだき，さらに今後のあり方をご討議願うこ

　　とといたします。

　　　討議の煩序につきましては，海外ウラン資源，濃縮，成型加工，再処理の各段階並び

　　に核燃料政策につきまして，それぞれ歪5分程度のキー，ノートと5分程度のご見解を

　　発表していただきまして、そのあと時間の許す限り意見女換，討議を進めていきだいと

　　考えて澄ります。

　　　な診，会場の皆さんのご質問に対しましては，ただい陵お願い申し上げましたと澄り，

　　議長に論いて取9まとめ，整理してご質問に慶答えするということにしたいと思い震す

　　し，ま允ご賛問が残9ました場合は．ルールど澄り，大会終了後，知答え瀬うというこ

　　とにしたいと存じ謡す。　　　．、・、・　一　　‘　　　　　　　　　㍗一　　鋸

　　　ご出席のパ捧ノレメソバーの方々を量切にご紹介申し上げだい・ど思い寮すσ留さまから

　　向かって左から動燃事業団の副理事長であられます今井美材さん，通産商の鉱山石炭局

　　金属課長の今泉嘉正さん，東京芝濡電気の取締役．金岩芳郎さん・，科学技術庁原子力核

　　燃料課長の少山武謎・！㌔声河電気工斜鞘務取綴渦村武久さん・電気事業連合会原

　　子力部長・西依祥一さん，・日本鉱業協会理事・一束宣夫さん1∵住友電気工業常務取締役・

　　法貴四郎漆ん，B立製作所原子・力推進本部次長・森島臨男さん，三菱原子力工業取締役．

　　横須賀正寿さん，日本原子ヵ発電常務取輝役・吉照俊：男さん，以上でございます。

　　　メンバーの方のζ発言は藩席のま綾ご発原いだ層だき、πいと思います。

　　　それでは，さっそぐ「海外タウン資源」につきまして，キー，ノートを需要者の立場

　　から西依さん，海顔いを申し上げます。

西依　目本に冷ける原子力発電所の建設はよ：◎や～く軌道に乗り，先般運転に入りました日本

　　原子㍗発電株式会母の敦賀発電所を加えまして～』現在2’台・擁8・方aoOOギロワットが

　　稼動をして訟ります。さらに東京電力福島発電所，麗西電力美浜発電所，高浜発電所が
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建設に入って澄りまして，今後のものを加えますと，9年後の55年度末には1，624万

：キμワゥトと急増をすることは，昨揖の朝，当会場で中央電力協議会の三崎専務理事の

お話のと於りでございます。また本日の話題になりますウラン所要量は，旧稿集の図表

にござい襲すように，イエローケーキで55年までに累計5万5，400ショート・トソに

達する見込みでございます。

　　このようなウラン需要に対しまして，国内の資源はご承知のとおりでございますので，

すべてを外国からの輸入にたよることに友ると思います。電力会社では，海外のウラン

供給会社との聞に，ウラン長期購入契約により計画的な対策をとる嫁か，ヌ：ポット購入

で調整をいだし蓬して，49年度までの所要量をほぼ充実して論りますが，それ以後の

需要は予稿集にありますように，所要量と既手当量との聞にかなりの隔たりがございま

す。

　　5・8年度までを例にと9ますと，約9万トソの所要量に対しまして，約5万5，000ト

ソ程度の手当てをしているにすぎないわけで’ございます。

　　ここで世界的なウラン需給状態に触れてみたいと思います。他の燃料と異なりまして，

．ウラン需要の大部分を占めるのは原子力発電ぞございます。したがって，原子力発電の

開発テンポに大きく左右されるということであり綾す。この開発テンポの消長は技術的

要因のほかに，経済的な要因もございますし，将来にわだって変遷はございましょうが，

長期的にみれば，原子力産業は，：大勢として着実比進展するでございましょうし，それ

につれましてウラン需要は増加いたし叢して，昭和50年度以降に論いては，ウランの

供鵜不足を生ずる訟それがあるといわれて券9ます。

　　ウラン確保の方法といたしましては，前に申し上げました長期磨入契約，スポット購

入のほかにウラン探鉱が考えられます。ウラン探鉱の「たん」は鉱脈をさがすという

「探」でございます。これは開発以前の探鉱段階から『1；’外国の会社と共伺で探鉱作業を

行な矯転見通しがつけば開発に移るというものでございまして，三菱金属鉱業さんとり

かア・・ゴム社の例・金属6社庵加社冷計朽社とかマギ過と6飢電力・

．、社とデニソソ社との共同探鉱の例，この5つが現在，先例としてございますことは，ご

承知の方が多いかと思い嘆ず。

　三菱金属鉱業の場合は，リオ・アルゴム社と共同でアメリカのワイオミング州で共同

探鉱をやっておられます。カーマギー社の場合は，カナダのオソタジオ州で簗1期，第

　2期の探鉱を実施しておられます。電力9社とデニソソとは別にアメリカのコロラ∵ド州
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　　とカナダのブリティシュコロンビア州と2地域にわたりまして，共同探鉱を行なって澄

　　るわけでございます。

　　　昨年度，フランス原子力庁から，アフリカ・ニジエ」ル共和国内の鉱区でウラン共同

　　探鉱の提案がござい袋した。日本原子力産業会議でこれにどう対処しようかと，検討を

　　いたし震しだ結果，鉱山業界，石炭業界，電力業界毒どが共同して調査団を派遣して，

　　実情を調査した結果，有望であることが判明しました。引き続き原子力庁，ニジェール

　　政府と折衝を続けて，契約の大回にづ“て，壌昨日，合意に達しましだことは，昨霞朝

　　の新聞に出て論ったとお・りでございます。

　　　その後もまだ折衝を続げるわけでございますが，折衝の進展に応じまして，ウラン資

　　源の探鉱開発会社を設立することになると思われ震す。

　　　ウランの海外探鉱は，言うまでもなくリスクが大きく，経済規模のウラン鉱脈を発見

　　するまでには多くの資金と期間を要するものでありますが，成功をした場合，量の確保

　　ができるほかに，価格の面でも，またウラン産業における立場の面でも，大いに効果が

　　あるのはご承知のとおりであ9まして，広く国内の蘭孫団体が力を合わせて，その体制

　　をつくるべきだと考えます。

　　　探鉱開発には，初期概査の毅階から，精密な企業探鉱の段子までございまして，技術

　　的にも事業の性質からいっても，従来から海外の地下資源あ確保を手がけている企業が

　　中心となって行なう¢）が最も合理的と患われます。しかし初期の段階ほど，リスクが多

　　いこ煮は言うまでもござい震せん1海外の例をみましても，国家的事業として，この分

　　野は，濁家がやっているところ演多いわけでございますが，日本に論いても艮間の体制

　　に対しまして，政府の協力，助成を齢願いしたいと思います。

　　　原子力雑は麟縫展．セて籾蜘弐三国の中を見渡しても・や力駒経済発

　　展は特に目ざ蟄しいものがございまして，その発展分の申で原子力発電の占める割合は・

　　在来燃料に恵まれない臼本が最も大きいことは申すまでもございません。特に国内には

　　ウラン資源に乏しいわけでございますので，海外ウラン確保について，国内の体制の整

　　備を切望するものでござい震す。「（※①，参照）

議長　どうもありがとうございました6引き続きまして，鉱山業の立場から，東さん，キー

　　ノ噛トを論願いいたします。

東　　ただいま西依さんからご提案のございましたともどもにウラン資源開発に進もうでは

　　ないか，こういうご提案に対し寮して，私全面的に同感でございます。むしろ電力の立
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（濁1・瀬量は44鞭電力長期緬（1968～1grO．年．），

　　　　緯び蝿輝長二一齪（1g恥198脚による・
　　　2．「供給量は電力会社既契約：量による。

場から鉛っしφれば，ヴラソ賢源開発こそ，鉱口」業の本命ではないか，こう’いうご意見

が出るのが当然だと思います。

　しかし現状は，・私のほう，いろいろ複雑な事情もございまナ。と申しますのは，この

フー’ gにも書いて’ござい竣すように，高度経済成長に伴いまして，銅，鉛，藍鉛，非鉄

金属業界は，これが中心でござい壊すが，こういうものの需要が非常に伸びてまいって

澄ります。

　そこで，この実情をご参会の皆さん：方によく’ご理解をしていだだくと同時に，その上

でさらに先ほどご提案がございましたように，業界はもちろんのことでございまずけれ

ども，国どしても，1何か国家的な見地で資源政策といっだようなものを組んでいただき

まして，ともどもに将来の発展のために努力していきだい。このような点を皆さま方に

ご紹介申し上げて，前向きに進んで綾いりたいと思って詮9ます。
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　さっそぐでございますが，澄手元の資料表のほうをごらんになっていただきたいと存

じます。．第1表でございます。銅，鉛，亜鉛の需要量とその自給率，逆が海外依存率，

こういうことになって論ります。時間の関係もございますので，銅を1例にとってご説

明申し上げまナと，需要量の欄で，41年は需要量が50万60面‘トソ，これは鉄鋼な

どに比べれば，非常に小さい数字でござい壊すけれども，後ほどまたこの数字の意味を

申し上げたいと思って澄ります。45年がア2万ZOOOトソ，50年にはその倍の140

万トソ，このように急速に伸びて寮いり寮す。

　しからばこの数字はどのような状態の数字かということをご紹介申し上げますと，薗

民1人当た9の銅のコソサソプションでございますが，これはい寮から約10庫前，昭

和35年の統計を申し上げますと，英国が国民1入当だり94キロのコソサソプション

がございます。2番目がドイツでございまして8。5キロでございます。5番．目がアメリ

カが75キロ，4番目がフランスの4．5キロでござい唆す。イタリーが2．8キロ，これ

が5位でございます。日本が24キロで6位になって回り安す。

　ところが45年になりますと，4位がやはり英国でござい寮して，これはむしろ滅っ

て涛9まして，93キロになって診ります。2番自がアメリカでございます。8．8キロ

ロ，西独は8．アキロ，日本が4位にのぼりまして6．7キロになって詮り蓬す。これは約

2．5倍になって細ります。10年間に2．5倍伸びπ，こういうことがいえるのではない

かと思います。フランスは5。6キロでございます。イタリーが4」キロでございます。

　こういうことで，国民1人当たりの銅の使用量はこのように日本は急速に伸びているQ

こういうことからお考えいただき壊して，フ2万トソという数字は，決して小さな数字

ではないということをご承知知き願いたいと思うのです。

　なぜならば，また別な面で申し上げますと，ただい蔑この72万トソの鉱石を掘るπ

めには非常に低品位な，約零コンマの幾らという低品位なものからこういうものをつく

るのでございますから，取扱量は非常に大きいということもご想像いただけるのではな

かろうかと存じ蓬す。

　少してまえみそのようなことでございますが，ここで申し上げたいことはこの自給率

率でございます。その中で45年を例にとりますと国内から11万ス000トソ。

72万ZOOOトソの需要に対して，約12万トソが国内から出るのですが，それが約16

％。しだぶい蓬して，この逆数でございます84％は海外に依存している。こういう実

　　　　ゴ
情であるということ。
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　鉛につきましても，これは率は若干違いまずけれども，同じようなことがいえる，こ

　うレ～う亀1わが第1表でございます。

　第ゴ表でござい繁すが，第2表は，同じぐ45年を基準といたしまして，地下資源で

ござい蓬すニッケル，アルミニウム，鉄鉱石；原料炭，石油，ウラン，こういうのを出

してござい還す。ここは今度，海外依存率で申し述べてございますが，これが約鱒0％

‘‘ほとんど力訥GO％に近い数字でございます。このようなことになりますと，資源はすべ

て海外依存に左らざるを得ない。こういうことがおわかりいただけるのではないかと思

．‘

｢まず。’

　先ほど西依きんからも手話がござい青したように，地下資源開発には，初期の段階に

溢硲て非常に訟金がふかるるこういうことでございましたが，第5表をごらんになって

いただぎますと1これほ実際（うプロジェクトといたしまして，昨年の12月の5日に業

界で憲とめπ数字でございます。

　時庭の関採もございますので，あまり詳細は申し上げ蓬せんが，合計いたしまして，

『： T’N簡紀2000億円の入金鹸かかるわけでございます。これには探鉱開発，あるいは診

「金を貸しまして，その貸し允ことで同こうが設備をしたり何かして鉱石が出てまいり辞

す。’ ｱれを日本が買い取る。融資買鉱です。それの設備投資みたいなかっこうで澄金を

出すもの，これらを合わせて約2，0eo億円かかるわけでござい磯す。そして5年後に出

でぐるのが約60万トソの銅，鉛にして岨80トソ，これはパー・イヤーでず。という

「ことになるわけでこぎいます。

　’9との次が第5表の②でござい震す。まるい円をごらんになっていだだき震すとインド

’ネシ「 A，コンゴ，これはアフジカのコンゴです。マレーシア，ニューギニア，フィリピ

ジー産米の刃㍉「その御件とし七あい「 ､ぐあ鷹なって籾ますが，その合計が

発展途上国で26件，約喋，80G億，84％が低開発国でござい唆す。いわゆる発展途上

飼でございま’して，カナダのほうが約510億ぐらいかかっているわけでございます。こ

れが15％。

こういうこと鰍てみ鄭と・ヴ㍗を含めまして地下資軽子r脚すべて

海外依存にならざるを得ない。特にこういう資源はあらゆる産業の基礎資源でござい凝

す・そう恥しますと・これが Xし得るか隔なかと呼rとカ1冷塊略の全醗

に落鮒影響腓獣轍だと思うのです・そ獅ことを教誓と∴r桝・ひと

　り関連業界だけの問題ではなくして，何か国としても資源稼策といった、よう准画からこ
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の問題を取り扱う。さらには先ほども申し上げたように，これは南北問題にも関連して

ぐるのではないかろうか。発展途上国を援助してともど竜に栄えていぐ，こういう問題

にも，この資源問題は関連し旧くるのではなかるうかと存じます。

　別の図のほうは論金の調達のほうでございますので，これは省略いだします。

　さらに4表をごらんになっていただきますと，鉱山の開発には長い年月と多額の資金

がかかります。これは西歯さんもさっきご説明して仏ただきましたが，1例を申し上げ

ますと．オーストラリアのマウント，アイザ鉱山アサルコの山でございます。この鉱床

が発見されたのがで925年でございます。それから，そこに鉱床があるということをわ

かって，いわゆる鉱床の広がり，大きさ，品位，あるいは蚤といったもの，あるいはそ

れから埋蔵量がわかりますげれども，実際昏地上に出てぐる可採鉱量がどれぐらいか，

可採率はどれぐらい，いわゆる実収率でございます。そういう志のを計箪いたしますた

めに約壌4年間かかって，これに要する費用が約85億かかって論るわけです。

　そして鉱量：量もわかりましだので，いよいよこれから設備投資をしてまいるわけでご

ざいます。それには道路を敷設したり，あるいは採鉱殼備はもちろんのととですが，選

鉱設備といったようなものをやってまいります。これk40年間かかって，約100億の

詮金がかかるわけでず。

　そういだしますと，それができ上がってぐるまでに通算24年，砂露牽に発見され

たものが，1947年でなければ出てこない，24年間はだだ澄金をつぎ込むだけでござ

います。ここに鉱山の苦しい事情があるわけでございまして，こういう点を後ほど皆さ

ま：方にご理解いただきまして，何か国として，積極的な鉱山の特殊性に応じた施策をぜ

ひ考えていだだきたい。これは，私，技術屋の一員として，声を大きくして叫べること

でございます。

　埋蔵鉱量がそのときに確保されるのがゑ000万トソ余，そして年間に鉛，亜鉛がそれ

ぞれ6万トソないし5万トソ権課できるるこういうことでございます。

　時間も迫り蓬したが，ところで先ほども申し上げだように，鉱山は非常に知金もかか

るわけなのです。そこのところを，鉱山の特殊性ということで，この資料に書いてござ

います。

　そこで，時間の関係で，こちらのほうに移りまずけれども，4番目に「疲耗控除制度

の恒久法化について」ということを，私，ここに提案しているわけでございます。ここ

のところを読んだほうが早うございますので，ご説明申し上げ萱す。
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　「しかも鉱業の対象は地下に埋蔵している有限の鉱物資源を採取するので資源（資産）

は逐次疲耗し⊥獄ってくるわけです。枯渇するわけです「その蓬ま放置して澄けば，つ

いには資産だる鉱源は枯渇し，企業の存続が不可能となってしまいます。

　これがため，新しい鉱源を確保するだめの探鉱を実施しなければならないのでありま

す。・しゑも最近の探鉱は，昔のように鉱床が地表に出ている露頭のようなものがなぐ，

全ぐ地下深く潜在し，壊た入跡未踏め地を探鉱しなければならないので，さらに日時と

巨額の費用を必要とずるのであります。

　これがだめ諸外国では，前述の減耗資産を維持確保するための資金を積み立てる減耗

控除制度を鉱山業の特殊性として認め，米国ではすでに50年前から鉱山育成の恒久借

鐙として創設実施しているのであります。」

　この例が第6表に出ているわけでござい蓬す。6表をごらんになっていただきますと

’アメジカ，カナダ，・オーストラリア』，フィリピン，南ローデシア，フランス，艮本と出

て澄りますが，そこでフランスと対照してごらんに濠っていただき壊ずと・，フランスは

恒久法。恒久法化されているわけでナ。’使途，期限に制限あり。ところが日本は時限立

法，使途，期限に制限あり，滅耗控除の：方法は定率法，対象鉱種のとて：うに鉱業法に基

づく鉱種しだがいまして，これは銅，鉛，亜鉛等，非鉄金属ばかりではございません。

地下産業のすべてに；・当然ウラシ鉱にも適用は可能でございます。オーストラリアのと

ころをごらんに友っていただきますと，金，ウラニウムは免税という扱レ～になって知り

ます。さらに肩利でございます。したがって，石油，天然ガス，石炭，こういう方面に

もすぺて適用になっています。

　控除の率でございますぷ「鉱産物売り上げの15％または鉱業所得の50・％どちらか

低いほう」こういうことが一応，日本で現在，時限立法でできて論るわけでございます。

　このことはこの第6表のところで「わが国では，昭和歪・ツ年ごろよりこめ制度の実現

にあだっ・ていだのでしたが，昭和40年，馬ようやぐ租税特別措麗法によ9∵鉱業所得の

課税の特例として｛く探鉱準備金制度’笑として採用され1その後，昭和か5隼度の税制改

正に澄ける2力年の延長を経て，層本年5月で一応打ち切9どいうこと℃ありましだが，

さらに継続するやいなやを検討するだめに1年間の延長：をすることになっているのであ

ります。「この制度はひとり銅鉱山のみならず，地下資源で・あればすべての鉱種に適用可

「』能で．，ウラゾ鉱にも当然該当されるのであります。’

　このような意味で旗耗控除制度は，地下資源産業の特殊性のために設けられπ制度で

一299一



　　あり，この制度により鉱山企業の自己資産の充実が可能となり，積極的に自主探鉱が促

　　準されます・

　　　とき，あだかも世界の檜舞台で資源確保に当たらんとする時機に際会している澄りか

　　らぜ平野の泓法学r懇をはかり・もって二業本勅聯を完脇卿と存じ

　　まして，関係各位のご理解を得，さらにはご援助を賜わりたく，あえて討議の内容の1

　　つ曜案四三脈・こう噌こζで・『カミマ番胴なとこうなのでござ畷すが・

　　こういうことで，このほかに探鉱の三階では，銀行からは融資が出ないわけです。

　　　そういうことで，ただいまは探鉱促進事業団が国家機関でできて澄りまして，広域調

　　査，精密構造調査，さらには自主探査，いわゆる5段階方式で探鉱が行なわれるようにな

、鱒二四ども・蝦難これ融金を雛して騒麟上1タイム牡に噂軸

　　場合が多いわけです。これは後ほど通産省のほう・あるいは科学技術庁のほうからご説

、郷ある羅畷すが・票するに脚はタイミングよG鹸をも？て・山が効に出

　　㌣紅はすぐぱマとい！・そ揮晒持ちの緯が判るような状態販ければいか

　　ん，そういう論金を蓄積させてください。これはひとり銅ばかりではなぐて，ウラン資

　　源についても同じことはいえます。先ほど誇話がございましだニジェールとの問題も一

　　麿と勤乳緯うで鯵・あちらμゑうでは・競らく㍗ソス鱒饗四隅下働

　　・欄趣るのではな獅うかと思マて糟ます・

　　　どうかそうい憶味で嘱紡搾簡解ちρ蝶を守るや二塁て・わ勧

　　れの背徹腫要鰭をレよつもそしてr朝産業の鋤に嫡榔と勿獅嫌

　　マているのだ・その齢を達町るやμこういう鞭鮮ひ？くつ二野き油

　　というのが・鎌界の勧の静気持ちでござ畷すr、こう縛r嫡ζ肥して・皆

　　莇のこ麟とこ獅を四二齢と馳ま丸輔趨過して軋わけござ思せ

　　を管下参照）、

謙どう陣郷とうござ陛しぞ・

　　　塾では・瞭障縞入曙一ワ「トに約しまして諏府彫し響鉱醗をや

　　っていらっしゃる今井さんから，ご意見を伺いだいと存じ壊す。

今井錠供縞あう騨嫌供脚下にrき李←ては酷さんか獅舌が『ざ畷医

　　い難や野方榔rき飢下記騨んからきわめて翻麹酔ζざ畷して’

　　恥9吻鍋rζ二四思うので鉤ま鍋が・ちょ・ともう外工汐・繭シス

　　スをおきたいという点は，．1つは東さんの海説の中にございました詐常に長い着手から
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※② 参　考

　　〔第r表〕 銅，鉛，亜鉛の需要量とその自給率（逆が海外依存率）

銅

41年： 42 45
　　44

45 46 47
i　　　l｝　48

49 50

需要：量千t

蒼熏z山千t

ｩ給率％

506

h4
Q2．6

651

ｿ。
E69

727

P｛7

P6．1

※8eg

P20

S48

920

S20

P5．1

1，01ア

P

1．斜4 気211 t508

y

t400

P40

P0．o

※44隼度以降，通産省策定見通しより

鉛

41年
142　　　45 44 45 　1S6 47i48 49 50

需要量千t

蒼熏z山千t

ｩ給率％

鷹51

U5

S1．6

壕68

U0

R5．8

184

T8

T1．4

殉17

@58
Q6。8　・

216 238

Q44

256

Q2．8

271

Q窪．4

288

Q0．2

500

п@定

P95

※44年度以降，通産省見通し

亜鉛

「i41年
　
　
i
4
2

　
　
｛
4
5

　　c
S4　・ 45 46 4ア

i　　　｝　48　「

49
1　50

国内需要千・t 405 471 545 ※6絡 685 i9。。｝

窪joo

輸　　出千t 59 69 95 10窪 100
i　100

100

計　　千t 464 540 658 714 ア85 tOOO t200

国内鉱山千t 250 258 258

自給藩％ 498 44．0 5z5 25β 198

〃 5ZO 50．5 457 26．4 21．6

（輸出を除く）

　　　　　※44年度以降，住商海外非鉄ニュース　／1650より

〔第二表〕　主要地下資源類の需要量とその海外依存率

i　　　　昭和45年
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　監�v量i海外依存率
昭和5G年

�@要　量

ニ　　ッ　ケ　ル

Aルミニュウム

S　　鉱　　石

ｴ　　料　　炭

ﾎ　　　　　　袖

Eラニュウム

6万t

U6万t
U，655万t　　　一

T880万t
P4；800万膨ゴ

100　％
o00　％　　’

X5　％

A2　％

X負5％

P00　％

15万t

S78万t

P6，450万t

W，660万t

Q緊000万膨

S，000～5．000t

一50／一



〔第三表〕ω 今後の海外資源開発表（プロジェクト制）

　　　　　　　　　　　　　昭和．タ．4年歪2月5日

区分
｝　案件名　1 　　　　　5

早@　　名 金　額
｝　　獲　　得　　地　　金　　：量

百万円
ム　　　ソ　　シ コ　　　ソ　　　ゴ 5e，097

探
マ　ム「一　ト マレーシア 22」95

〃　　　　　　　　　　　　　　40，000〃　』

鉱
ハルマヘラ インドネシア 　　　、R6，426 二．・ジケル　　　　　46，000〃

発 開

展

発
分

二藁葺i 1謎犠 1只557

P1，898

　”　　　　　　　　　　　　1　2，000〃

ｺ　25253t
汢狽Q4．000tボーキサイド60α000t

，小　計16、件 120」55
銅　　　淫75，255t　　亜鉛　　　24000t

jッケル28ρ00t　ボーキ粥卜600，00et

途
ブ7ゲソビノレ

国連信託統治
jューギニア

2t600、 銅　　　　　雛ooOt

融 リズ・ブランコ チ　　リ　　一 1α80P 〃　　　　　　　　　　　　　　45，400贋

上 資 エルツペルグ インドネシア Z200 〃　　　　　　　40，000〃

買 ト　　レ　　ド ブイリッピソ Z200’ ”　　　　　　　　　　　　　　24，0・00〃一・

国
鉱 その他　6件

フイリツピソ，

`リー，ペルー
40，690 銅　　54828t鉛　6480t

汢煤@　a280t
分

小　計噛0件 、5Z490
銅　226228t鉛　6、480t’
汢煤@　a280t

’ ．，鋼　40t481t　鉛　6，48et
合　計26件 17Z645 亜鉛52280t　ニッケル2亀00σt

ボ＿キ・サイ　｝・　　600．000t

探開
@発．
z分

その他　8件
カナダ，アメリカ，

Yーストラリア
穏09． 銅．960t

先 ローネックス カ　　ナ　　ダ 9540 銅　　　　　　　5α00Gt
融
資
、 フオックス カ　　ナ　　ダ 5，897 〃　　　　　　　　　　　　　　　1　6，0　00　〃

進 買 バレー・カッノ← カ　　ナ　　ダ 1｛520 〃　　　　鋼αooq〃．，，

鉱 その他．2．件． カ．．才、ダ 5」65 〃　　　　　　　　　　　　　　　2　1，G　OG〃

国

分
小　計　　5件 50」20 銅　　　　　19ス000t

合　計15件 ．51，229 銅’、　　　．1gz96qt

鋼　　　　　　　　　　　　59黛44：釜　t

鉛　　　　　　　4480〃

1総　計39件 208，872 亜鉛　　　　　52譲8』0〃

ニッタ．ノL／　　　　　　　　　　28，0　〔〕〃

ボーキサイト　　60aOOO〃

（注）鮪地鐘は昭和・悔度硯鵬ただし詞ケ・・は昭和52鞭肱
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〔第三表〕　②　今　後の海外資源開発資金需要

1国別資金需要）

上

　　　　．／
　　　展

　　　　　　　　　7　件

　　　　　　　　　150億円
　　ニューギニア　　　　（ア％）

　　　　1　件

　　　　246億円（10％

／！罪＼＼

マレーシア

　2　件

雀4億円（月％）

　　　　　　コ　ソ　ゴ

　　　　　　1件
　　50喋億円（14％）

チリー

　5件
揖6億円
（7％）

　その他

　　9件
｛08　　　　　　　先

　億円　　　　　　　　進

（吟カナダ　　　国

　　　　10件

　508億円（15％）

　　　＿その他5件4億再て而

イγドネシア

　　5　件

652億円（50％）

国

総　　　額

先　進　国

発展途上国

39件

15件

26件

2，089億円（壌0．0％）

5｛2億円く　壕6％）

977億円（　84％）
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（年度別資金需要）

億
円

800

700

600

500

400

500

200

100

750

／

億円
251 590

自
己

し

176 金

454 融

i

145

輸

銀

基

金

195 519 事

業

団

／
71 414

期
514

一
待

100
額

43

124
66

45

ﾈ
前

44 45 峰6 47年度
以
降
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（第四表）

　鉱山の開発には長い年月と多額の資金がかかり聴す。

外国の鉱山開発の実例

　　　　　1
早@　名 オーストラリア カ　ナ　ダ

鉱　　山　名
マウント・アイザ鉱山
@　（アサルコ）

トンプソン鉱山
iインコ）　　　　’

発　見　年 1　92　5 1　9　46

探鉱期間
T　　鉱　　費

14年間
�W5億円

9年間
�T6億円

開発期間
J　発　費

10年間
�X9億円

5年間
�U95億円

生産開始 1　947 1　96　0

埋蔵鉱量
ろ、160万トソ

煤@　Z8％
汢煤@5．8％

鷲57方卜』ソ

ｺ　　　0．4％
jッケル　窪．2％

生産量（年）
鉛　　6万トソ

汢煤@5万トソ
ニッケル　45万トソ

（第五表〕

　窄。　一三控除制度の必要性

　（て）　鉱山業の特殊性

　　　鉱業は天然に埋蔵している鉱物という枯渇性資産を対象としている点に慶いて他産業

　　　と本質的にその経営構造の基盤を異にしている。

　　　すなわち他産業に海いては実体資本を減耗することなぐ操業の継続が可能であるのに

　　対し，品評業に堅いては採掘によって地下資源という実体資本は，それだけ誠耗し，つ

　　いには操業を継続することができなくなる縮命をもっている点にその絶対的な特質があ

　　る。

　　　　し牟がって鉱業会社にお・ける利益は一般企業のそれと本質的に異り鉱物という鉱山業

　　　に臨いてもっとも重要な資産の喰いつぶし分によって構成されるのがほとんどである。

　　　　もし，このような性格をもっている利益を一般企業のそれと同様に社外流出させるな

　　　らば，鉱業会社は早晩企業として存続することができなくなる。

　　　　したがって鉱業会社が継続企業として存続するだめには少くとも資産の喰いつぶしに
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　よる利益は新しい資産の獲得のために投じて実体資本の維持に努めなければならない。

　しかし探鉱には常に大きなリスクが伴うものであり探鉱条件もますます悪化していくの

　が実態であり資産の喰いつぶしによる利益を全額投じても枯渇した資源を補爆できると

　いう保障がないのが実情である。

（2）　　減耗控除　（1）epleもio耳　　AI　l　Gwance）

　　減耗控除とは上記ωの鉱業の特殊性が認識されて海外に於ても広く認められている制

　度である。

　　即ち投下した資本を一定の方法（定率法，定額法，生産高比例法）によって投下旗本

　の範囲内で毎年償却する減価償劫。

　　卿幡綱と鋤投下資本を基準としないで課税殉吻「解部分を免

　税所得とする。従って鉱床に投下した資本額とは一応関係なく鉱業を継続し，利益を計

　上している限り納税者は減耗控除を許される。

　　わが国に於て’は業界が永年要望して来だ「滅耗控除制度」の本旨を取り入れて「探鉱

　準準金制度」どして実施されている。

　　一：方アメリカでは売上高に一定の率即ち石油ガス井は2z5％，硫黄鉱山は25％，

金属鋤は15細砂・砂利は5％を乗じた額醐利益の5鵬か何れか働騨鰭控

　除として課税を受けない。

　　カナダでは綱益の・・÷面一控除として課税鵬よ蜷除を受け・さらに編・1

　益の中には製錬利益も含めている。

（5）　制度の必要性

　　わが国鉱業は国内他産業に対して低廉且安定した原料供鵜の責務を：負わされている。

　日本経済のあざ流しい高度成長下にあってわが国鉱業界は増大する需要に対処するため

　に海外に迄その資源を求めて日本経済の発展の一翼をになっているのである。

　　一方欧米先進諸氏は後段でもふれている通り鉱業については戦略物資として唆た国民経

済上の基噸源として鰭鰐鞭を翻←その働瞬髄輝を恥て尉アメリ

煙於ては5晦余に即簾控除膿をFu耽細して居媚r資本ρ蘇を果し’

函雛済麹に点き碑みを暗し下い砥近アメ嫌於騨騨脚石油

業界を中心として過懸ではないかとの騨を受鵬9磁叙旗糊輝錦囎

　が論議されている旨報道されているが之は石油ガス井に対する2Z5％の高率旗耗控除

　を今後共経ける事の可否が問題となっているのであって薩耗控除制度そのものが論議の
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　　対象となっているのではない。

　　　わが国探鉱準備金制度創設後の鉱業界がどの橡に推移してきだかは別項実施実績に述

　べる様に180億円程度の内部蓄積を果してきたが之を以て欧米先進諸国と堂々と立向

　　って今後の目本経済の発展に寄与するのにどれ程の基盤強化が出来たといえるであろう

　か，即ち国内に語ける探鉱促進は勿論のこと多大の危険を冒して海外開発を推進する必

　要に迫られて居g今後約5年間の所要資金は2，000億円に達する見込である。此の点

　　から考えても少くとも現行制度を恥Hに活用して，わが国鉱業界の基盤を更に強化し

　　自己資本の充実を図らなければならない。

　　従って「探鉱準備金制度」の継続維持は勿論のこと業界永年の念願であるアメリカ式

　　減耗控除制度の導入についても一考が加えられても良いのではなかろうか。尚，かかる

　　制度は長期間の実施により始めてその成果力糊待出来るものである。

2．アメリカに於ける滅耗控除制度の歴史

　Q　4餌5年アメ」カに於て認められだ微耗控除制度は鉱山業に対してその生産物の山元

　総額の一定率を映度として所得から控除する事であった。

　。　1916年の改正により当該年度中に採掘され売却されだ鉱産物の市価を基準として鉱

　　床漏壷部分に相当する滅価額を控除することが認められ，必ずしも取得原価基準によら

　　ない再評価基準の方法が採用され定。

　。　1918年に到り新たに発見された鉱床に対．じてもその発見時もしぐはそれ以後50日

　　以内の公正市場価値をもって控除基準額とするいわゆる発見価格基準法に改められだ◎

　・　1921年には上記方法が控除額の過大をまねき事業所得の大部分がDepletionによ9

　　相殺されるとの強い反対にあって当該財産から生ずる営業利益の1GO％を限度とする

　　事に改められた。

　◎　｛926年に到り発見価格評価法による評価額の決定についての業界と税務当局との紛

　　争を解決するたあに単純かつ公平な方法であり，理論的にも両者の納得のゆぐものとし

　　て誌面の実績から割り出された現行の定率面面控除法が採用されだ。

　・　1942年から1943鋸に亘9対富鉱種が逐次拡大され非鉄金属全般に友ぶこととなつ

　　た。

　。　かぐて現在定率控除法は古ぐからの取得原価控除法と共に二者択一の形で採用されて

　　いる。
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実行までのリードタイムがあるという点，先ほどオーストラリア鉱出のエグサンプルに

は，何と24年かかって亙る。これはやや長くて，通常，ウランの資源問題につきまし

て，アメリカなどで議論をされて澄りますのは，少なぐとも8年はかかる。あるいは

10年かかるということでございます。

　そんなわけで，いま着手しましたものは8年ないし1・a心後になってようやぐ効果が

あらわれてくる。そこに1・つの非常に周期の長い波ができ室するほかに，もう一つは，

現にありましたごとく，アメリカの原子力発電の発注状態は5年ばかり前にうんと集中

しまして，それから少し波が下がってきだ。そういうごとになりますど，・一時的にはウ

ランが余っているということになるδそうすれば，鉱山会社のほうは開発を怠る。こう

いうことになうてまい・りま．して，両：方に波がありまして，．開発をするほうの大波と需要

のほうの大波とは必ずしもピリオドが合わない。そのようなことのために，ウラン供給

の問題はなかなか予想のむずかしい問題であるというこどはどなたも診考えになること

、だと思うのでございます。

　いずれにいたしましても，さよう「な関係がございま・すので，ぜひともウラン資源開発

は長期的な観点で，しかも早あに準備をしていただかなければな・らないという・・ことを：重

ぬて申し上げだ：いと思うのです。』

　．も‘う1つ，しからばいま国内は何をやって解るかということについても，自『分の関係

上ジご報告を申し上げて細く必要があると思います。國内に旧きましては一番最初，人

形峠というところでやりまして，ここではU308にいだしまして約工50…OTソぐらいの

資源は確保いたして澄ります。まだ近ごろは東濃と申して知9まするが，・岐阜県を中心

といたしましだ地区で4，000トソぐらいは確保いたしました。さりながら，これを両方

合わせてしても数千トソにすぎないので，昭和60年に9万トソなどというけたから申

せば，ほとんど意味をなさないと申し上げても差しつかえない。

　ただ，たった1つ問題は，このようなものだからというので；ここで放棄をしてしま

うということの関連になり震すると，いったん，いいものが見つかっ「た。た・とえばそ

れは国内であれ，国外であれr，これを製錬して安ぐものにするということについての技

術開発はほとんどでき．なくなつ・て，・皆さ、んが捨ててし蓑って，・放棄じてしまったという

ことになると思うのであ9ます。今日，製錬技術は，あんなものは確立しているではな

，いかという撫考えもござい幸しよう。なるほどそれも電つともでありまするけれども，

技術というものはそういうものではなぐて，・絶えず発展していくべき性質のものだと思
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　　います。　　　　　　　　　　一

　　　そこで1つ具体的に問題としてありまするのは，いま世界ではマーケットの商品とい

　　たしましては，イエローケーキがたった1つ存在しているのであります。七かしながら

　　今日軽水炉を念頭に置いてものを考えるならば，これはすべて濃縮ウランであって，濃

　　縮ウランはイエローケーキではなぐて六弗化ウランである。そういうことになれば，六

　　弗化ウランを注目してものを考えると・いうことはアメリカでもあったわけであります。

　　　しかし非常に大きなイナーシャでイエローケーキが商品になってしまいますと，その

　　波にさからうことははなはだ困難なのであります。ことに初期に澄きまして，ウラン鉱

　　山はあまりキャパシティが大きぐあり寮せんでした。ですからこれをあちらからも集め

　　こちらからも集めて，とうとうあと．で一唆とめにして六弗化ウランということを，政府

　　事業みずからやって論ったわけです。　　　’

　　　しかし今日では事態が変わりまして，六弗化ウランを．つくる転換事業は民間事業にな

　　りました。しかもそれも年間数千トソという大きなギャバシティになり’，壊た，ある鉱

　　、山のごときは，鉱山自身として淫日数千トソ掘るというキャパンティになってまいった

　　わけであ9ます。

　　　こういうことを2つ合わせて考え唆するならば，鷹つの大鉱山の山元などに：捧きまし

　　ては，一挙に六弗化ウランなどをつぐるということが合理的なことは自明であります。

　　その他，近ごろ新陽に出ましだバクテリア・リーチングだ：とか1薪しい技術は続々ある

　　のでございまして，こんなことを続けなければ痩らない乏いうことの拠点といたしまし

　　て，われわれはまだ入形峠を確保しなが1．ら・作業を続け，準備を続けていきπいと考えて

　　．澄ります。　　　　　　・　』・…

　　　以上でございます。

議長　ありがとうござい袋した。

　　　ウラン資源につきましてはこのく．らいにとどめ唆して．次の段階としての「ウラン濃

　　縮」について討議をしだいと思います。

　　　いままでも原子力産業会議等でいろいろ懇談会などももだれて澄るのでございますが，

　　特にその面でいろいろご調査にな・って夢られる原電め吉商さん・§キ画・ソートを繭顧い

　　いたし寮す。

吉岡　ご承知のように，現在世界で広ぐ建設されてゑりますのは軽水炉でありまして，これ

　　は微濃縮ウランを燃料として使用して澄ります。発電コス．トの中で燃料サイクルの費用
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な約50％であ9ますが，そのうち約50％がウラン濃縮費でございます。すなわちウ

ラン濃縮費は全発電費の約10％ぐらいにあたるわけでございます。将来，高速増殖炉

の開発が進みまして，核分裂性物質の自給が可能となるまでは，ほとんど各形式の原子

炉に論いて濃縮ウランは不可欠であり寵して，原子力発電の技術開発が進むにつれまし

て，ウラン濃縮の事業は原子力産業中，重要な部門を占めることになρます。

　現在，わが国を含めて，自由諸国における発電用原子炉のウラン濃縮は，ほとんどア

メリカ4国に依存しているわけでございます。このように原子力発電の出発に不可欠で

ありまだ発電費に占めるウェートの非常に高いウラン濃縮をいかに適時適量に確保して，

またその経済性を維持するかというζと．は，今後のわが国の原子力産業の重大な課題の

1つであると思います。

　現在．日本原子力産業会議のウラン濃縮問題懇談会その勉に書いて，この問題の討議

が進められて論りますので・その結論はこ・れらの入々にまかせる≒い牟しまして・私は

ここでは世界のウラン濃縮の現状とわが国ウラン濃縮古諺に開する諸問題を提示しまし

て・本日の討論の糸口としていだだければ幸いと思レ崎すρ

　現在，自由諸国でウラン濃縮施設を所有しておりますのはアメリカ，イギリス，フラ

ンスの5麟であ9まして，ほかに最近になってイ、ギリス、『，オランダ，西ドイソの共同開

発計画が発表せられて盛ります。

　その概要を申し上げますζ・アメリカでは原子力委員会¢～所有して吟る気体拡散工場．

としましてはオークリッヂ．パデュカ，ポーツマスρ5工場がζ1ざい適すrその濃縮能

力は堺在設備で1万ス000トンセパレーショソワーク辛ニッ｝1この分離作業量といい

・ますのは，あとでご説明申し上げますが，、1．年間に約1万そooo奇ソの作禁量があ9ま

す。その所要電力は600万キロワットであ9座す。現在はしかしその5分の1程度が

稼働レている程度でございます。

　この設備は・現在㊧カスケードを改良し話して，これ、をCIPといっていますが・カ

スケードを改良いたし襲すと，現在の600万キロワットのま蚕で，約4．ア00トソ，年

間増加することができます。さらにi二の施設を改良をいたしましτ，使用電力を7ろ0

万キロ．ワットに増加いだしますと，．4」00トソの増加が可能であります。したがって・

これらの改良工事を行ないますと・・年間2万、5・800トソセパレーショソワークユニット

程度となるわけでございます。

　イギリスでは現在原子力庁，AEAの所有して澄るカーペソハーストの気体拡散工場
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がこぎいます。こ九は軍事角として建設されたもので，濃縮能力ははっきり明らヵ、には

されて詮9唆せんけれども∵現在約4－6δ』トソセパレニショソワ』クユニット程度とい

われて登り室す6

　フラン女でも，主として軍事用に開発されたCEA，原子力庁の所有しているピエルラ

ッ』g気高拡散工場がどざら唆ナ6その濃縮能力も明らかではありませんが；夫体イギリ

スの力二ペソハースト程度ではなかろうかと推定されて論ります。

　これ力期有工場でございますが，との嫁かかねてからイギリス，オランダ，西ドイツ

のろ． lの共同で遠心分離法による工場建設計画が進められて澄わまして，本年ろ月4日

にそめ計画が調印さ：れて澄ります。この計面により聾すと1 C第1工場として，オランダ

のアルメロに1971卑までに25トソ，そのうち100トソないし，｛50トソ程度にふ

やす。箆2工場と1しては‘イギリスのゐ一ペソ心心ズト，1972年までに2ξトソ，将来

は200トン程度にふやすそのような計画が発表をされて澄ります。

　そこで，「ご（bセ：パレ』ショソワークゴニットを簡単にご説開申し上げますと，これは

濃縮ウランをつぐる場合に必要な作業量の単位として示されて澄るめでありまして，た

とえばこのぐ表のギ）にござ込一ますように1，濃縮度2．5％の濃縮ウラシを1キログラム

つぐる允めkl天然ウラシ隠約45キログラムが必要であり，その分離作業量としては

523キログラムになる。こういうことであり壊す。

　＝そナから先ほど申し王げましたように，アメリカの現在の濃縮工場の髭面1万zooo

トソ／年セパレーションワークユニットというのほ25％の濃縮ウランにじ注すと，年

ゴ蘭約5，200下ソ製造能力があるということになるわけでございます。

　それでは，この濃縮ウラシあ需給状況はどうかと申しますと，現在，ナメリヵでは先

ほど申し簑しだように～AECぶ濃縮工場をもって“るわけであり震すが，入ECの1967

隼の予想によりますと，アメリカの原子力発電の醐発は1980年に約巨億蘭00万キロ

ワット，それかち，ソ連圏を除きますが∴海外でのi7メリカタイプ（わ原手歩を含めます

と，約2億5000万キロワットになる。このようだ予想をして澄ります。

　とれに必要ならウラン濃縮あ需要は1980年kは1来国内の癸電所だけで約2万トソ

セパレーショソワークユニ1ジドをこえ，海外の需要を含めますと4万トソ程度に達する。

したがって，1975年の半ばごろから現在ゐプウソトゐ能力をこえてぎ比して，先ほど

軋まし構うな拡充をやりましても，，98晦ご6’総組獅娠と輪ように予

　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　．’・ヤ，弓プ
乏きれそお・ります。
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　濃縮ウランの将来の需要につきましては，いろいろもちろん凍乎力発電の麗発規模だ

とか，新型熱中性子炉がどのように開発されるか，特に大きいのはF8Rの開癸の時など

が非常に関連をもつわけでござい壊すが，アメジカのフォーラムめ予想としては，今後

少なくとも25年ないし50年間は増加を続けて，大体，6万トソ／年程度がピークで

は左かろうか。それからだんだんFBHが開発されるに従って疲っていぐのではなかろう

オもそのようにいわれて参りますが，この壽給予想に応ずるためには幽，先ほど申しまし

だようにアメリカのいまのま蓬の設備ではだめなので設備の増強が必要であり蓬す。そ

の允めに，これをどのような開発三巴にしたらよいかということで現在議論がされて細

りますが，将来は，いまのアメリカのAEdのもっている工場を民間に移そうという計画

が討論ざれで回るわけであり唆す。

　アメリカはいま拡散法でウラン’濃縮をやっているわけであ』りますが，現在，開発等，

rどれぐらいの今回費が要って，どれぐらいのコストになる・かということについては，1

昨年の11月のフォーラム大会で，AECのミスター・クィーソが発表しぞいる論文も，

この（表の2）に引用して詮きましたが，これでこちんになりますよケに，ウラン濃縮

の土場を建設’ナるためには，非常に多額の資金が要ります。また多量の電力が要るわけ

でござ硲ます。

　この原子力発電所を建設する場合に必要な濃縮ウランを浜給す’るために’どれほどの資

金が要るかということをいまのミズタ三，クィーソが推定しているのであり蓬すが，原

子力発電設備の開獅キロワ。卜当たみについて，ギ。ド・岐いしゲ5ド）・程度の投資

が要る。ウラゾ濃縦設備に投資が要る。そのほかに，先ほど申しま「したように，ウラン

濃縮用には多量の電力が必要でございますので，そめ電ガをまた発電筋でつくるとし・ま

ずと．その投資費が葦た要ります。それを加えますど，ギキロワッド当たφ15ドルな

広し20’ドル，結局建設費6～9％程度のものがウうソ濃縮のために要るのだというこ

と．これは非常に多額のようにみえまずけれども，発電用と）石炭を開発する場合の費用

と大きな違いはないということをクィーソはいっ七澄りましだ。

　次は，ここでヨーロッパの状況でございますが，最近イギヲスでは三三ウランの炉か

ら微濃縮ウランを使うA．G醜の建設に切りかえて論りますし，ララシスも軽水煩を採用と

いうことk決意をいだして回ります。したが弓て，との両国とも原子力発電の開発とと

もに濃縮ウランが必要となってきだわけであり掻ナ。両国のウラン濃縮工場は先ほども

申し上げましだように，非常に規模は小さい5’しかも経済性毛あ蓬りかんばしぐない。
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そういうことで，現有設備のま褄では将来の原子力開発には応じ得ないわけであり震す。

琉在，1西ドイツ，イタリア等の諸国でも軽水炉を中心に鮪発して論りますが，その必要

なウラン濃縮は全部アメリカに依存しているわけです。

　今後のヨーロッパに診けるウラン濃縮の需要をフォーラム大会の論文でみますと（表・

一5）にあり一まずように，大体1975年には射00トソ程度，1980年には唯万5，800

トソ程慶も要る。相当の量になり達す。それで，いまイギリスもフランスも，その濃縮

プラゾトの拡張を考えて澄るわけであり唆すが，これはアメリカの濃縮ウラン市場独占

に対する強い抵抗であ9，できるだけヨーロッパ圏内に論いて，経済的な濃縮ウランを

入手したい，そういう努力のあらわれでござい震す。

　しかしヨーロッパではアメリカと違い細して，電力費も相当高いことも．ありまして，

電力の比較的少なくて済む遠心分離法の研究が進められて澄り唆して，そして唆た先ほ

ど申し上げましたように，5国の共同開発という動きもだんだん具体化して．澄るわけで

ござい心す。

　（表一4）には遠心分離プラントで建設する場．合の建設費とか，所要電力とか，コス

ト等，西ドイツの産業会議が想定した例を示してございますが，これをみていただきま

すとわかり唆すことは，遠心分離法ではわりあい規模が小さくても，この場合，年100

トソの規模でございます。規模が小さくても，わりあいオプティマイズできるというこ

とと電がが非常に少ないということが特徴でござい寮す。

　そこで，わが国の需要はどうなるかということであり壊すが，ζれはもちろん今後の

原子力開発の規模とか，あるいは一般的にいわれ壊すように、，高速増殖炉の導入時期，

導入速度，その性能6あるいは近くのことでいいますと，プルトニウムサーマルリサイ

クルをやるかやらないかということ，また薪型炉をどの程度開発するかということによ

って非常に違いがあります。しかし，いままで発表されておる電力中央協議会の電力計

画とか産業計画会議の資料等からいろいろなものを寮とめてみますと，いろいろな数字

がありまして，撃つの数字にならないのでありますが（今一5）のような数字が出て診

ります。

　国防よその自学としましては，．望・9・85年ごろにぼらウラγ濃縮需要は約6，500トソセ

パレーションワークユニット，2000年ごろには1万3，00．、qトソ程度，これが大体ピー

クで・2000年少し過ぎるとだんだん高速炉の開発が進んで旗ってぐるのではなかろう

か，そのようにいわれて点るわけです。
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　　　（表の5）からごらんになってわかり唆すことは，この分離作業の費用として，これ

　　．をアメリカ碑卸アッ苓崩リミットである50ドル／掴グラムセパレ御シ・ソワー

　　勾二励とし劉訂して麺しても・1’ア5畷で珈0那ルか樋000万ド・レ・

　　1980年には200q．万ドルから1億5β00万ドル，そのようゐ非常に大きな金額になる

　　わけでζざい零す。外貨の面からみましても・・あるいは産業め規模から考えましても・

　　相当重要な問題であるということが，これから澄わかりに履ると患い達す。（表の6）

　　には，軽水炉をつくる場合の濃縮ウランがどれぐらい要るだろうかというととの表を参

　　考に掲げて知きました。

　　　そこで，このように今後どんどんわが国の濃縮ウランの需要が増加レて区ぐ，これを

　　ど？して確保してい・たらいいのかということでござい曾が記れに伽ろいろ筋

　　法が考えられ唆す。それには澄の於の利害得失がございますが，まず第1』に，現在のよ

　　うに，米国に全面的に依存するどいたしましよう’か』．’現在は日米協定で』1971年までに

　　着工予定の13回分として約｛54トソの濃縮ウランが契約協定きれて澄り懐す。それ

　　で獅ど来・ア〆身切シーか倭員長も鷺して・わが齢畝を50‘oトソ程

　　度にふやしてもらうように話して誇るわけでござい竣すが，このいま協定して凄る濃縮

　　ウラン、154トソというものこれを2・7’％・の濃縮ウランに換算いたしますと・約Z700

　　トンになりまして，そのセパレーシ・ヨソワークユ云ヅ・トとし憲しては2‘方aを0もトンと

㍗うこと剛軌これ押輔ですから・年晦すと綿卿畿縦
層「

f　トソに倍加しまして考えましても，年に汐GOトソ程度ということた左りますざですか

聯ζ騨脳綱螂と詰屈∵す熔・磯回
　．腰殴る耀牒量の「部に・すぎな齢わけでござ晦す・

　　　このよ弊認メ効磁存すると，いうこ雄，・畷のところは経回三略安ぐ

　　蝋画で靭ます・しかい・ア・肋でも先ほど軋瓠たよ魔∴1…年ご放

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　鶴腐熟鯛三跡予認れ獄し・敷その所三態も賭へ鮪妬かうこ

　　とも噛麺的鮪ので・将来どもわカミ動このよう臆獣物する霰を全部ア

　　メリ填三面て漸蝿を礪醐鷹保でき瀞どうかと助ことに廊て鯛題

　　があると思われます。、．．

　　　そこで・鱗ア瀕の騨卸・パ綿存したらどら榊面前
　　鱒・陣うんヲ「只ゾでも英国・オランダ・西独め嫡緬縫めら乳て籾

　　又フランスなどでも濃縮工場拡張などの計画もございます。しかしヨーロッパでは，経
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済的にはだしてアメリカと同じような競争し得るような程度にできるかどうか，問題は

あると思います。

　5番目には，諸外国と共同して開発しだらどうかということであり唆すが，いま，ア

メリカで，今後は民間で濃縮工場を新増設するという計画が進められると思い識すが，

そこに資金面で参加するとか，ヨーロッパの共同醐発計画に参加する，あるいはまたア

メリカ，ヨーロッパに対抗してアジア太平洋諸国との共同開発をするという構想も考え

られるわけであり旧すが、この中で資本参加についてはわりあい，金さえ出す気があれ

ばできると思い壊す。しかし技術を含めた参加ができるかどうか、これは非常に問題が

あると思います。しかもこれを実現するためにも，あとで（4｝で申し上げ適すけれども，

わが国の周知開発をしっかり確立しておく。その上でいろいろ交渉する必要があると思

います。こういう共同心霊ができるとすれば，これは安定供給上の1つの解決策であろ

とは思われ壊す。

　、4播臼に・わが麟で自主開発するという問題でありますが・何度も申し上げますよう

に，長期安定確保．外貨節約，また場合によっては，海外輸出の可能性，これは特に将

来わが鼠が原子カプラソトを輸出する場合，やは9それに必要な濃縮ウランはわが国で

調達できるということは，非常に強味でございます。このような意味から，わが国で自

主開発するということのメリットがあるわけでありますげれど庵・他面雀たいまの需要

との関係で，当面は小規模歯並であるということと，電力コストが高いという面から，

経済性の不利，これから技術開発を進めるわけでございますので，その上の困難も覚悟

しなければならんと思います。

　しかし，先ほど申し上げますように，セーフガードの面から，技術導入はなかなかむ

ずかしいと思われますので，この自主開発の成否は，今後のわが劇の研究開発の成否に

かかってくるということになると思い唆す。もちろんわが塵1で濃縮クラソの開発をやる

ということになれば，軍事には使診ないということの態度を明らかにするし，い寮も明

弊畷・て籾柑げれども・その線を堅持する腰があることは当然でござ涙す・

　以上いろいろな案があ9まずけれども，私としましては，将来のエネルギー源の主流

を占める原子力の開発に不可欠な濃縮ウランを，第5薗のみにゆだねることは，供給の

灘鋳たすゆえんでは蝕と思懸すいま勧が鮒餅『勲唯業国であると

自負しているのであり寮すから，世界の原子刀産業に対して，わが国も何らかの寄与を

する義務があると思い寮す。そういう点から，わが国の将来の方策としては，どうして

一516一



も（4）の自主齢罪．に重点を寿いで・さらにそれをベースと、して㈲¢）可能性も検討すべきも

のと考えるわけであります。

　そこで最後に，自主開発上の諸問題，自主開発する場合には，どういう問題があるか

ということでござい唆すが，まず先ほど申し隻しだように，自主開発を進める場合には，

．．

k内に詮けるウラン濃縮技術の確立をはかる必要があります。現状は，ガス拡散方式は

理研．原研で研究されておりますし，遠心分離方式は動然で研究されて論鰻す。原子

力委員会に於いても，研究開発の基本方針をすでに定めて、，それに力を尽くして澄られ

るわけでありますが，今後の問題点としましては，パイロットプラントの建設までに，

どこまで研究開発をやるべきか，その規模はどうするか，このための資金をどうして確

保するかということが問題であろうと思います。

　私とし蓬しては，この研究開発には，少なぐともフィージビリティテストを可能にす

る程度の規模のカス．ケード運転のテス．トを含める必要があると考えて於り蔑す。今後の

研究を進める場合に，方．ス拡散法，遠心分離方式をどこまでも両方式を進めていくのか，

どこの段階で壌本にしぼるべきかとい．うことについては，今後いろいろ議論があろうと

思いますが，これは今後の検討課題であろうと思います。

　各方式の特徴は，ここの参考に書いて論き寮しだが，これは先ほどから申し上げπこ

とで，あとでみていただくとし葦して，自主開発の構想，自主開発する揚合には，どの

ような構想でやったらいいのかということでござい寮すが，憲ず先ほ・ど申しましたよう

な，フィージビ，り．ティテス，トを含んだ研究開発をやりまして，ある程度†分技術的諸問

題の見通しを得衆後に解釈に着手すべきだろうと思い寮す。その時期は．・これから何年

先になるか，その辺よくわかり蓬せん。その辺の程度でやるとすると，最初の熱標の能

力としては，ヨーロッパの，遠心分離方式では，ヨーロッパでは20～50トソという

小さなものから200　トソ程度を考えて知りますので，そういうのの1つの自安になり

ませんかと思って，20ないし200トソ程度かなというこ、とを考えてみたわげでござ

V、寮す。、、しかし，これは経済性よりもウラン濃縮実用化の概念を得るだめに，この程度

のものをやったらどうかということでございます。

　実用プラントをつくるのは，では何年ぐらいになるのか。紅0年先ぐらいになり寮せ

んかということで，その目標能力とし護しては，所要量の一部か全量かということでご

ざいますが，い震まででも一部はアメリカから輸入もしているわけでござい唆すので・

必ずしも全量でなくてもいいと思います。しかし先ほど申し寮したように，原子力プラ
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　　yトの輪出をも考えますと，海外需要への寄与もやはりこの中に織り込まなければな

　　らないと考えます。その容量は必要に応じてだんだんふやしていっだらいい回ろう。諸

　　外国の状況とか原子力開発の状況，特に高速炉の開発状況等にらみ合わせて，だんだん

　．必要に応じてふやしていったらいいのではないかと考えて澄り竣す。

　　　その場合に，日本では、洗ほど申しましたように，経済性の上で若干問題があるとい・

　　うことを申し上げ蓬しだが，ある程度経済性に問題があるとしても，私は長期安定供給

　　ということに重点を於いて，重視をして，この開発を進めるべきではなかろうかと考え

　　るわけであります。

　　　最後に，分離方式をどうするかということであり唆して，これはわが国の電力事情と

　　か，開発規模等を考えると，初期段贈では遠心分離方式のほうが，私としては魅力があ

　　るのですけれども，これはまだ技術的に確立してお9ません。そういうことで，これも

　　今後の研究課題でしょう。しかし，将来，大規模開発になるとすれば，拡散方式の低う

　　が経済的なわけでありますので，これらも今後の研究課題であろうと思います。

　　　その場合の産業界と政府との役割りでございますが，どうしても初期研究開発段階，

　　パイロットプラントの建設段階では，経済的には成9立たないこ’とであ9蓬すから，政

　　府が主体となって進めてもらって，これに民間が協力するということであろうと思い蜜

　　す。将来開発が進めば，民間が主体となって，政府の協力を得るということではないか

　　と思います。（※③　参照）

　　　以上，問題の提案だけいたしたわけでありますが，これらは今後，関係方面でいろい

　　ろ検討して詮られますので，そのほうの結論がずみやかに出ることを期待してお9ます。

議長　どう竜ありがとうございましたσそれでは，いまの吉岡さんのキー・ノートに対しま

　　して，それぞれの立場で，技術開発にご苦心をなさっていらっしゃる金岩さん，法貴さ

　　ん，今井さんのお5入にご意見を伺いたいと思います。

　　　懐ず金岩さんから誇願いいたします。

金岩　ただい蜜吉岡さんから詳細な細話がござい竣したので，私，簡単に意見と希望を述べ

　　させていただき蓬す。

　　　濃縮ウランの自鵜の必要性，これはわが国の将来の需要の増大を考え慶して，供給の

　　安定性確保という面から必要が述べ、られて論ります。な論，特に吉岡さんもいって詮ら

　　れますが，メ・一カーとしまして，原子カプラソトは輸出産業としてのホープと考えてお

　　9ますので，原子カプラントの輸出の場合には，燃料は知らないというわけには寮いら
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※⑤参考

　　（表一1） 濃縮策と分離作業量（廃棄濃縮度a20％の場合）

製贔『濃縮度　’
iWも％U」255）

　　　　　　　　　　　1天然ウランプイ暦ド量

ik3Uフイートゾk2U製嶺り’ ｝～欝識轟語
α50 「「 O，587 一a175
α7肩（天然ウラン） 1，000 ’0「

1．00 1，566 0，580

↑50 2，544 1，227

2．00 5525 2．窪94

250 4501 噛5．2ろ01

乙00 5，479 4，506

　（注）　USAEC資料による。

（表一2）　　　新設濃縮プラント建設運転費

　　　　　　　　　　　（唯968．11，　フォーラム大会 （｝。1ア。Oui三弐n，A王舜C言敏）

1

規模 a750トンS柵聯　　i 1ス500トンSWU／年

薪地点 し馳力増設 薮　地　点 ・テ』力増設

建　設　費　（百万ドル） 730 5ア0 窪，500 1，00G～1，100

（ドル窪㎏　SWU） （89）

（
6
5
）
．
魑
ひ （74） （57～63）

所　要　電　力（簾W） 2，400 2，400 4，700 4，700～4，800

経　　　費（ドル1k2　S瓢∫） 22．4 18．8 196 16，9～18．2

（　1968年露格）

資　　　本　　　　　費 11．4 8．5 97 Z4～8．e

電　　　力　　　　　費 96 96 身1 9窪～9ワ

運　　　転　　　　　費 t4 α7 α8 0．4～0．5

経費（19ア8聯ト“ノレ1k3＝欄） 28 25 2．5 21～22

　（注）　固定費1δ％／年　電力費4ミル／闘H　100％LF

　　　　1978年価格は4％／年のエスカレーションを見込む。

（表一5）欧州におけるウラン濃縮予想（196a牲フォーラム大会U・K．論文）

t

　　　　　　　　7
P975年 1980年

発電設儲量（欝） トンswu／年 発電設備容量傭w） トンSWU／年

英国及び遜ラトム

ｻの他欧州諸国

ハ285bo僧5聞βo齢

@・、6；000層aOOO・・：

1，750～4，75e

Ueo～1，800

68ρ00～400，GOO

?５，000～’50，000

6，0GO～筍，5QO

P，500～5，0eo
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（表一4）　遠心分離プラント（禰ao　O　O均SWUレ年）の分離作業コスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西ドイツ原子力産業会議の想定’）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ドル／晦SWU）

… …e　・　　1　　・…　2
電　　　力　　費

C遠心分離機取替費

焉@　　　　　利

?　　　件　　費

栫@　　却　　費

盗S分離機保修費

　　　　　：
@2，65

P0．42

T．02

S．oe

@6．52

S．00

6ミル／癬H

@5努／年

@25年

5．29

P0．42

唐T6

S．00

W．15

S．0．0

z5ミル／醜H

嘯T％／年

@　20年

合　　計　　　　　3509 ろ972

（注）　ω

　　　ω
　　　（51

建設費165ドル／醇SWU
電力消費率　458欄H／㎏SWU
遠心分離機平均寿命　乙年

これを5年にすると分離作業コスト（→4ドル
　〃壌　0年　　　〃　　　　　　　　　　←）7’ドル

（表一．5）　わが国のウラン濃縮需要想定

発電計画（M：W） 分離作業量（トンSWU） （づ灘作業費　｛　0　0　〔｝　トシLノ）

η75年

P980年
揩X85年

薰盾盾諸N

　5，000～　　8ρ00

Q0．000～25，000

S0，000～50，000

P5α000～180，000

｛，Deo～　2，000

T000～　5，000

Sβ00～1αooe

U000～16，000

（5賦000～　6α000）

i9α000～150000）

曹Qαooe～ろ0α000）

i8α000～48αGOO）

（注）　分離作業費は50ドル／陶SWUとして計算

（表一6）　軽水炉濃縮ウラン所要量（toOO巫We当り）

初装荷燃料

年間取替燃料

ウラン（UO2）：量　　　156トン（2，57％）～96トン（2．82％）

濃縮・作業量　　459トンSWU～ろ76トンSWU・

ウラン（UO2）量　　　4a4トン～　58．6トン

濃縮縮作言　　　157トソSWU～価りトンSWU
同上Pu　リサイクルの場合上記の約名但し数年間の遅れはある。
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（表一7つ　各方式の特徴

　ω　ガス拡散方式

　　◎　既開発技術…技術公開は困難　　USA掻Cより隔膜供給の可能性あり。噛

　　◎　スケールメリットが瞬き、く，小規模で’はコス『トが高い（大容量プラント建設費80～

　　　鴇0ドル／晦SWU）

　　o　所要電力が多く（アメリカの例』2，400～ゑ000KWH／k3　S罪U，電力費はSWU単価

　　　の約45％）電力単価の高いところは不利。

（司　遠心分離方式

　　o　現時点では技術的に確立されて澄らず，経済的に未知要素が多い（遠心分離機の価格，

　　　寿命等）

　一・ゆ　小規模でもOpt三エnizeされる（小規模建設費150～21eゼル／陶SWU）

　　o　所要電力が少なく電力単価の高い地域に有利（55e～450騨H／㎏SWU電力費は

　　　SWU単価の約1・0％　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　・　一　！ズ

ないと思うのであります。そういう国際的な競争に勝つだめにも必要だと思うのであり

・ます。

　な診，あとでお話が出るかと思うのですが，再処理をやったあとの劣化ウランを，査

’た再濃縮するという問題などを考えますと，これまた外国に依存では，往復の運賃が加

算されるわけでござい寮して，そういう面からもあわせて，全画的にいかなくても，一

’部でもぜひ濃縮ウランの自給の必要性を感ずる次第でございます。

　しかし；この濃縮ウランの設備につき玄しては，吉岡さんも述べられたように，わが

国としては，自主開発をやっていかざるを得ないと考えますが，そのウラン濃縮の方法

でございまずけれども，これは先ほど出ておりますように，ガス拡散方式と遠心分離方

式との両：方がございまして，原子力委員会に論いても，わが国としては，ある程度両：方

進めていって，適当な時期，48年ぐらいにどちらでいこうという・方針を出そうという

ようになって湿るのは，非常にけっこうだと思い寮すげ

　特に：，私，東芝でござい僻すが，東芝では遠心分離法について．東工大，動燃さんで

やられましたことについて．道具づくりのほう『を澄手伝いをさせていただいたわけであ

ります。一応2万回転。遠心分離で500メートル，パー．セカンドをこえるところ寮で
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　　まいり唆したが，まだ玄だこれからいろいろ問題がございます。先生方，その他関係の

　　方のご指導も得て進めていかなければいかんと思いますが，私は，臼．本としては，電力

　　費も少なくてすむ遠心分離法が適しているのではないかという考えで，実をあげている

　　次第でございます。・先ほど澄話が出て於りましたように，唯昨年，ヨー．ロッパの5国で

　　共同して遠心分離法をやるという計画が報告されております。私はヨーロッパでいろい

　　ろやられることは，日本入であれば，十分これに彼らと競争してやっていく能力をもつ

　　ていると信ずる次第でござい玄す。

　　　いま，ここに今井さんが夢いでになりますが，動燃さんで5号機の設備を設置して試

　　験を進めておられまずけれども，一般的に遠心分離については，物理的な可能性が大体

　　明らかになってまいった次第でございます。これを工業化にもっていくというところに

　　ついては，まだ査だ問題があると思います。技術的な問題庵ございますし，経済的にも，

　　これを安くやるという問題があるわけでございまして，たとえばパイロヅトプラントを

　　つくるに：・しても，25トン・パ・イヤやというものですと，1万台ぐらいのものが要る

　　わけでございます。そういうことでいろいろな技術的な問題についても，各方面のこ支層

　　擾が必要であると思い蚕すが，またこれの開発につき震しては，したがって非常に急速

　　にその費用がふえて・くる1と思い蜜す。やはりこの開発については，国家の資金によって

　　やっていただかざるを得ないと思うのであり蜜す。

　　　実は私のところなど，この問題についてスタートしましたのが1σ年前ぐらいになる

　　わけでございますげれども，やって論りまして，やはり予箕がな・いときは少なくなると

　　いう・ことになりますと，葬常に志気にも影響しまして，入を押さえて影くということが

　　むずかしくなるのでございます。そういうことで，いままで消長があ．つたように感ずる

　　のでございます。・現在は非常に関心を寄せていただいて澄りますし，ま．たその必要性が

　　迫ってきているよ与な感じがしますので，今後はそういうことはない．と信ずるのであり

　　ますげれども，その資金を確保していただく。、これは動燃さんのご尽力によるかと思う

　　のであり蓬すけれどもガ濃縮の必要性を認めて澄られ．る電力会社さんのほうでも，十分

　　このプロセスの開発についてご理解をいただいて，大いにベッグアップしていただくと

　　いうことによって，動燃さんの政府資金も出るようになるのではないかと私、は感ずる次

　　第でございますのでゴ何とぞ，そういう意味でのご理解とご支援をお願い．したいと思い

　㌃ます。．』』

議長　ありがとうございましたbそれでは法貴さん，・お願いします。・
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法賞　大体めところ，吉岡さん，黒岩さんから非常に詳しいお話がありましたので，縛につ

　　け加えるほど．のことはないのでございまずけれども，少し重複ぎみで恐縮ですけれども，

　　簡単に2～5のコメントをつけさせていただき’たいと思います。

・』 諱f・・
謔P点が，ウラン濃縮問題の重要性というが，技術開発の必要性というか，そういう

　　問題です。先ほどからいろいろお話がありましたけれども，このウラン濃縮工程は，核

　　燃料サイクルの中の非常に重要な部分をなしていまして，結局，核燃料はここで首根っ

　　こを押さえられるというか，ここの関門を通らないと，濃縮ウラン動力炉を使う限りは，

　　核燃料にならないということがございます。ですから非常に，これが臼本でできな：い，

　　現在のところすべてアメリカに依存せざるを得ないというのは，非常に大きなハンディ，

　　これはあきらめに近い心境で現在まできたわけです。

　　　考えてみれば，濃縮プラントをもたないばかりに，アメリカの査察を現在でも受けて

　　おるわけであります。最近ジ核防条約等で査察問題が具体的に取り上げられるようにな

　　りましたけれども，これは数年前から，ウラン濃縮が自国でできないばかりに，アメリ

　　カの査察を受けざるを得ないという状況に追い込まれておるわけですb

　　　最近，US・AECが民間移管といっことを打ち出しましたときに，巷説によりますと，

　　　　　　蒸1．H
　　G鴛・ウェスチングが非常に猛烈な運動を展開した6何とか自分たちで運営したいとい

　　う猛烈な運動を展開したというのですが，これは当然さもありなんと思われるわけで，

　　この濃縮工程をにぎれば，それが核燃料を支配し得るという見通しがあるから，猛：烈な，・

　’『蓮動をしたのだと思います。ここで工程を押さえ得ればあとの加工工程，再処理工程等

　　も，ある程度の制約をなし得るということもあるのではないか，そういうことも考えて

　　おるのではないかと思われます。そういう観点からも，濃縮を自前でやるということを

　　考えなければならないということです。

　　　先ほどから，輸出問題が，ご両氏からも提起されておりまずけれども，これはなかな

　　か実際問題としてはやっかいな問題で，日米原子力協定を読みましても，アメリカの商

　　業的利害のために，これを拒否し得る道が残されておるように私は考えています。です

　　から，これはアメリカのオプションによるので，自国の民間業界も含めて，自国の不利

　　になると思えば，この濃縮は受け付けないというこ．とは十分考えられることで，それで

　　は原子炉まで輸出ができないということに追い込まれる可能性が十分こぎいます。

　　　ですから，そ．ういうことを考えれば，自前の技術を’もたなければうそだということに

　　なるわけですけれども，それにこのウラン濃縮という問題をめぐりまして，アメリカの
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状況，ヨーロッパの状況，それぞれ刻々に変化，流動しておりますので，そういう流動

した環境に対処するためにも，自前の技術をもつべき努力はしなければならない。いっ

蚕でも濃縮はやらないのだということで，アメリカ依存一本やりの，そういうイージー

な考え方では，蚕ずいということを，重ねて強調させていただきたいと思う次第です。

　第2点は，技術開発の進め方という問題でありまずけれども，最近，もともと遠心分

離と拡散，ほかにもいろいろな方法がござい離すけれども，貝本でどう考えるかという

初期からの問題だったわけですが，ここ唱5年は遠心分離のほうに：重点というか，遠心

分離ばかりやってきたというわけです。なかなかこれはご存じのようにむずかしい問題

であります。いまだに技術的に，経済的に：ほんとうに可能であるかどうか，何国といえ

ども見当がついていないという状態でありますので，濃縮プラントをいつの時点かで具

体的にもたねばならんということを考えれば，はっきり実用性がすでに打ち出されてい

るところの拡散法という問題も，そういう技術も取り上げなければいけないということ

で，最近，菊池先生等を中心として取り上げられたわけですけれども，ともかく当分の

聞は，もう少し技徳をかためるまでは両方やるべきだと考えて掌ります。拡散法はやれ

ばできるではないか，できるはずだといわれましても，日本にばまだ技術はないわけで

ありますから，やはり自分なりの技術をもたなければいけない。それには技術開発にも

っと力を入れなければならないということになるわけです。

，蜜た基本的に研究のやり方としまして，目標が同じであってもやり方が違う。ほかの

や、り方がいろいろあるという場合には，違うやり方も研究開発段階ではやらなければい

けない。どちらがいいかわからなければ，両方ともやらなければいかんということは常

識であります。また場合によっては，拡散法と遠心分離という両方法は，両立する場合

があるわけです。スケールの少さいときには，遠心分離のほうが経済的だということが，

常識的にいわれて篭るわけですが，そういう観点から両立する可能性もある。組み合わ

せ方式を考えることが最適のプランになり得るということもありますから，いまの段階

では両方進めるべきだということを強調したいと思います。

　次が進め方の，ことに拡散法の進め方が，非常にはっきりしないで閉口して孕るので

すけれども，遠心分離のほうはまあまあ歴史的に展開されてきまして，ある程度はっき

・：り’した体制のもとにやられて募ります。拡散のほうは最近取り上げられまして，原子力

委員会の特定総合研究にも，5つの特定総合研究の1つとして，ウラン夕汐問題も取り

上げられているわけです。その中には拡散法もやるということがはっきりケたわれて澄
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りまずけれど屯，必ずしもその推進は強力に行なわれていないというのが実情でありま

す。原子力委員の中でも，武藤先生が担当して澄られると伺っておりまずけれども，必

ずしもそのご指導は強力ではありませんので，もっと強力に：進めていただきたいと私は

考えております。

　まだ，実施場所にしましても，原研，理研，われわれ住友電工でもやらせていただい

て回りまずけれども，その5者のとりまとめ役といいますか，それを実際の実権をもっ

てとりまとめるというか，その5者をとり玄とめる権限をどこがもっているかというこ

とが，はっきりしないというよりも，どこももたないという現状で，非常にまとめに困

って澄るという状況でございます。そういう点．もう少しはっきりさせていただきたいと

いうこと。

　それから，最近，原子力関係もいろいろな問題が次々に出てきまして，これは初めか

らですけれども，なかなか予算が振り分けられない。振り分けられないというか，振り

分けていると予算がなくなってしまうということになりかねないわけですが，これは選

択の問題になりますので，重点のおき方，選択の問題ということがありますので，私は

原子力委員会に，原子力開発に関する1種のシステムアナリシスといいますか，最近の

はやりですけれども，こういう奔常に技術進歩の急速な，しかも多様化時代，いろいろ

な関連問題を，入と金と時間の制約のもとに鉛いて，どういうや診方をするのが一番能

率的かということを，横に全部鳥瞭してウェートづけをしていくという活動，そういう

専闘部会でもつくって掘り下げていただいたらどうか。そうすれば濃縮問題なども，も

’つとクローズアップして打ち出されるであろうということを期待するわけなのです。そ

ういう検討を原子力委員会でもしていただいたらどうかと考えております。

　第5点としまして，当面の具体的措置を一言いわせていただきたいと思うのです。先

砥どからいろいろご意見が出ましたけれども，いまの時点で，いつの時期に，どれだけ

の規模のプラントをもつかという議論をしていましても，これはなかなからちがあかな

いし，経済的な問題も伴いますので，なかなか簡単でありませんが，少なくとも先ほど

から申しますように，自前の技術を早く確立するということ，技術をかためるというこ

とは，経済性の見通しもっけるということでして，拡散法においては，そろそろそうい

う時点にさしかかってきておると思うのです。どこまで規模を小さくして，相似法の成

り立つような，それをある程度エクステンドしていけば，プラントにつながっていくよ

うな最小単位は何か，それは最も簡単に考えれば，5毅カスケードで軸流の送風機が使
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　　えるぎりぎりの最小規模ということだと思うのですけれども，それだけでも早くやるべ

　　きだ。それをやることによって，テクニカルフィージビリティを確立し，経済性の見通

　　しをある程度つけ得るのではなかろうか，相当，経済性の見当もつくのではないかと考

　　えて語りまずけれども，それならば，10億円もあればできるのではなかろうか。10

　　億円というのは大金ですけれども，その程度の慨究投資によって拡散法の技術の確立が

　　でき，経済性の見通しがある程度得られるということであれば，やるべきではないかと

　　考えて論るのです。そういうことも早く国の方針としてはっきりさせていただきたいと

　　考えて澄る次第です。

議長　ありがとうございました。では，今井さん，お願いします。

今井　時間もございませんので，また私が申し残したことがないように思います。ただ1つ

　　ここで皆さ蜜にご報告して澄くことは，この段階において，もはや金岩さんからお話が

　　ございました程度以上に，技術はここまでまいりましたと皆さまの前でご報告するのが

　　賢明でも，あるいは慎重でもないと思いますので，これはむしろお許しをいただきたい

　　と思います。

　　，ただ，よくいわれますように，できるという情報ほど大切なものはないということば

　　がございまして，ガス拡散法に澄いてはもちろんできるのであるし，達心分離法におい

　　てもヨーロッパさ国はやるといっておる。向こうでやれたものが日・本の国力でやれない

　　ということはないという気がします。今日まで，民聞からばく大なご援助を得て澄りま

　　すが，こめ上ともご援助を得て，なるべくその成果の完成を早めたいと思います。私は

　　この問題については，非常に国際問題も複雑，流動的でありまして，いつでもいいので

　　はなくて，いつでもむしろお・答えが出なければならないのではないかという気もするわ

　　けでございます・

　　　いま法貴さんから，評価の話だとか，技術予測という面の於話もござい蜜したが，そ

　　ういうことを別途おやりいただきまして，そのときどきのご回答ができるように，私ど

　　』もとしてはやるべきではないかと考えて澄ります。

議畏　ありがとうございました。

　　　それでは引き続きまして，成型加工の段階について討議をしていただきたいと思いま

　　す。前に，原子力局において，いろいろと施策を立てて於られ，また現在は古河に訟い

　　て実際の仕事にタッチしていらっしゃる島村さんにキーノート．をお願いしたいと思いま

　　す。
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島村　私には，成型加工事業の諸問題というテーマが与えられておるわけでございますが，

　　予稿集の初めのほうに書きましたのは，将来の加工事業の規模がどの程度の竜のになる

　　かということを，初めに考えてみたということでございます。昨年の12月にご髭表に

　　なりました中央電力協議会の資料により蜜すと，これは先ほど西依さんも澄っしゃつた

　　のでございまずけれども，昭和5乙年度末の原子力発電設備は，運開ベースで1，624万

　　キロワット，おそらくはこれをペースにして考えますと，55年度には約2，500万キ藁

　　ワットということが考えられておるわけでございます。燃料は当然この発電の規模に左

　　右されるわけでござい憲して，竜ちうん55年に至る間に，その炉型を予想し，キャパ

　　シティを個々の炉について予想するということはできないわけでございますので，ごく

　　マクロにみました場合に，成型加工業の売り上げに立つ金額は，澄よそ年間1千億円で

　　あろうという想定をいたしました。原料費等にくわれる分を除いて，成型加工業自体の

　　付加価値を想定しますと，500億ぐらいと予想したわけでございます。

　　　ただ，10年も先になりますと，炉のメーカーさんのほうでも，当然輸出を考えられ

　　寮しようし，その際には，燃料の輸出ということも，これまた必然に伴わなければなら

　　ないということもございますので，これに：輸出分ということを加えて考え『ますと，この

　　数字はかなり大輻に増加すると考えざるを得ないと思うのであります。

　　　この成型加工業と申しますものを，わが国の国内産業として確立するということは，

　　非常に大きな問題でございまして，大げさに申しますならば，原子力発電計画の成否を

　　左右するということもいえるかと思うのであります。このことは単に燃料メーカーとし

　　しての力みすぎということではございませんで，原子力委員会がおつくりになり蜜した

　　原子力開発利用長期計画に輸いても，核燃料の加工事業については，ほんの一言しかお

　　触れいただいておらないわけでございまずけれども，その中でもはっきりして澄ります

　　ことは「わが国で使用する核燃料を，早期にすべて国内において加工し得るような体制

　　をととのえるようその育成をはかる必要がある」このように述べておられます。

　　　したがって，こういう加工事業を国内産業として確立するための点から考え』ました問

　　騨点と申し蜜すものは，私自身考えますのに，現在ほとんどないに等しいような状況か

　　ら，このような大きな産業にまで急速にもっていかなければならないというところに，

　　すべての問題が胚胎して海ると考えるわけでござい寮す。

　　　もちろん核燃料に関する研究が今日寮で無祝せられて澄つたわけでは決してございま

　　せんで，核燃料に関する成型加工についての研究に限ってみましても，その歴史は，わ
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が国の原子力開発の始まった15年前にもさかのぼるわけでございます。’ �vのない段

階から，いわゆるメーカーという立場（わものにとりましては，もちろん国の援助を受け

ながら屯，寮た先進国の開発した技術の導入をはかりながらも，とにかく賢明に生産技

術の習得，自主開発のために努力をかためてきておったわけでございます。しかしなが

ら残念なことに，今日まで日本の核燃料のメーカーが供給し得ました燃料と申しますも

のは，研究炉，あるいは試験炉用のそれが大部分でございまして，実用動力炉，発電炉

に対します核燃料の供給ぽ，まさにこれからやらと始まちうという段階にすぎないわけ

でござレ≦ます。ここに幾つかの間門があるわけそございます。

　干葉には，生産設備の拡充の問題がございます。大げさな言い方をし蜜すれば，成型

加工業と申しますものは，1つの装麗産業でございましで，急激な需要の増加に応ずる

’ためには，それに沿った設備をしていかなければならないということがございます。た

だ，需要がふえたから設備をふやすということでございましたら，他産業にもよくみら

れる問頚で，何ら問題がないわけでございますが㌔核燃料であるがゆえに，モこにまた

幾つかの間題がどざいます。

　原子力発電を成功に導きますためには，燃料サイクルコストを低く保つ必要があるわ

けでございます。そのためには：1高価表ものでございますので，金利の負担が大きな四

三になってまい匂ます。そのためにはメーカー段階における加工平間をできるだけ短期

にするという必要もございますが，’そのためには設備が余分に要るという問題がござい

ます。たとえば現在の軽水炉の燃料についてみましても，濃縮度の相違とかいうことで，

2種，あるいは乙種め燃料が必要とされる場合，漸次それをヴンラインでつくって於り

ました場合には∫非常に長い期間う腰るごこれを短縮させるためには，年問稼動させる

だけの量がなくても2系列，5系列を必要とするという場合が起こってまいりましょう。

　さらに」わ旗下に細いては，他の多ぐの国にみられますような炉型がしぼられぜいな

いという問題も；：加工業の立場を複雑にするわけでございます。軽水炉のほかに，わが

国では，カス廓，新型転換炉，高速贋などというように多種多様の凹型が考えられ，か

つその燃料が要求せられております。これらのそれぞれについて，加工技術，開発体制

・の整備をはからなければな診ません・

　再処理でありますとか，濃縮であるというものに此べれば，非常に小さな問題であり

蓑しょうけれども∴工場の立地をきめます場合にも，核燃料であるがゆえの制約でござ

い震すし，特にプルトニウムの燃料という段階になってまいり蓬すと，こ（わ解題もまた
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大きな問題になってくると考えるわけでございます。

　もちろん，そういった種類のことは別にしまして屯，この加工の分野に澄いても，技

術の開発はまだまだ先の長い問題であると考えます。』『 ｴ子炉の場合には，きわめて精緻

宏要求が三下からなされるわけでございますし，新しい材料を求めて，絶えず燃料の場

合に，よりよい燃料をより安くつくるというための勢力が必要であることは申すまでも

ござい蜜せん． B

　それに加えまして，先ほど法貴さんも触れられ』ましたが，燃料の分野には国際査察と

いう問題がございます。世界の平和を維持するために，そのような制度ももちろん，き

わめて必要なことではございましょうが，この問題，直接に負担がしわ寄せされるのは，

成型加事業者ということになって象いり黛すb非常にげっこうなことではございまtずが，

きわめて複雑な仕事になってまいります。さしあたり，きわめて控え目に申し蜜しても，

この査察にこたえまして，的確な資料を整備するというためには，何らか核燃料の計量

管理に関する技術の開発が望まれるわけでございまして，これについては，メーカーの

みならず，国としても大いに力を入れていただきたいと考えるわけでございます。

　最後に，予稿にない1つの点だけつけ加えてもらいたいと思うのです。それは成型加

工業に対する法律の規制の問題でございます。ご承知めと論り原子炉等規制法には，第

奪5条以下10条余りにわたりまして，加工事業に対する規制の条文が並んでおるわけ

でござい譲す。先ほども申し上げ脅したように，原子力委員会としては，この事業を早

く育てあげるために育成しなければならないという方針を述べて鉛られるにもかかわら

ず，この加工事業は許可制ということになっておりまして，’この事i業許可に対して政府

側は，きわめて，いわば慎重な態度をとって澄られるわけでござい蜜す。

　何ゆえに加工事業を，事業として規制しなければならんかということについて考えて

みますと，どうも私には現在の時点に診いては，理解しがたい面があるわけです。先ほ

ど来申し上げて澄りますように，核燃料については国際査察という問題がございます。

　また保安の問題があることは事実でござい唆すが；それゆえに，事業を許可制にする

というところには結びつかない幾多の問題があるのではなかろうか。法律にははっきり

出て：輸りませんけれども，またその運用に：澄いてもかなり問題がございます．と申し蜜

すことは，かりに：許可を受けた場合にしましても，ある種の燃料はつくっていいけれど

も，他の種の燃料をつくるという場合には，法律的に申し漏すれば，許可の申請のやり

直し，事業の変更許可ということになりましょ’ ､か，ややこしい手続きが必要になって
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　　寮いります。実はかようなことを申し上げるのは，メーカー側の，きわめて虫のいい要

　　求とおとりになる方もあるかもしれませんが，今日の私自身，あの法律の立案に参画し蓑

　　したものとして申し寮すならば，当時，原子炉をみたととのある人は数えるほどであり，

　　ましてや加工事業の実態を知っている人など1入もない時代につくられた法律が，10

　　年一昔と申しながら，15年もたった今日，な細そのまま残って澄るということは，ま

　　ことに凝望にたえない気がして知るわけであり蚕す。早く恥ずかしい思いから解放させ

　　ていただきますと同時に，せめて資金の融資であるとか，研究補助金とかのほかに，あ

　　まり足を引っぱることにならないような形において，燃料に対する規制をお考え願いた

　　いということをつけ加えまして，私の話をおしまい『にしたいと思います。

議長　ありがとうございました。ただいまめ島村さんのキー・ノートに対しまして，実際の

　　成型加工の仕事をやっていらっしゃる森島ざん，横須賀さんから，ご意見を伺いたいと

　　思います。まず森島さん，誇願いし博す。

森島　畠村さん（ρ澄話で，ほとんど広範囲に。燃料加工事業に於けるいろいろな問題をご指

　　奮いただきました。私は原子炉と燃料とを一緒に供給する立場で，問題点を考えてみた

　　いと思います。

　　　核燃料硲供給者として一番：重要なことは，一口に性能の高い燃料の設計乳製作をする

　　ということは，もちろんのことでございますが，原子炉燃料の特殊性から，一ロにいえ

　　る問題も幾つかの問題に分かれると思います。

　　　最初に炉心の設計と燃料の畿計の問題がございます。これは相互には，切り離せ：ない

　　問題でございまして，初装荷の燃料ばかりでなく，取りかえ燃料についても，なかなか

　　密接虹鱒がござ賊す・燃料の設諏あたっては瀞心の齢醗を松齪させる

　　ことは必要であり蜜しょうけれども，逆に，燃料の燃焼期間中の挙動も十分監視する必

　　要もあり雲す。燃料を供給する場合には，そういった問題について，十分いろいろな条

　　件を考慮して，経済的な最適設計をする必要があるわけです。

　　　したがって原子炉に燃料を装荷後，燃料のいろいろな挙動を十分に研究開発する必要

　　があるかと思います。

　　　そういう点について，われわれも少しずつ問題の整理をして澄りますが，さらに次の

　　問題としては，燃料の燃焼管理の問題がございます。設計起工された燃料を原子騨に挿

　　入後いろいろな運転条件下で、どのようにしたらじょうずに経済的に燃料を燃やすこと

　　ができるかという問題も引き続いてあります。われわれの場合には，そのために燃焼状
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　　況の記録を整備し，それができるだけ均一に燃えるように，いろいろな運転をしていた

　　だくわけです。さらにある時間たちますと，その燃料の取りかえのためのスケジュール

　　の決定といったような問題にも，最大の燃焼度を達成するためには，そういう二三も必

　　要になってまいり蓑す。こういつた面でも，われわれ燃料の供給者という立場で，いろ

　　いろな性能の計算その他を継続していく必要があります。そういった技術も勉強しなけ

　　ればいけない。

　　　最後に，今度は，燃料が工学的なフェィーリュア（欠陥）その他の万一の場合の事故

　　の対策という意味で，燃料の直接のアフターケアが必要になると思います。これもなか

　　なか非常にたいへんなものでございまして，高価なウラン燃料を十分に燃やすというこ

　　とからすれば，そういった欠陥燃料についての欠陥分を取り除いての有効利用という面

　　からの研究開発も，まだまだやらなければいけないことがたくさんあるのではないかと

　　思います。一応問題点の摘発ということで，私の意見を終わらせていただきます。

議長　ありがとうございました。では引き続いて，横須賀さん，お願いいたし蓬す。

横須賀　いま森島さんから訟話がありまして，結局燃料というのは原子炉の構成部分である。

　　燃料加工というハードウェア的なものだけではなしに，ソフトウェア，フォアマネージ

　　メントゐ一環として考えなければいかんということは，まことに同感であり震して，私

　　たちは原子騨と燃料と一緒に澄売りする，しかも発電炉という以上は，経済的でなくて

　　はいけない。その経済的のためには，燃料の設計が発電費に一番大きく影響をする。そ

　　ういう意味で燃料の設計，燃料の炉心の中でのパフォーマンス，燃やし方，そういった

　　フォアマネージメントというソフトウェア的なものを重視して，それに適した燃料を加

　　工をするという考え方で，い玄までやってきたわけでございます。

　　　それ以上詳しいことは申し上げられませんが，ここで島村さんの予稿にありまして，

　　あまりご説明がなかったプルトニウムの取り扱いについて，ちょっと私の考え”といるこ

　　とを補足的に申し上げたいと思うのであります。軽水騨では，現在二酸化ウラン系統の，

　　UOゼのものが使われておりますが，これの加工は，技術的にはいろいろ問題はあるに：

　　しても，まずできる段階まできて澄ると考えております。幸いにウランは，天然ウラン

　　とか．劣化ウランとかいう試験材料というか，実験に使える材料がわりあい簡単に手に

　　入る。それで昔からそういうものをいじって回りましたので，それの基礎的な知識もも

　　っておる。むしろ今度はエ場のプロダクションラインというかっこうで，工場をい俵考

　　えて回るので，これは技術的にはやることは今後あるにしても，そう大きな問題はない
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のではないかと思います。

　プルト轟ウムの場合には，プルトニウムの有毒性の以外に，品物が手に入らない。非

常に装置に金がかかるというところで，現実には，いま動燃さんが非常にりっぱな研究

施設をもって開発をしていらっしゃるので，それの開発の技術が．いかなる時点に，い

かにスムーズに民聞に移されるか，そういうことを考えるということが，非常に大きな

今後問題点であろうかと思っており玄す。

　．われわれ，プルトニウムの入った燃料にいつぶつかるだろうかということを考えます

と，まず一番手近なのは，動燃さんで計画の実験頃，あるいほ新型転換炉のプルトニウ

ム部分，次には高速の原型炉というものがあるのでしょうが，これらのもめ寮，メーカ

ーの経済ペースで製造をするというのには，量が少なすぎるというので，これは動燃さ

んのぼうで設備を増強なさい蓬して，自給体制をつくっていかれると私たち了解して澄

りますので，願わくばその段階に澄いて，いま寮での研究開魂的な考え方といいますか，

プロダクションマインディッド，そういう形で進めていただきたい。それで適当な時期に民間

にその技術なり何なりが移行されることを澄願いをしたいと思って澄り蓬す。

　それ以外に，われわれ軽水庚屋として，プルトニウム燃料に最初にぶっからなげれば

いけないのは，プル．サーマルの問題ではないかと思っております。プル・サーマル，

いういろ資料はζざいまずけれども．五十何年かには実験用の必要なプルトニウムより

も，軽水炉から出てくるプルトニウムが余分になる。これを軽水炉で燃そうという，プルト

ニウムのリサイクルという問題が起ってくる。これが比軟的1メーカーとしては，最初

にコマーシャルベースで直面しなければならない問題ではないかと考えて澄るのですが，

それに対する技術的の問題は，ソフトウェア的な問題，いかにウランのロアの中でプル

トニウム燃料をよく燃すかというソフトウェア的な問題と，先ほど申しました燃料の加

工技術の問題と両方があるわけであり蜜す。残念ながら，この方面に対しては，あまり

進んでないというのが現状でござい較す。

　これは外国でもそうなのですが，非常にプルトニウムリサイクルは特殊な，急激に需

要がふえていって，ある時期で，いつ高速炉ができるか知り寮せんが，それとともに急

に消えそなくなるような運命にどうもありそうな分野でございます。「

　それから，プルトニウムのリサイクルをいたし霞しても，ウランの燃料の全体の成型

加工量に比べますと，かなり量が少ない，全部リサイクルしても，せいぜいウラγの必

要量の大体15％から20彩ぐらいにしかならないのではないか。それですから，量産
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　　効果が出る，それ蓑での問のつなぎをどうするか，UO2燃料ですと200トン1年ぐら

　　いが大体経済ベースとかなんとか，これは比較的早くなるかと思い窪すけれども，それ

　　の10彩とか，20％という程度のフンレトニウムでプルトニウムペナルティというものを考え蓬すと，

　　そうレ～ち初期の時代の量産効果が発揮できない時代，これのプルトニウ云リサイクルの

　　問題，ζういうのはどあようにしてつないでいったらいいか。動燃さんの既設の設備を

　　うまく利用するということ：も1つの方法でしょうし1いろいろな考え方があるのですが，

　　どうもプル』トニウム問題はリサイクルも含めまして。いろいろの計画は方々であるので

　　す。しかしそれを総合的にみ七，高速炉燃料や伺かのところまでも含めて．』長期的なプ

　　ルトニウム問題に対する見通しがどうもどこでもまだ扱われていない。2．5年前に核燃

　　料懇談会あたりで論じたことはありましても，それがそみ後具体的にこれこれの：方針で，

　　こうやるのだというところが確立されていないと思うゐです。

　　　非常に残念なので；’今後，この方面を大いに国として，プルトニウム関係をどう扱う

　　『の建，“どうするめだというととろまで，総合研究にも拍定もされていないよう姦状況な

　　ので，そういうところを1はっきりした方針を出し｝といただきたいと考え七：直り’ます。

議長　どうもありがとうございました。

　　　だいぶ予定の時間を超過しており寮す。時間がだいぶ長くなりましたので，ここのと

　　ころで7分ばかり休憩をさせていただきたいと思います。5時55みきっかりからまた

　　再開さ息ていただき『ますので，よろしくご協力願レ～ます。

議畏　再開させていただき玄して，後半のディスカッションに入りたいと思います。

　　　次は「再処理」のトーギングでございますが，今井さん，キー．ノニトを齢旧いいた

　　します。

今弁　再処理の問題はたいへん古い話でζ：ぎい遇して，“まごろ復習をいたしては，たいへ

　』朕礼かもし撮せんが，前ぶれとらたはして，どんなこと二二事細どしてはや

　　るかと恥うことを，ちょいとは触れさせていただいたほうがよいかと思います』

　　　これはピューレックス法と申します。また湿式法などとも申して診りますオミ∫燃料は

　　前処理をやりましそ，あとは硝穰に溶かしてしまいまして，それからウランとプルトを

　　フィッジョンプログダクトと分け袋して，あとを順次生成をしていく，『そういうプロセ

　　スでございます。能力はaアトン・1日が保証されて澄るような次第でございます。

　　　しふしながら，こういうことで私どものほうはようやっと安全審査もちょうだいいた
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　しましたし．また予算上，着手することも診認め願って細りますので，このあとは地元

との調整などにな澄一そう配慮いたしながら，今年中にはぜひ着手をいたし，49年の

　3月には稼働を開始いたしたいと考えて澄ります。

さ窯やいうことでござ畷すカゆ手元罎料に繍厩聡したように汰

体この赤いページの次のところに再処理がございまし七，その5枚目のところに臼本に

噴ける再処理の使用済燃料と能力との関係のごときものが示してございます。

　　ちょっとそこをお開きいただきたいと思うのでありまするが，ここに表といたしまし

ては，抄70年には。使用済燃料が60トシ出る，75年になれば210トン出る。また

・9 ?９年・つ翻昭和55年・1・年たてば…㌦・トン漁る・勲・もう・籔って

　1985年になりますと，繊20トンになるという数字が出て澄り寮して，それに対して，

その右の図表はグラフ化したものでございます。

　　これに対しまして動然事業団，‘先ほどaアトンと申しましたか’ら，500日稼働する

とすれ球，故障が起こらなければ年間2筍トンずつ食っていくわけでござい蜜す。こ

んなことでございますので，右の図表をみていただきますと，1975年ごろがちょうど

一ぱ悟でござい玄すが，曾80年になりますと．この辺では最初の第喋プラントのキャ

パシティはもう明らかに不足となって論ります。また19窃年になれば，不足量は年間

　鷲鴛トン，このくらいの大きさに到達するわけでございます。

　　もちろんこのような数字は，もっと正確な数字を出して修正する必要もあるかと思わ

蟹す嚇ども・私のラフ旛論にはこの程度のラウンドナンバ顧でよろしいと考舷

して，そこにはあまり注意をいたしませんでした。

　そこで，結論的にはどういうことになりましょうかみ1975年，いまから5年後には

もうこうやって一ぱいになってしまうのでございます。いずれにいたし塾しても，昭和

　55年だとか，52年とか，51年のところはどちらでもけ・っ・こうでありまするけれど

も，そのころには，次のプラントが出てこならといけ脅せず1’またそのプラントについ

，，ては混間がこ縫なさって賊だくことを鮪すると繭が方針を纏め嫌って慶

るわけでございます。

　そこで，これから私が申し上げたいのは，題目が「核燃料産業確立の諸問題」であり

ますゆえ，もっぱらこの第2プランについての戯話をさせていただこう，こういうつも

りでございますから，ご容赦を願いたいと思います。

　さて，その52～55年ごろに着手をいたすということになりますれば，もちろん試
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運転もござい寮する。建設期間も5年ぐらいと見込まねばなり蜜す蚕い。そういうこと

になりますると，逆算をいたしてまいりますと，昭和50年ごろになりまするともはや

着工をする必要があるのだということに相なり蜜す。また安全審査にも時日がかかりま

す。そうしますと，決してゆっくりして語る問題ではございませず，昭和48年ごろに

なると，もう次のものを考えねばならんということ，これだけを初めに申し上げたいと

思うのでござい罪す。

　さて現実問題として，しからば一番大きな問題は何かと申しますと，再処理はどのく

らいの大きさの，キャパシティをどのぐらいにするかということでございます。これは

先ほど加工問題に於いてもそのお話が出たのでありまずけれども，再処理プラントは，

いわば設備産業的な化学工場でありますから，スケールメリットは，たいへん大きいの

は明白でございます。・

　第で表，前のところにも示してお・きましたが，アメ，リカではどんなことが行なわれて

涛るかと申しますと，図表のある左側にアメリカの状態が示してございます。現在は

烈FSが1日1トン，年間500トンという処理をいたして孕りまずけれども，これをず

うっと下へだどっていただき組すと，10年たちますとNFS自身も拡張をいたしますし，

その次に第2，第5，第4，第5はまだ不確定でありまずけれども、これらの計画がす

．でにございまして，年間の処理量は4200トンだということになっております。

　ζれに対して，そのころに排爵されるであろう使用済燃料は5500トンだということ

．になって論り玄すqそれ以後，汐85年になればもうだいじょうぶでございまずけれど

も，曾80年の時代にはオーバ・rでは表いかどいう議論がアメリカに細いても’現にある

わけでございます。

　こんな関係から申しまして，一体その解決法はどうするのだということは，これは私

が申すまでもなく，アメ、リカ．でしきりに議論をいた・しまして，大きなキャパシティのも

のをつくらねばならん。しか、しながら，初期には稼働率が下がる，下がるから一挙に大

きなものをつくるのではなく，段階的に大きくするということが一般の議論であ’ります。

問題なのは，これは放射性の高いものを扱う工場でございますから，一度よごれたとこ

ろに入り込んで拡張工事をするとい動ことがたいへん問題なのであります。それをどう

して書くかというあたりに：問題があると考えられます。

　わが国では昭和60．年，つまり60年と申し震すと汐85年でございまするが，先ほ

どの図表で診目にかけたごとく，このころになりますと，年聞1，200トンという処理の
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ものがもう1つなければならんのであ診ます。これは世界の大勢からみて，また原子力

発電の情勢からみて当然のことでありまずけれども，日本の再処理プラントは，将来は

相当大きなものであります。世界的にみても，そんな小さなものぞはないのであります。

昨日来，マビールさんや何かの診話なども伺いま‘した。い蜜ラ・アーグとウィンズケー

ルがあるけれどもそのうち間もなく足らなくなると熔・う数字もお示しになりました。し

かし，いずれと比べてみましても，日本の将来の要言処理量は相当大きなものでありま

す。

　このようなことを考慮いたしましたならば，ともかiぐ日本は国際的競争力を獲得する

という意昧からいきましても，決して小さいものをつくるべきではないのではないかと

私は考えます。これが建設規模に対しまして，私が申し上げたい点でござい1 ﾜす6

　規模に対して，その次に問題となりますのは，どんなプロセスで仕事をナるあかとい

う．ことでゼざいます。私どもは先ほども申し上げましたように湿式法，あみ熔はピュー

ン・ックス法と申しまして，これは現状に澄いては，すでにもうエスタブリッシュされま

　したプロセスであり蜜して，世界の多くのプラントはいずれもこれを使って澄り’ます。

、ヨーロッパしかり，アメリカに畑きましては，将来でを態う・とするブラシトを含めて，

澄澄むねこれであります。　　　・．　　1’・　　　　㍉

　ただ・1つ，G鶏が薪しい方式を提唱をされて澄りま七だb：’之れは過去のことでありま

ります。このプラントにおきましては少し違ったととを誇考えたなちれ毬’1して’初めに

イオン交換樹脂を使い蜜してプルトニウムだけ分けてしまちてドそめ欧にはウ多シと分

裂生成物が残るから，その段階でこれをドライに・して，乾二丁尭をしゼじ奮らて，・それ

で六弗化ウランをとり，また廃棄物を固形物として残留させよう，こう“うブイデアで

ありました。

　　しかるところ，いろいろご検討の結果，と才Lはただいまに澄き蕨してはもはや放葉さ

れておりまして，これにかわるに，やはりビューレッグ．ス法ど同じように，初めにはウ

ラン，プルは一諸に分ける，その後の生成はどうするということになりますが，1たっ

・・ ｽ1つ違って澄り憲するところは，最後にウランは哨酸ウランのようなもので出すよう

なご．とをせず，また酸化ウランにする之ともせず．最後のところで蒸発をいたしまして

て，弗素化いたしまして，六弗化ウ・ランにするというこ’とを付加されております。この

ような結果になっておりまするので，この方法については，いまぞも半乾式法・どいう名

が残って澄ります。
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　同時に一方，高レベルの廃棄物であり寮するが，これもその工場内で直接に固化して

し憲つたほうが，将来のあり秀としてほんとうであるということで，こ¢）2点でこのG

E法は他の方法とは違って凝るわけであります。

　詞じようなことは，一時アメリカでは非常に議論になり書して，アライド・ケミカル

が計画をいたし心したときには，初めはこの方法と同じものをとろうといたし零したけ

れども，後に変更をいたしまして，ただい寮計画いたしておりまして，また政府に申事

している方法は湿式法に変わって論るわけでございます。

　こういうことからみますると，大勢を占めて澄るのは，プロセスといたし蚕してはピ

ューレックス法が大勢であり暫して，GE法がどのような成績を，俵た経済的効果を論

あげになるかということは今後の問題であううかと＝考えております。

　次に，敷地の問題については，さまざまな件がございまずけれども，たった1つ申し

上げたいのは，往来からこういう議論がございます。再処理は，輸送が非常に金がかか

ります。場合によると，再処理費の5分の1，あるいはもっとかかる。それは条件によ

りまして。

　さ冬うな点か．ら，輸送費のかからないような地点で仕事をするよるということから申

せば．，たとえばここに千万キ獄という大きな集中原子力発墨をなさるという事態に相な

りましたならば，それ自身のプロパーの再処理をやるということが問題となってくるこ

とは考え，られることでございます。

　しかしながら，先ほど申しました1日5トンないし4トンという大きなプラント，そ

れは先ほどの雛00トン年闘の要再処理量に対応をいたして訟りますが，こんな大きな

ものをつくるという思想が一方にあるとしますると，これはなかなか比鮫問題でござい

まして，輸送量の倹約とプラントが大きくなったための飾約とのバランスが問題となっ

てくると考えられます。たぶん大型化のメ，り．ッ．トのほうが大きいのではないかと・私事

入は章々て、おる次第でござい蜜す。

　次に，．そ㊧ζろの再処理プラントに対して何か技術開発をしておかねばならない問題

はあるだろうかという点でございます。明らかにアメリカがいまわれわれのプラントと

違ったことをやっておりますのは，それはネプツニウムの回収をやって誇ることであり

ます。これは日本とアメリカとたいへん違うのでございまして，ネプツニウムを幾らつ

くってもこれの使い道が，買い手がない限りrいかんともせんか牽ないことでごさいま

す。その他，線源になるようなセシウムであるとか．そのようなものが売れ口さえあれ
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ば，当然これの回収を考えることは言うまでもないことでござ“ます』

　少し趣は違いまずけれども，クリプトンはガスとし℃排出されるものの中で，非常に

大きな部分を占めて訟って，それはもちろん安全上，それに掴収するにこしたことはな

いわけであります。クリプトンには若干の用途も考えられておるなどの関係もございま

して，これ塗回収するというのは．すでに原研さんのご協力を得まして，予備設計程度

のところ蜜ではやってきて澄る現状でございます。

　次に，高いレベルの廃棄物の処理でございます。先ぼどG難聴のとこ’ろで申し上げま

したが，G冠が澄やりになるように，要するに蒸発しでし・まらで水を吹っ飛ばした後

にこれを固型物にするということであり喫して，それにはらろいろの実行手手があるこ

とと考え蓬す。ただ高レベルのものが特に問題になり寮すのは，すでに中レベルのもの

等に，、ほか江方法があるからでござい号す・な澄この高レベルめ＝ものたうき罪しても，

し■よせん将来に，再処理工場が非常に尽き’くなりましたときに普通，液体で貯蔵をする

とすれば．これは界テンンスの腐蝕性のない，またそれを二重に保護したよう乱また

蒸発の熱の除去などを考えたまことにやっかいな貯蔵倉であり聾するので，このような

ものはしかる時期に固体にするということが必要となって’ぐちと思い呈す6

　しかしながら．アメリカは先ほどのG奮プラントでは∫出てくるに従って，これを固

型物にするということを考え志した。しかしかそれはかえら駅手だ。しばらく5年ぐら

いは工場に寝かして勢いて，自然の崩壊を待って，’だいぶん楽にならたときに固型物に

するほうがずうっと有利だという議論はございます。いずれにらたしましても，このよ

うな問題があるということを指摘させて’いただきたいと思います。

　次には，、少し異質の問題でございますが，当然出てくる問題絃，将来，高速増殖炉の

燃料が出たらどうするつもりだということでございます。もちろん蘭発の途上で実験炉

、．

Pが夢っだり，原型炉があったりするという段階の話ではございません。そのような段階

では何も専用プラントの必要があるわけではございませず，また各国ども，いま，これ

らの処理をや・り回すにつきましては，従来あるプラントの一部を改装いた’しまして，そ

れに適合するζ：と・くに処理していくわけでございます。

　根本的にはそれでは乾式法など，よくいわれているような方向はないかと広うことで

ございますが，それは私個人の考えといたしましては，決してそんなことはないと思い

ます。しかしながら，・燃料の設計そのものもたいへん流動的であぬ寮して｝高速増殖炉

がほんとうに商業炉になる時分に，どんな燃料に：なつ七お・りましょうか。’いま現にフラ
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ツス・では，再処理方式の高速炉燃料のための再処理：方式を塗討いたして澄画ますプラン

トがラ・アーグにありますが．このパイロ励プラントでやって澄るのは，、ウランとプ

ルト弟ウムの精密分臨をやらないことでございます。フィッシ謀ンプロダクトだけ分け

て，ウランとプルトニウム等は，ある程程まざっておっても差しつかえないという思想

によって，将来の高速増殖騨の燃料の湿式分難法を現にテストいたして澄ります。

　このような考えは，これは将来の，ことでございまするけれども，もしそれでも許され

るということになれば，再処理プラン，トは非常に：簡易化いたします。なかんずく乾式法

の基本的な化学的な欠陥は，ウランとプルトニウ．ムを分けるということが問題でござい

ます。分けると申しますのは，少しこまかく申しますと，これは乾式法でございますか

ら，．弗化物にしておいて，これを揮発分離することでありまするが，それがそれほどぴ

っちりいかない。いまな却濃縮プラントへ劣化ウランをもっていって再漸縮レでくれと

いうことは，』奔常に六事化ウラ老のスペックがきびしいため1（，とうで《奪合をいたし

玄せん。しかしそんなこと妹要らないのだということにな群ぱ，、これ妹傘く蘇事変わっ

てくると思うのでございます。

　再処理はこのようなことで，当颪，原子．熱発雷所から出て声iバリまレた嘩用済燃料の

あと始末施設でも．ζざい象す。しかレながら他画，これは燃料マブグルのスタ「・ティン

グポイン．トでもございます。プルトニウムをここからとるのぎとい身頃的でややことは

明らかでございます・

　その際に大きなプラントをつくるということのメリットは，先ほど申セ≠ヴ牟次第で

ございまずけれども，たとえばアメリ・ヵ（z）出版物「田△3輩」の坦8ρを婆てみますと，

1日5トンぐらいのプラント，私どものプラントではα7でございますから，．，7倍ぐら

．いのもの，このぐらいになればキログラム当たり26ドルぐらいの再然理コスト，つま

り肇トンゴ950．万円ぐ・らいになると思い慶すが，このぐらいの線に到津いたレまして，

燃料サイクル費の中に占める再処理コストはずφつと小さくなってく筍のでごぢいます。

　しょせんはこのような：方向に向かって，あらゆる経済的な努力をしなけ粋峠奪らない。

その際において・な茨じっかなものをつくって庵とう、ていいけません冷魁逼れはぜひ

とも最初から合理的な案をつくらねばならん・合理的とは吝きなプラン．トを悪序して澄

ります。何となれば，いま一応プロセ界は固定されて：勘って，そμを使うζいうことは

決して不利で縫いか、らでござい驚す。

　再処理につ麟して・短ど．も少し申し上げま・したが無声聲が蝉解声俸巧し

一559一



て，これがはなはだしく不利の原因になって於ります。しかし：ながら，9これはアメリカ

とは多少事情が違い蜜して，日本では多くの原子力発電所は海岸線に語つくりになられ

るのではないかと思い配す。しからば，海上輸送という問題につき査しては，まだまだ

安い輸送が今日の現状で考えられておるとはいわないのでござい憲すけれども，今後，

ます曝す改善の余地はあると思っております。

　そのような先物の掃出を申し上げますると，われわれが現在，建設いたそうというプ

ラントは，これから排出されるでございましょう民間動力炉の燃料を何でもかんでもち

ょうだいして，これをプルトユウムにして診返しするというサービスの義務をもって於

るわけでございまずけれども，また一方に於き白しては，そのころになりますれば，開

発中の高速増殖炉の燃料，その他特殊炉の燃料などもこれも処理しなければなちんとい

う特別の任務屯蜜た出てくるやに予想をいたしております。

　最後に，申す蜜でもないことでござい遷すが，再処理はこのようにいたしまして，ま

ことに：知そまきながらスタートをすることに相なり玄した。これから問題噛どだりますこ

とは，このプルトニウムをせっかくつくっても，どう使うカ1という技術の開発で，すで

に先ほど来，加工の問題の中で，なかんずくブル・サーマル匠つきましてぬ横須賀さん

からたいへん現実的な．ご要請を承ったばかりでございます。軽水炉リサイクルという問

題は，それほど先の問題ではない。ぜひともそれまでに私どもの再処理プラントが役に

立たせてもらうように，そのほうの技術開発に：ついて，澄考えを願わねばならないと思

ってまrります。

　すでに一部分，密話竜出たのでありまするけれども，善処理をやつ七出てくる劣化ウ

ラン，これはアメリカへ送って再濃縮をする。そういうことが一応の常識でござい蜜し

ょう。そのためには，先ほど来，再処理のプロセスの中で，ウラン，プルトニウムの分

離が問題だと申し上げたのであり冒す。しかし日本の状況で，蜜た今後の燃料設計の問

題として，ブレンディングという方式で濃縮度を調整するということは現に可能だと思

われます。

　昨日，イギリスのチューイさんの塩気の中には，まだすべての燃料は　　　，同時沈

でん法と申しますか，両方ともウラン，プルトニウムいずれでも同じことでござら蜜す

るが，沈でん液をつくって澄いて，液の状態で混合して，それをあらため沈でん物にし

て酸化物にして焼くという方式でなければ，なければというのは，これに対する方法と

しては，両：方とも酸化物にして澄いて，’：これを機械的に混合するという方法はまだ使っ
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　　ていないという澄話でございましたが，ついでにその際には，振動充てん法なども今後

　　考えようと思って細るということでございました。

　　　このような問題につきましては，動燃といたしましては，すでに振動充てん法でつく

　　りました資料の照射試験などもやっておりますが，今日までのところ，幸いにいい成績

　　をあげて誇るように考えてお・ります。

　　　このようなことと関連いたし寮して，劣化ウランはすべてアメリカへもっていって濃

　　縮二二なら舳ものでは軸だろうと私は思回す譲を返せば・劣化ウランの国

　　内濃縮などということは，先砥ど来の濃縮問題との関連に訟いてあるものだと考え憲す。

　　第2罠聞プラントということをいいながら。ずいぶん余分なことを申し上げましたが，

　　その意味に細いて私が申し上げたいと存じ蓑すのは以上でございます。（※④　参照）

議長　ありがとうございました。

　　　それでは，今井さんのキー・ノートに対し寮して，使用者側であり寮す西依さんから

　　ご意見をちょうだいしたいと思います。

西依　ただいまの今井さんのお話は，再処理第2プラントについての建設時期，規模，プロ

　　セス，立地問題，技術開発等，多方面からの有益なるご提案であったと思います。

　　　第2プラント服敵やるということでζざやま勲ミ潭力と欧し糺ては溺在

ρ麟では・第2㍗と導ついては傘ぐr郷ζざ湿す・もちろ働三業団さん

　　め第1号の再処理プラントの容量の関係から，あるいは使用済燃料¢嚇出の数字から，

　　多少，前後はするかもしれませんが，昭和52～55年こう咳でに越r何らかの形で解

　　決をしなければならない事実であろうと考えられます。

　　　勧と晩しまし下は泌要塒駆泌要な再処理プラントを？くっていただきた

　　いと思いますし，特に発電費のうちで50％を占める燃料サイクル費ができるだけ安く

　　あげていただきたいということは申すまでもないことでございます。

　　　理想をいえば，原子力発電プラソートを建設する時点に澄いて，すでにそのプラントの

　　構想ができて回り，しかも使用済燃料をどのように輸送をするかということで，十分考

　　慮して慶くべきでございましょ一うけれども，今後，再処理プラントの進展ぐあいに合わ

　　せて考えていくべき事柄であろうと思います。

　　　以上，簡単でございますが………。

議長』ありがとう一 ｲざいました。

　　　引き続きまして，次に移らせていただきます。

一541一



※④参考

　　『〔：第一表）

世』

Eめ再処理需給予測

喰　日 本

年
再処理能力　　　t／年

動燃事業団 民　　　聞　　　　　　計

使用済燃料

r出：三三

　で970

@1975

f　1980

@1985

2窪0

Q壌0

Q10

　　　　i　　　　　　　2唯O　　　　i500　　　　　　　510駕000　　　　　1，210

　60

Q10

T70

墲Q20

2・ Aヌザカ

、ビ・馳「　’ 再処理能力　　　　　　　も／年
1

NFS GE
；　　　　；　　　　At1一翫chAHied

Na　t璽Le島d 計

使用済燃料

r出量も．年

　喋．970

@19　75

@・喋98　G

鼬?２85

500

X00

X◎0

X00

500

T00

T00

goo

g5GO

P，500

働500

墲T0e

狽T00

？
？
？

5eG

T500

S20G一・I

P4260

　80

n700

?５0G

T5GO

5，　ヨーロ、’ツハ

旨

：再処理能力 も／年 使用済燃料
年 L 1

イギリス

Eインスケづレ

フランス

宴[アーグ

ユ→コケ

~ヅク

1　…ドイツカリ胸レウェ　　　「

イタリー 計 1：排出量t／嘩’

謹970 2500 600 105 乙6
ゑ255 t500

19　75 2500 600 嘩05 ぎポ 乙255 2，400

198　0 2βoa； 600 105 ろ。 600 5β55
く‘

T600

1985 田2，500 600 105 50 600
　　哩　ぜ」|層

盾T5 4，60G

一542一



ム
し
0

02

（
U
∩
U

O
∩
U
1
9

∩
U
G

〔
U
O

9
Ω
U

n
u
O

O
O
7
6
0
0

〔
U
O

5
4 00乙

0
0

0
n
U

ハ
∠
｛

1

210

動
…
燃
i

10

ジ
間
『
一
き
一
1

動
燃
，
一

民

間

　
0

　
2
，

／
1
り
一

動
燃

1970　　　　　　　　　　　　　　で975　　　　　　　　　　　　　1980

　　　日本に澄ける使用済燃料排出量および再処理能力

汐85年

議長最後に，核燃料政策についてでございますが，キーノートのご発表を今泉さん，小山

　　さんからゑ願いしたいと思い袋す。まず今泉さんからお願いいたします。

今泉　わが国の核燃料産業はここに申すまでもなく，今後のエネルギー供給の主役を果たす

　　べき原子力発電の経済性，自主性を確保するためのカギとなるものであり．また大きな

　　成長の可能性をもった新規産業であり蜜す。この産業の特微の肇つは，従来の産業と異

　　なり黛してガ先端的でかつ広大な技徳を確保して初めて存在できるということであり，

　　そしてその技術はとどまるところなく進展している点であります。

　　　わが国の企業は，澄もに米国の企業から技術を導入して，一部の分野について商業生

　　産を行なう験階にきて論りますが，それらの分野の今後の技術開発，あるいは蜜だ企業

　　化に至っていない分野の技術の確享には，今後大きな努力が必要であります・

　　　核燃料産業のあと一颪の特徴は，地下資源の開発から，ウランの濃縮，加工，使用済
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燃料の処理に至る広範なサイクルにより成り立・っているというごとであります。このサ

イクルには環境保全とか，輸送の簡題も密接に関係して痴ります。そしてこのサイクル

はわが国だけですべて完結するということはできず，国際協力関係が不可欠であります。

　このような観点から，通商産業省では核燃料産業の確立のための政策を進めておりま

す。

　まず第嘆に，わが国の長期的な核燃料産業ビジョンの再検討について述べますと，昭

和42年に，総合エネルギー調査会は，原子力産業の長期的な見通しを作成いたしまし

たが，その後，原子力発電所の建設計画が次第に具体化しまして，また一方わが国の経

済成長もテンポを早めて語りますので，これらを勘案しまして，あらためて核燃料産業

ビジ隷ンを確立する必要があると思います。

　昭和44年度には，通商産業省の核燃料研究委員会で，現在の原子力発電所建設計画

に基づきまして，長期的な核燃料関係諸量を試算しました。通産省では45年度に・経

済社会発展計画の見直しによりまして新しい政府の経済指標のもとに，原子力発電規模

の再検討を考えており，それに伴い寮して，核燃料産業規模を想定しまして，長期的な

核燃料産i業ビジョンを確立する計画を進めて診ります。

　次に，わが国の核燃料産業の育成策の概要を申し上げますと，この産業育成の目標は

申すまでもなく，わが国の自主的なウラン資源の開発から，加工，再処理に至る核燃料

サイクルの確立であり，同時に，これに必要な核燃料の量，質の確保であります。

　・量の確保については，特に重視すべきことは，ウラン資源の開発とウラン濃縮の分野

でありますが，資源の開発については，さきに述べました核燃料研究委員会の試算では

60年度末の発電規模が，軽水炉が4500万キロワットの想定しま、した場合，6G年度

、末までの天然ウランの必要量の合計は，約↑o万トンに達しよう・かと思われ俵す。そし

てこの量は。現在経済的に採掘できるといわれております世界の埋蔵鉱量の約15％に

相当します。このような大量の海外ウラン資源の確保と米国，欧郷諸国の積極的なウラ

ン資源確保策と競争しまして，長期的にかつ安定して行なうためには，単純買鉱では限

界があり，できるだけわが国の企業がみずからの力で海外資源を開発する必要があると

思います。このため45年度以降金属鉱物探鉱促進事業醸の海外探鉱融資の対象鉱種に

新たにウランを追加しました。それで民間の海外ウランの探鉱活動を助成することとな

．って海り懐す。もちろん単独企業による海外探鉱では，資金その他で制約を受けやすく，

多大のリスクを負うことになり綾すので，大型プロジェクトに対しましては，企業間の
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協力が望ましいと考えており蜜す。

　ウラン濃縮の仕事量は，現在の原子力発電計画から試算しますと，昭和55年度には

印00仕事量トン前後になろうかと思い注す。そしてわが国の電力需用構造から，その

必要な時期は．1年のうちのある期間に集中すると考えられ書す。

　このような大量のウランの濃縮仕事量は，当面，日米原子力協定によりまして確保さ

れなければならないのであり窪すが，必要とする量を望む時期に供給が受けられるよう

に，政府間ベースの交渉を連じまして，軽米間でとりきめが行なわれなければならない

ので，通産省のみならず，関係省庁の間で相協力してこの実現に努力して細ります。

　濃縮六ふつ化ウランを加工して完成燃料をつくる工程は，特にわが国での早期確立が

望まれて澄り寮す分野であり窪す。現在．二酸化ウランへのコンバージョン．，成型加工，

ある外はジルカロイ被覆管製造といった分野では企業化が進んで論りますが，これらの

屡報建設に対しまして，低利の開発銀行の融資とか，税制上の優遇忍辱が講じられて退

ります。さらにエーザーの方の立場も勘案した上で，税制上の配慮も必要かと考えて語

ります。また，国内で加工した燃料を使用する電力会社には，低利長期の開銀の資金を

融資する原子力発電機器延べ払い融資制度が適用されております。

　しかし，アメリカの巨大企業は，．抄50年代以来，巨額の国家資金の支出を中．心に進

められてまいり，大規模な技術開発によりまして，技術と資本を蓄積し，すでに大量生

産の体制に入っております。これらの企業と競争しまして，わが国の核燃料が今後発展

するためには，原子炉技術の向上に応じまして，みずから技術開発を行ない，強力に国

産化を進めなければならないと思います。そのためには関連する全メーカーの努力はも

ちろんですが，政府関係研究機関及びユーザー側の協力体制が不可欠であろうかと思い

ます。

　アメリカでは最近，核燃料産業が，エネルギー産業として適正な競争条件のもとにな

ければなちないという意見が多くなっているようでありますが・通産省では乳わが国の

核燃料産業が近い将来，国民経済上：重要なエネルギー産業の中核となるという．ことを予

想しまして，現時点からこの分野での適正寒競争市場を助成すべく対策を研究して慶り

ます。

　使用済燃料の再処理の工程は，ただいま今井さんからもお話がございましたように，

動燃事業団がわが国最初の工場を・45年庫から建設する計画でございますが・50年

度を過ぎますと，第2工場の必要が出て．ぐるということで・今後・智慮工場建設の具体
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　　的な体制と国の役割り等を明確にすることを考えて回り寮す。

　　　再処理工場で回収され蓬すプルトニウみのサーマル利用及び滅損ウランの利用，ある

　　いはウラン系燃料を補完するトリウムの利用についても，核燃料の経済性を向上させる

　　ために，今後積極的にこれを取り上げまして推進する方針であります。

議長　どうもありがとうござい震した。引き続いて，小山さん，澄願いいたし書す。

小山　最後の細さらいのようになり査すが，通産省のほうから，い爵いろいろと澄話があり

　　ましたが，同じ役所でも，科学技術庁となりますと，多少見方，考え方も，あるいは守

　　備範囲というのでしょうか，こういうものも違ってまいります。

　　　きょうのテーマで季ります最初のウラン資源の問題，先ほどから論ぜられましたけれ

　　ど竜，科学技術庁としましては。動燃事業団と一緒になりまして，動燃事業団に，世界

　　でまだ日本の民間企業が出てない地区のウランの資源の基礎調査をしてもらって，これ

　　を民間に引き継いでいこうと・基本的態度鉢きめて於り震す。引き継いだあとは・民間

　　と通産省のほうの助成策，そういうも《）が中心になって，ウラン資源の開発という問題

　　が大々的に進行するということになるわけでございますが，その前段階，露払いという

　　ことで，科学技術とその下にあり玄す動燃事業団，これが先駆的な役割りをやりまして，

　　未調査地域，それを探査しまして，基礎資料をそろえまして，民間に引き継ぐ。たとえ

　　ば2～3艮前の新聞にも出ておりましたが，フランスの原子力庁の，ニジェールの共同

　　探鉱開発ですか，あれも発端は動燃事業団でござい査す。あそこに全部海外から，大き

　　、いもの，こまかいもの，いろいろなコンタクトがまいります。それが発端となって，あ

　　のような協定ができ，それから新会社ができるというところまでまいってきたわけであ

　　り香す。そのような最も基礎的な，先駆的な仕事を，動燃事業団にやっていただくとい

　　うことでござい蜜す。

　　　ウラン濃縮につきましては，先ほどからいろいろいわれましたが，特に私たちのほう

　　では・去年のちょうξいまごろでしたか・理研で隔膜による分離が成功したといって・

　　大々的に藏本並びに世界誉で報道されたやけなρで，ちょっと於こがましいというとこ

　　ろもあるわけですが・そ跡らその次・引き縫糺て動燃細うで渤分艦よる

　　分離が成功したということが，数カ月あとにまた報道された。

　　　これは・いうなれば・石が沈んで木ρ葉が流れるということと同じでございまして・

　　適当な隔膜があれば分離すやρは南斥りまえといえばあたりまえ・遠心分離もちょっ

　　と機構を適当にしておけば分離するのは夢たりまえという基礎試験，実験室的な試験で
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は。そんなことはあたりまえのことなので，こんなことをわいわい，分離した，分離し

たと喜んで，欣喜雀躍するほうがおかしい。むしろ問題はその後のことにあり心して，

これをいかに経済的に工業化していこうか，そこに大きな問題点があるわけでござい蜜

す。

　この点については，去年，隔膜と遠心のあれに引きずられたわけでもないわけですが，

ウラン濃縮の重要性ということを考え憲して，原子力委員会で特定総合研究で取り上げ

まして，．今後5年間の基本計画，45，46，47ということの基本計画，これはガス

と遠心の両方について確定したわけでございます。

　47年度一ぱいごろまでに，遠心のほうもガス拡散のほうも，両方と竜技術的な解明

の見通しをつけようではないか，いうなれば実験室的には確かに分離には成功していま

す6しかし，その後，これをいかに工業化していこうかということについては，非常に

大きな問題点が残っております。これの問題点の技術的な解明の見通し，これ「は経済的

な解明の見通しすでいかんわけです。45，46。47と，あと5年間で，技術的な解

明の見通しをつける。これは，いうならば突貫工事みたいなことで、非常に無理な問題

点もはらんでいるわけでござい耕すけれども．一応5年間で，技術的な見通しをつけて

い～二う。

　それによって，そのときの状態によって，そのときはまた外国の事情も変わってまい

ると思います。たとえばアメリカなども，将来隔膜をそれ自体を輸出することがあるか

もしれないとか，ヨーロッパの，特にフランスあたりはガス拡散関係の機器の輸出をす

るかもしれない。あるいは多少それに関連したノーハウなどもコマーシャルで出しでく

る1かもしれない。いろいろなそういう世界の情勢，5国の遠心分離のものがどの程度ま

でいくか，あるいは齪Cあたりが遠心分離ではなくて，ガス拡散のほうのことも，多

少頭に描いているようですが，そちらのほうでどのように進んでいくか，そのときの世

界情勢も勘案し卜して，47年の5年過ぎたあとあたりで，ちょっと立ちどまって，チ

ェック・アンド・レビュウしてみょうではないか。その結果にようてどう進むか，その

ときによってサイコロを振ってみよう。これはガス干しぼるとか，遠心分離だけにしぼ

ってし憶うとか．そういうことではなくして，むしろ前提条件なしに，もう壕度フラン

クに振り返ってみて，どう進めるべきかを．そめときに振り返ってみょうではないか。

　慶そらくそのときは技術的解明の見通しだけですから．これも非常に無理なスケジュ

ールですから，はたしてそういうものが出るかどうかも確実にはいえないわけですが，
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そのあとに経済的見通しをつけなければならない。経済的見通しをつけるために，どう

しても，たとえば遠心分離でも数十台や，数百台は並べてみなくてはいかんのです。あ

るいはガス拡散のほうでしたら，カスケードを何十段，あるいは100段程度，あるいは

数百殺程度は組んでみなくてはいかんかもしれない。いわゆるパイロットプラントを，

蓬た前段階のカスケード段階というのでしょうか，そういうものの試験を相当やってみ

ないと，経済性なども，わからないということなのです。

　先ほどいろいろ講師の方々から，濃縮について問題点が出されましたが，たとえば1

つの大きな問題点は，濃縮のポリシーがどうも政府ははっきりしないということをいわ

れて慶り慶すが，私たちも実はそう思っているわけなのでござい蓬す。しかし，どうも

いまの情勢から考え蓬すと，このような基礎実験に成功したという程慶で，はたしてそ

れから先，技術的なほんとうの解明の見通しがつけるのか，どこまでいくのやらわから

ん，経済的な見通しがどこ蓬でいくのやらわからん，こういう状態でポリシイをいまは

っきり確立できるはずがないわけなのです。

　たとえば資金の問題もありますでしょうけれども，生産コストが高ければ，訟そらく

電力業界も引きとってくれないでしょうし，そんな高いものを買うより，アメ，リカダ）い

まの日米協定をどんどん延長して，向こうから確保したほうがいいではないかという問

乱さっき隔になって画した肋ども・そ獅曝鱒すP統都かく

ロズト細く勧ばいけない・そ煉対応する柵灘の球ρほ1ゆ麹岬学的

なガス拡散め酌も・』そういうものに対応するいろいろ姻騨を蝉騨セ朗撚・

何ともポリシーなど立てようがないので，いまのところ全くあいまいもこの状態であり

蜜すので，その点は立てようがない，もう少ししんぼうしてくださいということをいわ

ざるを得ない。

　もう1つ。’ガス拡散のほうの進め方がはっきりしないということがございましたけれ

ども，いまは確かに理研，原研，民間企業とろつに分かれてやっていただいているわけ

です。近い将来，原研が中心になりまして，民間企業の力を結集し磯して，原研が中心

になってやっていくのが最も適当だと私は考えて翻ります。

　再処理の問題については，いま今井副理事長のほうから夢話がありましたように，こ

れは第1号は動燃でやっていただきました。引52年度ころから稼働を開始しなければな

らない第2号，建設はずうっとその前になりますが，これはもちろん民間にやっていた

だく。その：方法はどういう方法をとるかは，いろいろとロマーシャルの問題があります
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ので，私がいまここでガタガタいうことはござい蓬せん。

　プルトニウムの有効利用という面ですが，これはすでにハルデンとか，サクストンと

か，いろいろやって語りますし，近く今度，原研で再開されましたrP珊一．狂計画，こ

れで近い将来，プルサーマルということで，いろいろ国としても試験をしょうと計画し

ておるわけでござい満す。聞くところによりますと，すでに：1～2の日本の商業炉で，

何かワンアッセンブリーかヅーアツセンブリーか知りませんが，その中に一応プルトニ

ウム付加燃料を組み込むという計画が，GEかウエスチングハウスか，そういうところ

とすでに話し合いが行なわれているということも聞いて：嶽り聾すので，さ・らに｝弼1の

第1期計画，あるいは認1の第2期計画ということで，アメリカ並びに日本のほうが，

相当協力していろいろな情報交換もやって澄1ります。

　ということで，これは相当コマーシャルに近いような問題になってきて澄り寮すので，

昔，原子力の特定総合研究に取り上げ忙して，基礎から大々的に国が中心になってやる

ということが。前にいわれたこともござい発すけれども．最近の情勢はそれを越えまし

て，だいぶコマーシャルの面が強くなってきたように感じ塾すので，これは国・も，もち

ろん国の研究機関を通じ蓬してやりまずけれども，むしろ民間のほうが積極的に，こう

いう技術開発をやっていただきたい。あるいは先進国の技術と技術提携をして，相生開

・発をしていくという面も，民間のほうも相当努力をし℃いただきたいと＝考えて澄ります。

　保障措置の問題，聾Pτに加盟しまして，いろいろとこれから問題になることなので

すが，ここで私がいうことはござい害せんが，アメリカあたりではこの保障鼻翼をいか

に合理的に，あるいは簡略化するために，どうしたらいいかということで．保障措置の

ための合理化，あるいは簡素化するための技術開発，技術研究をやっておるわけです。

聞くところによりますと，毎年十数億の金を，保障措置の簡素化，宙動化とい’い蜜すか，

合理化というか，そういうことに使っているそうでございます。そういう基礎の積み重

ね，そういうものが何年かの積み重ねがあって，いろいろと提案をしてくるわけでござ

います。

　ところが，日本のほうは，そういう研究はいまのところ。国の科学技術庁の補助金と

か，委託費とか，そういう懲ので2～5年，あまり大きな金額でない金額が出たにすぎ

ない。とうていアメリカ，ソ連，そういう国が何十億竜過去に使った保障借置関係の技

術開発には，ちょっと太刀打ちができないという』ごとになってお・りますので，向こうに，

してやられる可能性が非常に強いわけであ．ります。
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　　ヒ日本としましても，これからこういう問題について，自分たちの立場を強めるために，

　　発言権を強めるために，相当各社とも自分でも，それから国としても，これに対して相・

　　当の援助をして，たとえば訟金でいいますと，科学技術庁の委託金みたいなものを使い

　　まして，じみですけれども，こういうものに相当金をつぎ込んでいかないと，鯉？あた

　　珍でガサッとやられて，日本は何も発言権がない。ということは，自分にもっている屯

　　のが何もないから・．自分の技術・積み：重ねた技術・ノーハウというものが・保障等に関

　　して何もないから，いえない。入のいうことをうのみにするより手がない。理論的に，

　　ある匝は数的に詰められてきたときには。うんといわざるを得ない6ノゼどいえないと

　　いうこ．とにならないように，麹当，田本としても．いかにして保障措置を合理的に，あ

　　るいは簡単にしていくかという．ところに金をつぎ込まなければいけないのではないかと

　　属？丁寧鮫す・

議長　ζうもありがとうござい綾した。以上をもちましてパネルディ冬カッションを一応終

　　わったわけでございます。時間がだいぶ過ぎましたけれども，議長どして私からとり寳

　　とめをしてご報告したいと思い蚕す。

　　　まずウラン資源については，わが国の所要：量がほとんどすべてを，海外に依存せざる

　　を得ない状態でござい嘉すが，すでに昭和49年ごろには．所要量は長期契約，あるい

　．．妹冬ポッ到契約などで充足されておるということ，また5．8年には．すでに5万如00

　　トンρ確保がされていやということが報告されました。蜜た西依さんの澄話のように・

　　探鉢開発峰カナダ・アメリカで行なわれて怠るわけでありますが・さらにアアリカでも

　　行なわれようとしておるわけであり警す。，

　　　このように，ウラン資源確保の：方策は逐次進んでおり機す。康た鉱山業，・電力の協力

　　体制もとられまレて，本格的な探鉱開発に向いつつあるという状況でございます。しか

　　し、探鉢開発についてはリスクも大きく，かつ先行投資の期間も長いということから，

　　面癖ρ積蓮的援助に期待するところが大きいのでございまして，東さんのご指摘のよう

　　に，減耗控除制度が外国並みに扱われるという国の保護政策も要講されるところだと思

　　います。嚢だ今井さんのお・話のように，山元で六ふつ化ウラン．をつくるという条件も，

　　きわめて貴重なことかと存じます。

　　　次にウラン濃縮技術については，わが国では研究開発の段階であり，商業化の見通し

　　はまだ立っており唆せん。先ほど小山さんの澄わしゃつたと澄りでございます・。軽水炉

　　の建設を進めており配す電力会社としては，当分の間，．米国に依存せざるを得な．いと考
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えておるわけでございまずけれども，将来の濃縮ウラン加工製作については，吉岡さん

のご意見のように，いろいろな案がございましょうが，わが国がウラン濃縮技衛の自主

開発を強力に進める必要があるということは甲すまで竜ないという意見でございます。

このためには，三二さん，法貴さん，今井さんのご意見のように，国内研究開発体制に：

対する国の財政借置がより積極化されるべきであるということを痛感するわけでござい

ます。

　また歩ウラン濃縮の商業化については，海外先進国の情勢が，米国などのことでござ

いますが，依然流動的であるとはいいながら，徐々にかたまる傾向にあり，したがい唆

してわが国としても先見的に情勢を把握し，ウラン濃縮の商業化について，具体的な見

通しを立てる必要があろうかと存じます。しかし，また小山さんからご指摘のように，

経済的観点を十分配慮することは当然だろうと存じます。また輸出産業としての制約，

あるいは査察の面からも，自主技術の開発が必要であるというご意見がございました。

　次に成型加エについてでございますが，核燃料サイクルの中では，日本に誇いては企

業化の最も進展した分野であろうかと存じ袋す。島村さんが述べられましたように，商

業用動力炉の燃料成型加工分野では，これから本格化する段階であり，国産成型加工燃

料の信頼度の確認など，当面対処すべき事項もございます。将来の生産設備の拡充，燃

料の多様化への対応策など，将来はハードウェアのみならずソフトウェアについての開

発も必要となってまいるという意見でございます。

　他面，森島さん，横須賀さんのいわれるように，炉心技徳向上との調和，燃料性能の

保証ということも，また考えねばならない重要な課題といえるかと思い査す。またプル

トニウムの燃料，成型加工についても，その産業化，あるいはプルサーマルの問題とい

うことも必要な事柄でござい寮しょう。ただ事業の許可制など，改正を要すると考えら

れる現行法規，規則なども，現状に即した効果的なものになるように，関係方面のご努

力が必要かと存じます。

　再処理につきましては，最初の施設が，現在，動燃事業団におき蓬して建設着手の段

階に入って語診ます。しかし0，アトン／日の容量でございますので，55年ごろには第

2の施設が必要だということで，今井さんから，その場合の建設についての時期，規模，

敷地問題再処理方式などについて．種々，貴重なご意見があったと存じます。この問題

につきましては，今井さんのご指摘になりました点を含めまして，今後，可及的に早い

時期に，関係方面において具体的な検討を行ないまして，計画，設計に着手する必要が
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あろ．うかと存じます。

　西依さんからも：捧話がございましたように，使用済燃料輸送も1’つの重要な問題かと

思い按ずが，今回は詳しい討議をする時間がなかったかと存じ象す。

　楼た通産省の今泉さん，科学技術庁の小山さんから，政府の立場から，核燃料サイク

ル全般にわたっての政府の政策，方針を開陳していただいたわけでござい残すが・その

中で特に重要と思われることは、商業的分野については，民間が中心となって推進する。

平物はこうした民間の企業活動に対し，所要の援助を行なうこと，並びに研究開発の推

進にあたるという点ではなかろうかと存じまず。

　もちろんこれまで竜この方針で進んでき・たわけでございますが，今泉さんがご指摘に

なりましたように，政府と民間の役割りを明確化することが，核燃料サイ1クル推進の上

．で重要かと存じます。

　寮た近い将来，核燃料産業が国果経済上，重要なエネ～レギー産業の中核となるという

ことが予想をされるということでござい下して，それにつけても．ただいまの申し上げ

たことはきわめて重要かと思い馴す。

　また・その具体的な件につき．まして・小山さんから特にプル・サーマルの問題はすで

に商業化しているではないかというご意見もござい綾した。

　以上，討議の内容につきまして，概略取、りまとめたわけでございますが，核燃料サイ

クルが，今日，寮だ緒についた段階でありまするし，今後，まだ研究開発，商業化をは

かっていくためには，少なからず解決しなければならない問題が残っておるかと存じ寮

す。その点は，皆さ喪のご認識を得た点ではないかと存じます・

　今後，関係方面によりまして」∫核燃料サイクル確立のより一そう積極的な努：力が傾注

されることを要望をいたしまして，．本パネルを終了いたしたいと存じます。

　ご熱心に討議していた猿きましたパネルメγバーの方々に対し澄礼を申し上げますと

ともに，長時間にわたりましてご清聴を賜わりましたご参加の皆さまに，心から謝意を

表する承第でござい即す。

　どうもありがとうございました。
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閉 会 総 会

議長　岡野保次郎氏（属本原子力産業会議理事）

　　　　　大会成果とり蜜とめ

　　　　　閉会挨拶

3月27日

A　会　場



　　　　　　　　　　　　　　大会成采とりまとめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西電力株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副社長加藤博見

　只今，御紹介にあっかりました関西電力の加藤でござい蜜す○今園の年次大会に診きまして

は，冒頭に御報告を申し上げ蓬した通り。私はその準備委員会の委員長といたしまして．本大

会を1970年代の開幕にふさわしい内容とすべく企画いたした次鎮でござい蜜すが，関係各

位の暖かい御協力と御支援とにより、玄さしく。企画通りの充実した内容の御意見の発表や討

論が行なわれ5日間に亘る大会が只今非常な盛会のうちrその幕を閉じることになりましたこ

とは．まことに欣快に存ずるものでございます。

　さきほど事務局から聞きましたところでは．本年の大会への出席者は最終的に714名に達

しているということで，従来の大会にも増して多くの方々がこの催しに参加され熱心に御聴講

頂いた訳でありまして，これは年を追って、原子力産業に対する閾下がいやが上に：も高まって

きたことの証左であるものと，これまた甚だ心強く感ずる次第でございますq

　以下ご指名によりまして．・本大会の講演ならびに討論を振り返りながら．私なりの感じをと

りまとめて述べさせて頂きます。

　袋ず．国の内外を問わず、御発表頂きました御意見の基調の第一は、『197・0年代を迎え，

大量く発展する経済を支える基盤となるエネルギーは，必然的に大量の原子エネルギーに依存

ぜざるを得ない』ということの再確認でござい蓬したQ基調の第2は，これを受けて『かかる

原子力の大量開発に対処するための広義の諸戦略の策定とでも申すべきもの』で，これは当然

多岐にわたるものでありますが，多くの方が力説されたこととして国際的な視野に澄ける多角

的開発の姿勢，：地域社会開発との調和，核燃料産業の着実な確立，一層の自主開発技術の推進，

などと言ったものでございました。次に基調の第5は，原子力船、放射線利用等発電以外の’ ｪ
野に関する毛のでありますが，『その有用性の再認識と，その実用化への一層の努力の要請』

とでも申すべきものでござい寮した。

　そこで，基調の第一として採り上げました原子力開発の必要性については，従来つとに言及

されてきて澄るところであり，別段目新しいことではありませんが，停まることを知らない経

済の高度成長を反映して，エネルギーの増加も又異常なほどの高率で推移して海り，従来の予

想にも増して大きな期待が原子力へ寄せられて澄りますことから、，どくにこの時点に澄いてそ

の開発の意義の再認識がなされたものだと受けとられるのであり蜜す。

　わが国に慶きましては，従来運転申の商用原子力発電所が，東海発電所わずか一基という実
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績の乏しさもあって，原子力発電と．申しても夢物語としての感なきにしもあらずでありました

が・御講演の牢にもありました通り今年は・世界でも類例のない砥ど順調な竣工を遂げました

原肥。敦賀発電所の運転を見ましたほか，東電。福島発電所，関電・美浜発電所の各1号機が

ともに運転を開始する運びとなって於り了して，これらは1970年代の幕開けにふさわしい

大きな飛躍と申せ蓬しょう。

　国内の原子力発電の見通しに関する御講演のうちでは，昭和53年度までの原子力の着工規

、模は牟国で細・400万和ワ・即達するとの編でございましたが・昭和50鞭購

・分．にはrの原子力備環が在剰く力のもの惣搾るそうでござ磁して諸実習に原子エ

ネルギー時代となる訳でございます○

訪細のシ刷竚ｹ子力委縣噛め駅糎舗妨々、からは凋や醗の幽詐的な

畢あ御壁れそれの皆野穂欲的な蹄力醗ゆ呼の騨しを直か噂暑きする

こ雛きましたが繭外鞭で頓子均醗ρ意欲矧つ歪，嚢めて強いもので軽r牛を

：再確認し，当然の事ながら非常に意を強くした次第であります○

・郎駄解嘩調騨些ての『プく階下繭姐る諸鱗の策刷ζ畔申オベきも

のについては，まず，その基本となるべき国の政策に関して第1鷺目に西田原子力委員長のご

講演を澄聞きし，引きつづき『潅970年代の日本と原子力開発』をテーマとするシンポジ

ウムでは・初群騨醐する識を響きしまし鱗岬は一畳紳姻題ゆいて

『撃力野馳即今』なら嘩『蹴料産業職へ騨脚をテーマζ鍋剛ネノレ討

論会を通して種々の角度からご意見の発表を頂いたのであり蓬す。

基野業で勢㌍棘繰てしな嚇カヨ號持って『木罷る醗としての原句摩業

は四時職物駐靴行く醸でもあり・一方ζ勿二等観塾る二二騨ロ

・耳程の一部で蓼灘鷲聖いて騨勺罐騨砂鱒ち・さらに勲・核不鞘条約

の謙に硯興る髄甲騨概も欝に絡ん鞭めて鏑的かつ灘雄雛物摩業

であ塘すが・鋤開のシンポジウムではこの成長産業をそれぞれの鱒門の卒聯ら詳細

妨析田頭き旧本の斑力醗のあ．うべ筋向をさぐつ噸触した・ここで評矛咽

．用に徹するわ綱としての醗の磁・ま姻際化時代ρ中で門門開発の推進と・これと

講和と糠貯獅の育μ調騨争均の強化・勲多触縫展掴惚肌斥麟立地

冷丁合的馨・き弊鱗瀬源の安定確保に嫌る撚料サイクル上の諸工程の確立など

が指摘され蜜した。こオtらの項目については従来も折に触れ述べられ．「『きたものが多々ござい

．諌すが，197g年代という新時代を意識し，その上での原子力の位置を再確認しつつ整理さ
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れた形での方向づけが与えられたものとして大変有意義であったと存じます。

　申す蓬でもなく，70年代に期待されます大きな発展は挙国一致の体制下で始めて実現可能

なものでありまして，西田原子力委員長のお話にもありました通り，官民協同の実が一層もり上

りますことが願われるものであります。

　産業立地への総合的配慮は，本日のパネル討論で論じられ蜜した地域社会の開発と関連する

ものでありますが，最近，原子力の開発が地域社会との共存共栄の思想に立脚して論ぜられる

ようになりましたのは，誠に：喜：ばしいことと申せ言しょう○

　パネル討論ではこの共存共栄を単なる掛け声に終らせず，国の一層強力な総合施策のもとに，

真の実績が上がるようにとの御意見が出ましたが，その推進方が切望されるものであり済す。

　な澄この討論会ではあわせて国家的視野に立った国土総合開発の構想も承りましたが，いず

れにしましても今後の大量開発への方向づけの点で真剣に考慮すべきものと考え沖す○

　核燃料産業の諸野営につきましては，従来からも論ぜられて来て歴るところでありますが，

本日は，資流濃縮，成型加工∵再処理澄よび国の政策と言った点に問題を絞って有益なご意

見の発表を：頂き蜜した○

　ゴラン資源め確保はすでに対策が講ぜられつつあり蜜すが，最近は鉱業界も含め一層積極的

な姿勢が打ち出されて診り，心強い限りであり了す○濃縮の問題については将来の国産化を目

ざして一層の研究。開発推進の必要性が強調され堕したが当然のことと申せましょう○成型加

工については，すでに国内メーカが先鞭をつけておられる処でありまして，1970年代はこ

れを賑さ繍難業としての雌の磁に部高める膿のあることが下野下し嫡・

その成功が切望されるものであり寮す○再処理については動。燃事業団の1号プラント完成へ

の期待が論ぜられましたが，後続プラントへの影響からもその成功が大いに期待されるところ

であります。

かかる核燃料蝉育成評する政策については樋的な助成策力環醗れつつあり・これに

つ曾ての雪見交換もございました。産業界としてはかかる巨大産業の育成とその国際競争力増

強のためには一層強力な国の援助を要望．して器り，・さらに十分な配慮の行なわれることが切望

される．もQでございます○

　この核燃料産業については，フランスの講師の方から欧州の実情を細聞きし大変参考になり

蜜した。

　な蔚これも講演の形で訟聞きしました下等動力炉の開発は．これまた19ア0年代以降に語

ける原子力開発上の最重要戦略のひとつでありますが，自主開発の実が着々と上りつつあるこ
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とは6・まことに喜ばしい次第であります◎

　次に本大会基調の第5であります非発電部門に澄ける『原子力三月ヨの有用性の再認識と実用

化への｝層の努力』につきましては．まず原子力船舶に関して∴国産最初の原子力船「むつ」

の建造状況について御報告があり，いよいよ再来年にはこの第一撃が完成するわけで，この分

野でもわが国は先進国の仲間入りをすることとなり，頼もしい限りであります。さらに将来の

原子力商船実用化の展望についても積極的なご意見の発表がございましたσ

　この原子力船については西独の講師の方からも同国の計画について直かに誇話を澄聞きしま

・したが，経済的な商船建造までには，まだかなりの研究。開発を必要とすることが痛感されま

した。

　とるあれ，世界』の造船記録を維持する日本にとって，この分野でも是葬早くり一ダ。シッ

プを確立・して欲しいと願うものであ‘ります。

　ラジオ。アイソトープの工業利用，・放封線化学の研究，開発とその利用は，とかく地味な分

野のように思われ勝ちであ参ますが，御報告にもありま七た通り，近年着実な発展が見られレ

広汎な分野で，種々の利用の実績を確立し，次々に有用な製品の開発が行准われつつあること

病綿に心強弓ぜられるものであります。この放射線利用の珊に鮒る応用は今後とも

果て障く論るものと思わ繊すが・とくに報開発畔温湯つた轍の開拓すべき

分野でr多くの利用価値：が見出されるものであるとの澄話を御伺いしまし・て・深い感銘を受け

ましたが，同時にその成果に大きな期待を寄せるものであります。

　私は原子力の利用では，この放射線利用の部門とエネルギー利用の部門とが表裏一体となっ

て進んだとき本当にその開発の真価が発揮されるものであると考えて訟り．この放射線利用の

分野での一層の進展が期徳されるものであり黛す。

　以上，時間の関係ゼ，本年次大会でのすべての御意見を網羅することはできませんでしたが，

私なりにかけ足で印象をまとめさせて頂きました。

　総じて本年の大会では昨年の大会にも増して，原子力産業の’巨大さの認識とその推進のため

の戦略確立の必要性とが強調ぎ乳たように思えますが，まことに19フ0年代み幕開けにふさ

わしい議論の展開を見た大会であったと感ずるものでござらます○．

　最後に，本年次大会がこのような成功を収め了したことに対して，はるばる御来日頂きまし

た海外講師の方々，∫国里でほ原子力委員長を始めとする各講師，御意見発表の：方履まだ墜下ッ

シ．ンの議長を澄勤め頂いた方々はもとより．熱心に御聴講頂きました参字置の皆様方に深ド

甚な敬意を表するものでございますδ噛・ぐ・．　　　　　　　　　　　　『1　㍉曇融・‘じ・・

　御清聴まζ1とに有難う．ございまし、たd
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　　　　　　　　　　　　　　閉　　会　　挨　　拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本原子力産業会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事岡野保次郎

　本大会の閉会にあたりまして，一言ご挨拶申し上げ蓬す。

　只今の澄話にもありました通り，この3日間にわたって，原子力産業が1970年代に，蜜

す蜜す巨大な規模をもって，広範な産業分野での多面的な利用が，どのように展開されるであ

ろうかということについて，いろいろな立場の方からご発表と討論を頂きました。

　これについて，それぞれの方からる非常に積極的な，かつ明るい将来の見通しが描かれたよ

うに思います○何れにしても，源子力が今や，今後の我国経済全体の発展を支える，大きな支

柱であることが，改めて痛感された次第です。

　しかし．これと共に．我々がこれから取り組寮なければならない，重要な課題に：ついても、

鋭い問題点の指摘がなされました○

　原子力産業が70年代の国際経済社会に論いて．真の国隙的な産業として，これまでの先進

国と肩をならべ得るかどうか○原子力開発が社会，経済の発展と．どのように調和がはかられ

て行くべきかなど，原子力産業界はもとより，国の力を結集して，これに当るべき局面に直面

していることもまた事実であります○

　今後は，開発の進展する段階に応じて，一層調和のとれた適切な施策を講じて行くことが，

ますます必要でありますQその意味に澄いて，本大会の論議は，極めて意義深いものであり，

回を逐って，更に一層の盛会が望まれるのであります。

　本日をもち腐して，第5回原産年次大会の全日程を終了いたしました05日陶の大会を通じ

て，皆様の絶大なる御協力を頂きましたことを始め，議長，講演者の方々，特に海外からの発

表者など闘係者の方々の御協力に対し．主催者として深く感謝致す次第であります。

　皆様．まことに有難うござい蔑した。
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